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概 要 

最終更新日 ２０２２年８月２６日 

プロジェクト

名 
人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業 

プ ロ ジ ェ

クト番号 
Ｐ２０００６ 

担当推進部/ 

ＰＭまたは担

当者 

ロボット・AI 部 ＰＭ 芝田 兆史 （２０２２年９月現在） 

ロボット・AI 部 ＰＭ 大塚 亮太 （２０２１年４月～２０２２年５月） 

ロボット・AI 部 ＰＭ 仙洞田 充 （２０２０年４月～２０２１年３月） 

０．プロジェ

クトの概要 

我が国が直面する少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などの社会課題を解決するためには、AI

技術を適用する分野やタスクを更に拡大していく必要がある。 

これを実現するため、本プロジェクトでは、AI による推論結果を直接的に機械制御等に活用する

だけでなく、人とAIが相互に作用しながら共に成長し進化するシステム（以下「人と共に進化する

AI システム」という。）に係る基盤技術を研究開発する。 

また、「人と共に進化するAIシステム」等の社会への適用が円滑に進むよう、AI、特に機械学習

を利用したAIシステムについて、必要な品質が十分に担保されていることを確認・管理できる手法

を確立する。 

さらに、学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・導入を可能と

する汎用性の高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤技術の開発を行う。 

１．プロジェ

ク ト の 位

置 付 け ・

必 要 性 に

ついて 

 我が国は「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において、世界に先駆けた「超ス

マート社会」の実現を目指して、生活の質の向上をもたらす人とロボット・AI との共生、ユーザー

の多様なニーズにきめ細かに応えるカスタマイズされたサービスの提供、潜在的ニーズを先取りし

て人の活動を支援するサービスの提供、地域や年齢等によるサービス格差の解消、誰もがサービス

提供者となれる環境の整備等の実現が期待される。 

 その方針の下に基盤技術の戦略的強化として、例えば AI とロボットとの連携が AI による認識と

ロボットの運動能力の向上をもたらすように、複数の技術が有機的に結び付くことで、相互の技術

の進展を促すことも想定されている。 

 さらに「AI戦略 2019～人・産業・地域・政府全てに AI～」(2019 年 6月統合イノベーション戦略

推進会議決定)においては、中核基盤研究開発の一つに「文脈や意味を理解し、想定外の事象にも

対応でき、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開発」が設定された。 

 

この目標の下で、人と AI が相互に作用することで、人は AI の推論から新たな気づきを得て、AI

は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、人と共に進化するAIシステムの

実現が重要となる。 

加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然として存在している。 

 

 AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI の安全性などの

品質が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等はいまだ確立されておらず、AI 技術を適

用する際の障壁となっている。 

 そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために大量のデータが必要と

なり多額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の適用が難しい。 

 

我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化するAI技術の基盤を確立し、上記

の課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が必要となる。 

 

２．研究開発マネジメントについて 

  
プロジェク

トの目標 

①アウトプット目標 

本プロジェクトでは、非連続なブレイクスルーを生み出す基盤技術を研究開発し、その技術が開発

研究（本プロジェクトの成果を活用し、付加的な知識を創出して、新しい製品、サービス、システ

ム等の創出又は既存のこれらのものの改良を狙いとする研究をいう。）を開始できる水準までに達

することを本プロジェクトの目標とする。 

具体的には、2024年度までに、本プロジェクトの成果を活用した「人と共に進化するAIシステム」

に係る開発研究（製品開発ステージ）への着手率を 25 パーセント以上とする。 

 

②アウトカム目標 

本プロジェクトの成果により、実世界の様々な分野・タスクにおいて人と共に進化するAIシステム

が導入され、人との協調が求められる分野・タスクにおいてAIによる代替や人の新たな気づきによ

るビジネスの創出が期待される。特に社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、
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金融などの分野・タスクへの AI システムの適用が進み、労働生産性を 2030 年には 2020 年度比で

20％以上向上することに資するとともに、2030 年には、RPA（Robotic Process Automation）世界

市場を約 320 億ドルに拡大し、日本のシェアも当初予測の 8％から 12％以上に拡大することに資す

ることをアウトカム目標とする。 

プロジェク

トの計画内

容 

主な実施事項 2020fy 2021fy 2022fy 2023fy 2024fy  

研究開発項目①  

人と共に進化する

AIシステムの基盤

技術開発 

  
 

   

研究開発項目②  

実世界で信頼でき

る AI の評価・管

理手法の確立 

   
 

  

研究開発項目③  

容易に構築・導入

できる AI の開発 
  

 
   

事業費推移 

(会計・勘定

別に NEDO が

負担した実

績額（評価

実施年度に

ついては予

算額）を記

載) 

(単位:百万

円) 

会計・勘定 2020fy 2021fy 2020fy 2023fy 2024fy 総額 

一般会計 2,930 2,810 3,195 (2,700) (2,700) (14,335) 

総 NEDO 負担額 2,930 2,810 3,195 (2,700) (2,700) (14,335) 

(委託) 2,930 2,810 3,195 (2,700) (2,700) (14,335) 

開発体制 

経産省担当原課 産業技術環境局研究開発課プロジェクト産業室 

プロジェクト 

リーダー 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 辻井 潤一 

プロジェクト 

マネージャー 
ロボット・AI 部 芝田 兆史 

 

委託先 

研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 

①－１ 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

■サイボーグ AI に関する研究開発 

・（株）国際電気通信基礎技術研究所 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

・日鉄ソリューションズ（株） 

 

①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

■学習者の自己説明と AI の説明生成の共進化による教育学習支援環境 EXAIT

の研究開発 

・株式会社内田洋行 

・京都大学 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発(※) 

・慶應義塾 

・産業技術総合研究所 

・中部大学 

■進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と産業応用基盤の開発 

・キユーピー株式会社 

・東京医科大学 

・横浜国立大学 

■説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応

用 
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・大阪大学 

・電気通信大学 

・株式会社 ChiCaRo 

■人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発 

・早稲田大学 

■モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボックス化 

・東京工業大学 

・GE ヘルスケア・ジャパン株式会社 

 

①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

■インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開発 

・慶應義塾 

・公立はこだて未来大学 

・株式会社手塚プロダクション 

・電気通信大学 

・東京大学 

・株式会社ヒストリア 

・立教学院 

・株式会社Ａｌｅｓ 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

■熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤技術開発 

・京都大学 

・産業技術総合研究所 

・三菱電機株式会社 

■説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応

用（※①－２テーマにまたがる） 

・大阪大学 

・電気通信大学 

・株式会社 ChiCaRo 

■人と共に進化する AI オンライン教育プラットフォームの開発 

・コグニティブリサーチラボ株式会社 

・京都大学 

■人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリング基盤の開発 

・沖電気工業株式会社 

・東北大学 

・名古屋工業大学 

・理化学研究所 

■AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによる結晶成長技

術開発 

・産業技術総合研究所 

・東海国立大学機構名古屋大学 

・東海国立大学機構名古屋大学 

・理化学研究所 

■AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の研究開発 

・関西大学 

・株式会社分子ロボット総合研究所 

・北海道大学 

■Patient Journey を理解し臨床開発での意思決定を支援する人工知能基盤の

開発 

・サスメド株式会社 

 

①－４ 商品情報データベース構築のための研究開発 

■商品情報データベース構築のための研究開発 

・アーサー・ディ・リトル・ジャパン株式会社 

・ソフトバンク株式会社 

・パナソニック コネクト株式会社 

・株式会社ロボット小売社会実装研究機構 

 

研究開発項目② 「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

■機械学習システムの品質評価指標・測定テストベッドの研究開発 

・産業技術総合研究所 
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研究開発項目③ 「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 

■実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

・産業技術総合研究所 

 

情勢変化へ

の対応 

・各研究テーマについては、NEDO 担当職員が進捗状況等を把握するととともに研究開発や実証等の

課題を把握し、個別に実施計画の変更やその他個別の対応を行った。 

 

評価に関す

る事項 

事前評価 
２０１９年度実施  担当部 ロボット・AI 部 

中間評価 
２０２２年度 中間評価実施 

３．研究開発

成 果 に つ

いて 

 

プロジェクト全体 

【中間目標】 

各要素技術について、試験適用を実施し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 

＜成果＞ 

  「人と共に進化するAIシステム」に係る要素技術について、現実のタスク等に試験的に適用す

るとともに、課題抽出を実施した。各研究テーマの概要の下記研究開発項目①の成果を参照。 

 

研究開発項目①：人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 

【中間目標】 

開発する各技術について、試験的に特定の分野に適用可能なレベルに達する。また、各要素技

術については試験的に特定の分野に適用し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 

＜成果＞ 

 個別テーマについて各々で設定した中間目標を達成している。（個別テーマ内に一部目標

未達項目もあるが、同テーマ内で超過達成項目もあり、全体として目標を達成している） 

 一部のテーマについては EXPO 展示やプレスリリースを通じて市場（想定顧客）からの

フィードバックを得られる段階に達している。 

 技術推進委員会や技術指導等の場を通じて外部有識者からの指摘を受けて課題を整理し、

それらの解決に向かって取組を行っている。（個別の研究課題の最終的な統合の姿を明確

にすること、早期の実用化のために仕様の割り切りも検討すること等） 

 

研究開発項目②：実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 

【中間目標】 

・実際の事例に基づいて、具体的な品質評価・管理マニュアルを 3 件公開する。 

・品質の計測技術・向上技術について試験的に具体的事例に適用する。 

・テストベッドの基盤的部分について研究者向けに公開する。 

＜成果＞ 

 「自動運転向け物体認識」、「製造工場における外観検査」、「スマート車椅子向け人

検出」、「郵便番号認識」、「住宅価格予想」（計 5 件）に関する品質評価・管理マ

ニュアル（リファレンスガイド）を作成し公表した。 

 機械学習モデルの正確性や安定性の可視化・向上技術、安定性の計測技術、デバック・

ティスティング技術の研究開発を実施しそれぞれ具体的な実例に適用して論文等で成果

を公開している。一部下記テストベッドにも実装している。 

 機械学習品質評価テストベッド「Qunomon」のα版を公開しており、順次機能について

拡充を行っている。 

 

研究開発項目③：容易に構築・導入できる AI の開発 

【中間目標】 

汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術など、AI システムを容易に構築する要素技術の有効

性を確認する。その際、具体的な事例で試験的に AI システムを複数件構築し、試験結果から、プ

ラットフォーム構築に向けた課題抽出を行う。 

 ＜成果＞ 

 汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術については基本的な技術を開発した。具体的

には実画像や人手によるアノテーションを必要せず、数式により生成した画像等により事

前学習済みモデルを構築する基本技術などを開発した。 
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 事前学習済みモデルを効率的に活用して AI システムを構築する技術の基本技術の開発を

行った。具体的には、学習済みモデルを用いて希少症例の疾患を診断するAIシステムを構

築する技術などの基本技術を開発した。 

 これらの研究開発において、現状の抽出された課題の例は以下のとおりである。 

    ・学習済みモデルを用いて希少症例の疾患を診断するAIシステムを構築する技術について

は、現場で実証し技術の有効性等について検証する。 

    ・大量のデータ及び事前学習済みモデル等を一元的に活用して、AI システムを構築するた

めの支援プラットフォームを構築する。 

投稿論文 208 件 

知的財産権 

(特許・著作権等) 

出願 36 件（うち外国出願 6 件） 

 

 2021 年度に知財戦略調査を行い、その結果を各テーマにフィードバックし

て特許等の出願方針を明確化して出願につなげた。 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 

研究発表・講演 487 件 

プレス発表 86 件 

受賞実績 29 件 

展示会出展 4 件 

４.成果の実用

化 ・ 事 業

化 に 向 け

た 取 組 及

び 見 通 し

について 

具体的な顧客ターゲットのあるテーマ（①－２，①－３）について 

 ステージゲート評価を行って可能性を見極めるとともに、EXPO や民間アワード応募等でのアウト

リーチを実施し、パートナー企業の獲得または独自ベンチャー設立ないし実施者自身での事業化を

目指す。複数のテーマにおいてパートナー候補との接触やベンチャー設立等の動きが始まってお

り、実用化・事業化の目標は達成可能な見通しである。 

 

より基盤的・汎用技術的なテーマ（①－１，②, ③）について 

 実験拠点の整備やソフトウェアの公開・提供により共同研究の開始やコンソーシアムの設立を進

め、そこから技術の提供やコンサルティング等のよる収益化や連携企業の事業化支援を目指す。複

数のテーマにおいて実験フィールドの整備やソフトウェアの公が行われるとともに企業との連携協

議が始まっており、実用化・事業化の目標は達成可能な見通しである。 

 

５．基本計画

に 関 す る

事項 

作成時期 ２０２０年１月 作成 

変更履歴 

２０２０年１０月 改訂（プロジェクトリーダー(PL)の委嘱に係る変更） 

２０２１年 ６月 改訂（プロジェクトマネージャー(PM)の変更） 

２０２２年 ２月 改訂（研究開発項目①－４の追加） 

２０２２年 ５月 改訂（プロジェクトマネージャー(PM, SPM)の変更） 
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プロジェクト用語集 

 本文書中で使用する専門用語や略語について説明する。なお、用語の順番は英字（アルファベット順）、五
十音順とする。 
 
用語 説明 備考 
ABCI ABCI （AI Bridging Cloud Infrastructure、AI 橋渡し

クラウド) は、国立研究開発法人 産業技術総合研究所が
構築・運用する、世界最大規模の人工知能処理向け計算イ
ンフラストラクチャである。 

③－１ 

Adam Adam（Adaptive Moment Estimation）はニューラル
ネットワークの予測値と正解値の相違（損失関数）を最小
化する最適化アルゴリズムの一つである。 

③－１ 

Attention Branch 
Network（ABN） 

視覚的説明で得られる注視領域 (Attention map)を
Attention 機構へフィードバックすることで，視覚的説明によ
る注視領域の可視化と精度向上を同時に実現する手法を指
す。 

①－２－２ 

BERT Bidirectional Encoder Representations from 
Transformers を略した自然言語処理モデルであり、2018
年に Google が発表した。日本語では「Transformer によ
る双方向のエンコード表現」と訳される。 

①－３－３，③－
１ 

Disentanglement 潜在空間中の各次元が観測データ中の因子や性状ごとに分
かれているような状態を disentangled （もつれを解いた）
と表現する。たとえば、画像認識における disentangled な
表現の各次元は被写体の「色」「形」「大きさ」などに対応する
など、人が解釈可能な形となる。 

①－３－７ 

DNA ロボット 分子ロボットの一種であり、「群れをつくる・解散する」などの命
令をもつ DNA を与えて動きを制御する。 

①－３－８ 

DNN DNN(Deep Neural Network)はヒトや動物の脳神経回
路をモデルとしたニューラルネットワークを多層構造化したもので
ある。 

  

EAF 型式 ELAN Annotation Format の略である。 ①－３－３ 
ELAN EDUDICO Linguistic Annotator の略で「イーラン」と読

む。映像や音声に対して注釈を付ける際に利用される。 
①－３－３ 

FATE FATE と は 公 平 性 (Fairness) 、 説 明 責 任
(Accountability) 、 透 明 性 (Transparency) 、 倫 理
(Ethics)の頭文字をとったもので、人が AI を信用するための
4 つの要素を指す。 

③－１ 
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Flutter Flutter は Google が提供するモバイルアプリフレームワークで
あり、一度の開発でさまざまなデバイス・環境に対応したモバイ
ルアプリを開発できるクロスプラットフォーム開発環境である。 

①－３－６ 

fMRI fMRI (functional magnetic resonance imaging) は
MRI（核磁気共鳴）を利用して、ヒトおよび動物の脳活動
（に関連した血流動態反応）を視覚化する方法である。 

①－１ 

GPT-3 2020 年 7 月に OpenAI が発表した高性能な言語モデルを
指す。Transformer に基づく言語モデル GPT, GPT-2 の後
継にあたる。 

①－３－６ 

Human-in-the-
loop 
(HITL) 

データ収集と前処理～機械学習モデルの訓練～訓練済みモ
デルの運用監視～継続的なアップデートという一連の機械学
習プロセス／ライフサイクル（ループ）の中に人間との相互作
用、つまり人間とのインタラクションやフィードバックが含まれる状
態を指す。 

  

ImageNet 物体認識ソフトウェアの研究で用いるために設計された、
1400 万枚以上の自然画像（カラー写真）からなる教師ラ
ベル付き画像データセットである。 

③－１ 

ISO/IEC JTC 1/SC 
42 

国際標準化において JTC はジョイント委員会を意味する。 
こ こ で は ISO (International Organization for 
Standardization: 国 際 標 準 化 機 構 ) と IEC 
(International Electrotechnical Commission: 国際
電気標準会議)のジョイント委員会である。 
JTC1：Joint Technical Committee for information 
technology（合同専門委員会1（情報技術））である。 
SC はその Subcommittee であり、SC42 は Artificial 
Intelligence について協議される。 

②－１ 
参考 
(1) ISO 規格の制
定手順： 
https://www.jis
c.go.jp/internati
onal/iso-
prcs.html 
(2) IEC 規格の制
定手順： 
https://www.jis
c.go.jp/internati
onal/iec-
prcs.html 

Lean 手法 まず仮説を立て製品を作り、ユーザに使ってもらいながら検証
を繰り返す手法を指す。開発プロセスにおけるアジャイルと対
比され、顧客開発とも呼ばれる。 

①－２－６ 

LTI Learning Tools Interoperability の略であり、学習ツール
の相互運用性を意味する。さまざまな教育ツールの相互運用
性を実現するために米国の国際標準化団体 IMS Global 
Learning Consortium が策定した。 

①－３－５ 
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picoCTF CTF は Capture-the-Flag（旗取り）の略称であり、コン
ピュータセキュリティ技術の協議を指す。picoCTF はカーネギー
メロン大学が主催する中高生向けコンテストである。 

①－３－５ 

Places365 365 種類の「場所」を分類するための画像データセットを指
す。 

③－１ 

SAR 画象 Synthetic Aperture Radar（合成開口レーダー）によっ
て取得された画像を指す。電波の反射を利用することから、悪
天候で雲がかかっていても深夜であってもデータを取得できる
特長がある。 

③－１  

SDR Signal-to-Distortion Ratio（信号対歪み比）を示す。 
音源分離の指標の一つであり、数値が大きいほど良い。 

③－１ 

TCN Temporal Convolutional Network の略であり、自然言
語や音楽などの時系列のデータに対して CNN（畳み込み
ニューラルネットワーク）を用いたモデルを指す。 

①－３－３ 

UCF101 YouTube から収集された動画のデータセットで 101 の行動
カテゴリーに分類されている。 

③－１ 

VAE Variational Autoencoder（変分オートエンコーダー）の
略である。オートエンコーダ－（AE）は入力されたデータを一
度圧縮し、重要な特徴量だけを残した後、再度元の次元に
復元処理をするアルゴリズムを指す。VAE は AE の潜在変数
部分に確率分布を導入した技術である。 

①－３－７，③－
１ 

Vision 
Transformer 

自然言語処理で提案された Transformer を画像認識に応
用したもの。畳み込みを行わず、計算量を大幅に減少させな
がら高いパフォーマンスを実現する。 

①－２－２ 

X-Games 速さや高さや危険さなどの過激な要素を持ったスポーツをエク
ストリームスポーツ（Extreme sports, X sports)と呼ぶ。
X-Games は種々のエクストリームスポーツを集め、夏と冬の
年 2 回開催される国際的なスポーツ競技大会である。 

①－１ 

アジャイル アジャイル開発は、システムやソフトウェア開発におけるプロジェ
クト開発手法のひとつで、大きな単位でシステムを区切ること
なく小単位で実装とテストを繰り返して開発を進めていく手法
を指す。本プロジェクトにおいては情勢を変化に応じて課題設
定をアジャイル的に修正・更新していく方針としている。 

  

アノテーション  AI に学習させたいデータに意味付け(ラベル付け)を行う作業
のことを指す。例えばある画像に対して「犬」といったラベルを付
けたり、「犬」の位置を指示する(枠で囲う等の)作業がアノテー
ションである。 
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オントロジー 対象世界にかかわる諸概念を整理して体系づけ、コンピュータ
にも理解可能な形式で明示的に記述したものである。 

①－３－２ 

階層ベイズネットワー
ク 

ベイズネットワーク（ベイジアンネットワーク）は様々な事象間
の因果関係（確率的な依存関係）をグラフ構造で表現する
モデリング手法である。その因果関係をさらに階層的に表現し
たものを言う。 

①－１ 

学習済みモデル ある目的のためにデータセットを用いて学習し、その学習の結
果得られるモデルのことを「学習済みモデル」と呼ぶ。 

③－１ 

潜在空間 潜在変数は直接は観察されないが、観測（直接測定）され
た他の変数から数理モデルを通して推定される変数を意味す
る。その潜在変数からなる空間を潜在空間と呼ぶ。 

①－３－７ 

デジタルツイン 現実の世界から収集した様々なデータを、まるで双子であるか
のようにコンピュータ上で再現する技術のことを指す。デジタルツ
イン上で現実に近い物理的なシミュレーションが可能となる。 

①ー１ー２ 

テストベッド テストベッドとはシステム開発時に実際の使用環境に近い状
況を再現可能な試験用環境または試験用プラットフォームの
総称である。本プロジェクトで開発しているテストベッドは AI シ
ステム開発時に品質管理で用いる学習・検査などのツールを
組み込み、開発プロセス支援と評価記録・検証とを両立させ
る作業環境を提供するソフトウエア群の総称である。 

産業技術総合研究
所が開発した AI シ
ステムの品質管理
用 テ ス ト ベ ッ ド は
Qunomon の名称
で公開されている。 
https://aistairc.
github.io/quno
mon/ 

マイクロ RNA マイクロ RNA(miRNA)はメッセンジャーRNA(mRNA)と同じ
RNA の仲間であるが、mRNA と比べて小さい。体内でタンパ
ク質がバランス良く作られる調整役を担う因子の一つが
miRNA であり、疾患の発生において重要な役割を果たすこと
が判明してきている。ヒトでは約 2700 種類の miRNA が見つ
かっている。 

①－２ー３ 

マルチエージェント・プ
ランニング 

複数の自律的に行動するオブジェクト（エージェント）がそれ
ぞれに協調・競合することでシステム全体を制御することを言
う。 

①－３－１ 

マルチモーダル/クロス
モーダル 

複数の感覚やセンシングによって対象を認識するマルチモーダ
ルに加えて、ある感覚情報が他の感覚に作用して感覚情報
が変化する場合をクロスモーダルと呼ぶ。視覚によって感じる味
覚が変化するケースが代表例である。 

①－２－２ 
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1. 事業の位置付け・必要性について 

1. 事業の目的の妥当性 

1.1 政策的位置付け 
我が国は「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において、世界に先駆けた「超スマー

ト社会」の実現を目指して、生活の質の向上をもたらす人とロボット・AI との共生、ユーザーの多様なニーズ
にきめ細かに応えるカスタマイズされたサービスの提供、潜在的ニーズを先取りして人の活動を支援するサー
ビスの提供、地域や年齢等によるサービス格差の解消、誰もがサービス提供者となれる環境の整備等の実
現が期待される。 

その方針の下に基盤技術の戦略的強化として、例えば AI とロボットとの連携が AI による認識とロボット
の運動能力の向上をもたらすように、複数の技術が有機的に結び付くことで、相互の技術の進展を促すこと
も想定されている。 

さらに「AI 戦略 2019～人・産業・地域・政府全てに AI～」(2019 年 6 月統合イノベーション戦略推
進会議決定)においては、中核基盤研究開発の一つに「文脈や意味を理解し、想定外の事象にも対応で
き、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開発」が設定された。 

この目標の下で、人と AI が相互に作用することで、人は AI の推論から新たな気づきを得て、AI は人か
ら知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、人と共に進化する AI システムの実現が重要とな
る。 

 
加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然として存在している。 
 
■ AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI の安全性などの品質

が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等はいまだ確立されておらず、AI 技術を適用する際の障壁
となっている。 

■ そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために大量のデータが必要となり多
額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の適用が難しい。 

 
我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化する AI 技術の基盤を確立し、上記の

課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が必要となる。 
 

1.2 我が国の状況 
    内閣府による「令和元年版高齢社会白書」では、我が国は長期の人口減少過程に入っており、2053 年

には総人口が 1 億人を割り込むと予想される。一方で少子高齢化が加速し、2036 年には 3 人に 1 人が
65 歳以上になる推計がされている。 

 （最新の令和 4 年版高齢社会白書においても、推計は変わっていない） 
このため、今後、我が国は深刻な労働力不足に陥る可能性があり、我が国の労働生産性の向上は急

務となっている。AI 技術は人の業務を代替し、労働生産性を大きく向上させることが期待され、人と AI が
双方向でコミュニケーションを取ることで新たなビジネスを創出することも想定される。 
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また、「人づくり革命基本構想（2018 年 6 月 13 日人生 100 年時代構想会議とりまとめ） 参考資
料」によると、民間企業における 1 人当たりの教育訓練費の推移は、1990 年代以降減少傾向にあり、我
が国は、人的資本の蓄積に不安を抱えている。特に昨今では、変化し続ける社会に適応するために、一度
習得したスキルだけを一生使い続けるのではなく、リカレント教育によるスキルアップを図る必要がある。人と
共に進化する AI システムは、専門家の育成や、新たなスキルの習得を効率化していくことが可能であり、こ
のような課題にも対応できる基盤技術として期待される。 

   

1.3 世界の状況 
海外では米国の Google、Apple、Facebook、Amazon といったいわゆる GAFA や中国のバイドゥ、

アリババ、テンセントといったいわゆる BAT 等、大手 IT ベンダーや IT ベンチャーにより活発に研究開発が行
われているなか、世界各国で AI を基幹産業と位置付け、国際競争力を高める戦略が策定されている。 

米国では、GAFA が世界を牽引し、2019 年 2 月に米国人工知能イニシアティブ（American AI 
Initiative）が開始され、大統領令により研究開発、人材育成、基盤整備（データ、インフラ、規制、標
準化等）への集中投資と、国際枠組みにおける米国 AI 企業への市場開放と国益確保の両立という方針
が掲げられている。また、具体的な研究テーマについて、米国政府機関の一つである DARPA（Defense 
Advanced Research Projects Agency）は、2017 年に「説明できる AI」（XAI：Explainable 
Artificial Intelligence）のプロジェクトの公募を発表、2018 年 9 月にこの XAI プログラムや新たな AI
探索プログラム（Artificial Intelligence Exploration）等複数のプログラムを包含する“AI Next 
Campaign”に複数年で 20 億ドル以上を投資すると発表した。 

また、2019 年 6 月には、「米国人工知能研究開発戦略計画」の改訂版が発行された。同改訂版は、
従来版の戦略（2016）における研究開発、人材、倫理･セキュリティ等の取組事項を踏襲した上で、「官
民パートナーシップ拡大」を新たな取組事項として追加している。AI 技術の標準化に関しては、NIST
（National Institute of Standards and Technology）が 2019 年 8 月に「技術標準および関連
ツールの開発における連邦政府の関与計画」を公表し、AI 技術標準と関連ツールの開発に関する現況、
計画、課題、機会、および連邦政府による関与の優先分野を特定している。  

また、中国では、データ囲い込みと AI への集中投資で、研究開発が加速している。中国政府は、2017
年 7 月に「次世代人工知能発展計画」を、2017 年 12 月に「次世代人工知能産業の発展促進に関す
る三年行動計画（2018～2020 年）」を相次いで発表し、2020 年までに人工知能重点製品の大量
生産、重要な基礎能力の全面的強化、スマート製造の発展深化、AI 産業の支援体制の確立等を通じ
た重点分野の国際競争力の強化、AI と実体経済の融合深化等を目指すとの目標を達成するためのタス
クが示された。 

一方で、2019 年 5 月、科学技術部と北京市政府が支援する北京智源人工智能研究院（Beijing 
Academy of Artificial Intelligence）が「北京 AI 原則」を発表し、人間のプライバシー、尊厳、自由、
自律性、権利が十分に尊重されるべき等の、人工知能の研究開発における指針を示した。同年 6 月、科
学技術部は、「新世代 AI ガバナンス原則（Governance Principles for the New Generation 
Artificial Intelligence）」を公表し、開発者から使用者、管理者は社会的責任と自律意識を持ち、法
令・倫理道徳と標準機半を厳守し、人工知能を違法活動に使用しない旨、指針を定めた。 

 



 

14 

欧州連合（EU）では、欧州委員会が、2018 年 4 月に AI 戦略をまとめた政策文書を発表し、2020
年末までに AI 分野へ官民あわせて 200 億ユーロを投資するという数値目標を示すなど、加盟各国に対し
て AI 戦略フレームワークを示した。また、2019 年 4 月には、EU が AI 活用に関する「信頼できる AI のた
めの倫理ガイドライン」を発表した。さらに、欧州委員会は 2020 年 2 月に「AI 白書（White Paper on 
Artificial Intelligence - A European approach to excellence and trust）」を発表し、市民の
価値観と権利を尊重した安全な AI 開発の「信頼性」と「優越性」を実現するための政策オプションを示した。
2021 年 4 月には、欧州員会により AI 規則案（Artificial Intelligence Act）が公表されている。 

このように各国は AI 技術の産業応用を更に拡大するために積極的に投資を行っていると同時に AI の信
頼性に関わる研究開発や標準化・規制に関する議論も進めている。今後、AI の信頼性等に係る分野は
大きく発展することが期待され、本プロジェクトの基盤的技術開発はその市場に参入していくためにも必要な
取組と考えられる。また、AI の信頼性に係る標準化についても検討の段階から参加することにより製造業等
に裏打ちされた日本の知見を生かしてリードしていくことが重要となる。 

 
主要各国の AI に関するマスタープランから、それぞれの重点分野を抽出すると次のようになる。太字の項

目は本プロジェクトの研究開発テーマと共通しており、国際的な研究開発の動向とも整合したテーマ設定が
行えていると判断している。 

それらのテーマを進めると同時に「AI の評価・管理手法の確立」、「容易に構築・導入できる AI の開発」
にも注力する。前者については日本の工業製品が誇る品質管理を AI の領域においても確立し世界を主
導することを目指す。後者については、GAFA 等の圧倒的なデータ集積能力を持つ企業群に対して、別の
視点からの AI システム構築の可能性を探り、新たな地平を拓くことを目指している。どちらも、日本の特長を
活かしたテーマ設定となっている。 
 

 
 NEDO 「人工知能(AI)技術分野における大局的な研究開発のアクションプラン策定及び事業抽出 
 のための調査」 (2021 年 6 月) より 

 
 



 

15 

1.4 NEDO の技術戦略上の位置付け 
  本プロジェクトは NEDO の技術戦略において、以下の図のとおり位置付けられている。先導する「次世代人

工知能・ロボット中核技術開発」の成果や課題を基に社会実装を軸とする研究とともに、人工知能の要素
技術開発を継続して行う戦略が決定され、当プロジェクトがその役割を担っている。 

 

 
技術戦略とプロジェクトの関係 

 

 1.5 本プロジェクトの狙い 
本プロジェクトでは上記の状況を踏まえ、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少など、今後、我が国が

直面する社会課題を解決するために、以下の「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」を実施す
る。 
 

①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
       人と AI が相互に作用しながら共に成長し進化するシステムを構築するためには、人が AI の判断結

果だけでなく、判断根拠や推論の経緯を理解し、そこから気づきや新たな知見を得られる必要がある。
しかし、機械学習、特にディープラーニングは、推論過程・推論根拠がブラックボックスとなっている。この
ため、AI の推論根拠や過程を示し、人が AI を理解することを可能とする技術を開発する。 

       一方で、当該システムを構築するためには AI が人から知見を得ることで推論精度等を高めていく仕
組みも構築する必要がある。そのため、データと知識の融合や AI による人の意図理解など、人と AI が
相互に理解し、学習していくための基盤技術についても開発する。 

 
また、AI を実世界に適用するにあたって、AI の品質評価や管理における課題の解決や、実データの取得

困難性による課題を解決するため、あわせて以下の研究開発を行う。 
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②「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

AI、特に機械学習を利用した AI システムの品質について、それぞれの分野に適用される AI システ
ムに必要な性能、安全性などを勘案して、必要な品質が十分に担保されていることを確認・管理でき
る手法を確立する。 

   
③「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 
  学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・導入を可能とする汎用性の

高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤技術の開発を行う。 
 

2. NEDO の事業としての妥当性 

2.1 NEDO が関与する意義 
 本プロジェクトにおいて実現を目指す「人と共に進化する AI システム」については、既存の技術分野にはない新
しいコンセプトが含まれており、当該技術開発は非常に難易度が高く民間企業のみでは十分な研究開発が困難
と考えられる。 

また、「人と共に進化する AI システム」については学術的な最新の研究と実際に社会に適用する実証を並行
して進めていく必要があり、産学官の複数実施者が互いのノウハウ等を持ちより協調して実施することが必要であ
り、NEDO が関与して効果的な成果を上げていく必要がある。 
 また、本プロジェクトでは AI システムの品質管理に係る研究開発は国際標準等の策定を見据えたものであり、
このような知的基盤の形成についても NEDO が関与してマネジメントしていくことが必要である。 
 

2.2 実施の効果（費用対効果） 
 ＜プロジェクトについて＞ 

現状の事業費については以下の通りの見込みである。 
 

 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 
事業費 29.3 28.1 32.0 （27.0） （27.0） 
単位は億円（）内は見込み額 

 
プロジェクト費用の総額：143 億円（5 年） 

 
 ＜効果について＞ 

本プロジェクトからは少なくともテーマ数の 25%以上、すなわち 5 件以上の事業化がなされることを目標
としている。それらの事業は、2030 年において少なくとも年間 10 億円の売上げを達成することを目標とす
る。年間 10 億円の売上げは 2021 年度時点において国内 AI 企業の 20 位に相当する。 

2030 年の国内 AI 業界の市場規模は控えめに見積っても 2021 年の 4 倍以上に拡大すると予測さ
れる。また、国際的には 2020 年度から 2028 年度の 8 年間に市場規模が 15 倍以上に拡大する予測
もあり、本プロジェクトから年間 10 億円規模の事業を 5 件以上実現することは十分に可能と考える。 
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プロジェクトへの投資に対して、本プロジェクトから直接的に創出される経済効果として 3 年での回収が見
込まれる。 

  
プロジェクト予算 直接的に創出される事業の規模 

143 億円 年間 50 億円以上 
 
 
同時に本プロジェクトは基盤技術の開発を目指しており、その成果を多方面の企業が活用することによる

波及的・間接的な効果も期待される。 
本プロジェクトの効果が現れる考えられる例として RPA（Robotics Process Automation）市場が

ある。以下に RPA 市場の拡大について、本プロジェクトを実施した場合と実施しなかった場合の状況を予
測する。 
予測については、NEDO「人工知能分野の技術戦略 ver3.0」において記載されているしシナリオに基づき
行っている。 

 
本プロジェクトを実施しなかった場合のシナリオ： 

 RPA が定義された方法に従って自動的に業務を処理し、単純な作業に組み込まれるレベルで導
入が進展すると想定する。その結果、2030 年度まで世界市場は 291 億ドル、日本の国内市
場は 35 億ドルと推定した。 

 
本プロジェクトを実施した場合のシナリオ： 

 本プロジェクトにより達成される AI の説明性の向上・人の意図を理解する AI・AI の品質評価技
術・容易に構築できる AI を活用した RPA が開発され、RPA の適用業務が拡大することを想定
する。また、本プロジェクトにおいて、当該技術において日本企業等が優位性を獲得し、海外への
進出が進むと仮定した。その結果、世界市場を 320 億ドル、日本市場を 38.4 億ドルと推定し
た 

 
 

本プロジェクトを実施しな
かった場合 

本プロジェクトを実施した場
合 

世界市場規模 291 億ドル 320 億ドル 

日本のシェア 8％ 12％ 

日本が確保する市場規模 23.28 億ドル 38.40 億ドル 

 
（注）基本となる RPA 市場予測は Robotic Process Automation Market to Reach $5.1 Billion 

by 2025”, （Tractica, 2017）を活用、その他の試算は NEDO「人工知能分野の技術戦略」
ver3.0 を活用 

 
 この結果について、事業費とプロジェクト実施による日本が確保する市場規模を比較すると以下の通りとなる。 
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   プロジェクト実施による市場規模向上額：15.12 億ドル 

1,965 億円（1 ドル＝130 円として計算） 
 

インプットする費用総額に対して 13 倍以上の効果が期待される。この値は RPA 市場に限った予測に基づい
て算出されたものであり、各産業分野においても効果が及ぶことは確実であり、また労働生産性の向上等の影響
もあることから、効果はさらに大きく上積みされると予測している。  
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2．研究開発マネジメント 

1. 研究開発目標の妥当性 

1.1 プロジェクトの目標 
 プロジェクト全体のアウトプット目標及びアウトカム目標については以下のとおりである。 
 

１）アウトプット目標 
本プロジェクトでは、非連続なブレイクスルーを生み出す基盤技術を研究開発し、その技術が開発研究

（本プロジェクトの成果を活用し、付加的な知識を創出して、新しい製品、サービス、システム等の創出又
は既存のこれらのものの改良を狙いとする研究をいう。）を開始できる水準までに達することを本プロジェクト
の目標とする。 

具体的には、2024 年度までに、本プロジェクトの成果を活用した「人と共に進化する AI システム」に係る
開発研究（製品開発ステージ）への着手率を 25 パーセント以上とする。 

 
【中間目標】2022 年度 

各要素技術について、試験適用を実施し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 
 

【最終目標】2024 年度 
本プロジェクトのねらいの実現に向けて、得られた基盤技術を組み合わせた開発を開始できる水準まで
に達することを目標に、試験的適用結果に基づく課題を解決し、開発研究の開始に必要な技術を確
立する。また、実施者は本プロジェクトの成果を活用した新たな「人と共に進化する AI システム」に係る
開発研究（製品開発ステージ）への着手率 25 パーセント以上を達成する。 

 
＜目標の説明＞ 

 「人と共に進化する AI システム」とは人と AI がインタラクションしながら、人は新たな知見や技能などを
手に入れ、AI は精度などの性能を向上することができる AI システムの総称を指すものである。 

 本プロジェクトでは「人と共に進化する AI システム」の基盤技術開発及びその技術を実社会に適用す
るために必要な技術開発し、実社会において様々な分野・タスクにおいて「人と共に進化する AI システ
ム」が構築されていくことが最終的な目的であり、一つの個別具体的なシステムの構築を本プロジェクト
において目指すわけではない。 

 以上のことを踏まえて、本プロジェクトの目標は個別具体的な AI システムの仕様ではなく、本プロジェク
トの成果を用いて構成される「人と共に進化する AI システム」について、実用化・事業化に向けた研究
開発の着手率を目標値として設定した。 

 
〇「開発研究の着手率」について 

 「人と共に進化する AI システム」を実際に社会的利用（実際に活用する事業者への提供等）するこ
とを前提とした具体的な研究開発や実証を実施することを指している。また、この研究開発については、
単純な継続研究と区別するため、実施者等の資金を活用した、実用化・事業化の研究開発のみ該
当するものとする。 
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 着手率は、研究開発項目①の研究開発テーマ数（延べ 18 テーマ）を分母とし、その中で上記の着
手の定義に当てはまる研究テーマを分子として計算する。 

 分母となる研究テーマについては、全研究開発項目に対する研究テーマ、複数の研究開発項目に対
する研究テーマ、単一の研究開発項目に対する研究テーマが混在していることに留意が必要である。
以下の説明において、この点は必要に応じて補足する。 

 

1.2 研究開発項目 
上記プロジェクト目標を達成するために、以下の研究開発項目を実施する。なお、本プロジェクトは、AI の

社会適用の早期化に資するハイリスクな基盤的技術に対して、産学官の複数事業者が互いのノウハウ等を持
ちより協調して実施する事業であり、委託事業として実施する。 

 
研究開発項目① 人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 
研究開発項目② 実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 
研究開発項目③ 容易に構築・導入できる AI の開発 

 

 
 

研究開発項目①：人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 
◇ 研究開発の必要性 

    AI 技術が適用されることの社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI による推論結果
を直接的に機械制御等に活用するのではなく、人と AI が適切な役割分担のもとで協働していくことが必要
である。これを実現するためには、人とAIが相互に作用することで、人はAIの推論から新たな気づきを得て、
AI は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる「人と共に進化する AI システム」の実現
が重要となる。このシステムの実現のためには以下の課題が解決される必要がある。 
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 AI システムが推論根拠を、人間が理解できる形で説明する必要があるが、機械学習、特にディー
プラーニングは推論過程・推論根拠がブラックボックスとなっており、説明性に乏しい。 

 人から知見を得ることで AI が精度等を高めていく仕組みを構築する必要があるが、データからの機
械学習で得られる知識と、人が持つ知識を融合して利用する技術や、人の意図を理解する技術
など、人と AI が相互学習していく仕組みについて技術が確立されていない。 

  
◇ 研究開発の具体的内容 

    上記の課題を踏まえて、「人と共に進化する AI システム」の以下の技術の研究開発を行う。 
 活用する分野において必要な精度を保ちつつ、AI の学習結果や推論過程・推論根拠を説明す

る AI システムを実現する技術 
 データからの機械学習で得られる知識と、人が持つ知識を融合して利用する技術や、人の意図を

理解する技術など、人と AI が相互学習する上で必要となる基盤技術    
   また、多くの分野でリファレンスとなる人と共に進化する AI システムのアーキテクチャや、人の認知行動に係る

研究開発などの人と共に進化する AI の共通基盤技術も開発する。 
    共通基盤技術は多様な実社会の環境で試験しつつ研究開発を進める必要があるため、このような共通

基盤技術は様々な分野へ適用して試験できる環境やその環境が再現できる設備が整った研究開発拠点
において研究開発を行う。 

 
   同時に研究開発拠点は研究開発成果の実社会への橋渡しを行うため、以下の機能を備える。 

 研究開発拠点の研究成果について、他の実施者や外部の研究者が活用できるように整備すると
ともに、密に意見交換できる体制を構築する。 

 「人と共に進化する AI システム」に係る研究開発拠点以外の成果についても、NEDO の協力のも
と他の実施者の許諾を得て、集約化し統一的な情報発信を行うことで、開発した技術の実用化・
事業化を促進する。 

  
研究開発項目②：実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 
 ◇ 研究開発の必要性 

現在、既に AI 技術が導入されている分野として、EC（Electronic Commerce）サイト、SNS 等
におけるレコメンド機能や郵便番号や宛名住所の文字認識などがある。このような分野は、AI の判断が
誤りだった場合の社会的・経済的影響が小さく、AI システム自体の品質の重要度は比較的低い。他方、
貸付審査、医療診断、自動運転などに AI システムが適用された場合は、判断が誤りだった場合の社会
的・経済的影響が大きいため、AI の品質評価・管理が重要である。 

例えば自動運転の場合、天候変化や歩行者の急な飛び出し等、AIシステムは多様な状況の下で柔
軟に機能することを求められるが、そのような AI の性能や信頼性の評価・管理は容易ではない。さらに、
運用中にも AI が学習する場合には、AI システムが時々刻々と変化していく可能性がある。そのため、AI
システムの性能の評価・管理には既存のソフトウェアの品質評価・管理手法を用いることが困難である。 

上記の状況を踏まえて、「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」プロジェクトにおいて「機械学習
品質マネジメントガイドライン」（2020 年公表予定）が策定され、AI の品質評価・管理の基本的な考
え方が示された。しかし、品質の評価項目、指標、目的などは AI の適用分野や利用形態によって異な
るものであり、具体的な評価方法は記載されない予定である。 
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今後、「機械学習品質マネジメントガイドライン」の考えに基づいた具体的な品質評価・管理手法を示
すとともに、実社会に適用して品質評価・管理の事例を積み上げていくことにより、品質評価・管理手法
を広く社会に普及していくことが、AI システムを実世界に隅々まで浸透させるためには必要不可欠である。 

 
 ◇ 研究開発の概要 

具体的な AI の品質評価・管理手法を確立するために、以下の研究開発を行う。 
 「機械学習品質マネジメントガイドライン」を踏まえ、実際の事例をベースに、評価項目・指標・目

的など明示化した具体的な品質評価・管理マニュアルの策定 
 推論結果の安定性の計測技術や向上技術などの品質評価・管理技術の開発 
 AI の品質評価・管理のプロセスは AI システムの構築と並行して行われることが想定されることから、

その過程で生じる膨大な検査データや統計的なデータ等を統合的に取り扱うことができるテストベッ
ドの開発 

 また、当該研究開発は標準化施策等との連携を図ることとし、標準化に向けて開発する評価手法の提
案、データの提供等も積極的に行う。 

 
研究開発項目③：容易に構築・導入できる AI の開発 

◇ 研究開発の必要性 
AI 技術の導入が期待される分野は多様であるが、現実には大量のデータを収集すること自体が不可

能なケースや、AI の学習に必要なデータを集めるためには大きなコストがかかるケースがある。 
例えば、製造現場における異音検知などの場合は、そもそも学習用データとなる異音のデータを、AI が

必要な精度を出すレベルまで用意できないケースなどが存在している。また、データを用意できる場合で
あっても、モデル構築のために大量の学習用データが必要となる。データを収集し、収集したデータにタグ付
けし正規化を行う作業等、データの収集と前処理に大きなコストがかかる。 

AI 技術の開発プロセスにおいては、学習に高性能の計算資源が必要になり、この観点からもコストが
高くなる。人と共に進化する AI システムを実世界に隅々まで浸透させるためには、これらの課題を解決す
る必要がある。 

 
◇ 研究開発の具体的内容 

大量の学習用データを用いた学習済みモデルを用いて、少量の学習用データで AI システムを効率的に
作成するためのプラットフォームを構築する。具体的には、画像、動画や言語など異なるタイプのデータによる
汎用モデルを効率的に構築する技術の開発、実応用分野に分かれた準汎用モデルの開発、それら学習済
モデルを組み合わせて適用分野において少量データで高精度のモデルを構築する技術の開発、データや構
築されたモデル効率的に管理して利活用を容易にするための技術の開発などを行う。また、本技術開発は
多種多様・大量データを効率的に処理する計算基盤が必要不可欠であることから、その設備が整った研究
開発拠点において研究開発を行う。 

加えて、研究開発拠点は研究開発成果の実社会への橋渡しを行うため、以下の機能を備える。 
 研究開発拠点の研究成果について、他の実施者や外部の研究者が活用できるように整備すると

ともに、密に意見交換できる体制を構築する。 
 「容易に構築・導入できる AI」に係る研究開発成果を積極的に発信し、開発した技術の実用

化・事業化を促進する。 
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1.3 研究開発目標と根拠 
プロジェクトの目標を達成する観点から、研究開発項目毎に目標を設定する。 
研究開発項目①については、「人と共に進化する AI システム」の基盤的な技術を開発すること目的に設定し

ている。研究開発項目②及び研究開発項目③については「人と共に進化する AI システム」の社会適用への課
題を解決するための技術開発として目標を設定した。 
 
研究開発項目①：人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 

【中間目標】 
開発する各技術について、試験的に特定の分野に適用可能なレベルに達する。また、各要素技術につい
ては試験的に特定の分野に適用し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 

【最終目標】 
特定分野に試験的に適用した結果、挙げられた課題を解決し、開発研究の開始に必要な技術を確立
する。 

 
 ＜目標の説明＞ 

 研究開発項目①において開発する技術は、「人と共に進化する AI システム」を構築するために必要な技
術を確立することを目標としている。具体的には判断根拠等を説明する AI 技術や人の意図を理解する
AI 技術などの技術的ツールが必要となる。 

 しかし、これらの技術については様々なアプローチが存在しており、具体的に一つの手法に収束するもので
はなく、適用する分野・タスクに応じて最適な手法が異なる可能性が大きいと考えている。 

 従って、プロジェクト目標と同様に、具体的な一つの技術を確立することせず、有用な技術を複数用意す
ることで、様々な分野・タスクへ「人と共に進化する AI システム」の適用を可能とする技術基盤を構築す
ることを目指すため上記のような目標を設定している。 

 中間目標については、本研究開発項目において開発する技術については最終的な目標を達成するため
には、当該技術を実際に社会適用し、そのフィードバックを得ながら技術の有効性を示す必要があること
を踏まえて設定した。 

 
 
研究開発項目②：実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 

【中間目標】 
 実際の事例に基づいて、具体的な品質評価・管理マニュアルを 3 件公開する。 
 品質の計測技術・向上技術について試験的に具体的事例に適用する。 
 テストベッドの基盤的部分について研究者向けに公開する。 

   【最終目標】 
 公開した品質評価・管理手法を活用し、現場で実際に品質管理を 3 件以上行う。 
 開発した品質の計測技術・向上技術をテストベッドに組み込む。 
 研究者からのフィードバックを受け、必要となる機能を搭載したテストベッドの完成版を公開する。 
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＜目標の説明＞ 
 研究開発項目②については、「機械学習品質管理ガイドライン」については、別の事業の成果として
2020 年 6 月に公表されており、ガイドラインの作成自体は本プロジェクトの目的としていない。 
しかしながら、ガイドラインの改定は本プロジェクトの中で継続的に実施していく。 

 本プロジェクトにおいては、当該ガイドラインを普及するために、ガイドラインを具体的な製品・サービスに
適用したマニュアルの作成及びそのマニュアルに基づいて実際の AI の品質管理事例を積み上げること、
そして、具体的な AI の品質管理必要なテストベッドを構築して公開して、AI 品質の管理手法を確立
することを目的としている。 

 
〇「3 件以上」について 

 具体的な品質評価・管理マニュアル及びそれに基づく管理事例について３件以上としているのは、本プ
ロジェクトの計画時点に自動運転や価格予想など産業分野に影響が大きく、具体的なマニュアルの作
成及びそれに基づく品質管理の実施が見込める分野が 3 分野であり、これら想定する分野全てにおい
て実施することを目指して設定したものである。 

 分野を明示しなかったのは、実際の AI 品質管理を実施する場合、事業の実施者だけでなく外部の事
業者からの協力の必要があり外的な要因が関係してしまうこと。また、目的は公開したガイドラインの実
績を積むことであり、適用分野と目的の関係が重要ではないことが理由である。 

 
 

研究開発項目③：容易に構築・導入できる AI の開発 
【中間目標】 

汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術など、AI システムを容易に構築する要素技術の有効
性を確認する。その際、具体的な事例で試験的に AI システムを複数件構築し、試験結果から、プ
ラットフォーム構築に向けた課題抽出を行う。 

 
【最終目標】 

汎用学習済みモデルを用いて効率的に構築でき、容易に利活用でき、実用レベルで機能する AI シ
ステムを、大学や企業等が利用できるプラットフォームを構築する。 

 
＜目標の説明＞ 

 AI 技術の容易な構築・導入を可能にするため、画像、動画、音響信号、自然言語など様々な情報を
対象とした汎用学習済みモデルの構築および利活用に関する基盤技術の開発，および開発したデー
タ・モデルの効率的管理・利活用のためのプラッフォームを構築するため上記の目的を設定した。 
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2. 研究開発計画の妥当性 

2.1 研究開発のスケジュール 
 本プロジェクトの研究開発スケジュールは次の通りである。研究開発項目①-2 および①-3 の各テーマについて
は 2021 年度にステージゲート評価を実施、以後の研究を継続するかの判断を行う。また、研究開発項目②に
ついては前年度に先導研究が開始されていたことから、終了年度を 2023 年度とする。 
 

 
 
 

2.2 プロジェクト費用 
 本プロジェクトはアジャイル型のマネジメントを指向しており、予算においてもメリハリをきかせた運用を実施してい
る。早期の段階（2021 年度）においてステージゲート評価を行うことで実施テーマを絞り込み、予算の集約を
行うとともに、早期の社会実装に向けて有効と判断したテーマに関しては 2022 年度に加速予算を設定した。 
 
 本プロジェクトの現状および今後の予算は次の通りである。物流・小売業における AI の適用拡大へ向けて共
有できる製品・商品 DB を構築するために、2022 年度に①-4「商品情報データベース構築の研究開発」テーマ
を追加した。プロジェクト全体の予算総額は 143 億円程度になる見込みである。 
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3. 研究開発の実施体制の妥当性 

3.1 研究開発の実施体制 
本プロジェクトにおける研究開発項目①及び研究開発項目③について、NEDO は国内の企業、大学等を

対象とした公募により研究開発実施者を選定した。本プロジェクトは基盤研究に位置付けられているが、同時
に社会実装を目指す目標も掲げており、大学・国研だけでなく民間企業が参画するテーマを積極的に選定し
た。 

 
研究開発項目②については先行事業である「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」プロジェクトからの

テーマを移行したものである。 
 
また、研究開発能力を最大限に活用し、効率的かつ効果的に研究開発を推進する観点から、NEDO は

プロジェクトリーダー（PL）に業技術総合研究所人工知能研究センター 研究センター長 辻井 潤一氏を任
命し、研究開発を進めている。 
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研究開発の実施体制および全体像については次の図の通りである。 
 

 
本プロジェクトにおける研究開発実施体制の全体像 

 
 

研究テーマのうち、以下の研究テーマは単一の研究開発項目に対するものではなく複数の研究開発項目に対
する研究テーマとなっている。 

 
・「実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発」 
 （研究開発項目①の①-1,①-2,①-３、研究開発項目③） 
・「説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応用」 

（研究開発項目①の①-2,①-３） 
 

また、各研究テーマの実施体制は添付資料に示す。 
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4. 研究開発の進捗管理の妥当性 

4.1 研究開発の進捗管理 
NEDO は、研究開発全体の管理、執行に責任を負い、研究開発の進捗のほか、外部環境の変化等を

適時に把握し、必要な措置を講じるものとする。運営管理は、効率的かつ効果的な方法を取り入れることと
し、次に掲げる事項を実施した。 

 

①研究開発の進捗把握・管理 
NEDOの担当者は研究開発実施者と緊密に連携し、研究開発の進捗状況を把握する。具体的に

は各研究開発テーマの進捗会議等の場に NEDO 職員も出席し、進捗を確認するとともに NEDO との
手続上の課題等を聴取し円滑な研究開発の推進に努めた。 

また、各研究開発実施者に対しては、AI 分野の研究開発を取り巻く状況は短期間で劇的に変化
する可能性があることから、以下の点を踏まえてアジャイルに研究開発を管理するよう求めた。  

 
 研究開発テーマの目標は当該研究開発によって最終的に解決する課題のみ明確化し、その過程

における詳細な目標設定は必要に応じて見直す。 
 現場での試験、有識者やユーザーからの評価などから課題を抽出し、それを解決していくという研

究開発サイクルを確立する。 
 

    ➁外部有識者の指導 
外部有識者で構成する技術推進委員会を組織し、各研究テーマについて外部有識者からアドバイス

を行い適切に研究が進捗するよう努めた。以下に開催した実績を記載する。 
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4.2 外部有識者による進捗確認 
  【技術推進委員会】 
   2021 年 5 月 11 日、5 月 14 日に技術推進委員会を開催した。 
 
   （技術推進委員） 

立場 氏名 機関名 所属 役職 
委員長 中島 秀之 公立大学法人札幌市立大学   学長 

委員 石川 冬樹  
大学共同利用機関法人  
情報・システム研究機構  
国立情報学研究所   

アーキテクチャ 
科学研究系 

准教授 

委員 福島 俊一  
国立研究開発法人  
科学技術振興機構 

研究開発戦略 
センター 

フェロー  

委員 松井 知子 
大学共同利用機関法人  
情報・システム研究機構  
統計数理研究所 

モデリング研究
系 

研究主幹・教授 

委員 青木 義満 慶應義塾大学 
理工学部 
電気情報工学
科  

教授 

委員 諏訪 正樹 
オムロンサイニックエックス 
株式会社 

  
代表取締役社
長 

委員 谷口 忠大 学校法人立命館大学 情報理工学部 教授 

委員 湯上 伸弘  富士通株式会社 富士通研究所 シニアディレクター 

 
 
 

【技術指導】 
2021 年 8 月から 9 月にかけて、各テーマに対して技術推進委員による個別の技術指導を実施した。 

 
（指導実績） 

実施日時 研究開発テーマ名 担当技術推進委員 

8 月 26 日 (木) 
9:30-
11:00 

AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケー
ションによる結晶成長技術開発 

石川委員、湯上委員 

8 月 26 日 (木) 
13:30-
15:00 

人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサ
リング基盤の開発 

谷口委員、湯上委員 

8 月 30 日 (月) 
13:30-
15:00 

進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と
産業応用基盤の開発 

石川委員、松井委員 

9 月 2 日 (木) 
14:30-
16:00 

インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支
援基盤の開発 

松井委員、湯上委員 

9 月 3 日 (金) 
9:30-
11:00 

実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能
技術の研究開発（研究開発項目①－1） 

福島委員、青木委員 
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9 月 3 日 (金) 
11:00-
12:00 

実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能
技術の研究開発（研究開発項目①－2） 

福島委員、青木委員 

9 月 3 日 (金) 
13:00-
14:00 

実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能
技術の研究開発（研究開発項目①－3） 

福島委員、青木委員 

9 月 3 日 (金) 
14:00-
15:30 

実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能
技術の研究開発（研究開発項目③） 

福島委員、青木委
員、諏訪委員 

9 月 6 日 (月) 
15:00-
16:30 

学習者の自己説明と AI の説明生成の共進
化による教育学習支援環境 EXAIT の研究
開発 

石川委員、青木委員 

9 月 8 日 (水) 
11:00-
12:00 

Patient Journey を理解し臨床開発での意
思決定を支援する人工知能基盤の開発 

諏訪委員 

9 月 8 日 (水) 
13:30-
15:00 

人と共に進化する AI オンライン教育プラット
フォームの開発 

松井委員、湯上委員 

9 月 8 日 (水) 
15:30-
17:00 

熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人
協調 AI 基盤技術開発 

松井委員、谷口委員 

9 月 9 日 (木) 
13:10-
14:40 

人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI
システムの開発 

松井委員、諏訪委員 

9 月 15 日 (水) 
10:10-
11:40 

サイボーグ AI に関する研究開発 福島委員、湯上委員 

9 月 22 日 (水) 
15:00-
16:30 

機械学習システムの品質評価指標・測定テス
トベッドの研究開発 

石川委員、湯上委員 

9 月 29 日 (水) 
10:00-
11:30 

AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の
研究開発（分子ロボ等） 

石川委員、福島委員 

9 月 29 日 (水) 
13:00-
14:30 

モジュール型モデルによる深層学習のホワイト
ボックス化 

青木委員、谷口委員 

9 月 30 日 (木) 
10:00-
11:30 

説明できる自律化インタラクション AI の研究開
発と育児・発達支援への応用 

石川委員、松井委
員、谷口委員 
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4.3 ステージゲート評価 
研究開発の効率的な推進及び本プロジェクトの成果の評価のため、研究開発項目①－２、①－３につ

いては、ステージゲート方式を採用した。2021 年 11 月から書面審査を開始し、12 月 15 日、17 日、23
日の３日間にわたり各テーマのヒアリングを行うなど、ステージゲート審査委員会を実施した。 

 
ステージゲート審査の結果、2 テーマについては課題抽出および課題解決へのアプローチの検討が不十分

なレベルとの評価を受けたため、2021 年度末までで事業終了とした。事業終了としたテーマは次の 2 テーマ
である。 

①-3-5 人と共に進化する AI オンライン教育プラットフォームの開発 
①-3-9 Patient Journey を理解し臨床開発での意思決定を支援する人工知能基盤の開発 
 

 ＜ステージゲート審査委員会委員＞ 

立場 氏名 機関名 所属  役職 
委員長 中島 秀之 公立大学法人 札幌市立大学   学長 

委員 井﨑 武士 エヌビディア合同会社 エンタープライズ事業本部 
事 業 本 部
長 

委員 石川 冬樹  
大学共同利用機関法人  
情報・システム研究機構  
国立情報学研究所   

アーキテクチャ科学研究系 准教授 

委員 園田 展人 学校法人早稲田大学 
ナノ・ライフ創新研究機構 
未来イノベーション研究所 

客員教授 

委員 田中 健一 三菱電機株式会社 開発業務部 技術統轄 

委員 福島 俊一 
国立研究開発法人  
科学技術振興機構 

研究開発戦略センター フェロー  

委員 間瀬 健二 
国立大学法人 
東海国立大学機構  
名古屋大学 

大学院情報学研究科 
知能システム学専攻  
フィールド知能情報学 

教授 

委員 松井 知子 
大学共同利用機関法人  
情報・システム研究機構  
統計数理研究所 

モデリング研究系 
研究主幹・
教授 
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4.4 外部有識者の指摘事項からの研究方針の改善 
 外部有識者からいただいた指摘をまとめて各実施者と共有し共に議論し、よりよい研究開発となるよう改善に取
り組んでいる。中間評価および今年度に予定されている技術推進委員会における指導事項も今後の研究開発
に反映させていく。 
 
 外部有識者からの指導とその対応としてテーマ①-3-7 「AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによ
る結晶成長技術開発」における例を次に示す。 
 当該テーマに対しては技術推進委員会において「実用化の観点から人と AI の役割分担に見極めが重要」との
指摘を受けた。それに対して実施者は想定ユーザーとなる装置メーカーとも話し合いを重ねて、実使用において必
要な仕様・目標値を設定して進めた。また、技術指導においては「横展開」への指摘を受けたことから、イオン注
入やデバイスシミュレーションといった領域への展開可能性を探った。 
 結果としてステージゲート評価においては「他分野への展開も考えられている」との高評価を得て通過した。さら
にステージゲート評価のおける指摘事項も踏まえて現在の研究を行っている。 
 
 

 
 

各委員会における指摘事項と対応の例 
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4.5 情勢変化への対応 
 2020 年 2 月末の公募開始当初からコロナ禍の影響があり、公募及びプロジェクト実施にとともない、以下のよ
うな対応を行った。 

 公募の説明会をオンラインで実施 
 非常事態宣言等を踏まえた公募期間の期間の延長 
 採択委員会、技術推進委員会等のオンライン開催 
 実施者と打合せ等のオンライン化の徹底 

 
 また、コロナ禍や半導体不足の影響で、研究開発に係る機器等の納入が予定どおり行かない場合、またはコロ
ナ禍により海外渡航の制限などにより予定していた人材が確保できない場合などの事象が発生していたため以下
のような措置を講じた。 

 納品スケジュールや雇用計画の変更に応じて経費が使用出来る用に、機器や労務費の予算を後倒
して使用できるよう経理的な措置を講じた。 

 
 その他、コロナ禍により予定していた実証ができない場合があった。例えば、実証を行う施設への出入りや、実証
場所において密にならない等の制約が発生したため、以下のような措置を講じた。 

 実施計画変更の必要性、人の待機場所確保などの費用の計上等について、NEDO の担当職員と
実施者が緊密に調整して、必要な実証を行えるよう手配した。 

 
4.6 開発促進財源投入実績 
 予算を追加することによって社会実装に近づくと判断したテーマに対して、2022 年度に加速予算を設定した。
選定したテーマは次の通りであり、加速予算の総額は 1.79 億円となっている。 
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4.7 新規テーマの追加 
 物流・小売業や製造業等の分野において「人と共に進化する AI システム」が適用できるタスクを拡大し、新た
なサービスの創出を可能とするために、製品・商品の詳細なデータを数多くの事業者が共有・共用できるようにす
るための商品情報データの基盤構築を行うこととし、2022 年度に新たな研究開発項目を設定した。 
 
①-4 「商品情報データベース構築のための研究開発」であり、その事業内容は次の通りである。 
● 360 度対応の三次元情報や商品メタデータを取得するための、撮像・計測装置の開発 
● 標準商品画像データ等を含む商品情報 DB の構築と小売業界の企業の現場における、当該 DB の有効
性検証 
● これにより、小売分野において現在、人手が多くかかっている品出し・陳列業務へのロボット導入等を目指す 
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5. 知的財産権等に関する戦略の妥当性 

5.1 知的財産権等に関する戦略 
 各テーマにおいて開発された、あるいは創出された技術やデータについては非競争域と競争域の判断を行う。非
競争域と判断した技術やデータについては社会に広く利用されるために公開するとともに、標準化に取り組みを検
討する。一方、競争域の技術やデータについては、知財調査を経て、重点的に特許等を獲得すべきとされた技術
について、事業化に向けて競争優位に立つために知財権を獲得していく方針とした。一方、ノウハウ的な技術であ
り、知財権が得にくく模倣された場合に指摘が難しい技術については非公開として進めていく。 
 
 非競争域として公開とする対象の中で、研究開発項目②において得られた研究開発成果については、国際標
準化施策等との連携を図ることとする。標準化に向けて開発する評価手法の提案、データの提供等を積極的に
行う。 
 特に AI の品質に係る議論については ISO/IEC JTC 1/SC 42 - Artificial intelligence において議論され
ており、実施者等と協力して進めている。 
 
5.2 知的財産管理 
 研究開発成果に関わる知的財産権については、「国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
新エネルギー・産業技術業務方法書」第 25 条の規定等に基づき、原則として、全て委託先に帰属させることに
している。 
 
 また、本プロジェクトについては、知的財産の取扱いについては原則として「NEDO プロジェクトにおける知財マネ
ジメント基本方針」を適用している。しかし、研究テーマ間での知財活用の促進するために知財の共有についてよ
り詳細を追記した「「人と共に進化する次世代人工知能技術開発事業」における知財マネジメント基本方針」を
策定し、これを本プロジェクトの知財マネジメントの方針として使用している。 
 
 データマネジメントについても原則として、「NEDO プロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針」を適
用しているが、AI の研究開発についてはデータの取扱いが重要であり、特に実施者以外の第三者が収集した
データの活用については慎重に取扱う必要があることから、経済産業省が策定している「AI・データの利用に関す
る契約ガイドライン」に沿った契約を締結することを求める事項等を追記した「「人と共に進化する次世代人工知
能技術開発事業」におけるデータマネジメント基本方針」を策定し、本プロジェクトのデータマネジメント方針として
使用している。 
 
 さらに、独立行政法人工業所有権情報・研修館が実施している「知的財産プロデューサー派遣事業」を活用し、
本プロジェクトに知的財産プロデューサーを派遣していただいた。知的財産プロデューサーには本プロジェクトにおけ
る知財方針や各研究テーマにおける知財合意書の作成、知財戦略の立案支援等を行っている他、実施者ごと
の知財戦略・知財合意書・データマネジメントプランの立案、海外への再委託契約締結に伴う知財条項の指導、
開発ソフト・データの他者への利用許諾や試用ライセンスへの助言を受けている。また、事業化において重要とな
る「AI と著作権」に係る調査等を行い、テーマ実施者との協議を重ねている。 
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3．研究開発成果 

1. 研究開発目標の達成度及び研究開発成果の意義 
1.1 研究開発目標ごとの中間目標と達成状況 
 本プロジェクト全体の中間目標について以下のとおり設定している。 
 

【中間目標】2022 年度 
各要素技術について、試験適用を実施し、開発研究に向けた課題抽出を行う。 

 
 プロジェクト内の研究開発項目①②③について中間目標を達成している。 
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1.2 各テーマの中間目標と達成状況 
 以下に各テーマの状況を示す。 
 
研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発技」 

 研究開発項目①－１ 「人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発」 

 
研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－１－１「人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発」 

（サイボーグ AI に関する研究開発） 
実施者： 株式会社国際電気通信基礎技術研究所 

【研究開発の目的と概要】 
 工場や輸送・配送あるいは介護といった現時点では人的資源に大きく依存する作業現
場において人間と協働するロボットが求められている。現時点では協働ロボットの実現
のために次の研究開発が必要となる。 
「実環境において人間の脳と同レベルの動的な環境適応能力を備え、人間並みの時定数
で多自由度の機構を実時間制御可能とする技術」 
すなわち、人間並みの認識・意思決定・運動能力を持つロボットを実現する「サイボー
グ AI」技術を開発する。 
 合わせて、人間と同等の身体性と実時間意思決定能力を定量的に評価可能とするため
の「ロボット X-Games」環境を構築する。 
 研究開発の過程においては人間の身体動作の観測情報のみならず脳活動からの情報を
積極的に活用するとともに、サイボーグ AI によって得られた知見を、人間の運動能力の
向上にも利用することで人と AI の共進化を図る。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
① 下半身を中心に関節を配した 15 自由度程度のサイボーグ AI プラットフォームの試作
および矢状面での 1 種類の動作デモンストレーションを行う 
② human-in-the-loop 型の生成的模倣学習の基本実装を行い、従前以上の学習効率を達
成する 
③ 人間-AI ハイブリッドによる 3 次元再構成法の基本実装を行い、脳と AI との相同性
を脳情報解析によって定量評価する 
④ 階層ベイズネットワークによる転移学習法の基本実装を行い、3 種程度の人間動作に
対する転移再現性能(NMSE<0.4 程度)を達成する 

(※NMSE: Normalized Mean Squared Error 正規化標準二乗誤差) 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
① 15 自由度以上のサイボーグ AI プラットフォームを試作した。アルゴリズム検証用の
簡易実ロボットシステムを作成し、「スロープバランス」のデモンストレーションを実
現した。 
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※スロープバランス：スケート
ボードのトリックにはない造
語。バランスを維持しながら登
り・下り勾配のあるスロープを
リアルタイム制御で転倒せずに
滑走する動作を表す。 

 
② 操作者（人）単独の制御よりも人・AI 共
進化型により安定した制御が学習できること
をベンチマークにより確認した。 
 
 
 
 
 
 
③ fMRI 脳活動パターンから 2 次元画像から 3 次元構造を予測する DNN モデルを構築
し、人の認識する 3 次元物体を再構成可能とした。2 次元画像処理について、脳と AI と
の相同性を定量評価した。 

 
 
④ 階層ベイズネットワークベースの転移学習法の基本的な実装を終え、犬の歩行と人
間の動作（歩行・キック・パンチ）について目標値（NMSE<0.4 程度）を達成した。 

 
 

【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（技術的な課題） 
① X-Games 環境に相当する実環境の下でのデータ取得（人間・ロボット） 
② 人間の動作系列の分節化（分節化されていない動作の自動分節化） 
③ 脳活動（機能的核磁気共鳴図）からの 3 次元物体再現に色・テクスチャ・シーンなど
を付加 
④ 速い時間領域での Real-Sim-Real 型の転移学習法の開発 
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（技術的な課題への解決方針） 
① 新設される ATR ロボットラボラトリ棟（2022 年 6 月竣
工）での環境構築と計測システムの整備を行う。 
 
② 分節化されていないデータから 3 種類の識別器（「モデル識別器」「方策識別器」「ラ
ベル付けする識別器」）を用いた順・逆強化学習により、再利用可能な（分節化され
た）方策を抽出する。 

 
 
 
 
 
 
 
③ ここまでの研究成果である「脳活動から
の 3D 物体の再現」と「2D のイメージの再
現」を組み合わせることで実現する。 
 
 
④ 特に人間のバランシング機構を拘束条件として転移学習を行う。 

モーションキャプチャシステム・足圧計・ 
筋電計・ 脳波計を同時に用いた観測デー
タに基づき Real-Sim-Real による運動転移
を行う。 
 
 

 
 
 
 
（社会実装へ向けた課題） 
・開発技術の社会的価値の提示および周知・共感の獲得 
・実用化・製品化を目指すための共同開発先の設定 
 
（社会実装へ向けた課題への解決方針） 
・公開シンポジウム等での成果発表および社会実装への提案やディスカッション 
・ロボットラボラトリ棟でのデモンストレーションと内外の研究者・企業との共同研究
や共同開発 
・ロボットラボラトリ棟で得られた成果を活用した研究者・技術者へのセミナーや教育
の実施と、その受講者からの新たな社会価値への提案 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－１－２「人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発」 

  実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 
実施者： 国立研究開発法人産業技術総合研究所、日鉄ソリューションズ株式会社 

【研究開発の目的と概要】 
 「データ」と「知識」とをつなぐ技術は、現在の AI 技術の限界を克服する突破口とな
るが、データ・知識ともに分野やタスクごとの多様性が非常に大きい。ここで、「デー
タ」と「知識」はともに分野やタスクごとに多様性が大きく、例えば医療分野における
知識と、製造現場における知識は大きく異なる。そこで、産業応用へのシナリオが明確
な具体的な問題設定を行い、以下の３つのフレームワークを開発する。 
 
(フレームワーク１)：ワールドモデルに基づく人間・ロボットの共進化フレームワーク 

人間・ロボットの共進化という問題設定を通じて、人間と AI の相互のギャップを解
消するためのフレームワーク。 

 
(フレームワーク 2)：人の生活・安全、安心のためのデータ知識融合フレームワーク 
 人の生活・安全、安心に係る日常生活空間における人と AI の共進化を目指し、人間の
生活エピソード（個別的なコト、あるいは、コトの系列）を汎化された知識のレベルで
処理するための AI フレームワーク。 
 
(フレームワーク 3)：人と協同して知識を生成・蓄積する AI フレームワーク 

AI が獲得した情報を、専門家と対話を通じて整理・蓄積し、AI の精度向上や人へ気
付きを与える手掛かりとして活用可能なフレームワーク。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
(フレームワーク１) 
・フレームワークを構築する要素ごとに、工場での組立作業や小売店舗での商品管理作
業などの、人とロボットが空間を共有する作業において実証する。 
・上記実証によって、フレームワークへと統合する際の課題抽出を行い、抽出した課題
に基づくフレームワーク最終ゴールを提示する。 
 
(フレームワーク 2) 
・高齢者や幼児などの屋内環境での日常生活行動のリスク回避や健康増進を社会課題の
例として開発に取り組み、そのリスク等の判定および説明を実現するために、環境との
相互作用を含めた日常生活行動の様々なデータを知識グラフ化する技術を開発し、専門
家知識など外部の知識を融合可能にする。 
・高齢者行動ライブラリのデータを安全工学の専門家が分析し、リスク行動が含まれる
状況を記述した構造の初期モデルを開発する。また、リスク行動を伴う特定の生活行動
シーン（生活エピソード）を抽象的な構成要素で検索する機能を施策する。 
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(フレームワーク 3) 
・サブプロジェクトのプロトタイプを構築し、データセットの構築からタスク処理 AI の
訓練、判断根拠図鑑の作成、判定結果の説明までの過程で相互連携可能である事を確認
する。 
・本研究計画に参加する医師による性能評価を実施し、工学的および医学的な観点から
個々の要素技術に関する課題抽出を実施する。 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
(フレームワーク１) 
・人の状態を理解するために、人に装着した IMU センサと環境に設置したデプスセン
サを入力として、人の全身動作を高精度・リアルタイムに計測するシステム、
DhaibaWorks を開発した。 
・人・ロボット、物のデジタルツイン統合を目指した、DhaibaWorks と ROS（Robot 
Operating System）の連携モジュールと DhaibaWorks と VR 介入(SIGVerse)の連携モ
ジュールを開発した。 
・2 種の実証環境（模擬小売店舗環境、生産現場の模擬環境）のデジタルツイン化を実
施した。また、本実証環境の有償利用に向けた知財登録を行い、本実証環境を利用した
共同研究・技術コンサル契約を７社締結した。 

・人とロボットの協調することで多様な人材が働ける環境実現を目指して、
DhaibaWorks と ROS の連携モジュールを生産現場の模擬環境のデジタルツインモデル
に実装し、人の負荷を推定して生産計画を動的に変更し、ロボットがリアルタイムに作
業内容を変更するシステムを構築した。 
・人とロボットが空間を共有する環境でのロボットの自律作業の実証を目指して、
DhaibaWorks と SIGVerse の連携モジュールを模擬小売店舗環境のデジタルツインモデ
ルに実装した。 
・ロボットが人に部品を供給し、人が製品組み立てを行うという人・ロボット協調作業
を対象に、タイムプレッシャーに着目した被験者実験も進め、生産性と人の快適性を考
慮した評価指標の構築を実施し課題を抽出した。また、フレームワーク最終ゴールとし
て、人の負担や生産計画を両立しながら，相互扶助により生産性を持続するという実証
テーマを設計し、日本初の新しい生産のあり方を提案する。 
 
(フレームワーク２) 
・高齢者行動ライブラリの動画データに関して、知識グラフを用いて時系列に情報を記
述し、状況認識のモデル化とデータベース化(200 件以上)を進めた。また、本動画デー

図 1 デジタルツイン実証環境（模擬小売店舗環境、生産現場の模擬環境） 
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タに関して、人間行動に係るマルチモーダルな状況を表現した生活エピソード・オント
ロジーを構築した（GST20 best paper award 受賞）。 
・人間の屋内生活行動データのデータ不足解決を目指して、サイバー空間を用いたデー
タ拡張手法を開発し、サイバー空間のアバターの日常生活行動から自動的にアノテー
ション済みデータを知識グラフとして生成する知識基盤を世界で初めて構築した
（GST20 best paper award 受賞）。 
・高齢者行動ライブラリ動画をオントロジーに基づいて知識グラフ化し、特定の行為を
検索できる semantic indexing の概念実証システムを開発した。 
 
(フレームワーク 3)  
・人間との相互作用を通じてドメイ
ン知識を生成・蓄積し、共に成長で
きる AI の仕組みを実現することを
目指し、医用分野において、図２に
示すようなフレームワークの構築を
進めた。図に示す各サブプロジェク
トは、順調に進展し、各研究成果の
相互連携を試験する仕組みについて
の方針も確定した。なお、各サブプ
ロジェクトの主な成果は下記の通り
である。 
・AI が出力した判断根拠に対し、医師による評価や品質へのフィードバックを得やすく
するために、「判断根拠図鑑管理アプリケーション」を試作した。また、CNN モデルが
病理画像の判定に活用した特徴（判断根拠）集合を可視化するために、弱教師有り学習
に もとづく説明可能 AI 技術を開発した。 
・専門家の見解が一致しづらい病理組織に対し、効率的にラベリングを行うアプリケー
ションを開発し、AI が抽出した特徴を、病理医が病理学的な知見に基づいて再編するこ
とで、病理学的な解釈性と高い診断精度を両立したモデル(MIXTURE)を確立した。ま
た、関連する技術について特許出願を実施し、スタートアップ企業 N Lab を立ち上げて
技術移転を行い、MIXTURE を用いた病理医の診断をサポートする AI モデルの更なる
開発と事業化を進めている。 
・アノテーションを支援して訓練データの増産を加速するために、アノテーターを模倣
し精度管理を行う QC-GAN（Quality check – generative adversarial networks）のプロト
タイプを開発し検証中。 
 

 

図 2 

 人間との相互作用を通じてドメイン知識を

生成・蓄積し、共に成長できる AI の仕組み 



 

43 

【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
（フレームワーク１） 
・人の主観評価をリアルタイムにフィードバックして学習するシステム構築 
・より人中心なシステムへの進化、多様な人への対応、ロボットの基本作業能力の向上 
 
（フレームワーク２） 
・データとアノテーションの拡充、及びアノテーションに用いるオントロジー群の拡充 
・AI が認識すべきリスク行動の具体的な例題の拡充 
・リスク行動を認識し、理由を説明する AI システムの開発 
 
（フレームワーク３） 
・研究成果の統合・システム化 
・臨床で使える技術の確立 
・人と共に進化できる仕組み 
・開発した技術の横展開 
（課題解決に向けたアプローチ） 
（フレームワーク１） 
・人の振る舞いから主観を推定する技術の活用 
・より人中心なシステムへの進化、多様な人への対応を進め、人中心な状況(途中退
席、バトンタッチなど)への対応を検討 
・物体の機能理解、人の知識理解に基づく自律的作業能力の向上 
 
（フレームワーク２） 
・リアルデータと仮想データのハイブリッドアプローチ 
・AI が認識すべきリスク行動の具体的な例題の拡充 
・パイロット版コンテスト「実業版知識グラフ推論チャレンジ」を開催することによ
る、広いコミュニティを巻き込んだ研究の遂行と社会課題解決のオープンな検証 
 
（フレームワーク３） 
・関連学会（日本デジタルパソロジー研究会など）と連携したシステム評価、実問題で
の効果検証と課題抽出 
・精度・解釈性の改善、今の医学では難しいタスクへの挑戦（予後予測、遺伝子異常 
の検知など）、複数施設の多様な機器で取得した病理画像データセット構築 
・判断根拠図鑑マネージャ（AI の判断根拠を可視化し、人が整理、解釈・評価するため
のツール）の 高度化による Human-in-the-loop の強化 
・複数の臓器、様々なモダリティ、多くの疾患への技術の適用、及び医療以外の産業領
域での利用検討 
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研究開発項目①－２ 「説明できる AI の基盤技術開発」 

 
研究開発項目： 研究開発項目① 「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
         ①－２ 説明できるＡＩの基盤技術開発 
研究テーマ名： ①－２－１ 学習者の自己説明とＡＩの説明生成の共進化による教育

学習支援環境ＥＸＡＩＴの研究開発 
実施者： 国立大学法人京都大学、株式会社内田洋行 
【研究開発の目的と概要】 
 近年、学習履歴等の教育ビッグデータ収集や収集した教育データを分析するシステム
の構築が進められている。これまでの教育システムでは、教員や学習者にとって、可視
化されたデータ分析結果の解釈や、問題・教材の推薦の理由がわかりにくいという問題
があった。そこで、問題や教材の推薦、可視化されたデータの解釈等の説明を生成し、
教員や学習者に提示することで、納得して教育や学習を進めることを可能とする教育用
説明生成 AI エンジン（Educational eXplanable AI Tools：EXAIT）を開発する。EXAIT
は、教材や問題が扱う知識をモデル化した知識モデル、学習者の回答履歴や回答への自
己説明により学習者の理解状態を把握できる学習モデルを構築し、それらを用いて、教
材や問題を推薦すると共にその根拠や理由の説明を生成して学習者や教師に提示する。
また、人と共に進化する AI として、EXAIT が学習者からの自己説明や推薦結果、その
学習効果等の蓄積によって説明を改善し、さらに学習者の学習効果を高めていく。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
・EXAIT が生成した説明が、学習者や教師によってどの程度受容されたかを示す「推薦

等の受容度」：70％ 
・EXAIT への自己説明や、EXAIT からの説明によって、学習者の理解度がどの程度向

上したかを示す「学習理解度の向上」：1 割向上 
・学習者が EXAIT を利用することで、どの程度、教員の負担が軽減するかを示す「教員

の負担軽減」：1 割削減 
・EXAIT の「実証校数」：2 校 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
・モデル駆動型 EXAIT として、数学の問題を登録、問題文から抽出された知識要素から

知識モデルを構築し、学習者の理解度を推定し、その理解度により問題の難易度や期
待される理解度の上達度を推定し、問題を推薦、推薦理由と共に提示する数学問題の
推薦システムを構築した。英語についても、英単語・英文法知識モデルを構築し、学
習者の英語習熟度に合った教材や、英単語・英文法問題の推薦システム等の開発を進
めた。また、学習者の自己説明によって各学習要素に対する学習者の理解状態を把握
するために、学習者のつまずきポイントを自動検出する機能の開発を行った。学習者
が手書きで回答入力と回答を再生しながら自己説明をテキストで入力したデータを収
集し、自己説明のテキストデータ、手書きのペンストロークデータからつまずきポイ
ントを 60％の精度で検出できた。一方、データ駆動型 EXAIT では、数学問題に対す
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る学習者の正解・不正解のログを収集、ベイジアン知識推定モデル（Bayesian 
Knowledge Tracing：BKT）も構築し、BKT の理解状態のパラメータを用いることで
問題の特徴を分類し、特徴に応じた問題推薦と推薦理由を説明する推薦システムを開
発した。実証校の学習者を対象に検証したところ、推薦問題の受容度は 85％となり、
中間目標を達成した。 

・中学２年生でデータ駆動型の推薦システムを用いて、推薦問題利用の有無、利用前後
のプレ・ポストテストの結果で評価したところ、推薦問題利用者の理解度の平均値は
未利用者に比べ 1.6 倍高い結果が得られ、中間目標を大きく上回った。 

 
図 1 EXAIT の概要 

 
・教員負担の軽減については、実証校の教員に事前アンケートを 2021 年 6～7 月に、事
後アンケートを 2022 年 5～6 月にそれぞれ実施した。事前アンケートの分析結果とし
て、EXAIT のベースとなる LEAF システムを 1 年以上利用している教員のほうが「提出
物を確認する時間」「宿題や課題を作成する時間」が短いことが分かった。また、事後
アンケートの分析結果として、LEAF システムを積極的に月１０時間以上利用する教員
は、月 1 時間～10 時間未満利用する教員に比べて、短時間で学力把握と教材作成が可能
で、残業時間は４割短くなり、業務負荷を軽減できることがわかった。 
 
・EXAIT の実証校数は、目標の 2 校を上回り、京都市立西京高校・附属中学校、大阪府

立高津高校、滋賀県立彦根東高校、滋賀県立大津商業高校、滋賀県立膳所高校、早稲
田摂陵高校の 7 校を確保し、EXAIT 導入を進めた。 

 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
・推薦等の受容度：90％ 
・学習理解度の向上：2 割向上 
・教員の負担軽減：2 割削減 
・実証校数：10 校 
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（課題解決に向けたアプローチ） 
・推薦等の受容度の向上に向けては、推薦の精度と生成された説明の質の技術的バラン

スをとるために、モデル駆動とデータ駆動を融合した推薦と説明生成方法の開発を行
う。また、推薦された問題に対する説明の信頼性や納得感を向上するために、学習者
個人の個性や特性に応じた説明生成方法を開発する。 

・学習理解度の向上に向けては、知識推定（データ駆動）の改善及び学習経路の短縮の
ために、多数校の学習行動データの共有・活用を進める。また、学習メタ認知スキル
を向上するために、教育コンテンツの知識構造（モデル駆動）による知識単元の観点
からの説明生成方法の開発や学習活動への意識向上するために、生徒自身とクラス全
体の行動歴を用いて推薦された問題の説明生成方法の開発を行う。自己説明を用いた
つまずきポイント検出の精度向上及びつまずきポイントを用いた問題推薦と説明生成
方法の開発を行う。 

・教員負担の軽減については、BKT パラメータを用いた試験問題作成支援や宿題・予習
問題を推薦問題と連携させる。 

・実証校数を増やすために、知識モデルを数学・英語へ拡大を進め、全教科への対応を
行う。また、開発システムの有用性を教員に理解してもらい実際の学校教育で活用し
てもらうために、実証校における本システムを利用した授業実践例をまとめると共に
さまざまな授業での利用を例示する。 

 
 
 
 

研究開発項目： 研究開発項目① 「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
         ①－２ 説明できるＡＩの基盤技術開発 
研究テーマ名： ①－２－２ 実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 
実施者： 学校法人中部大学 中部大学、慶應義塾 
【研究開発の目的と概要】 
 人と共に進化する AI システムでは、「AI から人への働きかけ」と「人から AI ヘの働
きかけ」の双方向の人と AI の協調が考えられる。AI の基盤技術である深層学習ネット
ワークは、パラメータ数が膨大であるため判断根拠の解析が困難であるという問題があ
る。さらに、AI システムのサービス対象が人であれば、判断根拠を人にとって分かりや
すいよう説明できることが極めて重要であるが、現在のところまだ十分に研究が進んで
いない。 
 そこで、本研究では説明できる AI の基盤技術開発として、「AI から人の働きかけ」を
実現するために、深層学習の判断根拠の視覚的説明とそれを基にした言語的説明に関す
る基盤技術の開発を行う。一方、「人から AI ヘの働きかけ」を実現するために、専門家
の知見を AI に組み込むことで、説明性の高い AI を実現する。具体的には、識別タスク
の注視領域（アテンションマップ）を生成する Attention Branch Network（ABN）を基
盤として、エキスパートである人の知見を深層学習ネットワークに組み込むことで、視
覚的説明性の向上とともに識別性能向上を目指す。さらに、専門家の知見を組み込んだ
深層学習ネットワークを用いて、どのような領域に注目すべきかを教育するツールを開
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発する。言語的説明では、視覚的説明であるアテンションマップと識別結果を言語的説
明へ融合するために、マルチモーダル言語理解・生成手法を拡張し、タスクに合わせた
説明文の生成を目指す。 
 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
・マルチスケールアテンション機構によるエキスパートの知見の導入：糖尿病網膜症の

データセットである IDRiD のグレーディング評価において、評価指標である重み付き
kappa 係数を採用し、0.5 ポイントの性能向上。 

・マルチスケールアテンション機構による教育ツール：専門家医の知見を導入したネッ
トワークモデルを用いて、どこに注目して医療診断すべきかをゲーム形式で教育する
研修医（人）のための教育ツールの構築。 

・動画像からのスキル判定における視覚的説明の実現：動画像に対応した視覚的説明
（アテンションマップ）の獲得及びスキル判定ネットワークモデルにおける視覚的説
明の実現。 

・深層強化学習における視覚的説明の実現：A3C ネットワークにアテンション機構を導
入した手法を構築し、OpenAI gym の代表的なゲームにおいて、平均スコアの向上。 

・ロボットの行動計画における視覚・言語的説明の利活用：シミュレーション上の生活
支援ロボットにおける Carry and Place タスクにおいて相対誤り率を 30％改善すると
ともに、危険性の説明文生成問題に対し性能を改善。 

・宇宙天気予報におけるクロスモーダル説明生成：太陽フレア予測性能を改善するとと
もに、太陽画像と物理特徴量を用いる太陽フレア予報文生成手法を構築。 

 
（中間目標の達成度及び成果） 
・マルチスケールアテンション機構

を導入することで、DR グレー
ディングにおいて 0.35 ポイントの
向上を実現。 

・眼底画像のどの領域に疾患がある
かをアテンションマップを編集し
てインタラクティブに学習する教
育アプリを開発、アプリを用いた
学習者は正答数に関して約 19 ポイン
トの改善を達成。 

・動画の各フレームに対してアテンションマップを獲得する Spatial-temporal ABN を提
案し、動画における視覚的説明を実現した。優れた動作を評価する Superior Network
と劣った動作を評価する Inferior Network による Attention Pairwise Ranking を提案
し、5 ポイントの改善を達成。 

・A3C に Mask-attention 機構を導入することで行動・状態価値の視覚的説明を実現し、
代表的なゲーム（MsPacman・Space Invaders）においてスコア向上を達成。 

糖尿病網膜症画像診断の教育アプリ 
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・相対誤り率を中間目標を上回る 50％改善。ま
た、危険性の説明文生成問題に対しベースライン
の他手法と比較して統計的に有意な性能向上を確
認した。 

・太陽フレア予測性能を改善し、専門家を超える予
測性能を達成、論文が Earth, Planets and Space
ジャーナルで 2021 年の Highlighted Paper に選出
された。太陽画像と物理特徴量を用いる太陽フレ
ア予報文生成手法を構築。 

【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
・医療分野だけでなく外観検査等の熟練工の知見の組込を対象とし、広い分野への展

開。 
・糖尿病網膜症だけでなく、医療分野全般へ展開。病理医の教育を対象とし、教育ツー

ルによる学習効果の評価。 
・スキル判定において、獲得したアテンションマップを提示することで学習者のスキル

向上への貢献の有無を評価。 
・生活空間において動作するために説明性を必要とする生活支援ロボットへの展開。 
・生活支援ロボット実機データセットに対する客観及び主観評価。人手で与えた説明文

と提案手法による説明文の比較評価を行う。実機の生活支援ロボットに導入し、準実
用環境における機能実証。 

・太陽フレア予報における物理特徴・画像・言語的説明生成の高度化。太陽フレア予報
文生成の客観及び主観評価。広く社会に成果を展開する。 

 
（課題解決に向けたアプローチ） 
・様々な画像認識タスクで SoTA を達成している Vision Transformer（ViT）における内

部解析や検証、Attention Branch の導入により、ViT における視覚的説明の実現、人
の知見の組込手法の確立。 

・教育ツールの UI の改善。ViT への展開。幅広い分野での実証。 
・ViT への展開。 
・生活支援ロボットへの展開。生活支援ロボットの動作を対象とした評価とデータセッ

トの構築。 
・物理的知識の導入による ABN の拡張と実データへの転移。展示会等での実証展示。 
・時系列・画像・言語を扱う Transformer 型モデルにおける ABN の拡張。国際機関や

協力企業への手法の導入を進める。 
 

 
 
 
 

ロボットにおける視覚説明 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

①－２－３「進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と産業応用基盤の開発」 
実施者： 横浜国立大学、キユーピー株式会社、東京医科大学 

【研究開発の目的と概要】 
本研究は、次の３項目について研究開発を行う。 
１．説明できる AI 基礎技術“進化的機械知能”の開発 
①機械学習の説明性・精度向上（様々な機械学習モデルの最適化と自動構築） 
②人の知識を利用する説明（人・機械間の知識の利用・共有・相互作用） 
③説明（解法）の半自動生成（機械による問題の解決方法の自律的な生成） 
２．産業応用技術・基盤の開発 
３．説明できる AI の産業応用 
 

 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
①説明できるＡＩの説明性と精度を共に高める方法論を開発する。 
②グラフ・遷移図など様々な提示法の開発と機械学習への埋め込み方式を開発する。ま
た、知識ベースの基本仕様・実現方法を検討する。 
③画像による異常検知など、具体的な対象を１つ設定して問題解決方法を調査し、体系
的にまとめる。また、問題解決の手順を進化計算法で自動構築する際のモジュールおよ
び具体的な構築方法について基礎的な検討を行う。 
④医療・ヘルスケア、製造業、金融業などの企業 10～15 社程度を対象にヒヤリングを
実施し、結果に基づいて産業応用ニーズ・課題の取り纏めを行う。当該技術の設計・実
装が可能な企業との体制構築を行い、取り纏めた産業応用ニーズ・課題に基づいて要件
定義書を作成し、プロトタイプの基本設計書・詳細設計書を作成する。 
⑤産業応用技術・基盤のプロトタイプを構築するための要件について、産業応用ニーズ
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に基づいてヒヤリングなどを通して調査し、検討する。 
⑥以下のマイクロ RNA データを収集する。 
a)がん罹患前後の血液検体 350 件以上のマイクロ RNA データ 
b)健常者血液検体合計 300 件以上のマイクロ RNA データ 
c) a)、b)で収集するデータにおいて、同一人物の経時的なマイクロ RNA データを 150
セット以上 
医師やユーザのヒヤリングを実施し、ビジネスモデルの事業性を評価し、ビジネスモデ
ルの改良を行う。また、がん未病状態判定サービスの事業化に向けた最適な事業体制の
検討を行い、がん未病状態サービスのフィージビリティ・スタディ（F/S）の研究計画
の検討を行う。 
⑦医療・ヘルスケア以外の産業、具体的には製造業、金融業を主要なターゲットとす
る。産業応用ニーズの聴取及び研究成果の展開を行うための体制（産業応用体制）を構
築した上で、各業界・業種の産業応用ニーズに基づいて、説明できる AI 技術を応用した
事業のビジネススキーム、ビジネスモデルを策定する。 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
中間目標①～⑦に対する成果を以下に示す。 

項             成果の概要 

① 
②  

・DNN を精度劣化なく 1/100 以下に圧縮して線形回路に変換する手法を開発[特許出願]． 
・画像分類の判断根拠を説明する深層学習法 GCM とその改良法を開発． 
・２次元の状態空間でシステムの可視化・将来変動予測を行なう手法を開発[特許出願]． 
・判断根拠の正解のデータを用いて CNN を改善する手法を開発． 
・深層回路の入力特徴量を人の知識を積極的に利用して最適化する手法を開発． 
・勾配ベースで DNN からルールを獲得する手法を開発． 
・B-spline 関数で小型 AI 回路を構築する手法を開発[特許出願]． 
・浸透学習法[特許]を応用して顕在変数に潜在変数を追加する手法を開発[特許出願]. 
・数百本の医学論文から miRNA のがんへの影響をまとめた． 
・人による画像分類の際の判断根拠データを作成した．その他研究中の手法あり. 
計画した以上の性能をもつ新たな方式を複数開発して特許出願(7 件)した． 

③ 
・異常検知処理の構造/構成要素など文献調査を基にして解析した． 
・進化計算法で処理/プログラムを全自動構築する方式を検討した． 
予定とした異常検知の問題解決法に関するデータ収集を達成した． 

④ 
 
④ 

・製造業＋金融業合わせて 13 社に対してニーズ等を調査した． 
・がんリスク表示ソフトの作成と医学者による評価を実施した． 
・異常検知プロトタイプを製造業２社において POC を実施した． 
・人工光型植物工場の栽培条件最適化について実験して有効性を検討した． 
ヒヤリング・POC・協力企業との議論などの目標を充分達成した． 

⑤ 
項①②のソフトを開発済み、現在改良中． 
目標を超える数のソフトウェアを開発し、予定以上の POC を実施した． 

⑥ 
・miRNA を画像化する部分の特許を出願した[特許出願]． 
・がん患者，非がん患者の miRNA 情報を中間目標より多く収集． 
・がん罹患前後(同一患者)の miRNA 情報を中間目標より多く収集． 
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・健常者の miRNA 情報を中間目標より多く収集し、更に健康診断結果と食事摂取調査
（BDHQ）を追加で収集． 
・目標を大きく上回るデータ収集を達成した． 
・医師へのヒヤリングを実施．ビジネスモデルは修正不要． 
・実施担当機関であるキユーピー(株)社内にて事業化を検討中．2024 年度終了後に事業化す
る予定で今後 FS を実施する予定． 

⑦ 
・ヒヤリング、POC を実施し、ソフトを開発した． 
開発したソフトを用いたヒヤリング・POC などによって，今後作る予定であったプロトタ
イプの一部を既に完成させた（予定以上の成果）． 

 

 
 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（今後の課題） 
①人と機械の対話を通して知識を相互に高める共進化システムを試作する。 
②説明(解法)の半自動化の自動アルゴリズム生成の検討。 
③産業応用技術・基盤の構築に向け、産業界で利用できるソフトウェアを開発する。 
④マイクロ RNA による将来の発がんリスク判定モデルの精度向上と適用するがん種の
拡大 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
①機械学習に対する質問応答システム・知識ベースの検討を通して人と機械の相互作用
を促す方法を検討する。 
②特に産業界でのニーズが高い異常検知処理の自動生成・最適化を試みる。 
③POC を通してヘルスケア分野や製造業・金融業などで利用価値が高いＸＡＩソフト
ウェアの仕様を検討し、プロトタイプのソフトを試作する。 
④判定モデルの精度向上と適用がん種拡大に向けてデータを拡充する。 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名：  ①－２－４／①－３－４ 

「説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応用」 
実施者：国立大学法人大阪大学、国立大学法人電気通信大学、株式会社ＣｈｉＣａＲｏ 

【研究開発の目的と概要】 
本研究開発は、現在大きな社会問題となっている育児の孤立化（ワンオペ育児）や保育
士不足、発達支援における人手不足を、AI 技術（人の意図や知識を理解して学習する AI
の基盤技術及び説明できる AI の基盤技術）を援用して解決することを目指す。本研究開 
発ではまず、既に開発済みの乳幼児向け遠隔操作ロボット ChiCaRo を遠隔保育者（リ
モートシッター）や祖父母が操作することで得るインタラクションデータを学習して自
律化する AI を開発する。この自律化インタラクション AI を搭載した ChiCaRo が、育児
や保育の現場をサポートする。また、ChiCaRo と子どものインタラクションを解析し、
保育士や発達の専門家及び養育者に説明することで、子どもに対する発達支援をより高
いレベルに押し上げる。 
AI 技術を、子育てや子どもの発
達支援といった人間社会にとっ
て非常に重要で繊細な場面に応
用するためには、AI が人と協働
できる存在、すなわち、説明可
能で信頼できる必要がある。ま
た、そうした AI 技術が認知さ
れ、社会的に受け入れられる必
要がある。こうした技術的、社
会的仕組みを実現するために必
要な研究開発を、大阪大学、株
式会社 ChiCaRo、電気通信大学
の 3 つの機関で分担して実施す
る。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
(1)大阪大学 
 ・インタラクション自律化 AI アルゴリズム開発 
 ・自律型 AI の説明アルゴリズム基盤の開発 
(2)株式会社 ChiCaRo 
 ・実際の保育園と家庭で 3 か月程度のシステム運用実績 
 ・製品化に向けた市場調査・プロト試作 
(3)電気通信大学 
 ・全体の調整（実験設計、テーマ推進） 
 ・実インタラクション解析技術の確立 
 ・アルゴリズムの最適化 

開発するシステムの 

全体像 
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（中間目標の達成度及び成果） 
(0)コンソ全体で 

・全体の仕組みを構築 ⇒ 実証実験の実施を可能とした （電通大・ChiCaRo） 
・実証実験によるデータを蓄積 ⇒ 実証実験を実施中（ChiCaRo・電通大） 
・自律 AI・説明 AI の基盤技術開発（阪大） 

(1)大阪大学 
 ・遠隔操作から学習するインタラクション自律化 AI の基本技術を開発 
  ‐遠隔操作から学習するインタラクション自律化 AI はすべての遠隔操作ロボット・

自動運転車の基盤となり得る 
 ・自律 AI が相手の状態を推定して説明する基盤技術を一通り開発 
  ‐説明技術は育児支援だけでなくパートナーロボットや自動運転車などすべての自

律ロボットの基盤となる 
  ‐TOYOTA からの引き合いあり 
(2)株式会社 ChiCaRo 
 ・実際の保育園と家庭で 3 か月の実証実験実施 
 ・製品化に向けた市場調査を実施 
 ・製品化に向けたプロトタイプ試作 
  ‐実社会の重要な問題解決に寄与する 
  ‐保育分野に AI 技術を浸透させるため、市場調査や保育園実験で障壁（どこなら受

け入れられるか）を明らかにした 
  ‐将来的には子供だけでなく高齢者支援などにもつながる（高齢者に関しても同様

の構造的な問題があることが示されている） 
(3)電気通信大学 
 ・全体の調整（毎月のミーティング開催とテーマ毎の議論を推進。実験プロトコル決

定） 
  ‐大阪大学技術と ChiCaRo 応用領域の重要要素がつながる全体設計 
 ・実インタラクションデータ解析技術を複数提案し、本研究開発に適した手法を選択 
  ‐説明の受け入れやすさを主観評価に依らず脳計測で測る手法の確立 
   ⇒技術と応用領域の間を結ぶインタラクション解析技術は他分野でも非常に重要

（自動車分野で TOYOTA からの引き合いあり） 
  ‐保育ドメインへのアルゴリズム適用のため、インタラクション状態空間設計と

データ収集手法構築（発達支援システム）非専門家での促育遊び実施を確認 
   ⇒発達専門家不足に貢献 
  ‐発達支援システムに関して、㈱ＣｈｉＣａＲｏと共同で特許出願 
 ・アルゴリズムの最適化 
  ‐小規模データに大阪大学アルゴリズムを適用し挙動を確認・評価 
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【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
テーマ全体の課題 
(0) コンソとして 
 ・基盤技術の融合 
 ・最終的なシステムの実装 
 ・実証実験 
 ・実用化 
 ・自律 AI・説明 AI の応用を広げる 
 
個別の課題： 
(1)大阪大学 
 自律型インタラクション AI の拡張： 

・遠隔操作者の意図を推定しつつ自律化し、遠隔操作者へのインタフェースを工夫す
ることで遠隔操作（タスク）の技量と自律化が共進化する枠組み 

 自律型 AI の説明アルゴリズムの拡張： 
・相手の想定している状態空間を推定し、足りない情報を補いつつ言語を使って説明

できるアルゴリズムを構築 
・ChiCaRo 以外への応用 

(2)（株）ChiCaRo 
 ・インフラ整備 
 ・実証実験によるデータ取得  
 ・製品化 
(3)電気通信大学 
 ・実インタラクションデータ解析技術の確立 
 ・アルゴリズムの最適化 
 ・全体の調整 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
テーマ全体の課題解決に向けたアプローチ： 
(0) コンソとして 
 ・全体の仕組みに自律 AI・説明 AI を統合 （電通大・ChiCaRo） 
 ・統合システムの実証実験と実用化 （ChiCaRo・電通大） 
 ・自律 AI・説明 AI の基盤技術の発展（阪大） 
 
個別の課題解決に向けたアプローチ： 
(1)大阪大学 
 ・自律型インタラクション AI の拡張 
  ‐遠隔操作者の意図推定を組み込んだ自律化アルゴリズムを開発 
  ‐自律化アルゴリズム全体の統合 75%程度の自律化 
  ‐遠隔操作と自律がシームレスに動くアルゴリズムの構築 



 

55 

 ・自律型 AI の説明アルゴリズムの拡張 
  ‐相手の状態空間を推定しつつ説明を生成する技術の開発 
  ‐相手の想定している状態空間に介入し、より説明を受け入れやすくするための技

術を開発 
  ‐全体のアルゴリズム統合 
 ・ChiCaRo 以外への応用 
  ‐教育や技能継承への応用検討 
  ‐複数の実応用先開拓 
  ‐企業等との協業をスタートさせる 
  ‐既に企業より引き合いあり 
（２）株式会社 ChiCaRo 
 ・インフラ整備 
  ‐実証実験を通して出た運用課題のブラッシュアップ 
  ‐実用化に向けた運用システムの開発 
 ・実証実験によるデータ取得  
  ‐3 つの園で 1 年間の運用実績 / 10 の家庭で実証実験データの取得 / 3 件の発達支

援実績 
   （家庭での実証実験はコロナ禍でも可能であることは実証済み。園での実証につ

いても基本的には可能だが検討を要する場合もあり得る。） 
  ‐実験データの蓄積管理・電通大チームへ提供 
 ・製品化 
  ‐市場調査や受容性調査を継続 
  ‐量産に向けた仕様の決定 
（３）電気通信大学 
 ・実インタラクションデータ解析技術の確立 
  ‐実インタラクションデータ解析の継続 
  ‐発達状態推定技術の開発 
 ・アルゴリズムの最適化 
  ‐阪大開発アルゴリズムを、育児・発達支援向けに改良開始 
  ‐実証実験データを学習することで、さらなるアルゴリズムの高度化 
  ‐発達状態推定説明技術の開発 
  ‐遠隔操作の容易化を実現：75%操作量削減 
  ‐自律化インタラクション AI と融合：業務効率 4 倍 
 ・全体の調整 
  ‐引き続き株式会社ＣｈｉＣａＲｏと共同で、実証実験のプロトコルの検討、問題

点の整理や改善 
  ‐最終年度まで継続して定期的に全体のミーティングを開催 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－２－５ 

「人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発」 
実施者： 早稲田大学 

【研究開発の目的と概要】 
 効果的な語学学習を行うには学習者の当該言語でのコミュニケーション能力を適切に判
定することが求められる。従来の能力判定は主に人間の評価者との対話により行われるた
め、評価者によるばらつきが大きく、また高い能力を持つ評価者が不足している課題が
あった。 
 本テーマにおいては、オンライン英会話授業支援をメインターゲットとして、英語教育
の専門家と AI が連携して受講者のコミュニケーション能力を判定し、学習者と教育者の双
方に対して納得感のあるオンライン授業システムを実現する。 
 開発システムは固定されたものとはせず、AI による能力判定エージェントが、学習者
（一般ユーザ）と教師（エキスパート）などの人との間で、能力判定やアノテーションと
いった動的な知識の交換を行っていくことで AI・学習者・教師が共に進化し、より高いレ
ベルに到達するプロセスを構築する。 
 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
① クラス分けデータセットの構築 
② オンライン英会話データセットの構築 
③ クラス識別システムの開発 
④ クラウドソーシングフレームワークの開発（Web 上でのアノテーションを実現する） 
⑤ 能動学習による人-AI 協調アノテーション 
⑥ 対話システムの開発 
⑦ データ収集システム（Wizard of OZ）の開発 
⑧ キャラクタエージェント/ユーザインターフェース開発 
⑨ システム統合、実証実験 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
 学習者と自然な対話を行うことができ、学習者の応答から英語能力を逐次推定して適応
的に質問の難易度を上下させることができる AI エージェントを開発した。その対話内容か
ら Overall（総合評価）だけでなく、Range（表現の豊富さ）、Accuracy（文法的正しさ）、
Fluency（流暢さ）、Phonology（発音の良さ）、Interaction（適切な応答性）、Coherence
（発言の一貫性）の 6 項目それぞれについて能力判定を可能とした。現在、実証実験を
行っており、中間目標は達成見込みである。 
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 研究成果は積極的に発表を行い、招待講演
8 件、国際学会（査読あり）4 件、国内研究
会・講演 3 件を行った。その中で人工知能学
会第 12 回対話システムシンポジウムでは若手
優秀賞および、人工知能学会 2021 年度研究会
優秀賞を受賞した。 
 
 また、国際的な Award である Reimagine 
Education Award の Learning Assessment 
Category（能力判定部門）において Bronze 賞
を受賞するなど高く評価されている。 

 
 社会実装へ向けて AI・人工知能 EXPO2021 秋および 2022 春に出展し、教育系企業から
良い反応を得ている。NEDO による特許動向調査では「国内的および国際的にみて、高い
独自性と先進性を持っている。これまでおよび現在進行中の研究成果の特許化が急がれ
る」との報告を得ており、それを受けて開発技術に関するパテントを出願した。今後も継
続してパテント出願による権利確保を進める。 
 
【今後の課題と課題解決に向けたアップローチ】 
技術的な課題： 
 小規模なインタビューデータセットを用いたプロトタイプでの能力評価精度（AI エー
ジェントとエキスパートによる CEFR スコアの完全一致）は 5-6 割程度で、正解とならな
かった場合でも概ね CEFR の 1 レベルの差に収まっている。各評価側面に特化した能力判
定器を開発することで，この精度を高めていく。 
（CEFR: Common European Framework of Reference for Languages, ヨーロッパ言語共通
参照枠 - 語学学習者の習得レベルを判断するガイドラインで A1-C2 の 6 段階がある） 
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技術的な課題の解決方針： 
 能力判定システムの精度向上のために複数の視点に基づく確信度計算手法を開発する。
確信度は本システムの評価値と、二値判定が可能なチェックリストによる評価結果を比較
することで算出する。確信度が低い場合にはエキスパートが判定を行うとともに、その結
果をアノテーションデータとして再学習させ、Human-in-the-Loop による精度改善を行
う。 
 

 
 
社会実装へ向けた課題： 
 社会実装へ向けた事業化パートナー（システム利用企業）の獲得と、当該パートナーの
事業領域や要望に合わせた最適化を行う必要がある。また、さらなる進化のために、市場
におけるリアルなユーザの利用データを収集し活用するプロセスを構築することが必要で
ある。 
 
社会実装へ向けた課題への解決方針： 
 本技術の社会実装を目指すために早稲田大学発のベンチャー企業を設立した（2022 年 5
月 2 日）。社名は株式会社エキュメノポリスである。 
 事業化パートナーの候補として数社の教育系企業との交渉を開始している。エキュメノ
ポリス社ではそれぞれの事業化パートナーのニーズに合わせたカスタマイズを行い、シス
テムとしての販売やサポートを行っていく。 



 

59 

研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 
研究テーマ名：①－２－６ モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボックス化 

実施者： 国立大学法人東京工業大学、GE ヘルスケア・ジャパン株式会社 

【研究開発の目的と概要】 
深層学習は、「判断理由や根拠」を知ることができない「ブラックボックス」である。
しかも、深層学習は深く複雑な構造を持つため、その内部表現を理論的に解析したり、
内部状態を解析したりすることが極めて難しく、このような研究はほとんど進んでいな
い。 
この欠点は、深層学習を製品化し、社会実装する際に極めて深刻で、医療や交通といっ
た命に関わる応用では、人の命を奪いかねない。そこで、本事業では、深層学習モデル
をモジュール化し、役割を細分化・専門化することにより、複雑なモデルを簡単化し、
中身の解析や理解を容易にする。また、モジュール化された深層学習モデルを、既存の
処理や従来の特徴量型機械学習モデルと融合することで、学習されたモジュールを既存
の処理や特徴量で解釈可能とする。このようにして、ブラックボックスである深層学習
を「ホワイトボックス化」し、深層学習の判断理由と根拠を説明できるようにする。さ
らに、「ホワイトボックス化された深層学習」を AI 支援画像診断に応用し、その効果を
医師による心理物理実験を通じて明らかにする。 

 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
① 深層学習モデルのモジュール化 
② モジュール型深層学習モデルの可視化 
③「ホワイトボックス化 AI」の診断支援応用における社会ニーズ調査と分析 
④ モジュールを既存のモデルで置き換えるメカニズムの開発 
⑤ 学習されたモデルの説明、解釈、根拠の提示（最終目標の一部の前倒し実施） 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
① 深層学習モデルをモジュール化し、複数の小規模なモジュールを組み合わせたネッ

ト 
ワークの性能が、元の大規模のネットワークの性能と同等であることを示した。 
②可視化時の正確性と再現性向上を狙いとして、モジュール型深層学習モデルを可視化
する手法とネットワーク最適凝縮手法の開発に成功した。 
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③診断支援システムのプロトタイプ開発の仕様決定に役立つ要因を抽出、分析、整理し
た。併せて、説明可能な AI のニーズは依然として高く、本開発内容の新規性を確認し
た。 
④モジュール化し細分化・専門化されたモデルや、その一部を既存のモデルや処理によ
る機能で説明する手法を開発し、ネットワーク内部のどのユニットがどのような機能を
持つのかを明らかにした。 
⑤学習されたネットワークを解析し、判断根拠の説明・解釈を提示する手法を開発し、
ブラックボックスであった深層学習の中身を機能で説明できる一定レベルのホワイト
ボックス化を可能とした。 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
最終目標として、「ホワイトボックス化 AI」の開発、その診断支援応用システムのプロ
トタイプの開発、心理物理実験による検証につき、以下の課題を全て完了する。 
③ 「ホワイトボックス化 AI」の診断支援応用における社会ニーズ調査と分析 
④ モジュールを既存のモデルで置き換えるメカニズムの開発 
⑤ 学習されたモデルの説明、解釈、根拠の提示 
⑥ 「ホワイトボックス化 AI」による AI 支援画像診断システムのプロトタイピング 
⑦ 「ホワイトボックス化 AI」を利用した医師の心理物理実験 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
③中間評価に向けて実施した「ホワイトボックス化 AI」による診断支援システムのプロ
トタイプ開発の仕様決定に役立つ要因の抽出、分析、整理に加え、これを事業化した場
合の市場の規模と効果の推定を算出し、プロトタイプ開発に資する。 
④中間評価に向けてモジュール化し細分化・専門化されたモデルやその一部を、既存の
モデルや処理による機能で説明する手法を開発した。本手法を発展させ、問題のある悪
いモジュールと、他の課題で構築された良いモジュールとを交換することにより、当該
モデルの欠点を克服し、安定性と性能を向上する手法を検討し、ブラックボックスで
あった深層学習モデルの中身を説明でき、モデルの中身を制御できることを目指す。 
⑤中間評価で予定よりも先行して開発した機能モジュールの作成手法と各モジュールを
機能で説明する手法を、様々な課題に適用し、手法の汎用性と安定性を検証する。モ
ジュール化されたネットワークを解析し、判断根拠の説明・解釈を行う。深層学習モデ
ルの判断根拠を、医用画像から自然言語に変換し、説明できるようにする。ブラック
ボックスであった深層学習モデルの中身を説明でき、理由と根拠を説明できることを、
ホワイトボックス化が完成すると定義し、これを最終目標とする。更に、医師がカルテ
に記載した自然言語による理由や根拠を医用画像を入力するだけで提示できる AI の開発
を更に進める。 
⑥「ホワイトボックス化 AI」を AI 支援画像診断システムに組み込み、プロトタイプシ
ステムを開発する。本システムは、医師が臨床で使用可能なユーザーインターフェース
を備え、医用画像を入力すると、「ホワイトボックス化 AI」が診断結果と判断理由や根
拠を「第２の意見」として提示する。医療施設で得られた医用画像について、診断結果
や判断理由・根拠が得られる機能が問題なく動作することを確認する。 
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⑦「ホワイトボックス化 AI」を組み込んだ診断支援システムのプロトタイプを再委託先
や連携先の病院に持ち込み、医師が利用して診断した場合の効果を、心理物理実験を通
して調べる。ホワイトボックス化 AI システムと、従来の AI システムを医師が使用し、
それぞれ医師の診断能を計測する。病変のサイズや円形度といった AI が理由に利用した
物理量と医師の診断能との関係についても調査する。システムの評価方法は、米国 FDA
の医療機器認証に使われる ROC（Receiver Operating Characteristic）解析を用いて評価
する。「ホワイトボックス化 AI」を利用した医師の診断能が、従来の AI を利用した場合
に比べ、統計的有意差をもって向上することを証明する。 
なお、課題③、⑥、⑦においては、以下の２点に十分な配慮を払いながらプロトタイプ
システムのアプリケーションデザインを進めていく。 
・「ホワイトボックス化 AI」と院内ワークフローを照らし合わせ、医師との摺り合わせ
も行い、アプリケーションデザインを進めること。 
・Lean 手法をベースに開発フェーズを数回に分け、フェーズ毎に医師のレビューを受
け、アプリケーションデザインをブラッシュアップすること。 
同時に、「ホワイトボックス化 AI」による診断支援システムの医療現場への普及のた
め、プロトタイプシステムを研究用アプリケーションとして協力医療機関の医師に提供
して評価いただき、学会／論文にて発表いただく。 
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研究開発項目①－３ 「人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発」 

 
研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
①－３人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 
研究テーマ名：①－３－１ 

インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開発 
実施者： 慶應義塾、国立大学法人東京大学、国立大学法人電気通信大学、 
     公立大学法人公立はこだて未来大学、学校法人立教学院、 
     株式会社手塚プロダクション、株式会社Ａｌｅｓ、株式会社ヒストリア 
【研究開発の目的と概要】 
小説やマンガ、アニメやドラマから番組企画や企業におけるプロモーション等のコンテ
ンツ制作において、共通する重要タスクが「ストーリーを考えること」であり、人に対
して最も高い創造力が求められる作業である。本研究プロジェクトは、ストーリー性の
あるコンテンツを生み出す作業において、人の創造力を増強させ、人のみでは生み出す
ことが困難な斬新・奇抜で多様なストーリー生成を可能とする、人と協調しつつインタ
ラクティブに創造支援を行う AI 基盤技術の構築を目指す。そして、クリエイターの支援
に止まらず、一般ユーザーであっても完成されたコンテンツを容易に生成できるシステ
ムを構築して、サービス展開を目指す。 

 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
【プロジェクト全体】創造的作業であるストーリー型コンテンツ生成をサポートするた
めの AI 技術を基盤とするシステム構築を目指すという最終目標に対し、9 個のテーマと
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して取り組みを開始、中間目標は、各テーマにおける最終目標における実装システムの
コンセプトや提案手法の確定と、プロトタイプ実装を通した基本段階での有効性の確認
までを行い、後半の本格実装のための中核部分の創出を行うこととした。以下のよう
に、各テーマにおいて最終目標に対する中間目標を設定した。 
【テーマ 1】テーマ 3、4 向けの物語設定やジャンルをインタラクティブに設定するた
め、物語構造について、感情曲線に重畳した新たな構造構成技法の基本方針を確定す
る。また、物語世界観およびキャラクターの設定作業の効率化のため、世界観とキャラ
クターの設定支援システムのプロトタイプを実装する。このシステムの利用により新奇
性のある単語の提示を行い、クリエイターの創造範囲の拡張と探索の効率化が可能であ
ることを検証する。 
【テーマ 2】テーマ 3、4、5、7 で必要となるデータを作成する。 
【テーマ 3】ユーザーの好みに合わせた物語構造を選択するシステム実装のため、複数
ジャンルの物語を収集して構造分析を行い、物語展開と登場人物の属性に関するジャン
ルの特徴を抽出する。また抽出した物語構造上の特徴に沿って、ユーザーが選択可能な
物語の展開と登場人物の属性の候補を自動生成する。 
【テーマ 4】テーマ 1、3 にて決定される物語設定と物語の型に基づき、型を構成する各
ユニットを連結してプロットをインタラクティブに生成する手法を提案する。加えて、
テーマ 7 にて AI キャラクターをプロットに従って動作させるために、自然言語で書かれ
るプロットに基づいてどのように AI キャラクターを動作させるかについての基本的な仕
組みを提案する。 
【テーマ 5】外部情報を入力とする画像生成結果の制御技術及び複数の画像間の数学的
操作による制御技術を芸術作品の様な小規模データセットでも実現可能な形で実現す
る。 
【テーマ 6、7】テーマ 4 で生成されるプロットに従い、登場人物を AI キャラクターと
して実際に 3D シーンシミュレーター内で自律的に動作させ、ユーザーによる具体的な
シナリオ生成のサポートを行うシステムの基本的なアーキテクチャの提案を行い、プロ
トタイプにより実際に複数の AI キャラクターを動作させる。その為の土台となる 3D
シーンとしてカフェを選択し、カフェの 3D シーンや複数キャラクターアセットを制作
する。  
【テーマ 8】4 コママンガの自動生成システムのため、4 コママンガに対しアノテーショ
ンを行う。そのためのアノテーションルールの策定とデータセットの構築、およびデー
タセットを用いたキャラクターのセリフの自動生成を目指す。 
【テーマ 9】テーマ 5、8 等から提供されるデータをベースとした、完成された 4 コママ
ンガの生成を可能にするプロトタイプシステムの実装及び、完成された 4 コママンガの
生成を目指す。 
（中間目標の達成度及び成果） 
【プロジェクト全体】プロジェクト全体としての中間目標達成は計画通りであり、テー
マ 1、3 の出力を利用してテーマ 4 にてプロットを生成するまでの仕組み、そしてプロッ
トに基づいてテーマ 6、7 での 3D シミュレーターへの接続と、3D シミュレーターでの
AI キャラクターを動作させる仕組み、さらには中間目標までにおいてテーマ 6、7 まで
の出力を元に 4 コママンガを生成するための台詞を生成する仕組みと、テーマ 9 でのコ
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マ割りのインタラクティブな生成に至る全体の流れの明確化が出来、かつそのための各
テーマでの基本フレームワーク・手法の提案を完了させるに至っている。これにより、
スムーズに後半 3 年の本格的実装に進むことができる段階にある。以下テーマごとの達
成状況を記載する。 
【テーマ 1】物語構造分析については、物語分析と分析結果の創作への応用、および主
人公の感情曲線のパターン分析を行い、さらに感情曲線を利用したテーマ 3 に対しての
物語ジャンル選定システムとして取りまとめた。世界観・キャラクターの設定支援シス
テム実装については、コンテンツの方向性を入力として、新奇性のある世界観・キャラ
クターを表現する単語群を提示するプロトタイプシステムを完成させ、評価実験を行っ
た。  
【テーマ 2】テーマ 3 に提供した学習データにより、物語構造の 5 ジャンルでの頻出パ
ターン抽出を行った。また、その学習データをテーマ 4 に提供するために構造化し、
パーツ分類して期間中に 100 作品を終了予定である。テーマ 5 の学習用画像切り出し
データ 1 万 5 千枚を予定したが、計画以上の 2 万枚を予定している。テーマ７の学習用
のアクションデータは必要分の提供を完了した。 
【テーマ 3】手塚治虫作品のブラックジャックおよび現代日本のエンターテイメント作
品で頻出の 5 ジャンル（冒険、戦闘、恋愛、探偵、怪談）に関して、合計 1000 話以上
を収集して、データ化と構造分析を行った。分析の結果ジャンルの物語展開及び登場人
物の属性の特徴を抽出し、それらに基づく物語展開及び登場人物の自動生成アルゴリズ
ムを考案・実装した。  
【テーマ 4】物語の型を基軸としてプロットを生成することのメリットを被験者実験に
より確認できた。また、ユニットごとの文書の類似度に基づいて全ユニットを一度に連
結させる方法の有用性、並びに、ユニット連結する方法の可能性についての被験者実験
を行った。その結果、型を崩さない条件にて、ユーザーにユニット選択までを任せる方
法が有用であることが分かった。また、テーマ 7 にて AI キャラクターを動作させるため
の仕組みとして、自然言語で表現されるプロットを、プランニングで実行するための体
裁とする記述の仕方を考案した。  
【テーマ 5】手塚治虫作品から抽出した顔のデータセットを作成。これを元に外部情
報・内部情報の操作により生成画像を制御する技術をそれぞれ考案・開発し、多様なイ
ンタラクションを実現する基盤技術を完成させた。いずれも芸術作品のような小規模
データセットで学習できる実用的な手法である。多様な外部情報によるキャラクター生
成という応用システムの開発のみ間に合わなかったが、基盤技術の開発はすべて達成済
みである。 
【テーマ 6、７】マルチエージェントプランニングにより各 AI キャラクターを動作させ
る方法を構築した。複数のゴールを適宜選択でき、他の AI キャラクターのプランニング
との協調も可能である。またマルチエージェント型を採用したことで、リアクティブ性
やモジュール拡張性を有し、プランの失敗への対応や、ユーザーによるインタラクティ
ブなプランの変更も可能である。またカフェの 3D シーンも完成している。特に、今回
のプロトタイプ実装においては、構築するシステムの汎用性を高めることから、AI キャ
ラクターの身体を動作させる 3D シーン側でのシステムと、AI キャラクターの頭脳であ
るプランニングモジュールとは別々のシステムとしたが、両者を連携させるアーキテク
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チャ自体、本プロジェクトに限定されない多用な応用の可能性を持つ。  
【テーマ 8】合計 37 冊の書籍から約 4000 作品の 4 コママンガに対してアノテーション
を実施し、データセットを構築した。また、データセットを用いてキャラクターのセリ
フ生成を行う深層学習モデルを提案・実装し、実験によりモデルの評価を実施した。  
【テーマ 9】4 コママンガ生成プロトタイプシステムの実装と、完成された 4 コママンガ
の生成という当初目標をすべて達成した。テーマ 5 から提供されたキャラクター画像、
および、テーマ 8 から提示されたセリフ案をベースとして採用し、4 コママンガを生成
するプロトタイプシステムの実装を完了した。本システムを用いて、プロのクリエイ
ターやクリエイター志望の学生による 17 作品を作成した。同時に、それらのユーザーを
対象にシステムの評価試験を実施し高評価を得た。以上、当初の目標はすべて達成済み
である。 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
プロジェクト全体としては、インタラクティブ性についての本格的な取り組みと、デー
タ収集基盤・ビジネスモデル策定、そして、最終的に一気通貫したシステム構築を目指
す。以下、テーマ毎に課題を記載する。 
【テーマ 1】現時点では、物語構造と感情曲線の重畳は物語の性格と量にのみ依存して
いるが、今後はさらに多様な物語要素、すなわち時代や場所などをも勘案しての重畳を
可能とすることが必要である。また、単語の提示システムは、提示する単語の量や質を
向上させることにより、より広く活用される。また、分析軸の多様化、およびインター
ネットとの緊密な連携による利便性の向上も今後の課題である。 
【テーマ 2】支援創作支援基盤の研究にあたり、現状で不足していると考えられる以下 2
事項への対応が課題である。 
1）手塚作品からの 5 ジャンル以外、「冒険」「スポーツ」「ヒューマンドラマ」「群像劇」
など創作需要の高いジャンルの頻出パターン抽出と、学習データの作成 
2）各ジャンルの複合プロットに合わせたパーツ分類された学習データの作成 
【テーマ 3】現段階ではジャンルごとの特徴抽出・自動生成になっている点を、ジャン
ル横断型に拡張していくことで、実際に社会で流通しているレベルの複雑な物語構造の
自動生成に挑戦することが必要である。これにより恋愛要素重視の探偵物語や、ホラー
的要素を含む冒険物など、様々な複合的ジャンルの物語構造の自動生成が実現可能にな
る。 
【テーマ 4】実際にテーマ 1 で出力されたテーマや属性、そしてテーマ 3 で出力された
物語構造を反映させたプロット生成システムとしての完成を目指すが、インタラクティ
ブにプロットを生成する仕組みについて検討が必要である。また、自然言語型のプロッ
トからテーマ 7 向きのプランニング仕様への具体的な変換方法についての検討も必要で
ある。 
【テーマ 5】さらなるインタラクティブ性の実現に向け、非言語的な情報に基づくキャ
ラクター生成手法が必要である。 
【テーマ 6、7】現時点は、最低限の動作と AI キャラクター同士のインタラクションが
実現できた段階であり、今後はケーススタディとして用意する一連のカフェのシーンや
プロットに従った動作を実現することが必要である。同時にシーンのインタラクティブ
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な切り替えの仕組みの創出にも着手し、AI キャラクターの動作に基づきシナリオとして
出力する完成されたシステムの構築が必要である。 
【テーマ 8】現在までに提案したセリフ生成モデルは単一のセリフを生成するモデルと
なっている。22 年度以降は、これをキャラクター間のやり取りという連続的なセリフ生
成モデルに拡張することを検討する。また、4 コママンガの自動生成に向け、物語とセ
リフに基づく自動コマ割りやネームの自動生成などの検討も必要である。 
【テーマ 9】評価試験では今後に対し多くの要望が寄せられた。AI の更なる活用への期
待も大きい。今回の 4 コママンガは通過点であり、本システムでの知見を活かした機能
拡張、長い作品や形の違うコンテンツへの対応が今後の課題となる。 
（課題解決に向けたアプローチ） 
【テーマ 1】多様な物語要素の収集、および提示する単語のより広汎かつ正確でありな
がらも新奇性のある収集については、先端的な自然言語処理技術を利用し、インター
ネット等を通じて効率的に収集することを計画している。さらに、機械学習等を活用し
て、収集された単語のより現実的活用を可能とする分類についても計画している。 
【テーマ 2】課題 1）については、該当ジャンル著作者の学習データ作成許諾が必要にな
り、一定の研究成果を実証することで協力者を募る。そして、課題 2）については次年
度以降でテーマ 3、4 と連携して研究を進めることで解決可能と考えている。 
【テーマ 3】複数の物語構造を整合的な形で統合するアルゴリズムの開発によってこれ
らの課題を達成する計画を検討している。物語構造の統合においては因果律を破壊しな
いように、常識的・論理的な知識データに基づき統合の可否を判断する機構などを実装
する予定である。 
【テーマ 4】プロットユニットの連結については、全プロットユニットを一度にシステ
ムにて連結させてから、ユーザーに適宜交換させつつ収束させる方法から、ユーザーに
連結をインタラクティブに任せる方法など、多様な方法を検討する。ユーザーにすべて
を任せる方法は、プロットユニットが多数となると困難となり、適宜システムが候補を
提示する方法が妥当と考えている。また、プランニング仕様への変換は、予め変換が可
能な情報をプロットユニット生成時点で入れ込むのが現実的であると考えている。 
【テーマ 5】人が画像から受ける印象を構成論的なアプローチにより定量化できれば、
これまでに開発した明示的インタラクションの入力とすることで実現ができる見込みで
ある。このためのデータ収集と分析を推進する。 
【テーマ 6、7】マルチエージェントプランニングについては、まだ荒削りな状態であ
り、手法としての精緻化を目指すと同時に、常識や暗黙知、モラルといった知識も併用
できるようにする。プロットユニットの展開に応じて自動的にシーンを切り替える仕組
みの構築も行う。シナリオの出力は、個々の AI キャラクターのプランニングにおいて、
発火した行動モジュール毎に因果関係をテキスト化する仕組みを中心に検討する。 
【テーマ 8】データセットの拡充とモデルの改良を実施し、生成されるセリフの品質向
上を行うとともに、物語－セリフ間だけではなく、連続するセリフ間の整合性・一貫性
を判定する機構をモデルに導入する。 
【テーマ 9】機械学習を用いたユーザーへのより高度な提案や、評価試験で要望に上
がった UI/UX 面での機能拡張実現を検討する。AI がプロのクリエイターのみならず、
一般の人とも協調することで、それぞれのクリエイションを実現することを目指す。 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－３「人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発」 

  ①－３－２ 実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 
実施者： 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

【研究開発の目的と概要】 
様々な入力データに対して、知識を利用するなどして状況を解釈し、論理的な文章を生
成する技術の実現を目的として研究開発を行う。現在、実用レベルに達している上記技
術は存在しない。多様な情報源からの情報統合と統合された情報からのテキスト生成に
かかわる諸技術を開発することは、知的なレポート生成だけでなく、さまざまな社会実
装へつながる基盤技術に繋がる。例えば、 構造化データ、テキスト、ビデオの情報の
きめ細かな相互参照を行う情報提供を行うサービス、相互矛盾を検出する Fake News 
Detection、文脈を考慮できる知的なチャットボットを作るための要素技術となる。 
本研究テーマでは、以下の３つの技術開発を行う。 
（１）状況に依存した入力データの構造化技術の開発 
（２）内容プランニングと言語生成技術の開発 
（３）データと外部知識を接続する共進化オントロジー学習技術の開発 
 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
（１）状況に依存した入力データの構造化技術の開発 
入力データについて状況を考慮しグラフ構造などに構造化する基盤技術の開発を行う。
自然言語テキストあるいは動画像の特定ドメインで評価し、課題抽出を行う。 
（２）内容プランニングと言語生成技術の開発 
内容プランからテキストを生成する技術を開発し、特定ドメインで評価し、課題抽出を
行う。また、特定ドメインにおいて、内容プランを生成する技術の開発に着手する。 
（３）データと外部知識を接続する共進化オントロジー学習技術の開発 
特定ドメインにおけるデータに対して、データから得られる構造化情報と知識グラフを
接続するオントロジーを生成できることを示す。 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
（１）状況に依存した入力データの構造化技術の開発 
・自然言語質問文に対し、知識グラフにアクセスして回答する技術の詳細な評価と分析
を行った。その結果、解決済みだと思われていた課題が未解決であること、解決のため
にはエンティティリンキングや関係認識などの技術の高度化が必要であることを示し
た。 
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・画像列からのストーリー生成課題にお
いて、物体認識と外部知識を利用して、
入力画像列の意味を表すグラフ構造を抽
出する技術を開発した。物体認識では、
物体は認識するものの、そこで起こって
いる出来事については認識できないこと
が多く、外部知識を利用することで、こ
れを可能にした（図１）。 
 
（２）内容プランニングと言語生成技術の開発 
・レーシングゲームの動画データ、テレ
メトリーデータ(位置、速度、ハンドル
角度など)と、実況テキストから成る
データセットを構築した 。適切な発話
タイミングの推定、内容や長さなどの点
で適切な発話の生成の技術開発に利用予
定である。大規模な実況データは、国内
外においても他に存在しない。 
・ストーリー生成において、内容プラ
ンとしてのストーリーラインをイベン
トグラフから生成する技術を開発 (図
３)した。イベントグラフはコーパスか
ら獲得できるので、例えばニュース記
事生成など、他のドメインにも適用が
可能である。 
 
（３）データと外部知識を接続する共進化オントロジー学習技術の開発 
・テキストから知識ベースに適切なエンティティ、関係を抽出し、両者をつなぐオント
ロジーを生成可能にする技術を開発した。 
・表データの構造を利用し、適切なエンティティ、関係を抽出し。知識グラフと対応付
ける技術を開発した。 
・金融に関するデータを取り上げ、知識グラフの試作を行った。 
 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
（１）状況に依存した入力データの構造化技術の開発 
・様々な種類の入力に対する構造化技術の開発 
・特に動画や数値データに対する適用、および汎用性の向上 
入力内容を解釈する技術の開発 
（２）内容プランニングと言語生成技術の開発 
・実況生成技術の開発 

 

図 1 画像列からのストーリー生成課題

における技術開発 

  

図２ レーシングゲームにおける実況に 

関するデータセット生成 

  

図３ ストーリーラインを生成する技術 
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・出力の種類に依存した内容プランの決定 
・内容プランからの長いテキストの生成技術の開発 
（３）データと外部知識を接続する共進化オントロジー学習技術の開発 
・オントロジーの正規化が課題。オントロジー記述の多様化が起こるため。同一のエン
ティティ、関係の自動発見技術の向上が必要 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
（１） 状況に依存した入力データの構造化技術の開発 
・動画や数値時系列のように時間軸を持つデータの構造化表現を考案する。 
・複数のソースの情報を集約する、マルチモーダルな情報を利用する、また知識を利用
する、などして、状況の把握、情報の抽象化を行う。 
（２）内容プランニングと言語生成技術の開発 
・発話タイミング推定と発話生成を分けて実況生成技術を開発する。 
・既存の内容プランの記述枠組みを精査し、実験を通して枠組みを決定する。 
・長いテキスト用にメモリ面で効率化されたモデルを参考にする。 
（３）データと外部知識を接続する共進化オントロジー学習技術の開発 
・埋め込み技術を中心にテキスト，グラフなどの情報統合技術を開発する。 
 

 
 

研究開発項目：研究開発項目① 「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
①－３人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

研究テーマ名：①－３－３ 
熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤技術開発 

実施者： 国立大学法人京都大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、 
     三菱電機株式会社 
【研究開発の目的と概要】 
生産年齢人口の減少による製造業の深刻な人手不足が懸念される中にあって、熟練者不
足は事業継続やクオリティ低下による労働生産性低下の危機をもたらしている。特に熟
練者が培ってきた暗黙知については、これまで自動化・AI 化により機械で代替すること
が困難とされ、熟練技能者からどのように獲得し、活用し、伝承していくかが課題と
なっている。本研究ではこれまで機械化が比較的容易とされた熟練者の手続き的な知識
だけでなく、ニーズの多様化や環境変動に柔軟に対応することを可能にしている応用的
な暗黙知(ここでは熟練者がまだ整理しきれず顕在化していない熟練技能に関する知)に
対して、これを顕在化して獲得し、適応と調整の仕組みを明らかにすること、及び作業
者間で捉え方の異なる感覚的な暗黙知をセンサーデータ基準で比較・共有可能とし、相
互理解を促すことで非熟練者に対して効率的に伝承していくことを支援するための人協
調 AI 基盤技術開発を行う。 
厚板アンコイラー作業 1 及び主として金型磨き作業を実証フィールドとして PoC 検証
し、事業化段階における他技能への展開に向けた検討を進める。 
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【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
ⅰ～ⅲの各テーマでの技術の実現性、課題を模擬実験等で評価・確認する。 
ⅰ）暗黙知の表出・分析・獲得 

 800 対話程度を収集し、音声認識、クラウドソーシングによる認識結果修正、ラベ
ル付けにより、インタビューコーパスを構築 
ⅱ）暗黙知を含めた熟練技能プロセスモデル化 

 実証フィールドでの熟練技能特徴量間連鎖モデル構築、データベース・プラット
フォーム機能検証完了 
ⅲ）感覚的熟練行動の獲得・伝承を推進する対話型 AI 

 実フィールドでの熟練者同士で共通する感覚情報洗い出し、特定の熟練行動をセン
サーデータと関係付けモデル化（精度 70%） 

 
（中間目標の達成度及び成果） 
ⅰ）暗黙知の表出・分析・獲得の解析 
・作業のコツ（料理他）をインタビュー
で 300 対話収集、分析・AI 学習用コーパ
スを構築、整備した。料理のセミプロと
インタビュー技能者であり 1 対話が長時
間化、対話数減だが充実した内容であり
問題ない。収集した音声書き起こしデー
タに対し、極性判定、省略解析、話者内
部状態推定といった言語解析を適用し、
有用性を確認した。対話データ 300 件に
対し知識構造アノテーションを実施し、
要素間の依存、共参照の関係性からイン
タビューにおいて引き出すべき知識構造
を 明 確 化 し た 。 当 該 デ ー タ は イ ン タ
ビューにおいて言及された知識をリアルタイムに構造化し、まだ言語化されていない知
識の種類を提示するインタビュー支援システム（図１）の学習データとして使用され
る。 
・動画、画像、発話テキストを連携可能なマルチモーダルアノテーションツールを開発
した。音声認識エンジンの認識結果と合わせて EAF 型式で出力可能。ELAN でのアノ
テーションを実現する。2021 年度以降の発話のタグ付けに用いられている。 

【 事前に⽤ 意し た画像】

【 対話ログ】
E: 紙やすりを使って磨きます
I: 磨く時の動かし方は？
E: ここは円を描くように…

【 知識構造化】

<替える CHANGE>
[目的] 傷を消すために
[対象] 紙やすり
Q:  どんな[条件] の時？

イ ンタ ビュ アー

<磨く POLISH>
[道具] 紙やすり
[様態] 円を描くように
Q:  [時間] はどのく ら い？

技能者

図 1.インタビュー支援システム 
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・インタビューデータへの発話タグ付与（20 対話）。インタ
ビュアーの知識に照らした質問による発話、自分語り、漠然
とした質問の３種類の発話タイプからカン・コツ発話が促さ
れることを確認した。 
・暗黙知抽出を支援するインタビューモデルの構築に向け
て、発話を理解度極性で分類・解析する手法を提案。理解度
判定モデルは BERT を用いて学習（判定精度 88%達成）。熟練
者の理解度変化（図２）を解析することで暗黙知言語化の場
面を抽出可能、技能者・インタビュアーのレベルがインタ
ビューに影響を与える、という結論を得た。 
・確率的潜在意味構造解析のため、インタビュアーの聞き出
し力＋技能者の技能力を確率相関モデル化。「表現しきれない
もの」「無意識なもの」を取りこぼさず反映できることを確認
した。 
 
ⅱ）暗黙知を含めた熟練技能プロセスモデル化 
・厚板アンコイラー作業
1 に関し、熟練者・中堅
者のマルチタスク遂行中
の視線運動から注意配分
戦略の違いを定量化。そ
の違いを機能連鎖モデル
に構築、熟練者特有のレ
リジエンス特性をシミュ
レーションで再現させ（図
３）、熟練技能が作業全体の
パフォーマンスの安定性に
どのように貢献しているのかを明確化。実効性を検証した。 
・構築したモデルを様々な解析へ利用できるようにするため汎用機能連鎖モデルデータ
ベースとモデル編集機能を試作、検証した。試作したソフトウェアは配布可能な形態で
実装。 
 
ⅲ）感覚的熟練行動の獲得・伝承を推進する対話型 AI の設計 

発
話

の
時

系
列

 

理解度スコア 

図 2.理解度の遷移 

図 3.FRAM2 シミュレーションによる熟練者

（左）と中堅者のゆらぎ対応の違い 
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・データ収集・アノテーション編集・可視化ツール開発完了。実証先である金型磨きで
熟練者・中堅者のセンサーデータ収集（図４）とタグ付けを実施。 
・熟練行動
判定モデル
として、中
堅と熟練者
の行動の違
い を 判 別
し、これを
見 分 け 、 着 目
点 を 提 示 で き
る AI を試作し
た 。 熟 練 ・ 中
堅 者 の 作 業 動
画 の 優 劣 比 較
と 着 目 点 を 可
視化する手法であ
る APR(Attention Pairwise Ranking)に対し、時系列情報を扱う TCN を加え改良をした
APR-TCN を開発した。更に、優劣判定するための着目点を人手で修正し AI にフィード
バックする方式を開発した。金型磨きで収集した動画に適用し（図５（a））、優劣判定
精度が高く、熟練者の知見に基づき与えた着目点を獲得できていることを確認した（図
５（b）、（c））。また、AI が人と協調してモデルを作り上げる特許を２件出願済。 
・反実仮想説明による熟練行動習得支援技術の設計として、熟練行動判定モデルが抽出
した特徴が類似し、かつ熟練者/非熟練者のセンサーデータを比較提示し理解を促す実
現方式の考案とシステム設計を完了。 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
ⅰ）暗黙知の表出・分析・獲得の解析 
① 発話の自動タグ付け 
② 暗黙知の表出インタビューを支援する各発話の意味フレームへの割り当て精度 80%

以上の実現 
③ 仮説駆動型インタビューモデル設計、構築 
④ 熟練者のノウハウに基づいた行動を他者が共有化する仕組みづくり 
ⅱ）暗黙知を含めた熟練技能プロセスモデル化 
⑤ 熟練者に特徴的な【着眼＋感得＋選択】による臨機応変なパフォーマンスの基盤を

なす状況依存的振る舞いを再現するモデル構築 
⑥ インタビューデータから機能連鎖モデルを介した暗黙知の一般化 
⑦ 厚版アンコイラー作業以外の実証フィールドでの熟練者の応用的な暗黙知の 90%を

再現できる機能連鎖モデルの構築 
⑧ DB―PF 設計：汎用性と利便性を両立するための外部システム連携用インタフェー

スとデータベースの仕様（抽象度や粒度など）の策定 

図 4. 金型磨きのセンシング 

図 5. 熟練度判定モデルの金型磨きへの適用 
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ⅲ）感覚的熟練行動の獲得・伝承を推進する対話型 AI の設計 
⑨ 熟練者が作業中に中断することなく、加工面などをリアルタイムに計測する測定法 
⑩ 多様な熟練行動獲得のための入力信号の多モーダル化と AI モデルの改善方法 
⑪ 熟練行動判定モデルで抽出した映像など表現の差分を、説明する言語の的確性の可

視化と反実仮想説明法への反映 
（課題解決に向けたアプローチ） 
① 作業者の手段/目的/急所に関する発話、および動画像アノテーション結果を用いた

ルールと ML を用いた、カンコツ発話の自動抽出機能を検討 
② ニューラル対話整形システム、意味フレームコーパスを活用・拡張するとともに、

マルチモーダル解析の一層の高度化 
③ 開発した理解度判定モデルによる暗黙知顕在化を促すインタビューの質問スクリプ

ト生成、発話と身体的振る舞いの共起関係や連鎖関係の分析、発話連鎖分析による
「共感」構造抽出 

④ 仮説や達成度を定量化できる仕組みにより達成感や教育投資の効果の可視化 
⑤ どの変数が関係があり、何が臨機応変なパフォーマンスの基盤になっているかを機

能モデルによるシミュレーション（エンビジョニング）、 
⑥ FRAM2 モデルのゆらぎシミュレーションによる一般化 
⑦ FRAM2 モデルを仲介させ、より一般的な知見を見出すことが可能なことの実証 
⑧ 金型磨き等の事例を踏まえて、個別の要素項目を汎化 
⑨ 近赤外線による加工面への照射、アレイアンテナなどによる反射波検出を検討 
⑩ センサーフュージョンを前処理としたアプローチと全モーダル信号を End2End で学

習させるアプローチを検討 
⑪ 熟練行動判定モデルで抽出した熟練者/非熟練者の行動差分をⅰのコーパスと確率相

関モデル、ⅱの熟練技能プロセスモデルから言語表現として抽出、それを説明とし
て用い、非熟練者の学習後の変化で判定 

用語解説 
1 厚板アンコイラー作業：ロールに巻かれたコイル状の鋼板（通常は加工する母材）を
巻き出す（アンコイル）する工程での作業。厚板とは一般に板厚 6mm 以上の鋼板を指
す。 
 
2 FRAM：レジリエンス・エンジニアリングのモデリング手法。Functional Resonance 
Analysis Method（機能共鳴解析手法）。機能共鳴とは、複数の機能が相互にインタラク
ションした結果外乱に柔軟に対応する一方で、逆にエスカレーションなどを起こし、安
全を脅かすことを指す。FRAM による安全分析とは複数の機能が互いにどのようにイン
タラクションするのかを明らかにし、その関係性の中に安全にかかわるシステムの長所
や短所を見いだすこと。 
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研究開発項目： 研究開発項目① 「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
         ①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 
研究テーマ名： ①－３－５ 

人と共に進化するＡＩオンライン教育プラットフォームの開発 
実施者： 国立大学法人京都大学、コグニティブリサーチラボ株式会社 
【研究開発の目的と概要】 
 今後の AI の研究開発、産業への実装を進める上で、単に AI、特にディープラーニング
のエンドユーザーエンジニアではなく、新たな人工知能数理モデルの開発やセキュリティ
を考慮した AI の社会実装を推進できる AI 技術人材の育成が求められている。 
 そこで、本研究では前記の AI・セキュリティ技術人材育成に寄与するオンライン型の
教育プラットフォームを開発する。AI オンライン学習教材の開発を行うと共に、学習者
のレベルに応じて、学習効果が高いカスタマイズされたカリキュラムマップを提示できる
ようにし、また人と共に進化する AI システム（共進化 AI）として、学習者の学習履歴の
蓄積を行い、それらを学習することで、より個々人の学習状況に適した教材のリコメンド
や振り返り学習の提案等を可能とする。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
・AI 教育プラットフォーム開発については、２コースの収録、カリキュラム自動構築 AI

（科目の分野分類、レベル分類、関連推定の自動化）の構築、共進化 AI によるレコメ
ンド機能の開発、プラットフォームの学習効果、改善点の質的評価を行う。 

・セキュリティ教育プラットフォーム開発については、picoCTF/ESCALATE 日本版の一
次開発の完了、共進化 AI による学習者の習熟度等に合わせたレコメンドの実装、中高
生向けトライアルによる改善点の抽出を行う。 

・AI 技術を活用した AI オンライン教材の構築では、AI 関連講義ビデオの構築（10 本以
上）、AI 学習用の言語資源・コーパスの構築、講義コンテンツの自動音声認識及び自動
翻訳による多言語字幕付与、トピック抽出及びそれを用いた検索・チャプター分割
（90％以上の正解率）、音声認識による不適切部分の抽出（80％以上の正解率）を行
う。 

・クラウド型 AI オンライン演習教材の開発では、既存クラウド AI 演習を含め、必要な
AI 演習教材をまとめる。不足する演習教材を開発、試験実施し、問題点を抽出する。 

・ビジネスモデル検討では、学生やシルバー人材を活用した課外活動型の AI 人材教育を
ターゲットにビジネスモデルの構築・評価を行う。 

 
（中間目標の達成度及び成果） 
全ての項目で中間目標を達成した。 
・AI 教育プラットフォーム開発では、２コースに対応した AI 関連講義コンテンツを収録

し、学習者に応じて動的にカリキュラムを生成し受講履歴を含め可視化する機能、教育
ツール世界標準の LTI に準じた講義検索、ビデオ配信、LMS、達成度管理等の機能の
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組込みを行った。また、講義の事前・事後の履修
関係を学習し、学習者に講義をレコメンドする仕
組みを実装した。3 大学、各 20 名の学生により試
験運用を行った。 

・セキュリティ教育プラットフォーム開発では、
ゲーミフィケーション型サイバーセキュリティ教
育 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で あ る 日 本 語 版 CTF
（CognitiveCTF）を開発した。国内 CTF の中で
トップとなる 89 の問題を収納。共進化 AI の仕組
みとして、受講中の学習者の状態に適した問題を
レコメンドする機能を実装した。中高生を中心に
約 200 人の参加者を得て、データ収集、評価を実
施した。 

・AI 技術を活用した AI オンライン教材の構築では、
AI 関連講義ビデオ 50 本を収録した。収録した講義
ビデオで、コーパスを構築し、コーパスの学習で、
講義コンテンツの自動音声認識及び自動翻訳によ
る多言語字幕付与を行った。また、トピック抽出
及びそれを用いた検索・チャプター分割は 90％以
上の正解率で可能に、さらに、カット部分の特徴
を AI に学習させることで、95％程度の精度でカッ
ト部分の推定を実現した。 

・AI オンライン演習教材の開発では、既存の AI 演習
教材の活用も含め、AI 教育用の演習として必要な
要件、目標達成レベルとレベル別の演習教材の設計
を行った。不足の一部演習に関し教材を実装し、AI
演習教材としての有用性に関する評価を行った。 

・ビジネスモデルの検討では、学童保育事業に的を絞った AI 人材育成プログラムを開発
し、学童クラブにおいて、開発したプログラムを利用した実証教育実験を行った。学童
クラブを中心としたビジネスモデル開発を行うと共に、ビジネス化の課題を抽出した。 

 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
・AI 教育プラットフォーム開発では、機能面の確認は完了し、オンライン教育環境は構

築できたが、学習効果に係る量的な観点（1,000 人規模）での評価が必要。それに基づ
き、より学習効果が上がるレコメンド機能等プラットフォームの改善も必要。また、セ
キュリティ教育プラットフォームの統合、その上で総合的な学習効果等の検証が必要。 

・セキュリティ教育プラットフォームでは、レコメンドの有無による顕著な学習効果の差
が見られなかったため、参加者を増やした検証、レコメンド機能の更新も必要。 

・AI 技術を活用した AI オンライン教材の構築では、教材を拡充していくために、新たな
講義ビデオを入力すれば、自動でコンテンツ公開まで可能とする必要がある。 

図１ AI 教育プラットフォーム 

図 2  CognitiveCTF 
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・AI オンライン演習教材の開発では、不足演習教材を継続して拡充していく必要があ
る。また、こちらも 1,000 人規模の学生で繰り返し評価を行い、演習教材の改善が必
要。 

・学童クラブを中心としたビジネスモデルの検討では、連携先の確保と同時に、学生、シ
ルバー人材等の教師としての育成・安定的活用が必要。 

・実用化に向けて、適用先の絞り込み、ビジネス化を検討する必要がある。 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
・大学を中心に 1,000 人規模でのデータ収集を行い、AI 教育プラットフォームの改善を進

めると共に、本プラットフォームの有用性の評価を行う。CTF との統合も進める。 
・すでに CognitiveCTF の常設化を行っており、継続して参加者を増やし、500 人～1000

人程度でのデータ収集を進め、収集したデータによりレコメンド機能の向上を行う。 
・講義ビデオの入力で、自動で多言語字幕作成、トピック分割、検索用インデクシング、

不要箇所除去等を行い、コンテンツ公開可能となるように開発、システム統合を行う。 
・AI 教育プラットフォームの評価と共に、演習教材の評価も進め、改善、拡充を行う。 
・連携先の検討を進め、連携先に応じたビジネスモデル改良、構築を行う。 
・大学等の高等教育、企業向けの研修等の適用先の絞り込みやビジネス化をヒアリングや

広報活動を通して進める。適用先に応じたシステム改善、教材等の拡充も検討する。 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

①－３－６ 「人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリング基盤の開発」 
実施者： 沖電気工業株式会社、東北大学、名古屋工業大学、理化学研究所 

【研究開発の目的と概要】 
 共同セマンティックオーサリング(オントロジーに基づくグラフ文書のオンライン共
同作成)を支援するツール(セマンティックエディタ; SE)を開発し、知的共同作業の生産
性とセキュリティを高める。また、SE を用いて社内文書処理や教育や意思決定を支援す
る方法を明らかにする。 
 セマンティックエディタとグラフ文書により、人間の生産性を高めると同時に自然言
語処理等の AI 技術の水準も向上させることで、人と AI の協調を進化させる基盤の構築
を目指す。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
①グラフの参照関係を取り扱うユーザインタフェースを向上させることにより、グルー
プウェア機能の強化を完了する。また、作用域を扱う機能を実装する。併せて Windows
と macOS、Linux のアプリが Flutter で安定して動作するようになっていれば、セマン
ティックエディタも Flutter に移行することを検討する。 
②セマンティックエディタに組み込まれた PLR (Personal Life Repository; 個人生活録)
で人や組織に関する情報を連携(組織構造のオントロジーを定義することで実現)するこ
とにより、社内文書が関係する人や組織の間で安全に共有でき、かつ簡単に公開範囲を
変更できるようにする。また、グラフ文書を教師データとして動作する AI システムの
知識獲得機能を開発する。 
③グラフ文書リテラシー学習環境を完成させ、教育現場での試行実験の準備を進め、学
内の論述教育科目や社会人の論述教育を提供する教育事業者との連携を検討する。 
また、論述・討論学習環境の開発に着手する。 
④セマンティックオーサリングによる意思決定の支援のため、定義したシナリオやユー
スケースに基づき、根拠推薦機構と根拠構造化機構を試作する。根拠推薦機構は、入力
としてセマンティックエディタで作成したグラフ文書を与えると、Web 記事や議会議
事録、行政オープンデータ等から根拠の候補を出力する。根拠構造化機構は、セマン
ティックエディタにより専門家を含む複数の利用者が共同編集することで、社会問題の
周辺コンテキストや解決策の根拠を説明するのに適したコンテンツを作る実験を行う。
このとき、対立意見を止揚するために寄与するかどうかという観点から、根拠推薦機構
の有用性も同時に検証する。 
⑤国際標準化については、MAP の CD 投票を完了して DIS 段階に進む。 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
①セマンティックエディタを Flutter に移行して Personary (PLR 標準アプリ)に統合しそ
のグループウェア機能を併せて活用できるようにすることによって、グループウェア機
能の強化を完了した。作用域を扱う機能も実現した。参照関係に与るノードを選択する
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と参照関係にある他のノード(部分ノード)がハイライトされるというユーザインタ
フェースを設計した。 
②PLR プラグインの Web サービス層に接続する用途別エディタ・オフィス文書利活用
アプリを開発した。オフィス文書利活用アプリに、ユーザログイン・チャネル作成・
チャネル共有機能を追加することにより、必要な人・組織に社内文書を共有できるよう
にした。さらに、グラフ文書作成に不慣れなユーザに対して、対話で聞き出し、AI で内
容を補完しながらグラフ文書を作成する機能を追加した。また、グラフ文書（２つの文
とその意味関係を記載したもの）を教師データ
として学習する知識獲得機能を開発した。 
③論述構造アノテーションデータセットの構築
を完了、課題の文章に対して論述構造を付与す
る訓練のドリルとして、論述文読解結果に対し
てフィードバックを生成するシステムを開発し
た。ドリルに利用する論述・討論の日本語での
データ収集として、クラウドソーシングのタス
ク設計・試行・実施を完了した。 
④根拠推薦機構は、議論コンテンツから GPT-3
を用いて検索語を生成し、関連情報を検索する
手法を試作、その議論支援への有用性を実験に
より検証した。根拠構造化機構は、特に根拠を
検索するための検索語生成手法や、検索された
関連情報から根拠を抽出する手法を検討、実験
により議論に有用な関連情報が抽出できること
は示せたが、根拠のみを高精度で抽出するには
至っていない。対立意見を止揚させるための情
報提示手法を検討し、GPT-3 を用いて提示箇所を抽出する機構を試作、実験により止揚

を妨げるバンドワゴン効果を避ける
ため少数派の観点を提示できる可能
性を示した。 
⑤国際標準化は COVID-19 によりリ
アルの会合での細かい調整ができな
かったため遅れているが、提案内容
は完成した。2022 年度中に DIS 段階
に進める。 

 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（技術的な課題） 
①被験者実験等による評価に基づいて機能を改良し、ユーザインタフェースを向上す
る。 
②社内での効果的な共同文書作成・技術開発・情報共有を実現する。 
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（技術的な課題の解決方針） 
①利用者による操作の複雑性(クリックの回数など)を低減し、クラスと属性の意味の説
明が自動的に表示されるようにユーザインタフェースを改良して、その効果の検証に基
づいてさらに改良する。先行詞と照応詞の統語的関係を利用して照応・共参照の明示を
不要とすることにより表現を簡単化する。 
②長文の仕様書、マニュアルや企画書等のグラフ文書に適したユーザインタフェースを
開発し、グラフ文書を対象とした対話で問い合わせや検索ができる AI システムを開発す
る。また、さまざまな AI システムと連携する実証実験を行い改良する。 
 
（社会実装へ向けた課題） 
①グラフ文書とセマンティックエディタの社会的認知を広げる。 
②グラフ文書コミュニケーションによる批判的思考力の学習支援を行う。 
③グラフ文書による意思決定支援を行う。 
（社会実装へ向けた課題の解決方針） 
①社会的認知を広げる以下の施策を実施する。 
・グラフ文書による議事録の共同作成でグループディスカッションの質が高まり、かつ
批判的思考力が高まることによって学業成績が統計的有意に向上することを実証する。
これによりセマンティックオーサリングを教育において広め、また一般の業務において
も普及させる。 
・セマンティックエディタ利用者の会を設立し、継続的に運営する。 
・Twitter、Facebook やグループウェアからセマンティックエディタへの誘導や一般向
けのワークショップ等のアウトリーチ活動を行う。 
・社内文書をグラフ文書として作成する機能を既存の対話サービスシステムに導入す
る。 
・Teams 等のオフィスコラボレーションシステムの拡張機能とする。 
・PLR のさまざまな用途(教育、ヘルスケア、行政手続きなど)も広めることにより、シ
ナジー効果とネットワーク外部性を高める（PLR を実運用している高校での実験授
業）。 
・セマンティックオーサリングの規格の国際標準化を行う。 
②論述・ディベートに対する診断・コメント生成を行う技術を開発する。また、社会人
教育事業者と連携して批判的思考の授業に導入する。 
③意思決定の根拠として活用可能なコンテンツやデータを探索・推薦可能にする支援技
術を開発する。また、社会問題の周辺コンテキストや解決策の根拠や最終的な政策決定
に至った過程を、市民・行政・専門家と AI の協働によって構造化し、説明可能にする。 
・議論実験により、対立意見の止揚を促進するのに適した根拠情報の性質を解明する。 
・閲覧順序の示唆や畳み込み表示等、閲覧者の注意の制御の有効性を解明する。 
・合意形成のフェーズやユーザコンテキストに応じて特に注目すべきサブグラフを推薦
する（文脈を考慮した要約）。 
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研究開発項目：研究開発項目① 「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
① ―３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

研究テーマ名：①－３－７ 
AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによる結晶成長技術開発 

実施者： 国立大学法人東海国立大学機構、国立大学法人東海国立大学機構 (*)、 
     国立研究開発法人産業技術総合研究所、国立研究開発法人理化学研究所 
 

(*) 東海国立大学機構とは 2 件の契約を結んでいるため重複した表記となっている 

【研究開発の目的と概要】 
新素材・新デバイス開発において新素材の設計・探求段階での AI を活用したいわゆる

「マテリアルズ・インフォマティクス」の研究が精力的に行われているが新素材を実現
するためのプロセス開発における AI 技術の活用は発展途上である。 

代表的な素材プロセスの一つである結晶成長では我が国が多くの強みを蓄積した分野
であるが、パラメータが非常に多い、試行錯誤的、多くのデータを取得しづらい、とい
う困難さを持ち、プロセス開発に非常に多くの時間を要する。もし、AI の活用により開
発スピードの圧倒的な向上を実現できれば新素材開発において大きなアドバンテージを
得ることになる。 

結晶成長を例に、オペレータの「意図」と AI が示すプロセスの「意味」の交換を通し
てのお互いの成長によるプロセス最適化システムのプロトタイプを構築し、SiC や GaN
の結晶成長実験に適用し有用性を実証する。また、汎用的なシステムにするための基礎
技術を開発する。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
① シミュレーションから AI モデルを構築する方法論を確立する。 
結晶成長を例としてシミュレーションの 2 次元および 3 次元のプロットを瞬時に再現す
る AI モデルを構築する方法論を確立する。予測精度 99%以上。 
及び結晶成長以外のシミュレーションへの適用。 
 
②オペレータの「意図」を目的関数化する方法論の確立 
結晶成長を例にして AI モデルを活用し装置内部状態をオペレータに提示し、スコア化を
通じて目的関数化する手法を確立する。意図の再現度 99%以上。 
及び結晶成長以外のシミュレーションへの適用。 
 
③意図を反映した目的関数を満たす装置制御パラメータの最適化技術の開発。 
AI モデルを用いて目的関数を満たす最適な制御パラメータを求める技術を確立する。実
験によってオペレータの意図を満たしたかどうかで判断する。  
 
④SiC 溶液成長、GaN 気相成長の実験を通じて課題を抽出し一連のシーケンスの精度を
確認する。②③のための確認実験とデータ取りである。 
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（中間目標の達成度及び成果） 
①シミュレーションデータを教師データに用いて、SiC 溶液成長法における組成、温
度、流れの分布、GaN 気相成長法における分圧、温度、
流れの分布を予測する AI モデルをそれぞれ構築し、全
ての分布において予測精度 99%以上を実現した。イオン
注入などのプロセスへの横展開も実施済み。 
 
②一対比較を用いた目的関数設定法を確立し、オペレー
タによる良い・悪いの判断の再現率 98％を達成。ま
た、オペレータが数値化しにくい状態を潜在空間に写
し取ることに気付き、それを実践した。各分布を VAE
を用いて潜在空間上の座標で表し、類似の分布の座標
が近くなるよ
うなオペレー
タの暗黙知が
反映された潜
在空間を構築
し た （ 図
２ ）。 イ オ ン
注入などのプ
ロセスへの横
展開も実施済
み。 
 
③②の成果を活用し、オペレータの暗黙知が反映された潜在空間の上で最適化を行うこ
とでオペレータが解釈可能かつロバストな最適化を実現し、オペレータの意図を反映し
た理想的な実験条件を決定する手法を開発した。 
 
④③の方法によって最適化した条件で SiC の成長実験を行ったところ長時間の安定した
成長がなされたスムースな結晶が実現した（図 3）。これはオペレータの意図を反映した
最適化が行われたことを示す。 
GaN の気相成長実験においては結
晶成長装置メーカーとの意見交換
などを通じて当初は成長パラメー
タとして想定していなかった反応
槽材質の輻射率や透過性などの重
要性を明らかにした。この知見を
生かして今後 GaN のモデルの再構
築と結晶成長最適化を実施する。 
 
 

図１ 溶液の流れと温度分布 

 上：シミュレーション 

 下：AI モデル予測 
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潜在空間で探索 

図２ VAE による潜在空間構築と潜在空間内での最適化 

図 3 （左）従来 （右）最適化された実験

条件を用いて育成

した SiC 結晶 
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【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
①潜在空間を通して暗黙知を反映させるような試みは従来無い。さらにオペレータと意
思疎通する手法の開発が必要。 
②より少ない一対比較の回数での最適化手法の開発 
③オペレータ間の・意図や優先順位の違いの取得・反映と複数の潜在空間を活用した最
適化手法の開発 
④SiC 結晶成長での高品質化、GaN 結晶成長における組成制御での有効性検証 
⑤試行錯誤の過程におけるオペレータの考え方の遷移のデータ化とそのモデル化 
⑥結晶成長以外のプロセスにおける本手法の横展開の可能性の検証。 
⑦生産装置技術開発における性能の向上とコロナ禍後の半導体不足に必要な技術開発、
開発者数の減少への対応 
⑧2021 年度までの検討で明らかにした装置設計における重要パラメータを考慮した AI
モデルの構築手法の確立と最適化手法の調整 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
①Disentanglement のアプローチによって、オペレータの知識によって潜在空間を解釈
する手法を開発する。 
②今回の対象における一対比較によるデータ取得を組み込んだベイズ最適化の手法を開
発・実装する。 
③異なる潜在空間同士の座標の違いを数値化することで、オペレータの意図の違いを取
得する手法、および統合する手法を開発する。 
④2021 年度までの成果を用い、実際に高品質結晶成長を行う。 
⑤結晶成長の最適化とその実験的な検証の結果によるオペレータの判断の変化を、潜在
空間上の座標の変化として表すことで試行錯誤の過程を明らかにする。 
⑥具体的にアニールに伴う欠陥密度変化やイオン注入による不純物分布の制御などにお
いて、モデルの構築を行う。 
⑦AI による技術開発期間の短縮と熟練技術者の意図の組み入れ。 
⑧装置開発会社を協力機関として、装置関連の課題やコスト、製品の信頼性等の量産化 
の問題点を取り入れる。 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－3－８ 

「ＡＩとＶＲを活用した分子ロボット共創環境の研究開発」 
実施者： 株式会社分子ロボット総合研究所、学校法人関西大学、 
     国立大学法人北海道大学 
【研究開発の目的と概要】 
日本発のアメーバ型分子ロボットや、分子群ロボット、分子人工筋肉などが開発され、
世界的なトップジャーナルへの研究発表が成されてきた。しかしながら、これらはいず
れも世界に先駆けた成果ではあるものの、実用化にはいまだ結びついていない。その最
大要因 
の１つが、「分子ロボットを構成する分子部品の、原子構造の『正確な予測』と『生化
学的な経験と知識にもとづく検証』を伴った合理的な設計手法が確立していないこと」
であると考えられる。 
この問題を解決するために、本研究では、ドライ系研究者による人工知能（AI）および
仮想現実（VR）を用いた原子構造の『正確な予測』と、ウェット系研究者による『生化
学的な経験と知識にもとづく検証』を共創させることにより、分子ロボット創成を加速
化するための「分子部品設計プラットフォーム（AI と VR を活用した分子ロボット共
創環境）」を研究･開発することを目的とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
(1) クラウド型 VR 共創環境の研究開発（分子ロボ総研） 

・拠点間で仮想分子を共有するために、通信遅延 100ms 以下、伝送速度 100Mbps 以
上の有線環境において、インターネットの先にある遠隔のサーバー上で動作する仮
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想分子を自然に操作できる 
(2) DNA ロボットを活用したナノスケールマニピュレータの研究開発（関西大学） 

・原子間力顕微鏡の VR 遠隔操作に必要な、原子間力顕微鏡(AFM)画像の解像度
（11.7Å）と応答精度（1 mm）を持つエミュレータの実現する 

(3) 微小管ロボットを活用した分子発電素子の研究開発（北海道大学） 
・微小管集団の運動パターンを人為的に創発し、維持するため、解析時間秒～分ス

ケールで、2000 本/unit 以上の微小管集団運動の自動追跡技術を確立する 
 
（中間目標の達成度及び成果） 
(1) クラウド型 VR 共創環境の研究開発（分子ロボ総研） 

長通信遅延、低伝送速度での VR 操作の実現： 
・米国クラウド上に VR サーバーを置き、ネット遅延 190ms、伝送速度 100Mbps と

いう通信環境において仮想ハンドを用いて遠隔 VR 操作を行い、AI 予測同期制御技
術の有用性を実証 

 仮想分子の自然な操作の実現： 
 ・VR シミュレーション上で、仮想分子を仮想ハンドを用いてつかむ、動かす、曲げ

るなどの操作を実現 
 

VR 共創環境の通信性能に関しては、AI 予測同期制御技術を用いることにより、通信
遅延 100ms 以下、伝送速度 100Mbps 以上の有線環境において、遠隔のサーバー上で動
作する仮想分子を自然に操作できることを実証した。この通信性能を達成したことは、
1Gbps の光ケーブルをベストエフォットで使用した際の平均伝送速度(100Mbps)を備え
た商用クラウド上に VR 共創環境を構築し、10 万原子規模の大規模 VR 分子シミュレー
ションを遠隔サーバー上で実行するネットワーク型 VR アプリケーションの構築が実現
可能である。 
 
(2) DNA ロボットを活用したナノスケールマニピュレータの研究開発（関西大学） 

DNA 二重らせんの主溝の可視化に成功： 
・原子間力顕微鏡(AFM)画像において、元画像では見えない DNA 主溝の周期性を超

解像画像の自己相関解析で確認 
分注機の mm オーダーの精度での VR 操作に成功： 
・VR 空間上に構築した仮想原子間力顕微鏡を操作することで、ナノスケールマニ

ピュレータのエミュレーションのために用いた分注機（4.5 mm ピッチ、384 ウェル
プレート）のヘッドを mm オーダー精度で VR 遠隔操作することに成功 

 
この解像度の超解像を達成したことにより、DNA の主溝を AFM 画像から観ること

が可能となった。また、実時間にワークフローを生成するＡＩ精密同期制御技術を開発
したことにより、VR 上で仮想ＡＦＭを手で動かすだけで、ｍｍの精度で分注機を連動
させることに成功した。このことは、遠隔から様々な実験装置を操作できるＶＲ共創環
境への展開が期待できる 
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(3) 微小管ロボットを活用した分子発電素子の研究開発（北海道大学） 
秒～分スケールで 2000 本/unit 以上の自動追跡を実現： 
・Optical Flow による微小管運動自動追跡システムを開発 
並進パターンの創発を実現： 
・実時間可視化探索によりランダムに動作する微小管群（紫色）を並進運動パターン

（緑色）に同調させることに成功（集団数、初期値、パラメタセットの同定） 
 

微小菅集団運動の自動追跡を達成したことにより、ソリトンのように交差する２つの
微小管集団の並進運動から秩序パラメタを用いた時空間解析変化を求めることが可能と
なった。また、ランダム運動する微小管群に並進運動する微小管群を導入することによ
り、人為的に並進運動パターンに収斂させることに成功した。 
このことは、微小管群を用いたナノ物質輸送システムの構築が期待できる 
 

【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
 （１）VR 共創環境のセキュアな拠点間接続 
 （２）開発した AI 技術のコンポーネント化 
 （３）AI を活用した「自然な VR 操作」の明確化 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
 （１）VR グリッドの構築 
  ・セキュリティポリシーを遵守しながらセキュアに拠点間を結ぶプライベートネッ

トワーク(例 VPN)の構築 
  ・プライベートネットワーク内での計算資源の共有 
  ・信頼できるサイトおよび端末のみ接続を許す仕組み(例ゼロトラストセキュリ

ティ）の構築 
 （２）AI&VR 分子ロボット共創環境の用途別コンポーネント/モジュール化 

（３）実時間 AI 技術 KPI の策定 
 
 上記の実現に向け、IT 系ならびに通信系の事業者と協議を検討しながら進める。 
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研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 
研究テーマ名： ①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 
  ①－３－９ 

「Patient Journey を理解し臨床開発での意思決定を支援する人工知能基盤の開発」 
実施者： サスメド株式会社 

【研究開発の目的と概要】 
近年、医療ニーズ及び市場性の変化に伴い、国内外において新規医薬品の開発ターゲッ
トが市場規模の大きな生活習慣病領域から、希少疾患を中心としたこれまで医薬品が開
発されていない疾患領域（アンメットメディカルニーズ領域）に変わりつつある。アン
メットメディカルニーズ領域については、その患者の希少性から、患者像の理解に基づ
く患者の治療歴（Patient Journey）が注目されている。本プロジェクトでは、研究開発
を続けてきた人工知能基盤をベースに、Patient Journey を理解し、臨床開発での意思決
定を支援する人工知能基盤の開発を行う。具体的には「時系列医療データからの Patient 
Journey の抽出機能の開発」、「因果探索を用いた Patient Journey の構造説明機能の開
発」を実施する。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
①時系列医療データからの Patient Journey の抽出システムの開発・検証 
②Patient Journey の構造理解システムの開発・検証 
③Patient Journey の妥当性の臨床フィールドにおける検証 

・大規模疾患レジストリにおける Patient Journey の抽出/検証 
・電子カルテデータベースにおける Patient Journey の抽出/検証 
・臨床研究データベースにおける Patient Journey の 抽出/検証 
 

（中間目標の達成度及び成果） 
①時系列医療データ取得基盤の実装を完了し、患者抽出アルゴリズムを開発した。 
②因果グラフ探索機能の要素技術選定・検証を継続している。 
③データの取得・倫理審査を完了し、抽出・構造理解システムの検証を実施した。 
 
また、以下の成果物を得た。 
・医療機関受診時の情報を補完する位置づけとして開発する時系列医療データ取得基盤 
本基盤は、収集したデータに対して一定の信頼性が求められ、同時にデータに基づく介
入が求められるようなタスクについて適用可能である。医療分野においては、製薬企業
における臨床試験から、現場で診療を担当している臨床医のレベルまで、疾病のメカニ
ズムを知るために上記タスクの実行が求められる。現状でもデータ取得システムは提供
されているものの、安価ではあるが取得したデータの質についても担保されないもの
か、予算が潤沢な大手製薬企業のみしか利用できないようなものに二極化している。本
基盤は、治療用アプリの開発経験を通して、データの質を担保しつつ目的に沿ってカス
タマイズ可能で高コストを避けられるものとなっている。 
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・受診時の情報を用いた Patient Journey 抽出アルゴリズムおよび構造理解システム 

 
 本システムを用いることで、電子カルテ等のリアルワールドデータから興味対象疾患
についての Patient Journey を抽出し、その構造について理解することが可能になる。通
常、この領域の疾患は患者数が少ないため、有効性・安全性を検証する臨床試験が実施
しづらいという問題がある。また疾患の希少さから本来の病名で治療されていないこと
も多く、リアルワールドデータから臨床試験の候補患者を病名で抽出することも難し
い。ここで病名という単一の情報ではなく、患者の治療実態の時系列変化である Patient 
Journey に着目して、患者候補を抽出することで臨床試験の参加者リクルーティングが
容易になるという利点がある。 
 

 
 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（今後の課題） 
①今回は単一疾患の検証であり、他の難病・希少疾患への適用可能性の検討 
②医療機器承認取得へ向けたデータの質を担保した医療データ取得 
（課題への解決方針） 
①脳神経外科・精神科領域の疾患を中心としつつ、一時点のみで特徴的な症状を呈さ
ず、時系列での症状・変化を把握する必要のある Patient Journey が有効な自己免疫性疾
患系の疾患領域へとカバー範囲を拡大することを検討している。 
②臨床研究データについては「時系列医療データ取得基盤」を用いて、ブロックチェー
ンを活用することでデータ改ざん不能性を担保した形でのデータ取得を計画している。 

成果物１：時系列医療データ取得基盤
（医療機関受診時の情報を補完する日々のデータを取得）

成果物２：
Patient Journey抽出ア
ルゴリズムおよび構造
理解システム
（時系列医療データから
Patient Journeyを抽出し、因果
グラフを用いてその構造を提示
する）

受診 受診 受診
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研究開発項目➁ 「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

 
研究開発項目： 研究開発項目② 「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 
研究テーマ名：②－１ 

「機械学習システムの品質評価指標・測定テストベッドの研究開発」 
実施者： 国立研究開発法人産業技術総合研究所 
【研究開発の目的と概要】 
 AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、AI の安全
性等の品質が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等はいまだ確立されておらず、
AI 技術を適用する際の障壁となっている。 
 そこで、AI、特に統計的機械学習を利用した各種製品の品質について、その製品に必
要な安全性や公平性・セキュリティ等の品質が十分に担保されていることを確認でき、
その品質を明確に説明し受容可能にする方法を開発し、機械学習品質マネジメントガイ
ドラインとしてとりまとめ、広く公開するとともに、国際標準化の取り組みを進める。 
 また、当該ガイドラインをいくつかの典型的な AI 応用製品やシステム・サービスに適
用して、具体的な品質評価方法・手順を検討し、再利用・応用可能な品質評価リファレ
ンスガイドを策定する。 
 さらに、AI システムの開発を通じて、設定された品質目標を具体的に実現し、測定を
通じて確認するまでの一連のプロセスを支援し、その作業全体を統括管理して製品全体
の品質管理を実現する品質評価共通基盤（テストベット）を開発する。 
 また、品質評価に必要な要素技術につき開発し、最終的にテストベッドへ組み込む。 
【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標） 
・ガイドラインの更新を新たな内容を盛り込みながら継

続的に行い、公開を行う。国際標準化を見据え並行し
て英語版のガイドラインの作成・公開を行う。国際標
準化への向け、必要な文書提供・更新を行う。 

・実際の事例に基づいて、ガイドラインを適用した具体
的な品質評価リファレンスガイドを 3 件以上策定、公
開する。 

・テストベッドの基盤的部分について研究者向けに公開
する。 

・品質の計測技術・向上技術について試験的に具体的事
例に適用する。 

 
（中間目標の達成度及び成果） 
全ての項目で中間目標を達成した。 
・機械学習品質マネジメントガイドラインの開発及び
国際標準化 
 機械学習品質マネジメントガイドラインについて

図 1 機械学習品質マネジ

メントガイドライン 

（公開先：

https://www.digiarc.aist.go.jp/

publication/aiqm/） 
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は、第 1 版日本語版を 2020 年 6 月、英語版を 2021 年 2 月に公開した。「公平性」の検
討・記述を加えた第 2 版の日本語版を 2021 年 7 月、英語版を 2022 年 2 月に公開した。
また、新たに「プライバシー」に係る分析・対処方法等を追加し、また「公平性」や
「セキュリティ」の記述の拡充を行った第 3 版を作成、日本語版を 2022 年 8 月に公開
した（英語版は 2022 年 10 月に公開予定）。 
 
 国際標準化については、ISO/IEC JTC1/SC42 における活動として、「機能安全と AI シ
ステム（Functional safety and AI systems）」に関する DTR 5469（現在投票中）の機械
学習プロセスにおける品質管理の節にガイドラインに記載した内容を提供し、約 10 ペー
ジ（全体の 20％程度）に反映されている。 
 
 
・品質評価リファレンスの策定 
 表 1 の項番 1～5 の 5 つの事例について、ガイドラインを適用して、各事例が想定する
用途からビジネス要件を定め、それに対応する品質評価リファレンスガイドを策定し、
英語版を先行し 2022 年 3 月、日本語版を 2022 年 7 月に公開した。また、ガイドライン
に沿った品質管理を行うために、一連のプロセスを定義し、そのプロセスの計画作成と
記録に使える品質アセスメントシートを開発し、その利用説明も合わせ前記のリファレ
ンスガイドに盛り込んだ。新たに、ガイドラインの「公正性」に係る事例、時系列デー
タを扱う事例、強化学習の事例（表 1 の 6～9 の事例）について品質評価を進めている。 
 

表 1 ガイドラインに沿った品質管理の取組み事例 
  

 
 
 
 

・テストベッドの開発 
 図 2 に示すテストベッド α 版「Qunomon」を開発し、2020 年 11 月に公開した。テ
ストベッド α 版は、AI システム評価パッケージ（AIT）と呼ばれるガイドラインに沿っ
た品質指標の測定・検査・改善を支援するツール群と、それらを用いて品質評価を行
い、評価レポートを作成する等評価作業全体を統括管理できる作業環境を提供する。 
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図 2 テストベッド 

 
 また、Qunomon と連携し、機械学習における様々な品質評価手法を一元的に管理・
共有するハブシステム（AITHub）の設計・開発を行った。 
 
・品質評価技術及びツールの研究開発 
 品質評価・向上技術については、一例として、機械学習モデル情報の可視化手法を検
討し、可視化ツールを開発した。また、機械学習のデータ拡張の適用に適した層を自動
的に発見する勾配降下法に基づく Adaptive Layer Selection 法を開発し、その効果を検証
した。さらに、運用時に未知の敵対的入力データを高精度で検出可能な技術（NIC 法）
の有効性を分析し、テストベットに組み込めるように AIT 化を行った。訓練データのデ
バッグ手法として、機械学習モデル内部の活性状態からニューロン・カバレッジを計算
し、その偏りから訓練データの外れ値を推定する方法を提案し、デバッグに有効な情報
が得られることを確認した。成果の一部は、機械学習品質評価・向上技術に関する報告
書としてまとめ、前記のガイドライン第 2 版の付属文書として公開した。また、新たな
成果を加えた技術報告書第 2 版を前記のガイドライン第 3 版の付属文書として 2022 年 8
月に公開した。 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
・高信頼性レベルの品質評価に関する記載をガイドラインに盛り込み公開する。ガイド

ラインの実際の製品開発への適用を進める。国際標準化は、TR から TS へ向けて取り
組む。 

・公開した品質評価・管理手法を活用し、現場で実際に品質管理を 3 件以上行う。 
・研究者からのフィードバックを受け、必要となる機能を搭載したテストベッドの完成

版を公開する。 
・開発した品質の計測技術・向上技術をテストベッドに組み込む。 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
・ガイドラインは高信頼性レベルの品質評価に関する検討を行い、更新を加え第 4 版と

して公開する。実際の製品開発への適用へ向けては、成果発表イベントを開催し、産
業界への浸透を図る。国際標準化は、引き続き関連機関との議論、資料提供等を進め
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る。 
・本活動へ参画している企業を中心に声かけを行い、3 件以上の実製品への適用事例を

作り上げる。 
・AIT の拡充や AITHub の機能拡張等を行い、2023 年 3 月末迄に完成版として公開す

る。 
・開発した品質評価・向上技術の一部は AIT 化を行っているが、継続して他の技術も

AIT 化を進めて、テストベットへ組込を行う。 
 

 
 
 
 

研究開発項目③ 「容易に構築・導入できる AI の開発」 

 

研究開発項目③「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 
研究テーマ名：③－１ 実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

実施者： 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

【研究開発の目的と概要】 
AI 技術は深層学習の発展に伴
い飛躍的な進化を遂げている。
しかし、深層学習で高い性能を
得るためには、個別応用ごとに
大量の学習用データが必要とな
ることが AI を導入する大きな
妨げとなっている．また、学習
用データの大量取得が不可能な
ことも多く、取得できる場合で
も。それを学習に使うためのア
ノテーション付け（教師付け）
の方法論の欠如やコスト高が大きな障害となっている。加えて、学習時に高性能な計算
資源が必要となり、投資コストが大きいことも足かせとなる。これらの問題を解決する
ために、下記の技術開発とそのための環境を構築する。 
（１）汎用学習済みモデル構築に関する基盤技術の開発 
（２）汎用学習済みモデル利活用に関する基盤技術の開発 
（３）データ・モデルの効率的管理・利活用のためのプラットフォーム技術の開発 
 

 

図 1 研究開発内容 
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【中間目標と達成度及び研究成果】 
（中間目標) 
（１）汎用学習済みモデル構築に関する基盤技術の開発 
①数式ドリブン自動生成データセットに基づく事前学習モデル構築技術の開発におい
て、幾何図形生成エンジンを構築し，Places365 と同等以上の精度を実現する事前学習
エンジンを生成する。 
②既に公開されているあらゆる動画像データを 1 つの DB として統合することで巨大・
多様かつ誰でも入手可能な DB を構築する。また、統合するデータに時間幅やカテゴリ
などの矛盾が発生することにより認識性能が低下するという問題を解決しつつ統合する
ことで柔軟な転移学習を実現する。 
③音声・音響データ収集・生成基盤の構築、運用を実施する。また、蓄積された音声・
音響データを活用して、話者状態推定、音響シーン識別、 異常検知それぞれにおける
汎用学習済みモデルを構築とモデルの適応化技術により各アプリケーションにおける性
能の改善を実証する。 
④BERT を基盤に従来の複数の問題を系列変換の問題として解く、オートエンコーダを
利用したモデルを構築する。  
 
（２）汎用学習済みモデル利活用に関する基盤技術の開発 
①医用画像向けの容易に構築可能な AI 技術によって、学習済み診断支援モデルの構築と
施設間・症例間での実証、3D 内視鏡データを用いた 2D 映像からの 3D 情報予測モデル
の生成、汎用学習済みモデルを用いた診断支援精度の評価検証を行う。 
②ABCI 上の大規模な衛星・航空機データを対象に、世界全域、日本国で特定の地物を
網羅的にサーベイできることを実証する。 
③音響シーン分析の基盤である音源定位・分離を容易に構築する枠組みを実証する。 
④自動構築メタデータセット上での動作認識モデルの研究開発、教師なし学習による事
前学習モデルの研究開発、転移学習（従来の 2/3 のデータ量で達成する）の研究開発。 
⑤Web of Science の論文データ、学習済み SciBERT モデルを基盤に特定の研究分野にお
いて、マルチタスク型の科学技術トレンド予測手法を構築する。そして精度の向上が可
能であることを示す。 
 
（３）データ・モデルの効率的管理・利活用のためのプラットフォーム技術の開発 
①AI 資源リポジトリをベースとした AI ハブのプロトタイプをサービス投入し、汎用学
習モデル等の共有・利用を実現する。 
②大量の時空間ストリームを効率的に取り扱うことが可能なスケーラブルかつリアルタ
イムな地理空間データ処理基盤の構築 
③2 次最適化を BERT などの巨大な汎用モデルの学習に適用し、現在の一般的に用いら
れる最適化手法よりも早い収束性を実証する。また、このとき得られる２次情報行列を
用いてハイパーパラメータ予測を行い、その探索時間を半分以下に低減する。そして、
これらの手法を PyTorch の拡張機能としてオープンソースで提供する。 
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（中間目標の達成度及び成果） 
（１）汎用学習済みモデル構築に関する基盤技術の開発 
①複数の法則に基づき数式
ドリブン自動生成データ
セットおよび事前学習モデ
ル を 構 築 し た 。 既 に
Places365 のベースライン
を一部超える精度にも到
達。画像識別のみならず，
動画認識・3D 物体検出タ
スクへの適用も実施済み。 
②異なる 2 つの動画 DB の矛盾を許容しつつ 1 つの DB として統合し学習に用いること
で単一 DB を用いた事前学習モデルを超える認識性能を達成。また、数式ドリブンな人
工動画データを用いた学習により事前学習モデルの性能を向上させることに成功。 
③音響データ収集・生成基盤として、教材 N 次創作・配信基盤 NUTube を構築し、試
験運用を開始。また、クラウドソーシングを用いた音声アノテーション（ラベリング）
ならびに評価を効率的かつ高精度に行うためのフレームワークを設計し、それを用いた
検証を実施。大規模音響・音声データを活用した汎用学習済みモデルならびにそれを用
いたアプリケーションの性能改善を目指した、音声・音響処理の要素技術開発（音声感
情認識、異常音検知、咽喉マイク音声認識）を行った。 
④生命医学分野の文書を対象に、オートエンコーダの一種である変分オートエンコーダ
（VAE）を利用した事前学習モデルを構築した。 
（２）汎用学習済みモデル利活用に関する基盤技術の開発 
①総計 5000 枚を超える膀胱内視鏡画像データセットを収集し、学習済み診断支援モデ
ルのプロトタイプを構築した。また、複数の連携医療機関でのプロトタイプシステムの
実証実験を行い、施設が異なっても病変検出可能であることを確認した。また、汎用内
視鏡を用いた 3D 復元手法の改良によって、3D 内視鏡データと対応する 2D 映像の取得
手法を実現した。更に、汎用学習済みモデルを用いた内視鏡画像診断支援システムでの
検証を行い、ImageNet の事前学習よりも学習の収束効率が向上することを確認した。 
②レーダー(SAR)画象を擬似的な光学画像へと変換する GAN アルゴリズムを開発し、
有休農地の検知へと応用した。その結果、元の SAR 画像単独での自動検知に比べて 
Precision が大幅に向上することを確認した。 
③ 55 時間の視聴覚学習データから F 値 80%程度となる音源定位システムを構築できる
ことを、実画像・録音を用いた合成データで確認した。また、多チャネル混合音の学習
データから、2 話者の音声を平均 SDR 10dB 以上で分離できる枠組みを実現した。更
に、実時間で推論する ROS ベースのロボット・システムを構築し実証実験による評価を
行った。 
④6 種類の動作認識データセットから構築したメタデータセットを用いた動作認識モデ
ルの学習法を開発し、動作認識ベンチマークデータセット UCF101 において約 4％の認
識精度改善を達成した。転移学習時にファインチューニング用教師付きデータを有効利
用するためには、大規模データで事前訓練した表現モデルが必須だが、この訓練コスト

 

図 2 数式ドリブンによる自動生成データセットと 

事前学習効果 
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を削減する手法を開発した。予備実験において、精度は既存モデルに迫り、高次元にお
ける訓練時間は同一の計算資源のもとで 1/3 に短縮した。 
⑤研究インパクト予測のために、BERT モデルをグラフデータに適用する手法をベース
に SciBERT モデルと融合するモデルの開発を行なった。小規模な研究分野ごとの引用
ネットワークデータセットを作成し、モデルの検証を行なった。結果は、言語情報のみ
を用いたモデルで予測する場合と比較し、+6 ポイント精度が改善しており、良好な結
果を得た。 
（３）データ・モデルの効率的管理・利活用のためのプラットフォーム技術の開発 
①AI 資源リポジトリのプロトタイプ・サービスにおいて、学習データ、汎用学習モデ
ル等のデータセットの登録数を増やし、容易に再利用できるようにするとともに、運用
を通したプロトタイプ・サービスの評価や改善事項の検討を実施した。 
②多様なデータおよび問合せを処理できるようプロトタイプシステムを構築した。 
③２次最適化を用いて現在の一般的な手法である Adam よりも早い収束性を実証でき
た。また、ハイパーパラメータの探索時間を半分以下にすることにも成功し、更に良ハ
イパーパラメータの発見も可能となった。また、これらの手法を PyTorch の拡張機能と
してオープンソースで提供した。 
【今後の課題と課題解決に向けたアプローチ】 
（課題） 
（１）汎用学習済みモデル構築に関する基盤技術の開発 
①ABCI を活用しながら教師の生成法及び学習データセットに必要なパターンを網羅的
に探索し、ImageNet と同等またはそれ以上の精度を実現、さらに FATE の文脈でのス
タンダードを狙う。 
②大規模動画 DB を有効に活用した動画認識モデルの検討 
③音声 DB の規模拡充 
④多くの言語処理問題を同じ枠組みで解決できる汎用言語処理フレームワークの構築 
（２）汎用学習済みモデル利活用に関する基盤技術の開発 
①収集したデータを用いて汎用・準汎用モデルによる有効性の検証、プロトタイプシス
テムを用いた実証試験による検証、応用タスクにおける汎用性の評価と必要な制御方法
の確立 
②特定地抽出における精度向上 
③音環境理解技術の構成要素である音源定位・分離 
④メタデータセットを利用したモデルの学習と新規のデータセットの自動追加 
⑤より、広範に科学技術のインパクトを予測するモデル 
（３）データ・モデルの効率的管理・利活用のためのプラットフォーム技術の開発 
①転移学習の実用アプリケーションによる AI ハブの実証において、広く利用してもら
うために有効性の検証が必要 
②ストリームデータの永続化への対応 
③構築した手法の事前学習モデルへの適用 
 
（課題解決に向けたアプローチ） 
（１）汎用学習済みモデル構築に関する基盤技術の開発 
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①一部 ImageNet と同等以上の精度を実現したので、今後はその範囲を拡大する。ま
た、「数式ドリブン教師あり学習（FDSL）」を産総研/NEDO 発の世界的な研究トレンド
として展開、ImageNet が第三次 AI ブームの火付け役になったように、来るべき AI の
本格的な産業応用時代に向けて容易な AI 構築を可能にするための基盤技術とする。 
②現在画像データでの事前学習に依存している Transformer を統合大規模動画 DB で学
習することで柔軟に転移学習可能な最先端の動画認識モデルを構築する。 
③データベース規模拡大の一環として、既存日本語データベースや生データ群に新たな
アノテーションを付与し利用価値を高めることを検討する。また、他のデータベース開
発グループとの連携を模索する。 
④機械翻訳を考慮し、多言語でのモデルの有用性について検討する。また、外部知識・
他のタスクの情報の利用により、テキストデータ以外の知識の利用を図る。 
（２）汎用学習済みモデル利活用に関する基盤技術の開発 
①検証実験により、汎用・準汎用学 習済みモデルの有効な関係性を明らかにする。ま
た、検証した関係性において、プロトタイプシステムを用いた実証試 験を行い、ユー
スケースを増やすとともにポテンシャルを示す。そして、学習済みモデルの汎用性をデ
ザインする技術を研究し、対象タス クに最適な学習済みモデルを意図的に変更可能に
する。 
②人間のドメイン知識で設計した Recall 重視のメイン分類器による前処理と、Precision 
重視の深層学習ベースを組み合わせる。 
③音イベント認識など応用に直結する技術開発に注力する。 
④メタデータセット中の目的データセットをソースデータセットから動画を取り込んで
拡張する。また、新規のデータセット追加には、動画などの情報を利用したラベルの関
係性のリンク予測を行う。 
⑤予測指標の追加（被引用数，influential citation count 等），スケーラビリティの向上の
ための開発を行う。 
（３）データ・モデルの効率的管理・利活用のためのプラットフォーム技術の開発 
①ABCI とその上に構築された AI ハブを用いて実証を行い、必要に応じてシステムの改
善を行う。 
②ストリーム処理基盤から既存の分散ストレージシステムへ保存する仕組みを導入す
る。 
③常に最新のモデルを使えるよう pytorch-image-models で実装する。 
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2. 成果の最終目標の達成可能性 

 プロジェクトを構成する研究開発項目①②③のいずれについても最終目標を達成できる見込みである。 
 
 研究開発項目①については実験・実証フィールドの活用が民間企業との間で始まっている他、外部発表を受け
てプロジェクト外の企業からのコンタクトも得られている。 
 研究開発項目②については複数の企業と実製品開発での活用に向けた議論が始まっており、2022 年 9 月
にはそれらの企業も交えたシンポジウムが開催された。 
 研究開発項目③については成果を国際学会で発表し、ソフトウェアおよびデータを一般に公開するとともに、そ
れらをより活用しやすくするためのプラットフォームの整備が進められている。 
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3. 成果の普及 

 研究開発成果を社会実装へ向けて進めるためには成果の公表と周知が重要であり、論文発表・研究発表・プ
レス発表等を積極的に行っている。論文発表数は 2022 年 8 月現在で 200 編を超えている。 
 また、民間の Award への応募も進めており、その受賞からのアウトリーチを目指している。 
 

 

（2022/08/31 現在） 

 

 

 

 

4. 知的財産権の確保に向けた取組 

 研究開発成果についてはオープン/クローズ戦略に基づき、事業化に向けて競争優位に立つために知財権を獲
得すべきと判断した領域への知財権の出願を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

（2022/08/31 現在、 

   知財権・意匠権・著作権を含む） 
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2021 年度に「人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業／知財戦略調査」を実施した。 
本調査では各研究テーマを要素技術に分解して、その要素技術ごとに関連した技術を整理し、可視化した。ま
た技術分類ごとの特許の分類表について調査した。 

この調査により、各研究テーマにおける特許戦略上重要となる領域などの調査結果を、実施者と共有し、実
施者の特許出願を促進した。 

 
調査結果においては「国内的および国際的にみて、高い独自性と先進性を持っている。これまでおよび現在進

行中の研究の成果の特許化が急がれる。」 あるいは 「基本的な部分を既に特許化されているが、知財戦略的
には応用に関する網羅的な特許マップを構築することが望ましい。」 等の報告がなされた。これらの指摘を受けて、
論文重視の方針であった実施者が直ちに特許を出願するとともに、以後も継続した特許出願を予定するといった
成果が得られている。 

 
 

 
 

重要特許のまとめ図の例 

深層学習によるAIとロボティスクの統合 多様なタスクへの対応

No 番号 発明の名称 出願人 出願日 ポイント No 番号 発明の名称 出願人 出願日 ポイント

67 特開2020-191022
人らしく振舞うＡＩエージェントの
学習方法及び学習プログラム

神戸大学|
エクォス・リサーチ

2019.05.23

強化学習で人の能力を超えた最適

行動と振舞いを両立させた学習方
法

27 特許6792898 ロボット制御装置 ＤａｉｌｙＣｏｌｏｒ 2020.07.21
幅広い環境、状況に応じた柔軟な
制御をを個別に管理、修正する

86 特許6904327
制御装置、制御方法、及び制

御プログラム
オムロン株式会社 2018.11.30

制御装置は最終目標の対象物間

の相対関係量を設定し制御指令を
ロボット装置に出力

82 特許6632095
学習済モデル生成装置、及

びロボット制御装置

株式会社エクサウィ

ザーズ
2019.01.16

複数の動作から構成されるタスクを

実行するロボットの動作に関する学
習済モデルを生成

93 CN108828948B
Artificial intelligence robot

system based on deep

learning

大国创新智能科技有

限公司
2018.07.15

深層学習に基づいた人工知能の戦
闘手段およびロボットシステム

92 特開2020-028950
自律学習型ロボット装置及

び動作生成方法
株式会社日立製作所 2018.08.23

ロボットの状態や環境変化に対しロ
バストで異なる動作パターンが可能

な自律学習型ロボット

99 特許6721785
ロボット操作のための深層強化

学習
グーグル  エルエルシー 2017.09.14

ロボットのアクションを決定するポリ
シーニューラルネットワークを深層強
化学習でトレーニング

111 特許6386516
学習機能を備えたロボット装

置
ファナック株式会社 2016.11.18

学習と動作との関係を求めて新たな
動作に対しても学習補正量を算出
するロボット

102 US10289076
Concierge robot system,

and concierge robot
ROBORUS CO., LTD. 2017.07.27

コンシェルジュサービスの人工知能
は、学習データのプログラムがニュー
ラル・ネットワークで生成 人間との協働作業

No 番号 発明の名称 出願人 出願日 ポイント

44 再公表20-138436
ロボット制御装置、及びロボッ

トシステム
川崎重工業株式会社 2019.12.27

ロボットは周辺状態を入力データ

し、それに応じたロボット動作データ
を学習して学習済モデルを構築

100 特許6680730 制御装置及び学習装置 ファナック株式会社 2017.08.08
機械学習装置は、ロボット及び周
辺領域の人の状態を観測し、ロボッ

トへの指令を学習する

運動・意思決定能力の評価
No 番号 発明の名称 出願人 出願日 ポイント

運動学習アルゴリズム

No 番号 発明の名称 出願人 出願日 ポイント

38 特表2021-533428
データ基盤強化学習装置及び

方法
アジャイルソーダ  イン
コーポレイテッド

2020.02.28

任意の環境において選択可能なア

クションに対する補償を最大化する
強化学習

88 WO19083291A1

ARTIFICIAL INTELLIGENCE

MOVING ROBOT WHICH
LEARNS OBSTACLES

LG ELECTRONICS
INC.

2018.10.25

障害に対応するイメージデータから

障害を判断して対応する動きに移
行する人工知能動作ロボット

運動力学系の予測制御
No 番号 発明の名称 出願人 出願日 ポイント

75 特開2020-148593
自動操縦ロボットを制御する操

作推論学習モデル
株式会社明電舎 2019.03.13

自動操縦ロボットを制御する操作
推論学習モデルの学習方法

74 特開2020-163509
シミュレーションシステム、およ

び学習装置
国際電気通信基礎技
術研究所

2019.03.29
ロボット装置は３Ｄモデルデータベー
スから３次元形状歩行者を生成し
て仮想シミュレーション空間に投入

84 特許6644191
ロボット制御装置、及びロボット

学習制御方法
三菱電機株式会社 2018.12.26

 ロボットは、演算式を用いて学習し
たモデル情報と、移動の制御信号を
生成

90 EP03726328A1
INFORMATION

PROCESSING DEVICE AND
METHOD

Sony Corporation 2018.08.31
自動操作本体の動きに影響する内
部の情報の状態を制御する情報処
理装置

96 特許6911798 ロボットの動作制御装置 オムロン株式会社 2018.03.15
追加の処理を効率的に学習を行え

るロボットの動作制御装置
121 特許5567438

ヒューマノイドロボットのための

診断、予知、及び健全管理
システム

ジーエム・グローバル・テ
クノロジー・オペレーショ

ンズ・インコーポレーテッ
ド

2010.09.22
超多自由度のヒューマノイドロボット

の診断、予知、健全管理の手法

15 特許6900089
パーソナルアシスタント制御シ

ステム
株式会社リビングロボッ
ト

目標データセットがあるとき機械の

学習能力アルゴリズムの自動最適
化

人の成長に合わせてロボットがユー
ザをサポートするパーソナルアシスタ

ント制御システム

57 特開2021-033767
強化学習方法、および強化

学習装置
富士通株式会社 2019.08.27

将来の対象状態の危険度と今回の
行動状態の影響度に応じて探索範

囲の行動を決定

2020.11.07

40 WO20163455A1

AUTOMATIC OPTIMIZATION

OF MACHINE LEARNING
ALGORITHMS

URUGUS S.A. 2020.02.05

人間との共進化によ

り適応的に協働作業

可能なサイボーグAI

プラットホームの開

発

運動摸倣学習およ

び運動低次元化の

アルゴリズムの作

成

人間動作の基本

的運動モジュール

を抽出し、運動系

列として再構築

実環境・実時間下でサイボーグAIの
創造性を高め、人間との協働による

創造アルゴリズム

人間並みの運動能力・意思決定能

力を評価可能な環境開発
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既存特許の分類表の例 
 

 

 

  

深層摸倣学習
実時間・環境
ロボティクス

運動学習
アルゴリズム

運動力学系の
予測制御

運動・意思決定
能力の評価

その他 合計

課 題 ・ 目 的 A B C D E F

AI技術とロボ
ティスクの統合

1 9 8 6 3 5 0 31

多様なタスク
への対応

2 5 8 3 2 2 2 22

人間との
協働作業

3 4 5 2 3 4 0 18

運動学習アル
ゴリズム作成

4 1 3 8 4 1 0 17

動作運動系列
の構築

5 2 1 6 5 1 3 18

その他 6 8 1 1 2 1 3 16

29 26 26 19 14 8 122

実 現 技 術
解 決 手 段

合計
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4．成果の実用化に向けた取組及び見通し 
 本プロジェクトにおける実用化の定義は次の通りである。 
 

 
 
 本プロジェクトにおいては、プロジェクト終了時において研究開発項目①の延べ 18 件のテーマのうちの 25%以
上が、この実用化へ向けた研究開発ステージに入ることを目標としている。 
 下図 A のように一部のテーマにおいては研究を進めながら並行して実用化を目指す。また、他のテーマにおいて
は B のように研究期間終了後に製品開発ステージに移行して、数年以内の実用化を目指す。この A+B のテー
マ数の総和が 5 件以上になることを目標としてプロジェクトを進めている。 
 

 
 
 
 
1. 成果の実用化に向けた戦略 

 本プロジェクトにおける実用化へ向けた戦略はテーマを 2 つに分類して検討している。 
 具体的な顧客ターゲットをある程度想定して進めているテーマ、すなわち研究開発項目①-2、①-3、①-4 に
おいては開始 2 年目の段階でステージゲート評価を行って可能性を見極めた上で、展示会/ショーへの出展や民
間アワードへの応募ないしは各種プレスリリースによって想定顧客への周知を進める。その中でパートナー企業の獲
得や実施者自らによる社会実装を目指す。その過程において必要に応じてベンチャー企業の設立等も行ってい
く。 
 一方、より基盤的・汎用技術的なテーマ、すなわち研究開発項目①-1、②、③においては、まず実験・実証拠
点の整備やソフトウェアの公開・提供を通じて、社会や企業へのアウトリーチを進める。その中で共同研究の開始
やコンソーシアムの設立を図り、それらを通じて技術の提供やコンサルティング等による収益化や連携企業の事業
化支援を行っていく。 
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2. 成果の実用化に向けた具体的取組 

2.1 実用化に向けた具体的取組 
 前節で示した方針に沿って各テーマの実用化に向けた取組を進めている。 
 具体的な顧客ターゲットのあるテーマにおいては実用化を目指す領域の展示会にて発表を行い、展示会の後に
事業化された場合に開発システムを利用する可能性のある企業からのコンタクトを受けている。その企業の保有す
るデータを使っての試行も協議されており、NEDO よりデータ管理について助言しながら進めている。 
 また、より基盤的・汎用技術的なテーマにおいても実験環境の整備が進み、その環境を活用した共同研究や技
術コンサルティングが開始されている。 
 現時点では実用化に向けた具体的な外部企業との連携協議に至っていないテーマも多いが、設定した方針と
先行するテーマから得られた情報・課題を活かしながら、今後のプロジェクトを進めていく。 
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2.2 実用化に向けた広報活動の取組 
 各テーマの実用化への活動を支援するために、NEDO としての広報活動にも力を注いでいる。 
 2022 年 6 月に開催された NEDO IoT 社会実現へ向けた次世代人工知能・センシング等中核技術開発成
果報告会においては、本プロジェクトの全体像および技術開発テーマ② 「実世界で信頼できる AI の評価・管理
手法の確立」についての紹介を行った。また、テーマ実施者により①-2-3 「進化的機械知能による XAI の基盤
技術」、①-1-2/①-3-3/③ 「実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能」他の成果報告を行った。 
 
 また、2022 年 8 月 11 日付けの日刊工業新聞にプロジェクトを紹介する寄稿記事を掲載した。当該記事は
「共進化 PJ は AI を得たいの知れない他人から、内面まで理解し信頼し合える『友』に近づけようとするプロジェク
トである」の書き出しで始め、プロジェクトの内容をできるだけ平易に説明することに努めた。記事中ではプロジェクト
の全体像とともに①-2-3 「進化的機械知能による XAI の基盤技術」、② 「実世界で信頼できる AI の評価・
管理手法の確立」、③ 「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」について社会に与えるそれらの技術の開発
意義の説明を行った。 
 
 今後については 9 月に NEDO の YouTube チャンネルにおいて本プ
ロジェクトの紹介動画を公開する予定としている。動画の収録は完了し
ており、プロジェクトの全体像とともに、新聞への寄稿記事の紹介テーマ
と重複せず、また動画での説明がより適切なテーマとして 
 
①-1-2 「実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究
開発」 
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①-2-4/①-3-4 「説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発達支援への応用」 
①-2-5 「人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発」 
①-3-1 「インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開発」 
①-3-7 「AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによる結晶成長技術開発」 
の 5 テーマを動画というプラットフォームを活かした形で紹介している。 
 
 さらに、2022 年 10 月 18-21 日に開催予定の CEATEC Japan 2022 においては、NEDO ブースにおいて 
①-2-5 「人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発」 の展示を行うことが決定している。 
 加えて、今年度末の 2023 年 2 月には各テーマの実施者が 3 年間の研究開発の成果を報告するシンポジウ
ムを計画している。当初は本プロジェクト単独での成果報告会を予定していたが、NEDO ロボット・AI 部が進める 
4 プロジェクトの合同報告会とすることにより、より多くの関心を集めるとともに各プロジェクト・各テーマの実施者間
の情報交換の場とし、より良い社会実装への連携可能性も模索することとした。 
 
 2021 年度「人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業／技術動向及びアウトリーチ調査」を
実施し、AI 全体及び各研究テーマにおける技術動向の調査を行い、技術的優位性に係る訴求ポイントを明確
化した。この情報をもとに、効果的にアウトリーチ活動を行うためにプロジェクト内の全テーマについて平易な説明を
付けた資料の作成を行った（プロジェクト全体のイメージ、事業領域ごとのテーマ紹介、テーマごとの研究内容紹
介、協業アピール等）。当該資料は NEDO のホームページよりダウンロード可能(*)とするとともに、先に説明した
テーマ紹介やイベント等で活用している。また、実施者が行うアウトリーチ活動での利用も想定している。 
   

(*) NEDO 成果報告書データベースより、キーワードを 「共進化 アウトリーチ調査」として検索するとダウンロードできる。 
https://www.nedo.go.jp/library/database_index.html 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトの全体イメージ 
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  事業領域ごとのテーマ紹介 
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 テーマごとの研究内容紹介 
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 テーマごとの応用・協業アピール 
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2.3 成果の実用化の見通し 
 本報では現時点で実用化での動きが最も進んでいる①-2-5 「人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI
システムの開発」 の状況と見通しについて報告する。 
 同研究テーマでは人が AI エージェントと対話することにより英語のコミュニケーション能力を判定する技術を開発
している。語学能力指標である CEFR の全 6 項目（表現の豊富さ、文法的正しさ、等々）について±1 段階
以内の精度に到達したとして実証実験を開始するとともに、AI・人工知能 EXPO 2022 春においては体験ブー
スを設けて、来場者へのアピールを行った。 
 

 
 

 EXPO での展示や、その他の発表・プレスリリースを通じて複
数の企業からコンタクトがあるとともに、数社の教育系企業から
も導入を前提とした相談が寄せられている。 
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 本技術とそれに基づく想定ソリューションを既存の商用サービスと比較すると、双方向のコミュニケーション×AI の
組み合わせであることが特長となっている。 
 

 
 
 国内の語学学習試験市場規模は 225 億円（2020 年度、矢野経済研究所調べ）であり、2021 年度の
語学ビジネス市場も前年度比 3.2%増とコロナ禍等の社会情勢にもかかわらず成長を続けており、市場規模と
その拡大において今後とも期待できる。その中で英語のコミュニケーションスキルを判定できる専門家の数はその需
要に対して不足しているため、AI による判定システムは市場の拡大への対応面でも有利となる。 
 
 これまでに行った試行における被験者アンケートにおいては、AI が対話の相手となることから気軽に能力判定を
受けられ、またすぐに結果が得られることへの好反応が得られている。ある程度の学習期間の前後で能力判定を
受けるなど、従来以上に多くの回数の受験がなされる期待がある。現在の市場予測はそのような受験回数の増
加を反映していないことから、獲得できる事業規模はより大きなものとなる期待がある。 

 
 本技術は国際的な教育 Award である Reimagine Education 
Award 2021 において、Leaning Assessment 部門で BRONZE
（3 位）を獲得した。既に一部において海外からの評価も得られており、
将来的な海外への事業展開も見込まれる。 
 先の EXPO 等の来場者から、英語以外の言語への展開を望む声も寄
せられており、他言語への市場拡大も想定される。 
 さらに、実施者は想定ユーザーの声を受けて、総合英語だけではなく、
観光ガイドやホテルでの応対といった多様な個別タスクに特化した能力判
定も行えるようにシステムを拡張している。このような専門的な業務タスク

に対応する能力判定は教育機関以外の企業現場からのニーズが強く、その実現によりさらに事業が拡大すること
も期待できる。 
 
 本テーマの成果の実用化の見通しは高く、このようなテーマに対しては社会が求める形でのさらに効果的な事業
化を目指すための取組を行う。同時に他の研究テーマについても本テーマの状況も参考としながら、実用化へ向
けた取組とその支援を行っていく。 
 
 

以上 
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添付資料 
 

● プロジェクト基本計画： 

Ｐ２０００６ 

 

「人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業」基本計画 

 

ロボット・AI 部 

 

１．研究開発の目的・目標・内容 

（１）研究開発の目的 
 ①政策的な重要性  

我が国は、「第 5 期科学技術基本計画」(2016 年 1 月閣議決定)において

Society 5.0を標榜しており、SDGs等の世界規模の課題の解決に貢献するととも

に、成熟社会が直面する少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などの社会課題

に対し、他国に先駆けて解決しなければならない。これらの課題解決にはテク

ノロジーと社会の仕組みを連動して変革していく必要があるが、そのテクノロ

ジーの一つとして人工知能（AI）技術に大きな期待が寄せられている。 

既に実世界の様々な分野やタスクにおいて AI 技術の適用が拡大されつつある

一方で、社会的・経済的な影響が大きい分野・タスクにおいては、AI による推

論結果を直接的に機械制御等に活用するのではなく、人と AI がそれぞれの得意

領域で役割分担して協働していく必要がある。その際には、単純に役割分担を

するだけなく、人とAIが相互に作用することで、人はAIの推論から新たな気づ

きを得て、AI は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる、

人と共に進化する AI システムの実現が重要となる。 

人と共に進化する AI システムの研究開発は、「AI 戦略 2019 ～人・産業・地

域・政府全てに AI～」（2019 年 6 月統合イノベーション戦略推進会議決定）の

（別表）中核基盤研究開発の一つとして、「文脈や意味を理解し、想定外の事

象にも対応でき、人とのインタラクションにより能力を高め合う共進化 AI の開

発」として記載されており、重要な研究開発領域である。 

加えて、AI を実世界に隅々まで浸透させるためには以下の課題も、依然とし

て存在している。 

 

 AI の推論結果が社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タスクでは、

AI の安全性などの品質が重要となるが、AI の品質の評価・管理手法等は

いまだ確立されておらず、AI 技術を適用する際の障壁となっている。 

 そもそも取得できる学習用データが少ない分野や、モデル構築のために

大量のデータが必要となり多額のコストがかかる分野の場合、AI 技術の

適用が難しい。 
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我が国が、直面する社会課題を解決するためには、人と共に進化する AI 技術

の基盤を確立し、上記の課題を解決して幅広い分野に適用していく研究開発が

必要となる。 

 

②我が国の状況 

  「令和元年度版高齢社会白書」（2019 年 6 月閣議決定）では、我が国は長期

の人口減少過程に入っており、2053 年には総人口が 1 億人を割り込むと予想さ

れる。一方で少子高齢化が加速し、2036 年には 3 人に 1 人が 65 歳以上になる推

計がされている。 

このため、今後、我が国は深刻な労働力不足に陥る可能性があり、我が国の

労働生産性の向上は急務となっている。AI 技術は人の業務を代替し、労働生産

性を大きく向上させることが期待され、人と AI が双方向でコミュニケーション

を取ることで新たなビジネスを創出することも想定される。 

また、「人づくり革命基本構想（2018 年 6 月 13 日人生 100 年時代構想会議と

りまとめ） 参考資料」によると、民間企業における 1 人当たりの教育訓練費の

推移は、1990 年代以降減少傾向にあり、我が国は、人的資本の蓄積に不安を抱

えている。特に昨今では、変化し続ける社会に適応するために、一度習得した

スキルだけを一生使い続けるのではなく、リカレント教育によるスキルアップ

を図る必要がある。人と共に進化する AI システムは、専門家の育成や、新たな

スキルの習得を効率化していくことが可能であり、このような課題にも対応で

きる基盤技術として期待される。 

  加えて、AI に係る特許出願状況を見ると、2000 年から 2018 年までの AI 関連

の累計特許出願数は米国、中国に劣るものの我が国は世界第三位であり AI の技

術開発は活発であり、日本が持つ AI 技術のポテンシャルは高いと考えられる。 

 

③世界の状況 

海外では米国の Google、Apple、Facebook、Amazon といったいわゆる GAFA や

中国のバイドゥ、アリババ、テンセントといったいわゆる BAT 等、大手 IT ベン

ダーや IT ベンチャーにより活発に研究開発が行われているなか、世界各国で AI

を基幹産業と位置付け、国際競争力を高める戦略が策定されている。 

米国では、GAFA が世界を牽引し、米国政府も AI を研究開発の優先事項と位置

付け、2016年 10月に「米国人工知能研究開発戦略計画」を発表、2019年 2月に

は大統領令「The American AI Initiative」が署名され、政府が AI 技術研究開

発への投資にコミットしている。例えば政府機関の一つである DARPA（Defense 

Advanced Research Projects Agency）は、2018 年 9 月に XAI プログラム

（Explainable Artificial Intelligence）や新たな AI 探索プログラム

（Artificial Intelligence Exploration）等複数のプログラムを包含する“AI 

Next Campaign”に 5 年間で 2000 億円以上を投資すると発表した。 

また、中国では、データ囲い込みと AI への集中投資で、研究開発が加速して

いる。中国政府は、2017年 7月に「次世代人工知能発展計画」を、2017年 12月

に「次世代人工知能産業の発展促進に関する三年行動計画（2018～2020 年）」

を相次いで発表し、2020 年までに人工知能重点製品の大量生産、重要な基礎能

力の全面的強化、スマート製造の発展深化、AI 産業の支援体制の確立等を通じ
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た重点分野の国際競争力の強化、AI と実体経済の融合深化等を目指すとの目標

を達成するためのタスクが示された。 

欧州連合（EU）では、欧州委員会が、2018 年 4 月に AI 戦略をまとめた政策文

書を発表し、2020 年末までに AI 分野へ官民あわせて 200 億ユーロを投資すると

いう数値目標を示すなど、加盟各国に対して AI 戦略フレームワークを示した。

また、2019 年 4 月には、EU が AI 活用に関する「信頼できる AI のための倫理ガ

イドライン」を発表した。 

ドイツでは、2011年11月にものづくりを核とした「Industrie 4.0」を掲げ、

「サイバーフィジカルシステム（Cyber Physical System）」に基づく、新たな

ものづくりの姿を目指している。また、2018年 11月には「AI戦略」を発表し、

人工知能を倫理的、法律的、文化的、制度的に社会に定着させることなどを重

要な目標として位置付けた。 

 

 ④本プロジェクトのねらい 

本プロジェクトでは上記の状況を踏まえ、少子高齢化に伴う生産年齢人口の

減少など、今後、我が国が直面する社会課題を解決するために、以下の「人と

共に進化する AI システムの基盤技術開発」を実施する。 

 

「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 

    人と AI が相互に作用しながら共に成長し進化するシステムを構築するため

には、人が AI の判断結果だけでなく、判断根拠や推論の経緯を理解し、そ

こから気づきや新たな知見を得られる必要がある。しかし、機械学習、特に

ディープラーニングは、推論過程・推論根拠がブラックボックスとなってい

る。このため、AI の推論根拠や過程を示し、人が AI を理解することを可能と

する技術を開発する。 

    一方で、当該システムを構築するためには AI が人から知見を得ることで推

論精度等を高めていく仕組みも構築する必要がある。そのため、データと知

識の融合やAIによる人の意図理解など、人とAIが相互に理解し、学習してい

くための基盤技術についても開発する。 

 

また、AI を実世界に適用するにあたって、AI の品質評価や管理における課題

の解決や、実データの取得困難性による課題を解決するため、あわせて以下の

研究開発を行う。 

 

「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

AI、特に機械学習を利用した AI システムの品質について、それぞれの分野

に適用される AI システムに必要な性能、安全性などを勘案して、必要な品質

が十分に担保されていることを確認・管理できる手法を確立する。 

   

「容易に構築・導入できる AI 技術の開発」 

  学習用データを十分に用意できない場合であっても、AI システムの構築・

導入を可能とする汎用性の高い学習済みモデルの構築及び利活用に係る基盤

技術の開発を行う。 
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（２）研究開発の目標 

①アウトプット目標 

本プロジェクトは、既存の技術やそのアプリケーションの開発といった連続

的な開発ではなく、実用化までに長期間を要するハイリスクで非連続な研究開

発を実施する。そのため、本プロジェクトでは、非連続なブレイクスルーを生

み出す基盤技術を研究開発し、その技術が開発研究（本プロジェクトの成果を

活用し、付加的な知識を創出して、新しい製品、サービス、システム等の創出

又は既存のこれらのものの改良を狙いとする研究をいう。）を開始できる水準ま

でに達することを本プロジェクトの目標とする。 

具体的には、2024 年度までに、本事業の成果を活用した「人と共に進化する

AI システム」に係る開発研究の着手率を 25 パーセント以上とする。 

 

【中間目標】2022 年度 

各要素技術について、試験適用を実施し、開発研究に向けた課題抽出を行

う。 

 

【最終目標】2024 年度 

本プロジェクトのねらいの実現に向けて、得られた基盤技術を組み合わせ

た開発を開始できる水準までに達することを目標に、試験的適用結果に基

づく課題を解決し、開発研究の開始に必要な技術を確立する。また、実施

者は本プロジェクトの成果を活用した新たな「人と共に進化するAIシステ

ム」に係る開発研究の着手率 25 パーセント以上を達成する。 

 

②アウトカム目標 

本プロジェクトの成果により、実世界の様々な分野・タスクにおいて人と共

に進化するAIシステムが導入され、人との協調が求められる分野・タスクにお

いてAIによる代替や人の新たな気づきによるビジネスの創出が期待される。特

に社会的・経済的な影響が大きい、製造、交通、医療・介護、金融などの分

野・タスクへの AIシステムの適用が進み、労働生産性を 2030 年には 2020 年度

比で 20％以上向上することに資するとともに、2030 年には、RPA（Robotic 

Process Automation）世界市場を約 320 億ドルに拡大し、日本のシェアも当初

予測の 8％から 12％以上に拡大することに資することをアウトカム目標とする。 

 

③アウトカム目標達成に向けての取組 

   本プロジェクトの研究開発事項のうち、「実世界で信頼できる AI の評価・管

理手法の確立」については、標準化を実現し、開発した AI 品質に係る考え方

を社会に広く普及させ、AI技術の様々な分野への実装を円滑にすることも必要

となる。 

このため、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)

は、上記の研究開発とともに、「実世界で信頼できる AI の評価手法の確立」

については、標準化を研究開発と並行して検討し、国際標準獲得に向けた戦

略を検討する。 

さらに、NEDO は各技術開発の成果普及を図るために、機を捉えてワーク

ショップを開催するなど、研究成果の情報発信を行う。 
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（３）研究開発の内容 

上記目標を達成するために、以下の研究開発項目について、別紙 1 の研究開

発計画及び別紙 2 の研究開発スケジュールに基づき研究開発を実施する。なお、

本プロジェクトは、AI の社会適用の早期化に資するハイリスクな基盤的技術

に対して、産学官の複数事業者が互いのノウハウ等を持ちより協調して実施す

る事業であり、委託事業として実施する。 

 

研究開発項目① 人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 

 研究開発項目①－１ 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開

発 

 研究開発項目①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

 研究開発項目①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術

開発 

 研究開発項目①－４ 商品画像データベース構築のための研究開発 

研究開発項目② 実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 

 研究開発項目③ 容易に構築・導入できる AI の開発 

  

２．研究開発の実施方式  

（１）研究開発の実施体制 

プロジェクトマネージャー（PMgr）として NEDO ロボット・AI 部 芝田兆史

を、開発期間が短い研究開発項目①－４の機動的な運営のため、サブプロジェク

トマネージャー（SPMgr）として NEDO ロボット・AI 部 赤羽根亮子を任命する。

PMgr と SPMgr が責任を分担しつつ連携し、プロジェクト全体の進行管理を行い、

当該プロジェクトに求められる技術的成果及び政策的効果を最大化させる。 

また、各実施者の研究開発資源を最大限に活用し、効率的かつ効果的に研究開

発を推進する観点から、NEDO が選定した研究開発責任者（プロジェクトリー

ダー）産業技術総合研究所人工知能研究センター 研究センター長 辻井 潤一氏の

下で、各実施者が、それぞれの研究テーマについて研究開発を実施する。 

NEDO は、先行する「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」プロジェクトか

らのテーマの移行とともに公募により研究開発実施者を選定する。 

研究開発項目①の共通基盤技術開発（別紙 1 研究開発計画参照）の研究開発は、

各研究開発テーマが互いに密接に関連することが想定され、また様々な分野へ適

用して試験できる環境やその環境が再現できる設備が必要であると考えられるこ

とから、拠点を設け、産学官の英知を結集することにより実施する。 

研究開発項目③についても同様の理由から、拠点を設け、産学官の英知を結集

することにより実施する。 

研究開発項目①～③の研究開発実施者については、原則として日本国内に研究

開発拠点を有するものを対象とし、単独又は複数で研究開発に参加するものとす

る。ただし、国外の団体の特別の研究開発能力や研究施設等の活用又は国際標準

獲得の観点から必要な場合は、当該の研究開発等に限り国外の団体と連携して実

施することができるものとする。 
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なお、各実施者の研究開発能力を最大限活用し、効率的かつ効果的に研究開発

を推進する観点から、NEDO は研究開発責任者（プロジェクトリーダー）を選定し、

各実施者はプロジェクトリーダーの下で研究開発を実施する。 

 

（２）研究開発の運営管理 

NEDO は、研究開発全体の管理、執行に責任を負い、研究開発の進捗のほか、外

部環境の変化等を適時に把握し、必要な措置を講じるものとする。運営管理は、

効率的かつ効果的な方法を取り入れることとし、次に掲げる事項を実施する。 

 

①研究開発の進捗把握・管理 

PMgr は、プロジェクトリーダーや研究開発実施者と緊密に連携し、研究開

発の進捗状況を把握する。また、外部有識者で構成する技術推進委員会を組

織し、定期的に技術的評価を受け、目標達成の見通しを常に把握することに

努める。 

研究開発テーマの目標設定においては、AI 分野の研究開発を取り巻く状況

は短期間で劇的に変化する可能性があることを踏まえて、PMgr は適宜研究開

発実施者に対して、以下のような取組を行わせる。  

 研究開発テーマの目標は当該研究開発によって最終的に解決する課

題のみ明確化し、その過程における詳細な目標設定は必要に応じて

見直す。 

 現場での試験、有識者やユーザーからの評価などから課題を抽出し、

それを解決していくという研究開発サイクルを確立する。 

その他、研究開発実施者には必要に応じてアジャイル型の研究開発に適し

た開発管理を行わせる。 

②技術分野における動向の把握・分析 

PMgr は、プロジェクトで取り組む技術分野について、内外の技術開発動向、

知財の取得動向、政策動向、市場動向等について調査し技術の普及方策を分

析、検討する。なお、調査の効率化の観点から、本プロジェクトにおいて委

託事業として実施する。 

③研究開発テーマの評価 

研究開発の効率的な推進及び本プロジェクトの成果の適用分野の選定のた

め、研究開発項目①については、必要に応じて、ステージゲート方式を適用

する。 

PMgrは、外部有識者による審査を活用し、2022年度以降の研究開発テーマ

の継続是非を 2022 年 3 月までに決定する。 

 

（３）その他 

本プロジェクトは非連続ナショナルプロジェクトとして取扱う。 

 

３．研究開発の実施期間  

2020 年度から 2024 年度までの 5年間とする。 
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４．評価に関する事項   

NEDO は技術評価実施規程に基づき、技術的及び政策的観点から研究開発の意義、

目標達成度、成果の技術的意義並びに将来の産業への波及効果等について、プロ

ジェクト評価を実施する。 

評価の時期は、中間評価を 2022 年度、事後評価ついては事業最終年度である

2024 年度に前倒して行い、当該研究開発に係る技術動向、政策動向や当該研究開

発の進捗状況等に応じて、適宜見直すものとする。 

また、中間評価結果を踏まえ必要に応じて研究開発の加速・縮小・中止等の見

直しを迅速に行う。 

 

５．その他重要事項  

（１）研究開発成果の取扱い 

① 成果の普及 

 研究開発実施者は研究成果を広範に普及するよう努めるものとする。NEDO は、

研究開発実施者による研究成果の広範な普及を促進する。 

  

② 標準化施策等との連携 

研究開発項目②において得られた研究開発成果については、標準化施策等と

の連携を図ることとし、標準化に向けて開発する評価手法の提案、データの提

供等を積極的に行う。なお、先端分野での国際標準化活動を重要視する観点か

ら、 

NEDO は、研究開発成果の国際標準化戦略を検討する。 

 

③ 知的財産権の帰属、管理等取扱い 

研究開発成果に関わる知的財産権については、「国立研究開発法人新エネル

ギー・産業技術総合開発機構 新エネルギー・産業技術業務方法書」第 25 条の

規定等に基づき、原則として、全て委託先に帰属させることとする。なお、事

業化を見据えた知財戦略を構築し、適切な知財管理を実施する。 

 

④ 知財マネジメントに係る運用 

本プロジェクトは、原則として「NEDO プロジェクトにおける知財マネジメン

ト基本方針」を適用する。なお、PMgr はプロジェクトの成果の拡大及び普及を

図るため、必要に応じ、そのための基本事項について公募時に示すこととする。 

 

⑤ データマネジメントに係る運用 

本プロジェクトは、「NEDO プロジェクトにおけるデータマネジメント基本方

針（委託者指定データを指定しない場合）」を適用する。なお、PMgr はプロ

ジェクトの成果の拡大及び普及を図るため、必要に応じ、そのための基本事

項について 公募時に示すこととする。 

 

（２）「プロジェクト基本計画」の見直し 

PMgr は、当該研究開発の進捗状況及びその評価結果、社会・経済的状況、国内

外の研究開発動向、政策動向、研究開発費の確保状況等、プロジェクト内外の情
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勢変化を総合的に勘案し、必要に応じて目標達成に向けた改善策を検討し、達成

目標、実施期間、実施体制等、プロジェクト基本計画を見直す等の対応をおこな

う。 
 

（３）根拠法  

本プロジェクトは、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法

第 15 条第二号及び九号に基づき実施する。 

 

６．基本計画の改訂履歴  

（１）2020 年 1 月、制定 

（２）2020 年 10 月、プロジェクトリーダー（PL）の委嘱に係る変更 

（３）2021 年 6 月、プロジェクトマネージャー（PMgr）の変更 

（４）2022年 2月、１．研究開発の目的・目標・内容（３）研究開発の内容に

係る記載の修正、プロジェクトマネージャー（PMgr）に係る記載の変更、 

        （別紙１）研究開発計画「研究開発項目①：人と共に進化する AI システム   

         の基盤技術開発」の一部修正 

     （５）2022 年 5 月、２．研究開発の実施方式（１）研究開発の実施体制に係る 

         記載の変更
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（別紙１）研究開発計画 

研究開発項目①：人と共に進化する AI システムの基盤技術開発 

１．研究開発の必要性 

   AI 技術が適用されることの社会的・経済的に及ぼす影響が大きい分野・タス

クでは、AI による推論結果を直接的に機械制御等に活用するのではなく、人と

AI が適切な役割分担のもとで協働していくことが必要である。これを実現する

ためには、人とAIが相互に作用することで、人はAIの推論から新たな気づきを

得て、AI は人から知見を得ることで推論精度等を更に高めることができる「人

と共に進化する AI システム」の実現が重要となる。このシステムの実現のため

には以下の課題が解決される必要がある。 

 AI システムが推論根拠を、人間が理解できる形で説明する必要があるが、

機械学習、特にディープラーニングは推論過程・推論根拠がブラック

ボックスとなっており、説明性に乏しい。 

 人から知見を得ることで AI が精度等を高めていく仕組みを構築する必要

があるが、データからの機械学習で得られる知識と、人が持つ知識を融

合して利用する技術や、人の意図を理解する技術など、人と AI が相互学

習していく仕組みについて技術が確立されていない。 

  

２．研究開発の具体的内容 

   上記の課題を踏まえて、「人と共に進化する AI システム」の以下の技術の研

究開発を行う。 

 活用する分野において必要な精度を保ちつつ、AI の学習結果や推論過

程・推論根拠を説明する AI システムを実現する技術 

 データからの機械学習で得られる知識と、人が持つ知識を融合して利用

する技術や、人の意図を理解する技術など、人と AI が相互学習する上で

必要となる基盤技術 

 「人と共に進化する AI システム」において取り扱う製品・商品などの

データ基盤構築技術    

   また、多くの分野でリファレンスとなる人と共に進化する AI システムのアー

キテクチャや、人の認知行動に係る研究開発などの人と共に進化する AI の共通

基盤技術も開発する。 

   共通基盤技術は多様な実社会の環境で試験しつつ研究開発を進める必要があ

るため、このような共通基盤技術は様々な分野へ適用して試験できる環境やそ

の環境が再現できる設備が整った研究開発拠点において研究開発を行う。 

   また、同時に研究開発拠点は研究開発成果の実社会への橋渡しを行うため、

以下の機能を備える。 

 研究開発拠点の研究成果について、他の実施者や外部の研究者が活用で

きるように整備するとともに、密に意見交換できる体制を構築する。 

 「人と共に進化する AI システム」に係る研究開発拠点以外の成果につい

ても、NEDO の協力のもと他の実施者の許諾を得て、集約化し統一的な情

報発信を行うことで、開発した技術の実用化・事業化を促進する。 

 

具体的な研究開発事項は以下の通り。 

研究開発項目①－１ 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 
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研究開発項目①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

研究開発項目①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開

発 

研究開発項目①－４ 商品画像データベース構築のための研究開発 

 

 

３．達成目標 

  【中間目標】 

開発する各技術について、試験的に特定の分野に適用可能なレベルに達す

る。また、各要素技術については試験的に特定の分野に適用し、開発研究に

向けた課題抽出を行う。 

   

【最終目標】 

特定分野に試験的に適用した結果、挙げられた課題を解決し、開発研究の

開始に必要な技術を確立する。 
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研究開発項目②：実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立 

 １．研究開発の必要性 

現在、既にAI技術が導入されている分野として、EC（Electronic Commerce）

サイト、SNS 等におけるレコメンド機能や郵便番号や宛名住所の文字認識など

がある。このような分野は、AI の判断が誤りだった場合の社会的・経済的影

響が小さく、AI システム自体の品質の重要度は比較的低い。他方、貸付審査、

医療診断、自動運転などに AI システムが適用された場合は、判断が誤りだっ

た場合の社会的・経済的影響が大きいため、AI の品質評価・管理が重要であ

る。 

例えば自動運転の場合、天候変化や歩行者の急な飛び出し等、AI システム

は多様な状況の下で柔軟に機能することを求められるが、そのような AI の性

能や信頼性の評価・管理は容易ではない。さらに、運用中にも AI が学習する

場合には、AI システムが時々刻々と変化していく可能性がある。そのため、

AI システムの性能の評価・管理には既存のソフトウェアの品質評価・管理手

法を用いることが困難である。 

上記の状況を踏まえて、「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」プロ

ジェクトにおいて「機械学習品質マネジメントガイドライン」（2020 年公表予

定）が策定され、AI の品質評価・管理の基本的な考え方が示される予定であ

る。しかし、品質の評価項目、指標、目的などは AI の適用分野や利用形態に

よって異なるものであり、具体的な評価方法は記載されない予定である。 

今後、「機械学習品質マネジメントガイドライン」の考えに基づいた具体的

な品質評価・管理手法を示すとともに、実社会に適用して品質評価・管理の

事例を積み上げていくことにより、品質評価・管理手法を広く社会に普及し

ていくことが、AI システムを実世界に隅々まで浸透させるためには必要不可

欠である。 

 

 ２．研究開発の概要 

具体的な AI の品質評価・管理手法を確立するために、以下の研究開発を行

う。 

 「機械学習品質マネジメントガイドライン」を踏まえ、実際の事例を

ベースに、評価項目・指標・目的など明示化した具体的な品質評価・管

理マニュアルの策定 

 推論結果の安定性の計測技術や向上技術などの品質評価・管理技術の開

発 

 AIの品質評価・管理のプロセスはAIシステムの構築と並行して行われる

ことが想定されることから、その過程で生じる膨大な検査データや統計

的なデータ等を統合的に取り扱うことができるテストベッドの開発 

 また、当該研究開発は標準化施策等との連携を図ることとし、標準化に向け

て開発する評価手法の提案、データの提供等も積極的に行う。 

 

 ３．達成目標 

  【中間目標】 

 実際の事例に基づいて、具体的な品質評価・管理マニュアルを 3 件公開

する。 
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 品質の計測技術・向上技術について試験的に具体的事例に適用する。 

 テストベッドの基盤的部分について研究者向けに公開する。 

 

  【最終目標】 

 公開した品質評価・管理手法を活用し、現場で実際に品質管理を 3 件以

上行う。 

 開発した品質の計測技術・向上技術をテストベッドに組み込む。 

 研究者からのフィードバックを受け、必要となる機能を搭載したテスト

ベッドの完成版を公開する。 
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研究開発項目③：容易に構築・導入できる AI の開発 

１．研究開発の必要性 

AI 技術の導入が期待される分野は多様であるが、現実には大量のデータを

収集すること自体が不可能なケースや、AI の学習に必要なデータを集めるた

めには大きなコストがかかるケースがある。 

例えば、製造現場における異音検知などの場合は、そもそも学習用データと

なる異音のデータを、AI が必要な精度を出すレベルまで用意できないケース

などが存在している。また、データを用意できる場合であっても、モデル構築

のために大量の学習用データが必要となる。データを収集し、収集したデータ

にタグ付けし正規化を行う作業等、データの収集と前処理に大きなコストがか

かる。 

また、AI 技術の開発プロセスにおいては、学習に高性能の計算資源が必要

になり、この観点からもコストが高くなる。人と共に進化する AI システムを

実世界に隅々まで浸透させるためには、これらの課題を解決する必要がある。 

 

２．研究開発の具体的内容 

大量の学習用データを用いた学習済みモデルを用いて、少量の学習用データ

で AI システムを効率的に作成するためのプラットフォームを構築する。具体的

には、画像、動画や言語など異なるタイプのデータによる汎用モデルを効率的

に構築する技術の開発、実応用分野に分かれた準汎用モデルの開発、それら学

習済モデルを組み合わせて適用分野において少量データで高精度のモデルを構

築する技術の開発、データや構築されたモデル効率的に管理して利活用を容易

にするための技術の開発などを行う。また、本技術開発は多種多様・大量デー

タを効率的に処理する計算基盤が必要不可欠であることから、その設備が整っ

た研究開発拠点において研究開発を行う。 

加えて、研究開発拠点は研究開発成果の実社会への橋渡しを行うため、以下

の機能を備える。 

 研究開発拠点の研究成果について、他の実施者や外部の研究者が活用で

きるように整備するとともに、密に意見交換できる体制を構築する。 

 「容易に構築・導入できる AI」に係る研究開発成果を積極的に発信し、

開発した技術の実用化・事業化を促進する。 

 

３．達成目標 

【中間目標】 

汎用学習済みモデルを効率的に構築する技術など、AI システムを容易に

構築する要素技術の有効性を確認する。その際、具体的な事例で試験的に

AI システムを複数件構築し、試験結果から、プラットフォーム構築に向け

た課題抽出を行う。 

 
【最終目標】 

汎用学習済みモデルを用いて効率的に構築でき、容易に利活用でき、実

用レベルで機能する AI システムを、大学や企業等が利用できるプラット

フォームを構築する。 
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（別紙２）研究開発スケジュール 

 

 

 

● プロジェクト開始時関連資料： 

事前評価結果 
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パブリックコメント 

ご意見の概要 ご意見に対する考え方 基本計画・技術開発

課題への反映 

１．全体について 

 １．ＡＩシステム標準構築技術 

１．１ 業務フローの中での人間とＡＩとの役割

分担をどうするのか？ 

 （１）ＡＩには何ができて、何ができないのかど

のように見極めるのか？ 

    ・分類（クラスタリング、画像判断）・予測

（回帰） 

    ・データ解析（データマイニング、翻訳）・応

用（ＡＩロボット）等 

 （２）人間中心の「やりがいのある」仕事と経済

効率性をどう両立させるか？ 

１．２ ＡＩシステムのデバッグ・カスタマイズ技法 

 （１）学習のさせ方 

   ・教師付き ・教師無し ・転移学習 等の選

択 

 （２）学習データの用意の仕方 

   ・顧客エンドユーザーとプロバイダーのどちらが用

意するのか？ 

   ・どのようにデータを収集するのか？データバイ

アスを避ける方法 

 （３）カスタマイズ・転移学習のさせ方 

 （４）標準的なデバッグの方法、精度を上げる

には 

   ・学習データの質と量のどちらを向上させるべき

か 

   ・方式やロジック、重みを変更するべきか 

   ・ニューロンの数や階層を変えるべきか 

１．３ ＡＩシステムの検査と検収 

 （１）検査・品質保証をどのように行うのか？ 

 （２）合格の精度基準をどのように定めるの

か？ 

 （３）検収条件をどのように契約するのか？

（プロバイダーが顧客に対して） 

２．ＡＩによる予測（回帰式）の検証方法の確

立 

[考え方と対応] 

貴重なご意見、ご示唆を頂き、ありがとう

ございます。 

 

 人間と AI の役割分担については技術的に

人の代替可能であると判断される領域と、人

間でなくてはできないと判断される領域があ

り、さらに AI を用いて何をしたいのかという全

体的システム設計により、最終的に決まってく

るものであると考えております。本プロジェクト

は人間と AI が相互作用し、人と AI が共に

進化する AI システムの構築を可能にするこ

とにより、技術的な AI システムの活用の可

能性を広げることを目標として実施して参りま

す。 

 

 また、AI の評価・管理手法はどのようなシ

ステムを構築するかによって最終的に決まる

ため、AI の精度の基準や具体的な評価の

手法は一律に決まるものではなく構築するシ

ステムによって異なるものと考えられます。本プ

ロジェクトでは、その多様な形態に対応するた

めに必要な AI の評価・管理技術の開発

や、そのためのテストベッドを開発することによ

り、実世界で信頼できる AI の評価・管理手

法の確立することを目標として実施して参り

ます。 

 

 その他、本プロジェクトでは研究開発事業

ですので、直接 AI 教育などに関わるもので

はございませんが、今回いただいた御示唆に

ついては、今後の施策検討において参考とさ

せていただきます。 

[反映の有無と反映内容] 

 特になし。 
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  ＡＩによるビッグデータ解析による予測の以下の

課題を避ける為の検証方法の確立 

 （１）対象となる事象の業務知識や原理原則

を知らなくても回帰式を作成できる。（エンドユーザ

から見るとどこまで専門知識が反映されているシステ

ムかわからない） 

 （２）原因となるパラメータが入力データに含ま

れていなくても予測ができてしまう。 

 （３）相関関係を因果関係として推定していな

いか？ 

 （４）外挿手法の妥当性（過去の学習データ

を最もよく近似できる漸化式で未来を予測してもよ

いのか？） 

 （５）データバイアスをどのように避けるのか？ 

 （６）期待されている政策や法則に沿うように

最適化された回帰式に調整されていないか（方

式・重み・初期値・境界値等） 

３．ＡＩ教育をどのように行うのか 

  ＡＩに依存せずにＡＩを使いこなす人材をどの

ように育てるのか？ 

 （１）ＡＩにできることとできないことがあることを

理解させる 

 （２）人間が決めるべき目標や方針、倫理観と

ＡＩに任せてもよいことがあることを理解させる。 

 （３）ＡＩは万能ではなく、間違いや誤りがある

ことを理解させる。 

 （４）ＡＩによる回帰的手法と基本的な学問

や知識、法則を学ぶことの違いや重要性を理解さ

せる。 

 （５）ＡＩシステムは作成者の用い方によって

は人間や社会を誘導できる危険性を理解させる 

 （６）ＡＩシステムを信じ切って頼り、依存する

と人間の主体性を失う危険性があることを理解させ

る。 
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● 特許論文等リスト 

【特許権・意匠権・著作権】 

  出願番号 発明等の名称 
産業財
産権の
種類 

出願日 
(著作権は
登録日) 

出願国 出願人 

1 
PCT/JP2021/
015272 

妊産婦うつ症状の推定システム
および推定方法、推定モデル生
成装置 

特許権 2021.04.13 
ＰＣＴ（全
指定） 

サスメド株式会社 

2 
PCT/JP2021/
016184 

画像生成装置、表示装置、デー
タ変換装置、画像生成 方法、提
示方法、データ変換方法および
プログラム 

特許権 2021.04.21 
ＰＣＴ（全
指定） 

キユーピー株式会社 

3 
PCT/JP2022/
004380 

機械学習装置、機械学習システ
ム、機械学習方法、及び機械学
習プログラム 

特許権 2022.02.04 
ＰＣＴ（全
指定） 

三菱電機株式会社 

4 
PCT/JP2022/
004364 

機械学習装置、熟練行動判定装
置、機械学習方法、及び機械学
習プログラム 

特許権 2022.02.04 
ＰＣＴ（全
指定） 

三菱電機株式会社 

5 
111123000(T
W) 

機械学習装置、機械学習システ
ム、機械学習方法、及び機械学
習プログラム 

特許権 2022.06.21 
TW：台
湾、中華民
国 

三菱電機株式会社 

6 
111127906(T
W) 

機械学習装置、熟練行動判定装
置、機械学習方法、及び機械学
習プログラム 

特許権 2022.07.26 
TW：台
湾、中華民
国 

三菱電機株式会社 

7 2020-135195 

自己抜去発生予測装置、自己抜
去発生予測方法、プログラム、
転倒転落発生予測装置、転倒転
落発生予測方法および医療安全
性向上支援方法 

特許権 2020.08.07 JP：日本国 
サスメド株式会社 
公立大学法人名古屋
市立大学 

8 2020-204956 
情報処理装置、プログラム、及
び情報処理方法 

特許権 2020.12.10 JP：日本国 

国立大学法人山梨大
学 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

9 2020-556531 
患者状況予測装置、予測モデル
生成装置、患者状況予測用プロ
グラムおよび患者状況予測方法 

特許権 2021.02.18 JP：日本国 サスメド株式会社 

10 2021-032097 
ニューラルネットワークシステ
ム、学習制御装置、演算方法、
学習制御方法およびプログラム 

特許権 2021.03.01 JP：日本国 
国立大学法人横浜国
立大学 

11 2021-041855 
演算装置、共通演算設定装置、
演算方法、共通演算設定方法お
よびプログラム 

特許権 2021.03.15 JP：日本国 
国立大学法人横浜国
立大学 

12 2021-96353 
ロボット制御装置、ロボット制
御方法、および、プログラム 

特許権 2021.06.09 JP：日本国 
株式会社国際電気通
信基礎技術研究所 

13 2021-119842 
特徴マップを出力するための機
械学習モデルを作成する方法 

特許権 2021.07.20 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 
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14 2021-166202 
発達支援システム、その制御方
法、プログラム及び促育遊び実
施デバイス 

特許権 2021.10.08 JP：日本国 

国立大学法人電気通
信大学 
株式会社ＣｈｉＣａ
Ｒｏ 

15 2021-182822 
グラフ生成装置、状態予測装
置、グラフ生成方法、状態予測
方法およびプログラム 

特許権 2021.11.09 JP：日本国 
国立大学法人横浜国
立大学 

16 2021-195421 
推定装置、推定方法及びプログ
ラム 

特許権 2021.12.01 JP：日本国 
国立大学法人東京工
業大学 

17 2021-197852 
学習モデル装置、演算装置生産
システム、演算方法、演算装置
生産方法お よびプログラム 

特許権 2021.12.06 JP：日本国 
国立大学法人横浜国
立大学 

18 2022-14011 
システム同定処理方法、システ
ム制御装置、 および、プログラ
ム 

特許権 2022.02.01 JP：日本国 
株式会社国際電気通
信基礎技術研究所 

19 2022-026484 
対話知識作成装置及び対話知識
作成プログラム 

特許権 2022.02.24 JP：日本国 沖電気工業株式会社 

20 2022-027201 
学習方法、学習装置、学習プロ
グラム、制御方法、制御装置、
及び制御プログラム 

特許権 2022.02.24 JP：日本国 

国立大学法人東海国
立大学機構 
国立研究開発法人理
化学研究所 

21 2022-049257 
情報処理方法、情報処理プログ
ラム及び情報処理装置 

特許権 2022.03.25 JP：日本国 学校法人早稲田大学 

22 2021-020476 ロボット 意匠権 2021.09.22 JP：日本国 
株式会社ＣｈｉＣａ
Ｒｏ 

23 2020002130 
QUNOMON：機械学習システム
の品質評価テストベッド（α
版） 

著作権 2020.10.30 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

24 2021000514 
疑似負例を用いた Data-to-text
モデルの学習スクリプト 

著作権 2021.03.12 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

25 2021000794 
ABCI ブートストラップモジュー
ル v20210407.abci 

著作権 2021.05.19 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

26 G210006JP01 rnng-pytorch 著作権 2021.05.28 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

27 G210023JP01 
ABCI ブートストラップモ
ジュール v20210629.abci 

著作権 2021.07.05 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

28 G210047JP01 
KDDCup2021 時系列異常検知プ
ログラム 

著作権 2021.10.04 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

29 G210051JP01 深層音源分離ソフトウェア 著作権 2021.10.27 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

30 G210058JP01 
時系列データの特徴量生成を行
うオートエンコーダに関するプ
ログラム 

著作権 2021.11.05 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

31 G220020JP01 Unlabeled_STM 著作権 2022.02.24 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

32 G220019JP01 STM-FT-CNN_for_sEMG_PR 著作権 2022.02.24 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 
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33 G220028JP01 BioVAE 著作権 2022.03.09 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

34 G220027JP01 DeepEventMine 著作権 2022.03.09 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

35 G220026JP01 
準汎用学習済みモデルを用いた
診断支援デモシステム 

著作権 2022.03.09 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

36 G220052JP01 音声感情と自然性認識 著作権 2022.04.18 JP：日本国 
国立研究開発法人産
業技術総合研究所 

（Patent Cooperation Treaty: 特許協力条約） 
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【論文】 

  年 月 タイトル 
雑誌名・学会名・ 
イベント名等 

発表者 発表者の所属 

1 2020 7 

XGBoost, a Machine Learning 
Method, Predicts Neurological 
Recovery in Patients with Cervi
cal Spinal Cord Injury 

Neurotrauma Repor
ts 

Tomoo Inoue, Dais
uke Ichikawa, Taro 
Ueno, Maxwell Che
ong, Takashi Inoue,
 William D Whetsto
ne, Toshiki Endo, K
uniyasu Nizuma, Te
iji Tominaga 

東北大学、サ
スメド株式会
社 

2 2020 8 
Reliable Probability Forecast of
 Solar Flares: Deep Flare Net-
Reliable (DeFN-R) 

The Astrophysical J
ournal 

N. Nishizuka, Y. Ku
bo, K. Sugiura, M. 
Den, M. Ishii 

NICT, 慶應義
塾大学 

3 2020 9 
An Epistemic Approach to the F
ormal Specification of Statistic
al Machine Learning 

Software and Syste
ms Modeling 

Yusuke Kawamoto 
産業技術総合
研究所 

4 2020 9 
Learning with Contrastive Exa
mples for Data-to-
Text Generation 

Proceeding of the 2
8th International C
onference on Comp
utational Linguistic
s 

上原 由衣 1, 石
垣 達也 1, 青木 花
純 2, 能地 宏 1, 五
島 圭一 3, 小林 一
郎 2, 高村 大也 1, 
宮尾 祐介 4 

1 産総研 人工
知能研究セン
ター 2 お茶の
水女子大学 3 
早稲田大学 4 
東京大学 

5 2020 10 

Multi-
Scale Explainable Feature Lear
ning for Pathological Image An
alysis Using Convolutional Neur
al Networks 

雑誌
名： 2020 IEEE Inte
rnational Conferenc
e on Image Process
ing (ICIP), イベント
名： International C
onference on Imag
e Processing 

上原和樹, 村川正宏, 
野里博和, 坂無英徳 

産業技術総合
研究所 人工知
能研究セン
ター 

6 2020 10 

Business partner selection con
sidering supply-
chain centralities and causalitie
s 

Supply Chain forum
: An International J
ournal 

Hajime Sasaki, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

7 2020 10 

Alleviating the Burden of Labeli
ng: Sentence Generation by Att
ention Branch Encoder-
Decoder Network 

IEEE Robotics and 
Automation Letters 

T. Ogura, A.Magass
ouba, K.Sugiura, T. 
Hirakawa, T.Yamas
hita, H.Fujiyoshi,H. 
Kawai 

NICT,慶應義塾
大学 ,中部大
学 

8 2020 10 

Alleviating the Burden of Labeli
ng: Sentence Generation by Att
ention Branch Encoder-
Decoder Network 

IEEE Robotics and 
Automation Letters 

T. Ogura, A. Magas
souba, K. Sugiura, 
T. Hirakawa, T. Ya
mashita, H. Fujiyos
hi, H. Kawai 

NICT, 慶應義
塾大学, 中部
大学 

9 2020 11 
Which Is More Helpful in Findin
g Scientific Papers to Be Top-

Proceedings of the 
17th International 

Masanao Ochi 1, 
Masanori Shiro 2, 

1 東京大学 2 
産総研 
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cited in the Future: Content or 
Citations? Case Analysis in the 
Field of Solar Cells 2009. 

Conference on Web
 Information Syste
ms and Technologi
es (WEBIST 2021) 

Junichiro Mori 1, 
Ichiro Sakata 1 

10 2020 11 
A Prototype Framework for a Di
stributed Lifelong Learner Mod
el 

28th International 
Conference on Com
puters in Education
 (ICCE2020) 

緒方広明 京都大学 

11 2020 11 

Efficiency or Engagement: Com
parison of Book Recommendati
on Approaches in English Exten
sive Reading 

28th International 
Conference on Com
puters in Education
 (ICCE2020) 

緒方広明 京都大学 

12 2020 11 

Trends of E-Book-
Based English Language Learni
ng: A Review of Journal Publica
tions from 2010 to 2019 

28th International 
Conference on Com
puters in Education
 (ICCE2020) 

緒方広明 京都大学 

13 2020 11 

Modularized Predictive Coding-
Based Online Motion Synthesis
 Combining Environmental Con
straints and Motion-
Capture Data 

IEEE Access Jaepyung Hwang/ 
京都大学
/ATR/ 

14 2020 11 

A Preliminary Consideration to
ward Evidence-
based Consensus Building thro
ugh Human-
Agent Collaboration on Semanti
c Authoring Platform 

Proceedings of the 
15th International 
Conference on Kno
wledge, Informatio
n and Creativity Su
pport System 

Shun Shiramatsu, Y
asunobu Igarashi 

名古屋工業大
学 

15 2020 11 

Factors of the Detective Story a
nd the Extraction of Plot Patter
ns Based on Japanese Detectiv
e Comics 

Journal of the Japa
nese Association fo
r Digital Humanitie
s 

Hajime Murai 
はこだて未来
大学 

16 2020 12 

Building and Evaluation of Clou
d Storage and Datasets Service
s on AI and HPC Converged Infr
astructure 

IEEE Catalog Numb
er: CFP20BGD-ART 

Yusuke Tanimura, 
Shinichiro Takizaw
a, Hirotaka Ogawa, 
Takahiro Hamanish
i 

産業技術総合
研究所 

17 2020 12 
内視鏡画像における病変領域の
あいまいな境界の学習手法 

雑誌名： 電子情報
通信学会技術研究報
告 

河内裕太 1,2, 野里
博和 2, 池田篤史 
1, 坂無英徳 2 

1 筑波大学 2 
産総研 

18 2020 12 
疑似負例を用いた Data-to-Text
モデルの学習 

第 246 回自然言語
処理研究会 

石垣 達也, 上原 由
衣, 能地 宏, 五島 圭
一, 小林 一郎, 宮
尾 祐介, 高村 大也 

産総研 人工知
能研究セン
ター 知識情報
研究チーム 

19 2020 12 

Learning Co-
Occurrence of Laughter and To
pics in Conversational Interacti
ons 

Proceedings of Inte
rnational Conferenc
e on Systems, Man,
 and Cybernetics (S
MC) 

Jokinen Kristiina 1, 
Junpei Zhong 2 

1 産総研 2 
Nottingham 
Trent 
University 
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20 2020 12 
Classifying Sleeping Beauties a
nd Princes Using Citation Rarit
y 

Complex Networks 
& Their Application
s IX  

T. Miura, 
K. Asatani, 
I. Sakata 

東京大学 

21 2020 12 
Primitive Object Grasping for Fi
nger Motion Synthesis 

Computer Graphics
 Forum 

Jaepyung Hwang/G
angrae Park/Il Hon
g Suh /Taesoo Kwo
n 

京都大学
/Hanyang 
University/Re
search Center, 
COGAPLEX, 
South Korea 

22 2021 1 
機械学習システムの品質評価テ
ストベッドの開発 

電子情報通信学
会 ソフトウェアサ
イエンス研究会
(SIG SS) 

成田 顕一郎,秋田 修
孝,岩瀬 優太,仲 強,
渡中 友一,金 京淑,妹
尾 義樹,大岩 寛 

産業技術総合
研究所 

23 2021 1 
機械学習システムの品質評価テ
ストベッドの開発 

電子情報通信学会技
術研究報告 

成田顕一郎、秋田修
孝、岩瀬優太、仲
強、渡中友一、金京
淑、妹尾義樹、大岩
寛 

産業技術総合
研究所 

24 2021 1 

Explainable Feature Embedding
 Using Convolutional Neural Ne
tworks for Pathological Image 
Analysis 

雑誌
名： 2020 25th Inte
rnational Conferenc
e on Pattern Recog
nition (ICPR) 

上原和樹, 村川正宏, 
野里博和, 坂無英徳 

産業技術総合
研究所 人工知
能研究セン
ター 

25 2021 1 
Dialogue Processing and Syste
m Involvement in Multimodal T
ask Dialogues 

Proceedings of the 
1st Robot-
Dial Workshop at IJ
CAI-2020 

Ivana Kruijff-
Korbayova 1,, 
Jokinen Kristiina 2 

1 DFKI 2 産総
研 

26 2021 1 
Cascaded Dialogue Modelling f
or Situated Human-
Robot Interactions 

Proceedings of the 
1st Robot-
Dial Workshop at IJ
CAI-2020 

Jokinen Kristiina 産総研 

27 2021 1 

ALOS-
PALSAR Quad Pol Data and Im
age Archive for Monitoring the 
Earth Environment 

International Symp
osium on Antennas 
and Propagation 
2020 

中村良介, 杉本隆, 
堤千明, 山口芳雄 

産総研 

28 2021 1 

Estimating the time-
varying reproduction number of
 COVID-19 with a state-
space method  

PLOS Computation
al Biology 

Shinsuke Koyama/ 
統計数理研究
所/京都大学
/ATR 

29 2021 1 
Analysis of multimodal features
 for speaking proficiency scorin
g in an interview dialogue 

Proc. The 8th IEEE 
Spoken Language 
Technology Worksh
op (SLT2021) 

Mao Saeki 
Waseda 
University 

30 2021 1 
Possible connection between di
et and microRNA in cancer sce
nario 

Seminars in Cancer
 Biology 

大塚蔵嵩、落谷孝広 
キユーピー株
式会社、東京
医科大学 
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31 2021 1 
Possible connection between di
et and microRNA in cancer sce
nario 

Seminars in Cancer
 Biology 

大塚蔵嵩、落谷孝広 
東京医科大
学、キユー
ピー株式会社 

32 2021 1 

Adaptive process control for cry
stal growth using machine lear
ning for high-
speed prediction: application to
 SiC solution growth 

CrystEngComm  

Y. Dang, C. Zhu, M.
 Ikumi, M. Takaishi,
 W. Yu, W. Huang, 
X. Liu, K. Kutsukak
e, S. Harada, M. Ta
gawa and T. Ujihar
a 

国立大学法人 
東海国立大学
機構 名古屋
大学 

33 2021 2 

MIXTURE of human expertise a
nd deep learning - Developing 
an explainable model for predic
ting 

mexRxiv (Cold Spri
ng Harbor Laborato
ry) 

上紙 航 1, 
Andrey Bychkov 2, 
小笹 睦 1, 上原 和
樹 3, 片岡 健介 4, 
上甲 剛 5, 近藤 康
博 4, 坂無 英徳 3, 
福岡 順也 1 

1 長崎大学 2 
亀田メディカ
ルセンター 3 
産総研 4 公立
陶生病院 5 近
畿中央病院 

34 2021 2 

Identifying potential technologi
cal spin-
offs using hierarchical informati
on in international patent classi
fication 

Technovation 
Hajime Sasaki, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

35 2021 2 
Deep Recurrent Entropy Adapti
ve Model for System Reliability 
Monitoring 

IEEE Transactions 
on Industrial Inform
atics 

Kenji Suzuki 東京工業大学 

36 2021 2 
Geometrical design of a crystal 
growth system guided by a mac
hine learning algorithm 

CrystEngComm 

W. Yu, C. Zhu, Y. Ts
unooka, W. Huang, 
Y. Dang, K. Kutsuk
ake, S. Harada, M. 
Tagawa and T. Ujih
ara 

国立大学法人 
東海国立大学
機構 名古屋
大学 

37 2021 3 
Dynamic Batch Size Tuning bas
ed on Stopping Criterion for Ne
ural Network Training 

Neurocomputing Tomoumi Takase 
産業技術総合
研究所 

38 2021 3 
Recurrent neural network gram
mar の並列化 

言語処理学会 第 27
回年次大会 発表論
文集 

能地 宏 1, 大関洋
平 2 

1 産総研人工
知能研究セン
ター 2 東京大
学大学院 総
合文化研究科 

39 2021 3 
Robust Auditory Functions Bas
ed on Probabilistic Integration 
of MUSIC and CGMM 

IEEE Access 

Yoshiaki Bando 1, 
Yoshiki Masuyama 
1,2, Yoko Sasaki 1, 
Masaki Onishi 1 

1 産総研 2 早
稲田大学 

40 2021 3 
ものづくりにおける産業用ロ
ボットの展開と今後の課題 

システム／制御／情
報: システム制御情
報学会誌 

野田 哲男 大阪工業大学 

41 2021 3 
Distantly Supervised Relation E
xtraction with Sentence Recons

2021 Annual Confer
ence of the North A

Fenia Christopoulo
u 1, 

1 マンチェス
ター大学 2 豊
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truction and Knowledge Base P
riors (Accepted) 

merican Chapter of 
the Association for 
Computational Ling
uistics 

Makoto Miwa 2,3, 
Sophia Ananiadou 
1,3 

田工業大学 3 
産総研 4 

42 2021 3 
3 次元仮想空間を用いた日常生
活行動のナレッジグラフ構築 

人工知能学会研究会
資料 

江上 周作, 西村 悟
史, 福田 賢一郎 

産総研 

43 2021 3 

Variable Compliance Control fo
r Robotic Peg-in-
Hole Assembly: A Deep Reinfor
cement Learning Approach 

Applied Sciences 

Cristian Camilo Bel
tran-Hernandez 1, 
Damien Petit 1, 
Ixchel Georgina Ra
mirez-Alpizar 2, 
Kensuke Harada 1,
2 

1 大阪大学 2 
産総研 

44 2021 3 

An empirical analysis of existin
g systems and datasets toward 
general simple question answer
ing 

Proceedings of the 
28th International 
Conference on Com
putational Linguisti
cs 

Han Namgi 1,2,3, 
Goran Topić 1, 
Hiroshi Noji 1, 
Hiroya Takamura 1,
4, 
Yusuke Miyao 1,5 

1 産総研人工
知能研究セン
ター 2 総合研
究大学院大学 
3 国立情報学
研究所 4 東京
工業大学 5 東
京大学 

45 2021 3 
Operational Solar Flare Predicti
on Model Using Deep Flare Net 

Earth, Planets and 
Space 

N. Nishizuka, Y. Ku
bo, K. Sugiura, M. 
Den, M. Ishii 

NICT, 慶應義
塾大学 

46 2021 3 
分散 PHR とパーソナル AI エー
ジェント 

Precision Medicine 橋田 浩一 理化学研究所 

47 2021 3 
AI 脅威論の正体と人と AI との共
生 

情報通信政策研究 栗原 聡 慶應義塾大学 

48 2021 3 管理工学における人工知能 
オペレーションズリ
サーチ学会誌 

栗原 聡 慶應義塾大学 

49 2021 4 

Determining Partnering Effects 
in the “Rise and Fall” Motion of
 Competitive Waltz by the Use 
of Statistical Parametric Mappi
ng 

BALTIC JOURNAL 
OF SPORT & HEAL
TH SCIENCES 

吉田 康行 1, 
Arunas Bizokas 4, 
Katusha, 
Demidova 4, 中井 
信一 3, 中井 理
恵 3, 西村 拓一 2 

1 産総研 人工
知能研究セン
ター 2 産総研 
人間拡張研究
センター 3 ダ
ンスジャルダ
ン 4 所属なし 

50 2021 4 

PGRA: Projected Graph Relatio
n-
Feature Attention Network for 
Heterogeneous Information Net
work Embedding 

Information Scienc
es 

Nuttapong Chairata
nakul 1, Xin Liu 2, 
Tsuyoshi Murata 1 

1 Tokyo 
Institute of 
Technology 2 
AIST 

51 2021 4 

Hybrid Trajectory and Force Le
arning of Complex Assembly Ta
sks: A Combined Learning Fra
mework 

IEEE Access 

Yan Wang 1, 
Cristian Camilo Bel
tran-Hernandez 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 1,
2 

1 大阪大学 2 
産総研 
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52 2021 4 

An English Picture-
book Recommender System for
 Extensive Reading Using Voca
bulary Knowledge Map 

Proceedings of 11t
h Learning Analytic
s and Knowledge 2
021 (LAK 2021) 

Kensuke Takii, Bre
ndan Flanagan, Hir
oaki Ogata 

京都大学 

53 2021 4 
The 3rd Workshop on Predictin
g Performance Based on the An
alysis of Reading Behavior 

Proceedings of 11t
h Learning Analytic
s and Knowledge 2
021 (LAK 2021) 

Brendan Flanagan, 
Atsushi Shimada, R
witajit Majumdar, 
Hiroaki Ogata 

京都大学 

54 2021 5 
Robotic Imitation of Human Ass
embly Skills Using Hybrid Traje
ctory and Force Learning 

Proceedings of IEE
E International Con
ference on Robotic
s and Automation 

Yan Wang 1, 
Cristian Camilo Bel
tran-Hernandez 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 1,
2 

1 大阪大学 2 
産総研 

55 2021 5 

Dense and influential core pro
motes daily viral information sp
reading in political echo chamb
ers 

Scientific reports 

Kimitaka Asatani, 
Hiroko Yamano, 
Takeshi Sasaki, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

56 2021 5 

SIGVerse: A Cloud-
Based VR Platform for Researc
h on Multimodal Human-
Robot Interaction 

Frontiers in Robotic
s and AI 

Tetsunari Inamura, 
Yoshiaki Mizuchi 

国立情報学研
究所 玉川大学 

57 2021 5 

VR Platform Enabling Crowdso
urcing of Embodied HRI Experi
ments – Case Study of Online R
obot Competition 

Advanced Robotics 
Tetsunari Inamura, 
Yoshiaki Mizuchi, H
iroki Yamada 

国立情報学研
究所 玉川大学 

58 2021 5 

がん診療統合データベースシス
テムの活用：呼吸器外科領域の
NCD 登録データにおける NCD
術式予測可能性の検討 

医療情報学 
鈴木 一洋、市川 太
祐、笠原 あや菜、
小口 正彦 

がん研究会有
明病院、 サス
メド株式会社 

59 2021 6 
咽喉マイクを用いた大語彙音声
認識のための特徴マッピングに
よるデータ拡張と知識蒸留 

情報処理学会論文誌 

鈴木 貴仁 1, 緒
方 淳 2, 綱川 隆
司 1, 西田 昌史 1, 
西村 雅史 1 

1 静岡大学 2 
産総研 

60 2021 6 
Augmented Lineage: Traceabili
ty of Data Analysis Including C
omplex UDFs 

Database and Expe
rt Systems Applicat
ions 

山田真也 1, 2, 北
川博之 1，2, 天笠
俊之 2, 的野晃整 
1 

1 産総研 2 筑
波大学 

61 2021 6 
Rethinking Training Data for Mi
tigating Representation Biases 
in Action Recognition 

Proceedings of the 
IEEE/CVF Conferen
ce on Computer Vis
ion and Pattern Re
cognition 

原 健翔, 石川 裕地, 
片岡 裕雄 

産総研 

62 2021 6 
自然の形成原理による CNN の
学習 

Medical Image Tec
hnology 

片岡 裕雄 1, 山
田 亮佑 1,2, 松本 晟
人 1,3 

1 産総研 2 東
京電機大学 3 
筑波大学 
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63 2021 6 
実世界ロボットの運動–言語の統
合学習と内部表現 

日本ロボット学会誌 尾形哲也 
早稲田大学／
産総研 

64 2021 6 

Large-
scale analysis of delayed recog
nition using sleeping beaty and 
prince 

Applied Network Sc
ience 

Takahiro Miura, 
Kimitaka Asatani, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

65 2021 6 

Integration of human inspectio
n and AI-
based morphological typing of 
PDOs reveals inter-patient 

CANCER SCIENCE 

岡本 拓也 1, 夏
目 康子 1, 戸井 基
道 2, 野里 博和 3, 
岩木 敏幸 3, 山
中 ひとみ 1, 山
本 眞悠子 1, 河
内 洋 1, 野田 哲
生 1, 長山 聡 1, 坂
無 英徳 3, 八尾 良
司 1 

1 がん研究会 
がん研究所 2 
産総研 バイオ
メディカル研
究部門 3 産総
研 人工知能研
究センター 

66 2021 6 
A convolutional neural network 
for estimating synaptic connect
ivity from spike trains 

Scientific Reports 

Daisuke Endo/Ryot
a Kobayashi/Ramo
n Bartolo/BrunoB.A
verbeck/YasuoSug
ase-
Miyamoto/Kazuko 
Hayashi/Kenji Kaw
ano/Barry J.Richmo
nd/Shigeru Shinom
oto 

Kyoto 
Univ./Univ.To
kyo/NIMH/AI
ST/ATR 

67 2021 6 

Corruption Is Not All Bad: Incor
porating Discourse Structure In
to Pre-
Training via Corruption for Essa
y Scoring.  

IEEE/ACM Transac
tions on Audio, Spe
ech, and Language 
Processing 

Farjana Sultana Mi
m, Naoya Inoue, Pa
ul Reisert, Hiroki O
uchi and Kentaro In
ui 

東北大学 

68 2021 7 
Towards representation of daily
 living activities by reusing ICF 
categories 

Lecture Notes in C
omputer Science 

西村 悟史, 福田 賢
一郎 

産総研 人工知
能研究セン
ター 

69 2021 7 

Is Real-
Time Detection based on Proba
bility Map of Bladder Tumor Po
ssible in Clinic Cystoscopy Usin
g Deep Learning? 

雑誌
名： European Urol
ogy Open Science 

Ikeda Atsusi 1, 
Kochi Yuta 2, 
Hirokazu Nosato 2, 
Hiromitsu Negoro 1
, 
Hidenori Sakanashi 
2, 
Masahiro Murakaw
a 2, 
Hiroyuki Nishiyama
 1 

1 University of 
Tsukuba, 
Department of 
Urology 2 
AIRC, AIST 

70 2021 7 
Comparison of Consolidation M
ethods for Predictive Learning 
of Time Series 

IEA/AIE-
2021, Advances an
d Trends in Artificia

Ryoichi Nakajo, and
 Tetsuya Ogata 

Waseda 
University 
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l Intelligence, Lectu
re Notes in Comput
er Science (LNCS) 

71 2021 7 

Unsupervised Abstractive Opini
on Summarization by Generatin
g Sentences with Tree-
Structured Topic Guidance 

Transactions of the
 Association for Co
mputational Linguis
tics  

Masaru Isonuma 1 , 
Junichiro Mori 1, 2 , 
Danushka Bollegal
a 3, Ichiro Sakata 1 

1 東京大学 2 
理研 AIP 3 リ
ヴァプール大
学 

72 2021 7 

A cloud-
based VR platform enabling HR
I experiments in coronavirus pa
ndemic 

IEEE International 
Conference on Adv
anced Robotics and
 Its Social Impacts (
ARSO) 

Tetsunari Inamura, 
Yoshiaki Mizuchi, H
iroki Yamada 

国立情報学研
究所 玉川大学 

73 2021 7 

EFL Vocabulary Learning Using
 a Learning Analytics-based E-
book and Recommender Platfor
m 

Proceedings of the 
21st IEEE Internati
onal Conference on
 Advanced Learning
 Technologies (ICA
LT 2021) 

Kensuke Takii, Bre
ndan Flanagan, Hir
oaki Ogata 

京都大学 

74 2021 7 

ReDrEw: A Learning Analytics 
Enhanced Learning Design of a
 Drawing based Knowledge Org
anization Task 

Proceedings of the 
21st IEEE Internati
onal Conference on
 Advanced Learning
 Technologies (ICA
LT 2021) 

Majumdar R., Yoshi
take D., Flanagan B
., Ogata H 

京都大学 

75 2021 7 
深層学習による医用画像診断支
援 

BIO Clinica  鈴木 賢治 東京工業大学 

76 2021 7 
A Framework of Explanation Ge
neration toward Reliable Auton
omous Robots 

Advanced Robotics 

Tatsuya Sakai,Kazu
ki Miyazawa, Takat
o Horii, Takayuki N
agai 

大阪大学 

77 2021 7 

Temperament estimation of tod
dlers from child–
robot interaction withexplainabl
e artificial intelligence 

Advanced Robotics 
Taiga Sano,Takato 
Horii, Kasumi Abe, 
Takayuki Nagai 

大阪大学 

78 2021 8 
Effective Batching for Recurren
t Neural Network Grammars 

Findings of ACL 
能地 宏 1, 大関洋
平 2 

1 産総研 2 東
京大学 

79 2021 8 
Ethical Issues in Long-
term Social Robot Interactions 

ROMAN-
2021 International 
Robot and Human I
nteractive Commun
ication 

Kristiina Jokinen 1, 
Graham Wilcock 2 

1 産総研 2 
CDM Interact 

80 2021 8 
Neural Full-
Rank Spatial Covariance Analys
is for Blind Source Separation 

IEEE Signal Proces
sing Letters 

Yoshiaki Bando 1,2, 
Kouhei Sekiguchi 2, 
Yoshiki Masuyama 
1,3, 
Aditya Arie Nugrah
a 2, 
Mathieu Fontaine 2

1 産総研 2 理
化学研究所 3 
東京都立大学 
4 京都大学 



 

136 

, 
Kazuyoshi Yoshii 4,
2 

81 2021 8 
Anomalous sound detection usi
ng a binary classification model
 and class centroids 

Proc. EUSIPCO202
1 

I. Kuroyanagi, T. Ha
yashi, K. Takeda, T.
 Toda 

名古屋大学 

82 2021 8 
BPF: An Effective Cluster Boun
dary Points Detection Techniqu
e 

Springer LNCS 134
26 

Vijdan Khalique 1, 
北川博之 1,2 

1 筑波大学 2 
産総研 

83 2021 8 
イベント中心ナレッジグラフに
おけるリンク予測の予測モデル
による違い 

人工知能学会第二種
研究会資料 

鵜飼 孝典 1, 江
上 周作 2, 福田 賢
一郎 2 

1 富士通研究
所 2 産総研 

84 2021 8 
イベント中心ナレッジグラフ埋
め込みにおけるメタデータ表現
モデルの分析 

人工知能学会第二種
研究会資料 

江上 周作 1, 鵜
飼 孝典 1,2, 太田 雅
輝 1, 松下 京群 2, 
川村 隆浩 1,3, 古
崎 晃司 1,4, 福田 賢
一郎 1 

1 産総研 2 富
士通株式会社 
3 農業・食品
産業技術総合
研究機構 4 大
阪電気通信大
学 

85 2021 9 

Mixup gamblers: Learning to ab
stain with auto-
calibrated reward for mixed sa
mples 

Proc. The 30th Inte
rnational Conferenc
e on Artificial Neur
al Networks 

山口 拓海, 村川 正
宏 

産総研 

86 2021 9 
Generating Racing Game Com
mentary from Vision, Language,
 and Structured Data 

Proceedings of The
 14th International 
Conference on Nat
ural Language Gen
eration (INLG 2021
) 

石垣 達也 1, 
Topic Goran 1, 濵
園 侑美  1, 能
地 宏 1, 小林 一
郎 1,2, 宮尾 祐
介 1,3, 高村 大也 1 

1 産総研 2 お
茶の水女子大
学 3 東京大学 

87 2021 9 レーシングゲーム実況生成 
第 250 回自然言語
処理研究会予稿集 

石垣 達也 1 , 
Topic Goran 1, 濵
園 侑美 1,2, 能
地 宏 1,3, 小林 一
郎 1,2, 宮尾 祐
介 1,4, 高村 大也 1 

1 産総研 2 お
茶の水女子大
学 3 
LeapMind 4 
東京大学 

88 2021 9 

Assembly Action Understandin
g from Fine-
Grained Hand Motions, a Multi-
camera and Deep Learning App
roach 

Proceedings of the 
IEEE/RSJ Internatio
nal Conference on I
ntelligent Robots a
nd Systems 2021 

Enrique Coronado 1
, Kosuke Fukuda 2, 
Ixchel G. Ramirez-
Alpizar 3, 
Natsuki Yamanobe 
3, 
Gentiane Venture 1
, Kensuke Harada 2 

1 東京農工大
学 2 大阪大学 
3 産総研 

89 2021 9 
MV-FractalDB: Formula-
driven Supervised Learning for 
Multi-view Image Recognition 

2021 IEEE/RSJ Inte
rnational Conferenc
e on Intelligent Rob
ots and Systems (I
ROS 2021) 

山田 亮佑 1,2, 高
橋 遼 1, 鈴木 亮
太 1,3, 中村 明生 2, 
吉安 祐介 1, 佐

1 産総研 2 東
京電機大学 3 
慶應義塾大学 
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川 立昌 1, 片岡 裕
雄 1 

90 2021 9 
MetaVD: A Meta Video Dataset
 for enhancing human action re
cognition datasets 

Computer Vision an
d Image Understan
ding 

吉川 友也, 重藤 優
太郎, 竹内 彰一 

千葉工業大学 

91 2021 9 
Balanced Softmax Cross-
Entropy for Incremental Learni
ng 

Artificial Neural Net
works and Machine
 Learning  ICANN 2
021 

Quentin Jodelet 1, 
Xin Liu 2, 
Tsuyoshi Murata 1 

1 Tokyo 
Institute of 
Technology 2 
AIST 

92 2021 9 
Assembly Planning by Recogniz
ing a Graphical Instruction Man
ual 

Proceedings of IEE
E/RSJ International
 Conference on Inte
lligent Robots and 
Systems 

Issei Sera 1, 
Natsuki Yamanobe 
2, 
Ixchel Georgina Ra
mirez-Alpizar 2, 
Zhenting Wang 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 1,
2 

1 大阪大学 2 
産総研 

93 2021 9 
Using affordances for assembly
: Towards a complete Craft Ass
embly System 

Proceedings of The
 21th International 
Conference on Con
trol, Automation an
d Systems 

Vitor H. Isume 1, 
Kensuke Harada 1,
2, Weiwei Wan 1, 
Yukiyasu Domae 2 

1 大阪大学 2 
産総研 

94 2021 9 
Discovering Interdisciplinarily S
pread Knowledge in the Acade
mic Literature 

IEEE Access 

Maiko Kamada, 
Kimitaka Asatani, 
Masaru Isonuma, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

95 2021 9 
VocalTurk: Exploring feasibility 
of crowdsourced speaker identi
fication 

INTERSPEECH2021 

Susumu Saito, 
Yuta Ide, 
Teppei Nakano, 
Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 

96 2021 9 

Empowering Reality: The Devel
opment of an ICT4Injury Preve
ntion System to Educate Parent
s While Staying at Home 

Procedia Computer
 Science 

Mikiko Oono1, 2, 
Thassu Srinivasan 
Shreesh Babu3, , 
Yoshifumi Nishida3
, , 
Tatsuhiro Yamanak
a4,2 

1. 産総研 2. 
Safe Kids 
Japan 3. 東工
大 4. 緑園こ
どもクリニッ
ク 

97 2021 9 
GPU-
Accelerated Vertex Orbit Counti
ng for 5-Vertex Subgraphs 

The 32nd Internatio
nal Conference on 
Database and Expe
rt Systems Applicat
ions (DEXA2021) 

菅波柊也, 天笠俊之 筑波大学 

98 2021 9 
Online Optimized Product Quan
tization for Dynamic Database 
Using SVD-Updating 

The 32nd Internatio
nal Conference on 
Database and Expe
rt Systems Applicat
ions (DEXA2021) 

湯川皓太, 天笠俊之 筑波大学 
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99 2021 9 
Brain hierarchy score: Which d
eep neural networks are hierar
chically brain-like?  

iScience  

Soma Nonaka/Kei 
Majima/Shuntaro C
.Aoki/Yukiyasu Ka
mitani 

Kyoto 
Univ./ATR 

100 2021 9 
BERT-
based Tagging Method for Soci
al Issues in Web Articles 

Proceedings of Sixt
h International Con
gress on Informatio
n and Communicati
on Technology: ICI
CT 2021, London, V
olume 1, Springer L
NNS 

Tokutaka Hasegaw
a, Shun Shiramatsu 

名古屋工業大
学 

101 2021 9 

Method for Extracting Cases Re
levant to Social Issues from We
b Articles to Facilitate Public D
ebates 

Proceedings of Sixt
h International Con
gress on Informatio
n and Communicati
on Technology: ICI
CT 2021, London, V
olume 2, Springer L
NNS 

Akira Kamiya, Shun
 Shiramatsu 

名古屋工業大
学 

102 2021 9 

大口径 SiC バルク結晶成長にお
ける主要技術とプロセス・イン
フォマティクスの活用
（（Technologies for large-
diameter SiC crystal growth an
d application of process inform
atics）） 

日本結晶成長学会
誌 48 巻 3 号,2021
年 

宇治原徹・朱燦・角
岡洋介・古庄智明・
鈴木皓己・沓掛健太
朗・高石将輝・郁万
成・黨一帆・磯野
優・竹内一郎・田川
美穂・原田俊太 

国立大学法人 
東海国立大学
機構 名古屋
大学 

103 2021 10 
A Method for Transferring Robo
t Motion Parameters using Fun
ctional Attributes of Parts 

International Symp
osium on Visual Co
mputing(ISVC2021) 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

104 2021 10 

BioVAE: a pre-
trained latent variable language
 model for biomedical text mini
ng 

Bioinformatics 

Hai-Long Trieu 1, 
Makoto Miwa 2, 
Sophia Ananiadou 
3 

1 Artificial 
Intelligence 
Research 
Center (AIRC), 
National 
Institute of 
Advanced 
Industrial 
Science and 
Technology 
(AIST), Japan 
2 Toyota 
Technological 
Institute, 
Japan 3 
National 
Centre for 
Text Mining, 
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University of 
Manchester, 
United 
Kingdom 

105 2021 10 
Describing and Localizing Multi
ple Changes with Transformers 

International Confe
rence on Computer 
Vision (ICCV 2021) 

Qiu Yue 1, 山本 晋
太郎 1,2, 中嶋 航
大 1,3, 鈴木 亮太 1, 
岩田 健司 1, 片
岡 裕雄 1, 佐藤 雄
隆 1 

1 産総研 2 早
稲田大学 3 筑
波大学 

106 2021 10 
Formula-
driven Supervised Learning wit
h Recursive Tiling Patterns 

ICCV 2021 Worksho
p 

片岡 裕雄 1, 松
本 晟人 1,2, 山縣 英
介 3, 山田 亮佑 1,4, 
井上 中順 3, 佐
藤 雄隆 1 

1 産総研 2 筑
波大学 3 東京
工業大学 4 東
京電機大学 

107 2021 10 

Diachronic Linguistic Periodizat
ion of Temporal Document Coll
ections for Discovering Evolutio
nary Word Semantics 

Proceedings of the 
23rd international c
onference on Asian
 Digital Libraries 

Yijun Duan 1, 
Adam Jatowt 2, 
Masatoshi Yoshika
wa 3, Xin Liu 1, 
Akiyoshi Matono 1 

1 産総研 2 
University of 
Innsbruck 3 
京都大学 

108 2021 10 

VirtualHome2KG: Constructing 
and Augmenting Knowledge Gr
aphs of Daily Activities Using Vi
rtual Space 

Proceedings of the 
ISWC 2021 Posters,
 Demos and Industr
y Tracks: From Nov
el Ideas to Industri
al Practice 

江上 周作, 西村 悟
史, 福田 賢一郎 

産総研 

109 2021 10 
Ontologies of action and object
 in home environment towards i
njury prevention 

Proceedings of the 
10th International J
oint Conference on 
Knowledge Graphs 

西村 悟史, 江上 周
作, 鵜飼 孝典, 大
野 美喜子, 北村 光
司, 福田 賢一 郎 

産総研 

110 2021 10 
Enhancing Citation Recommen
dation Using Citation Network 
Embedding 

Scientometrics 

Chanathip Pornpra
sit 1, Xin Liu 2, 
Pattararat Kiattipa
dungkul 1, 
Natthawut Kertkeid
kachorn 2, Kyoung-
Sook Kim 2, 
Thanapon Noraset 
1, Saeed-
Ul Hassan 3, 
Suppawong Tuarob
 1 

1 Mahidol 
University, 
Thailand 2 
AIST 3 
Information 
Technology 
University, 
Pakistan 

111 2021 10 

Spatio-Temporal-
Categorical Graph Neural Netw
orks for Fine-Grained Multi-
Incident Co-Prediction 

CIKM '21: Proceedi
ngs of the 30th AC
M International Co
nference on Inform
ation & Knowledge 
Management 

Zhaonan Wang 1, 
Renhe Jiang 1, 
Zekun Cai 1, 
Zipei Fan 1, 
Xin Liu 2, Kyoung-
Sook Kim 2, 

1 University of 
Tokyo 2 AIST 
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Xuan Song 1, 
Ryosuke Shibasaki 
1 

112 2021 10 
Categorization of mergers and 
acquisitions using transaction n
etwork features 

Research in Interna
tional Business and
 Finance 

Bohua Shao, 
Kimitaka Asatani, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

113 2021 10 

Predicting Apparent Personality
 from Body Language: Benchm
arking Deep Learning Architect
ures for Adaptive Social Human
-Robot Interaction. 

Advanced Robotics. 

Romeo, M. 1, 
Hernandez Garcia, 
D. 2, Han, T. 3, 
Cangelosi, A. 1, 
Jokinen, K 3. 

1 The 
University of 
Manhester 2 
Heriot Watt 
University 3 
産総研 

114 2021 10 

Case Relation Transformer: A C
rossmodal Language Generatio
n Model for Fetching Instructio
ns 

IEEE Robotics and 
Automation Letters 

M. Kambara and K.
 Sugiura 

慶應義塾大学 

115 2021 10 

CrossMap Transformer: A Cros
smodal Masked Path Transfor
mer Using Double Back-
Translation for Vision-and-
Language Navigation 

IEEE Robotics and 
Automation Letters 

A. Magassouba, K. 
Sugiura, and H. Ka
wai 

NICT, 慶應義
塾大学 

116 2021 10 

Target-
dependent UNITER: A Transfor
mer-
Based Multimodal Language C
omprehension Model for Dome
stic Service Robots 

IEEE Robotics and 
Automation Letters 

S. Ishikawa and K. 
Sugiura 

慶應義塾大学 

117 2021 10 

Comorbid insomnia among bre
ast cancer survivors and its pre
diction using machine learning:
 a nationwide study in Japan 

Japanese Journal of
 Clinical Oncology 

Taro Ueno, Daisuke
 Ichikawa, Yoichi S
himizu, Tomomi Na
risawa, Katsunori T
suji, Eisuke Ochi, N
aomi Sakurai, Hiroji
 Iwata, Yutaka J Ma
tsuoka 

National 
Cancer Center 
Japan／Hosei 
Univ.／Cancer 
Solutions／
Aichi Cancer 
Center 
Hospital／
SUSMED, Inc 

118 2021 11 
キャンパスオントロジーに基づ
く異種データ間の相関検出 

電気学会論文誌 C
（電子・情報・シス
テム部門誌） 

塚越 雄登 1, 江
上 周作 1, 清雄一 2, 
田原康之 2, 大須賀
昭彦 2 

1 産総研 人工
知能研究セン
ター 2 電気通
信大学大学院
情報理工学研
究科 

119 2021 11 

Time-
domain Mixup Source Data Aug
mentation of sEMGs for Motion
 Recognition towards Efficient 
Style Transfer Mapping 

EMBC2021 
叶賀卓, 高瀬朝海, 
星野貴行, 麻生英樹 

産総研 
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120 2021 11 
生活の安心安全を支える データ
知識融合 AI 

第 41 回医療情報学
連合大会抄録 

福田 賢一郎 産総研 

121 2021 11 
Unpredictable Attributes in Mar
ket Comment Generation 

Proceedings of the 
35th Pacific Asia C
onference on Lang
uage, Information a
nd Computation 

濵園 侑美 1,2, 石
垣 達也 1, 宮尾 祐
介 1,3, 高村 大也 1, 
小林 一郎 1,2 

1 産総研 2 お
茶の水女子大
学 3 東京大学 

122 2021 11 

A Framework for Constructing 
and Augmenting Knowledge Gr
aph Using Virtual Space: Towar
d Analysis of Daily Activities 

Proceedings of the 
33rd IEEE Internati
onal Conference on
 Tools with Artificia
l 

江上 周作, 西村 悟
史, 福田 賢一郎 

産総研 

123 2021 11 

Cross-
lingual Transfer for Text Classif
ication with Dictionary-
based Heterogeneous Graph 

Findings of the Ass
ociation for Comput
ational Linguistics: 
EMNLP 2021 

Nuttapong Chairata
nakul 1, 
Noppayut Sriwatan
asakdi 2, 
Nontawat Charoen
phakdee 3, 
Xin Liu 4, 
Tsuyoshi Murata 1 

1 Tokyo 
Institute of 
Technology 2 
Asurion Japan 
Holdings G.K. 
3 The 
University of 
Tokyo 4 AIST 

124 2021 11 
Natural Image Reconstruction f
rom fMRI using Deep Learning:
 A Survey 

Frontiers in Neuros
cience 

Zarina Rakhimberdi
na 1, 
Quentin Jodelet 1, 
Xin Liu 2, 
Tsuyoshi Murata 1 

1 Tokyo 
Institute of 
Technology 2 
AIST 

125 2021 11 

Interferometric SAR Processing
 using Whole ALOS/PALSAR D
ata Archive for Measuring the 
Global Surface Deformation 

The 7th Asia-
Pacific Conference 
on Synthetic Apertu
re Radar (APSAR 2
021) 

杉本隆 1, 島田政
信 2, 森下遊 3, 
夏秋嶺 4, 中村良
介 1, 堤千明 1, 
山口芳雄 5 

1 産総研 2 東
京電機大学 3 
国土地理院 4 
東京大学 5 新
潟大学 

126 2021 11 

Active Stereo Method for 3D En
doscopes using Deep-
layer GCN and Graph Represen
tation with Proximity Informatio
n 

2021 43rd Annual I
nternational Confer
ence of the IEEE En
gineering in Medici
ne & Biology Societ
y (EMBC) 

Michihiro Mikamo 
 1, Ryo Furukawa 1, 
Shiro Oka 2 , 
Takahiro Kotachi 2, 
Yuki Okamoto 2, 
Shinji Tanaka 2 Ry
usuke Sagawa 3 Hi
roshi Kawasaki 4 

1 Hiroshima 
City University 
2 Hiroshima 
University 
Hospital 3 
AIST 4 
Kyushu 
University 

127 2021 11 

An ensemble approach to anom
alous sound detection based o
n conformer-
based autoencoder and binary 
classifier incorporated with met
ric learning 

Proc. DCASE 2021 
Workshop 

I. Kuroyanagi, T. Ha
yashi, Y. Adachi, T. 
Yoshimura, K. Take
da, T. Toda 

名古屋大学 

128 2021 11 
On The Use of Gestures in Dial
ogue Breakdown Detection 

Proceedings of the 
Oriental COCOSDA 

森 大
河 1, Jokinen Kristii
na 1, Yasuharu Den
 2 

1 産総研 2 
Chiba 
University 
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129 2021 11 
Modeling Trust and Empathy fo
r Socially Interactive Robots 

Multimodal Agents 
for Ageing and Mult
icultural Societies 

Patrick Gebhard 1, 
Ruth Aylettb 2, 
Ryuichiro Higashin
aka 3 Jokinen Kristi
ina 4, 
Koichiro Yoshino 5, 
Hiroki Tanaka 5 

1 DFKI 2 
Heriot-Watt 
University 3 
Nagoya 
University 4 
産総研 5 Nara 
Institute of 
Science and 
Technology 

130 2021 11 

日常生活におけるリスク状況把
握のための多機関分散データの
統合的利活用による高齢者行動
ライブラリの構築 

第 41 回医療情報学
連合大会抄録 

北村 光司 1, 西田佳
史 2 

1 産総研 2 東
工大 

131 2021 11 
An Intelligent Evaluation Frame
work for Personalized Learning 

Proceedings of the 
29th International 
Conference on Com
puters in Education
(ICCE2021) 

Yang, A., Ogata, H 京都大学 

132 2021 11 

BEKT: Deep Knowledge Tracin
g with Bidirectional Encoder Re
presentations from Transforme
rs 

Proceedings of the 
29th International 
Conference on Com
puters in Education
(ICCE2021) 

Zejie Tian, Guangc
ong Zheng, Brenda
n Flanagan, Jiazhi 
Mi, and Hiroaki Oga
ta 

京都大学 

133 2021 11 
EXAIT: A Symbiotic Explanation
 Education System 

Proceedings of the 
29th International 
Conference on Com
puters in Education
(ICCE2021) 

Flanagan B., Taka
mi K., Takii K., Yilin
g D., Majumdar R. 
and Ogata H. 

京都大学 

134 2021 11 

Identifying Students’ Stuck Poi
nts Using Self-
Explanations and Pen Stroke D
ata in a Mathematics Quiz 

Proceedings of the 
29th International 
Conference on Com
puters in Education
(ICCE2021) 

Ryosuke Nakamoto
, Brendan Flanagan
, Kyosuke Takami, 
Yiling Dai, Hiroaki 
Ogata 

京都大学 

135 2021 11 

Toward Educational Explainabl
e Recommender System: Expla
nation Generation based on Ba
yesian Knowledge Tracing Para
meters 

Proceedings of the 
29th International 
Conference on Com
puters in Education
(ICCE2021) 

Takami, K., Flanaga
n, B., Dai, Y., & Oga
ta, H. 

京都大学 

136 2021 11 
InteLLA: 適応的な質問戦略を有
するスピーキング能力判定会話
エージェント 

人工知能学会研究会
資料 言語・音声理
解と対話処理研究会 

佐伯真於，鈴木駿
吾，松浦瑠希，宮城
琴佳，藤江真也，小
林哲則，松山洋一 

早稲田大学 

137 2021 12 
Qunomon: A FAIR testbed of qu
ality evaluation for machine lea
rning models 

3rd International W
orkshop on Machin
e Learning Systems
 Engineering 

Kenichiro Narita, M
ichitaka Akita, Kyou
ng-
Sook Kim, Yuta Iwa
se, Yuichi Watanak

産業技術総合
研究所 
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a, Takao Nakagawa
, Qiang Zhong 

138 2021 12 
Automatic Naturalness Recogni
tion from Acted Speech Using 
Neural Networks 

Proc. of APSIPA AS
C 2021 

Bagus Tris ATMAJA
 1, Akira SASOU 1, 
Masato AKAGI 2 

1 AIST 2 
JAIST 

139 2021 12 

Simultaneous estimation of pro
jector and camera poses for mu
ltiple oneshot scan using pixel-
wise correspondences estimate
d by U-Nets and GCN 

Special Issue of the
 Computer Method
s in Biomechanics 
and Biomedical Eng
ineering: Imaging &
 Visualization journ
al 

Ryo Furukawa 1, 
Michihiro Mikamo 1
, 
Hiroshi Kawasaki 2, 
Ryusuke Sagawa 3, 
Shiro Oka 4, 
Takahiro Kotachi 4, 
Yuki Okamoto 4, 
Shinji Tanaka 4 

1 Hiroshima 
city university 
2 Kyushu 
Univeristy 3 
AIST 4 
Hiroshima 
university 

140 2021 12 
 Effect of different splitting crit
eria on the performance of spe
ech emotion recognition 

Proc. of IEEE TENC
ON2021 

Bagus Tris ATMAJA
, Akira SASOU 

AIST 

141 2021 12 
Deep Residual Learning with Di
lated Causal Convolution Extre
me Learning Machine 

IEEE Access 佐宗 晃 産総研 

142 2021 12 

Leaping Through Time with Gra
dient-
based Adaptation for Recomme
ndation 

The 36th AAAI Conf
erence on Artificial 
Intelligence (AAAI 2
022) 

Nuttapong Chairata
nakul 1, 
Nguyen Thai Hoang
 1, Xin Liu 2, 
Tsuyoshi Murata 1 

1 Tokyo 
Institute of 
Technology 2 
AIST 

143 2021 12 実況における発話ラベル予測 
情報処理学会 第
251 回自然言語処理
研究会 

上田 佳祐 1 2, 石
垣 達也 1, 小林 一
郎 1 3, 宮尾 祐
介 1 2, 高村 大也 1 

1 産総研 2 東
京大学 3 お茶
の水女子大学 

144 2021 12 
Leveraging Motor Babbling for 
Efficient Robot Learning 

Journal of Robotics 
and Mechatronics 

Kei Kase, Noboru 
Matsumoto, and Te
tsuya Ogata 

Waseda 
University 

145 2021 12 
A system for relation-
oriented faceted search over kn
owledge bases 

International Journ
al of Web Informati
on Systems 

阿曽太郎, 天笠俊之, 
北川博之 

筑波大学 

146 2021 12 
Query Processing over Multiple
 Knowledge Bases and Text Do
cuments 

The 23rd Internatio
nal Conference on I
nformation Integrat
ion and Web Intelli
gence November 2
021  (iiWAS 2021) 

中野茉里香, 天笠俊
之 

筑波大学 

147 2021 12 
A Method for Searching Docum
ents using Knowledge Bases 

The 23rd Internatio
nal Conference on I
nformation Integrat
ion and Web Intelli
gence November 2
021  (iiWAS 2021) 

阿曽太郎, 天笠俊之 筑波大学 
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148 2021 12 
A Dynamic Load-
balancing Method for Distribut
ed RDF Stream 

The 23rd Internatio
nal Conference on I
nformation Integrat
ion and Web Intelli
gence November 2
021  (iiWAS 2021) 

平方俊行, 天笠俊之 筑波大学 

149 2021 12 
Canonical neural networks perf
orm active inference 

Communications Bi
ology 

Takuya Isomura/Hi
deaki Shimazaki/K
arl Friston 

RIKEN/Hokkai
do 
Univ./Univ.Col
legeLonddon 

150 2022 1 
Spatiotemporal Initialization for
 3D CNNs with Generated Moti
on Patterns 

Winter Conference 
on Applications of 
Computer Vision (
WACV 2022) 

片岡裕雄 1, 山縣英
介 2, 原健翔 2, 林
隆介 1,3, 井上中
順 2, 佐藤雄隆 1 

1 産総研 2 東
京工業大学 3 
東京電機大学 

151 2022 1 

Comparing subject-to-
subject transfer learning metho
ds in surface electromyogram-
based motion recognition with 
shallow and deep classifiers 

Neurocomputing 
星野 貴行 1, 叶
賀 卓 1, 椿 真史 1, 
青山 敦 2 

1 産総研 2 慶
應義塾大学 環
境情報学部 

152 2022 1 
高齢者の自立支援介護における
遠隔技術を用いた知識・データ
融合の実践と分析 

情報処理学会論文誌 

吉田 康行 1, 飯
野 なみ 1, 西野 貴
志 1, 齊藤 貴也 2, 
西村 拓一 1 

1 産総研 2 社
会福祉法人 正
吉福祉会 

153 2022 1 
An Adaptive Imitation Learning 
Framework for Robotic Comple
x Contact-Rich Insertion Tasks 

Frontiers in Robotic
s and AI 

Yan Wang 1, 
Cristian Camilo Bel
tran-Hernandez 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 1,
2 

1 大阪大学 2 
産総研 

154 2022 1 
言語モデルの統語構造把握能力
を測定するより妥当な多言語評
価セットの構築 

言語処理学会 第 28
回年次大会 発表論
文集 

神藤 駿介, 能地 宏, 
宮尾 祐介 

産総研 

155 2022 1 

VR and GUI based Human-
Robot Interaction Behavior Coll
ection for Modeling the Subject
ive Evaluation of the Interactio
n Quality 

IEEE/SICE Internati
onal Symposium on
 System Integration 

Yoshiaki Mizuchi, K
ouichi Iwami, Tetsu
nari Inamura 

国立情報学研
究所 玉川大学 

156 2022 1 

Single-
shot dense active stereo with p
ixel-
wise phase estimation based o
n grid-
structure using CNN and corres
pondence estimation using GC
N 

IEEE/CVF Winter C
onference on Appli
cations of Compute
r Vision 

Ryo Furukawa 1, 
Michihiro Mikamo 1
, 
Ryusuke Sagawa 2, 
Hiroshi Kawasaki 3 

1 Hiroshima 
City University 
2 AIST 3 
Kyushu 
University 

157 2022 1 
Attention modulates neural rep
resentation to render reconstru

Communications Bi
ology 

Tomoyasu Horikaw
a/Yukiyasu Kamita
ni 

ATR 
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ctions according to subjective a
ppearance 

158 2022 1 

Implicit contact dynamics mode
ling with explicit inertia matrix r
epresentation for real-
time, model-
based control in physical enviro
nment 

Neural Computatio
n 

Takeshi D.Itoh/Koji
 Ishihara/Jun Mori
moto 

ATR 

159 2022 1 
会話文での自称詞と対称詞の出
現傾向と役割 －話し言葉と書き
言葉での相違から－ 

情報知識学会論文誌 村井 源 
はこだて未来
大学 

160 2022 1 
Graph2vec を用いた世界モデル
の分散表現獲得と他者世界モデ
ルの推定 

日本ロボット学会論
文誌 

境 辰也,堀井 隆
斗, 長井 隆行 

大阪大学 

161 2022 2 
膀胱癌における膀胱内視鏡 AI 診
断 

日本レーザー医学会
誌 

池田篤史 
筑波大学附属
病院 

162 2022 2 
人工知能による内視鏡画像診断
支援プラットフォーム 

日本レーザー医学会
誌 

野里博和 産総研 

163 2022 2 
Can Vision Transformers Learn 
without Natural Images? 

AAAI Conference o
n Artificial Intellige
nce 2022 

中嶋航大 1, 片岡裕
雄 1, 松本晟人 1, 
岩田健司 1, 井上中
順 2, 佐藤雄隆 1 

1 産総研 2 東
京工業大学 

164 2022 2 
Pre-
training without Natural Images 

International Journ
al of Computer Visi
on (IJCV) 

片岡 裕雄 1, 岡
安 寿繁 1, 松本 晟
人 1, 山縣 英介 2, 
山田 亮佑 1, 井
上 中順 2, 中村 明
生 3, 佐藤 雄隆 1 

1 産総研 2 東
京工業大学 3 
東京電機大学 

165 2022 2 

MIXTURE of human expertise a
nd deep learning - Developing 
an explainable model for predic
ting pathological diagnosis and 
survival in patients with intersti
tial lung disease 

Modern Pathology 

Wataru Uegami 1,2, 
Andrey Bychkov 2, 
Mutsumi Ozasa 1, 
Kazuki Uehara 3, 
Kensuke Kataoka 4
, Takeshi Johkoh 5, 
Yasuhiro Kondoh 4, 
Hidenori Sakanashi
 3, 
Junya Fukuoka 1,2 

1 Department 
of Pathology, 
Nagasaki 
University 
Graduate 
School of 
Biomedical 
Sciences, 
Nagasaki, 
Japan. 2 
Department of 
Pathology, 
Kameda 
Medical 
Center, 
Kamogawa, 
Japan. 3 
Artificial 
Intelligence 
Research 
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Center, 
National 
Institute of 
Advanced 
Industrial 
Science and 
Technology, 
Tsukuba, 
Ibaraki, Japan. 
4 Department 
of Respiratory 
Medicine and 
Allergy, Tosei 
General 
Hospital, Seto, 
Japan. 5 
Department of 
Radiology, 
Kansai Rosai 
Hospital, 
Amagasaki, 
Hyogo, Japan. 

166 2022 2 

S3PRL-VC: open-
source voice conversion frame
work with self-
supervised speech representati
ons 

AAAI-22 Workshop 

W.-C. Huang, S.-
W. Yang, T. Hayash
i, H.-
Y. Lee, S. Watanab
e, T. Toda 

名古屋大学 

167 2022 2 

Asymmetric directed functional 
connectivity within the frontopa
rietal motor network during mot
or imagery and execution 

NeuroImage 

Takeshi Ogawa/Hi
deki Shimobayashi/
Jun-
Ichiro Hirayama/M
otoaki Kawanabe 

ATR/Univ.Tok
yo/AIST/RIKE
N 

168 2022 2 
既存作品中の物語の基本パター
ンに基づく物語構造の自動生成 

情報処理学会論文誌 村井 源 
はこだて未来
大学 

169 2022 2 医用画像処理における深層学習 

JMP マガジン
152 先進医療
NAVIGATOR 医療と
AI 最前線 

鈴木 賢治 東京工業大学 

170 2022 2 
Explainable Autonomous Robot
s: A Survey and Perspective 

Advanced Robotics 
Tatsuya Sakai,Taka
yuki Nagai 

大阪大学 

171 2022 3 

A Collaborative Training using 
Crowdsourcing and Neural Net
works on Small and Difficult Im
age Classification Datasets 

SN Computer Scien
ce 

Tomoumi Takase 
産業技術総合
研究所 

172 2022 3 

Explainable Deep Feature Emb
edding using Multiple Instance 
Learning for Pathological Imag
e Analysis 

AAAI Spring Sympo
sium on Machine L
earning and Knowl
edge Engineering f

Kazuki Uehara 1,, 
Wataru Uegami 2,, 
Hirokazu Nosato 1,, 
Masahiro Murakaw

1. National 
Institute of 
Advanced 
Industrial 
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or Hybrid Intelligen
ce (AAAI-MAKE) 

a 1,, 
Junya Fukuoka 2,, 
Hidenori Sakanashi
 1 

Science and 
Technology 
(AIST) 2. 
Nagasaki 
University 
Graduate 
School of 
Biomedical 
Sciences 

173 2022 3 
Feature Mapping of Throat Mic
rophone Considering Speaker I
nformation 

RISP International 
Workshop on Nonli
near Circuits 

Ryoga Murate, Mas
afumi Nishida, Tak
ashi Tsunakawa, M
asafumi Nishimura 

静岡大学 

174 2022 3 
Survey on bimodal speech emo
tion recognition from acoustic a
nd linguistic 

Speech Communic
ation 

Bagus Tris ATMAJA
 1, Akira SASOU 1, 
Masato AKAGI 2 

1 AIST 2 
JAIST 

175 2022 3 
Open Source System Integratio
n Towards Natural Interaction 
with Robots 

HRI'22 Proceedings
 of the 17th ACM/I
EEE International C
onference on Huma
n-
Robot Interaction (
HRI) 

藤井 綺香 , 
Jokinen Kristiina 

産総研 

176 2022 3 
Conversational AI and Knowled
ge Graphs for Social Robot Inte
raction 

Proceedings of the 
17th ACM/IEEE Int
ernational Confere
nce on Human-
Robot Interaction 

Graham Wilcock 1, 
Jokinen Kristiina 2,,  

CDM Interact 
1, 産総研 2, 

177 2022 3 

An Automatic Self-
Explanation Sample Answer Ge
neration with knowledge comp
onent in a Maths Quiz 

Artificial Intelligenc
e in Education (AIE
D2022) 

Ryosuke Nakamoto
, Brendan Flanagan
, Yiling Dai, Kyosuk
e Takami, Hiroaki O
gata 

京都大学 

178 2022 3 

Design of a User-
Interpretable Math Quiz Recom
mender System for Japanese Hi
gh School Students 

Companion Procee
dings of the 12th L
earning Analytics a
nd Knowledge 2022
 (LAK 2022) 

Dai, Y., Flanagan, B
., Takami, K., & Oga
ta, H 

京都大学 

179 2022 3 

Educational Explainable Recom
mender Usage and its Effective
ness in High school Summer Va
cation Assignment 

Proceedings of the 
12th Learning Anal
ytics and Knowledg
e 2022 (LAK 2022) 

Takami, K., Dai, Y., 
Flanagan, B., & Oga
ta, H 

京都大学 

180 2022 3 

Learning Analytics and Evidenc
e-
based K12 Education in Japan:
Usage of Data-
driven Services for Mobile Lear
ning Across Two Years. 

International Journ
al of Mobile Learni
ng and Organisatio
n 

Ogata H., Majumda
r R., Flanagan B., K
uromiya H 

京都大学 
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181 2022 3 
Preliminary Personal Trait Pred
iction from High school Summe
r Vacation e-learning Behavior 

Companion Procee
dings of the 12th L
earning Analytics a
nd Knowledge 2022
 (LAK 2022) 

Takami, K., Flanaga
n, B., Majumdar, R.,
 & Ogata, H 

京都大学 

182 2022 3 
The 4th Workshop on Predictin
g Performance Based on the An
alysis of Reading Behavior 

Companion Procee
dings of the 11th In
ternational Confere
nce on Learning An
alytics and Knowle
dge (LAK22) 

Flanagan, B., Shim
ada, A., Okubo, F., 
Majumdar, R., Li, H.
, & Ogata, H. 

京都大学 

183 2022 3 
Transition Motion Synthesis for
 Object Interaction based on Le
arning Transition Strategies 

Computer Graphics
 Forum 

Hwang Jaepyung/P
ark Gangrae/Kwon 
Taesoo/Ishii Shin 

Kyoto 
Univ./ATR 

184 2022 3 
言い淀みとポーズ位置検出に基
づく第二言語発話の流暢性自動
採点 

日本音響学会 2022
年 春季研究発表会
講演論文集 

松浦瑠希，鈴木駿
吾，佐伯真於，小川
哲司，松山洋一 

早稲田大学 

185 2022 4 

Subject-
transfer framework with unlabe
led data based on multiple dist
ance measures for surface elec
tromyogram pattern recognition 

Biomedical Signal 
Processing and Co
ntrol 

叶賀 卓, 星野 貴行, 
麻生 英樹 

産総研 

186 2022 4 
Cooperative cargo transportatio
n by a swarm of molecular mac
hines 

Science Robotics 葛谷 明紀他 関西大学他 

187 2022 5 
Object Memory Transformer for
 Object Goal Navigation 

IEEE Conference o
n Robotics and Aut
omation 

福島 瑠唯, 太田圭, 
金崎朝子, 佐々木洋
子, 吉安祐介 

産総研、OIST 
東工大 東工大 
産総研 産総研 

188 2022 5 
Simplifying Approach to Node 
Classification with Graph Neur
al Networks 

Journal of Computa
tional Science 

Sunil Kumar Maury
a 1,2, Xin Liu 1, 
Tsuyoshi Murata 2,
1 

1 AIST 2 東京
工業大学 

189 2022 5 

Simulation-
Aided Handover Prediction Fro
m Video Using Recurrent Image
-to-Motion Networks 

IEEE Transactions 
on Neural Network
s and Learning Syst
ems 

Matija MAVSAR/Ba
rry RIDGE/Rok PA
HIC/Jun MORIMOT
O/Ales UDE 

Jožef Stefan 
Institute/ATR 

190 2022 6 
Point Cloud Pre-
training with Natural 3D Struct
ures 

IEEE/CVF Internati
onal Conference on
 Computer Vision a
nd Pattern Recogni
tion (CVPR 2022) 

山田亮佑 1, 片岡裕
雄 1, 千葉直也 2, 
堂前幸康 1, 尾形哲
也 1,2 

1 産総研 2 早
稲田大学 

191 2022 6 
Replacing Labeled Real-
image Datasets with Auto-
generated Contours 

IEEE/CVF Internati
onal Conference on
 Computer Vision a
nd Pattern Recogni
tion (CVPR 2022) 

片岡裕雄 1, 速水
亮 1, 山田亮佑 1, 
中嶋航大 1, 高島空
良 1,2, 
Xinyu Zhang 1,2, 
Edgar Josafat Marti
nez-Noriega 1, 井

1 産総研 2 東
京工業大学 



 

149 

上中順 1,2, 横田理
央 1,2 

192 2022 6 
コンペティションによる協創：
安心安全を守る AI の開発に向け
て 

ヒューマンインタ
フェース学会研究報
告集 

鵜飼 孝典 1, 江
上 周作 1, 大野 美
喜子 1, 北村 光司 1, 
福田 賢一郎 1, 川
村 隆浩 1, 古崎 晃
司 1, 松下京群 2 

1 産総研 2 富
士通研究所 

193 2022 6 
説明生成のための知識グラフ構
築ガイドラインの考察―ナレッ
ジグラフ推論チャレンジを例 

第 36 回人工知能学
会全国大会論文集 

古崎 晃司 1, 江
上 周作 1, 松下京
群 2, 鵜飼 孝典 1, 
川村 隆浩 1 

1 産総研 2 富
士通研究所 

194 2022 6 
Cognitive States and Types of 
Nods 

ELRA (The Europea
n Language Resour
ces Association) 

森 大河 1, 
Jokinen Kristiina 1, 
伝 康晴 2 

1 産総研 2 千
葉大学大学院 
人文科学研究
院 

195 2022 6 
イベント中心知識グラフによる
人間生活を含む環境のサイバー
空間への転写に向けて 

2022 年度 人工知能
学会全国大会（第
36 回） 

福田 賢一郎, 江
上 周作, 鵜飼 孝典, 
森田 武史, 大野 美
喜子, 北村 光司, 
QIU YUE, 原 健翔, 
古崎 晃司, 川村 隆
浩 

産総研 

196 2022 7 

One-
second Boosting: A Simple and 
Cost-
effective Intervention that Pro
motes the Optimal Allocation of
 Cognitive Resources 

Proceedings of the 
Annual Meeting of t
he Cognitive Scienc
e Society (SogSci2
022) 

香川璃奈 1, 白砂
大 3, 池田篤史 2, 
讃岐勝 1, 本田秀
仁 3, 野里博和 4 

1 筑波大学医
学医療系 2 筑
波大学附属病
院 3 追手門学
院大学心理学
部 4 産総研 

197 2022 7 
Dual Cost-
sensitive Graph Convolutional 
Network Learning 

2022 International J
oint Conference on 
Neural Networks (IJ
CNN) Proceedings 

YIJUN DUAN 1, 
Xin Liu 1, 
Adam Jatowt 2, 
Hai-Tao Yu 3, 
Steven Lynden 1, 
Kyoung-
Sook Kim 1, 
Akiyoshi Matono 1 

1 AIST 2 
University of 
Innsbruck 3 
筑波大学 

198 2022 7 
Speech Emotion and Naturalne
ss Recognitions with Multitask 
and Single-task Learnings 

IEEE Access 
Bagus Tris ATMAJA
 1, Akira SASOU 1, 
Masato AKAGI 2 

1 AIST 2 
JAIST 

199 2022 7 

Activity discovery using Dirichle
t multinomial mixture models fr
om discrete sensor data in sma
rt homes 

Personal and Ubiqu
itous Computing 

佐土原 健 産総研 

200 2022 8 

Time Pressure Based Human 
Workload and Productivity Com
patible System for Human-
Robot Collaboration  

2022 IEEE 18th Inte
rnational Conferenc
e on Automation Sc

白倉 尚貴, 高瀬 竜
一, 山野辺 夏樹, 堂
前 幸康, 尾形 哲也 

AIST 
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ience and Engineeri
ng (CASE) 

201 2022 8 
Effects of Data Augmentations 
on Speech Emotion Recognitio
n 

MDPI Sensors 
Bagus Tris ATMAJA
, Akira SASOU 

AIST 

202 2022 8 

Model-
based imitation learning using 
entropy regularization of model 
and policy 

IEEE Robotics and 
Automation Letters 

Eiji Uchibe ATR 

203 2022 9 

Anonymity Can Help Minority: 
A Novel Synthetic Data Over-
sampling Strategy on Multi-
label Graphs 

The proceedings of
 ECML PKDD 2022 

YIJUN DUAN 1, 
Xin Liu 1, 
Adam Jatowt 2, 
Hai-Tao Yu 3, 
Steven Lynden 1, 
Kyoung-
Sook Kim 1, 
Akiyoshi Matono 1 

1 産総研 2 
University of 
Innsbruck 3 
筑波大学 

204 2022   

A style transfer mapping and fi
ne-
tuning subject transfer framew
ork using convolutional neural 
networks for surface electromy
ogram pattern recognition 

2022 IEEE Internati
onal Conference on
 Acoustics, Speech 
and Signal Processi
ng 

叶賀 卓, 星野 貴行, 
多田 充徳 

産総研 

205 2022   

Toward a Holistic Human-
Robot Interaction Model forSoc
iety 5.0 and Industry 5.0, a Syst
ematic ReviewandTaxonomy of 
Human-
Centered and PerformanceMetr
ics 

JOURNAL OF MAN
UFACTURING SYS
TEMS 

Coronado Zuniga E
nriqueLuis 1, 
Takuya Kiyokawa 2
, 
GARCIA RICARDEZ
Alfonso Gustavo 1, 
RamirezAlpizar Geo
rginaIxchel 1, 
Venture Gentiane 1
, 山野辺 夏樹 1 

1 産総研 2 大
阪大学 

206 2022   

One-
second Boosting: A Simple and 
Cost-
effective Intervention for Data 
Annotation in Machine Learnin
g 

Cognitive Science 

香川 璃奈 1, 白
砂 大 2, 池田 篤
史 3, 讃岐 勝 1, 本
田 秀仁 2, 野里 博
和 4 

1 筑波大学 医
学医療系 2 追
手門学院大学 
心理学部 3 筑
波大学附属病
院 4 産総研 

207 2022   

Artificial intelligence for the aut
omated single-
shot assessment of psoriasis s
everity. 

European Academy
 of Dermatology & 
Venereology 

川井 将敬 1, 岡
本 崇 2, 小川 陽
一 2, 川村 龍吉 2, 
島田 眞路 2 

1 山梨大学 医
学部 人体病理
学講座 2 山梨
大学 医学部 
皮膚科学講座 

208 2022   
物体配置を考慮した作業動作に
おける手先位置の早期予測 

精密工学会誌 
清水 南奈子, 秋
月 秀一, 橋本 学 

中京大学 
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【外部発表】 

(a) 学会発表・講演 

  年 月 タイトル 
雑誌名・学会名・
イベント名等 

発表者 発表者の所属 

1 2020 7 
敵対的なセマンティック・ノイ
ズの実行時検知 

情報処理学会・ソ
フトウェア工学研
究会 

中島震 国立情報学研究所 

2 2020 8 
畳み込みニューラルネットワー
クの特徴マップへの
Data Augmentation 適用 

第 23 回画像の認
識・理解シンポジ
ウム 

高瀬朝海（産総
研）,星野貴行（慶
大） 

産業技術総合研究
所 

3 2020 8 

なぜロボットはお茶を持ってき
てくれないのか ～ センサ情報処
理からみた AI ロボットの課
題 ～ 

映像情報メディア
学会情報センシン
グ研究会（IST） 

橋本 学 中京大学 

4 2020 8 
Attention Pairwise Ranking に
よるスキル優劣判定における視
覚的説明と高精度化 

画像の認識・理解
シンポジウム 

高田雅之, 足立浩
規, 平川翼, 山下隆
義, 藤吉弘亘 

中部大学 

5 2020 8 

Deep Q-Network によるロボッ
トの自律移動における
Attention branch による判断根
拠の獲得 

画像の認識・理解
シンポジウム 

丸山祐矢, 平川
翼, 山下隆義, 藤吉
弘亘 

中部大学 

6 2020 8 
Spatial Temporal Attention Gra
ph による関節の重要度と関係性
を考慮した動作認識 

画像の認識・理解
シンポジウム 

白木克俊, 平川
翼, 山下隆義, 藤吉
弘亘 

中部大学 

7 2020 9 
統計的な部分オラクルによるテ
スティング方法 

日本ソフトウェア
科学会大会 

中島震 国立情報学研究所 

8 2020 9 
工業部品の機能的共通性に基づ
くロボット組立て動作生成手法 

第 25 回知能メカ
トロニクスワーク
ショップ
（IMEC2020） 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

9 2020 9 
ABCI 上でのジョブ実行履歴の分
析による深層学習計算の傾向把
握 

第 176 回ハイパ
フォーマンスコン
ピューティング研
究発表会 

滝澤 真一朗, 坂
部 昌久, 谷村 勇
輔, 小川 宏高 

産総研 

10 2020 9 
工業部品に備わる機能情報を用
いたロボットへの動作パラメー
タ転移手法 

2020 年度精密工
学会秋季大会 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

11 2020 9 
講演：「深層学習の判断根拠の
可視化」 

自動車技術会 エレ
クトロニクス部門
委員会 

藤吉弘亘 中部大学 

12 2020 9 オンライン授業を取り巻く環境 
JEPA Web セミ
ナー 

美馬秀樹 東京大学 

13 2020 9 
Decentralized Management an
d Utilization of Personal Data 

SFDI2020: Fourth
 Workshop on Sof
tware Foundation

橋田 浩一 理化学研究所 
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s for Data Interop
erability 

14 2020 9 
次世代の説明できる AI(XAI)と企
業導入のコツ 

(社)日本実装技術
振興協会第 204 回
定例講演会 

長尾 智晴 横浜国立大学 

15 2020 9 
Symbiosis between Human and
 AI in Creative Work, 

The 29th IEEE Int
ernational Confer
ence on Robot & 
Human Interactiv
e Communication 

栗原 聡 慶應義塾大学 

16 2020 9 

Automatic Detection of Disloca
tion contrasts in Birefringence I
mage of SiC Wafers Using Vari
ance Filter Method 

2020 Internationa
l Conference on S
olid State Devices
 and Materials (S
SDM 2020)  

Akira Kawata, Ke
nta Murayama, S
hogo Sumitani, S
hunta Harada 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

17 2020 9 
テレ保育ロボット ChiCaRo と遠
隔保育技術を活用したリモート
調査 

日本赤ちゃん学会
第 20 回学術集
会, ラウンドテー
ブル 1「新型コロ
ナ時代の」発達研
究法について考え
る 

阿部 香澄 電気通信大学 

18 2020 10 
部品の部分的"機能"に基づく人
からロボットへの組立て動作転
移手法の提案 

第 38 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

19 2020 10 
Technology Informatics for inno
vation management: A study of 
nanocarbon applications 

Webinar on mater
ials Science, Engi
neering and Tech
nology  

大知正直 1, 城真
範 2, 森純一郎 1, 
坂田一郎 1 

1 東京大学 2 産
総研 

20 2020 10 
イラスト入り組立説明書を用い
た組立作業シーケンスグラフの
生成 

第 38 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

世良一成 1, 山野
辺夏樹 2, 
Ixchel G. Ramirez
-Alpizar 2, 小山圭
祐 1, 万偉偉 1, 原
田研介 1,2 

1 大阪大学 2 産
総研 

21 2020 10 
Completing Robotic Assembly 
Skills with Force Control via Co
mbined Learning 

第 38 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

Yan Wang 1, 
Cristian Camilo B
eltran-
Hernandez 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 
1,2 

1 大阪大学 2 産
総研 

22 2020 10 

Multi-
Scale Explainable Feature Lear
ning for Pathological Image An
alysis Using Convolutional Neur
al Networks 

雑誌
名： 2020 IEEE In
ternational Confe
rence on Image P
rocessing (ICIP), 
イベント

上原和樹, 村川正
宏, 野里博和, 坂
無英徳 

産業技術総合研究
所 人工知能研究
センター 
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名： International
 Conference on I
mage Processing 

23 2020 10 
Technology Informatics for inno
vation management: A study of 
nanocarbon applications 

Vebleo Fellow Le
cture 2020, Webin
ar on materials Sc
ience, Engineerin
g and Technology 

I.Sakata 東京大学 

24 2020 10 
講演：「AI の視線を可視化して
AI を知る -深層学習の判断根拠
の可視化-」 

玉川大学脳科学研
究所社会神経科学
共同研究拠点研究
会「視覚における
世界と社会の理
解」 

藤吉弘亘 中部大学 

25 2020 10 
Toward Data and Evidence Driv
en Education 

AIVR2020: 4th Int
ernational Confer
ence on Artificial I
ntelligence and Vi
rtual Reality 

緒方広明 京都大学 

26 2020 10 ビッグデータ時代の教育 
滋賀県教育委員会
研修会 

緒方広明 京都大学 

27 2020 10 
Latent brain dynamics estimati
on and deep generative imitatio
n learning 

31st U.S.-
Japan Technology
 Forum 

内部 英治 ATR 

28 2020 10 AI に関する基礎知識 
税関研修所横浜支
所講演会 

長尾 智晴 横浜国立大学 

29 2020 10 
説明できる AI(XAI)と次世代人工
知能の業務への導入方法 

TH 企画セミナー
センター 

長尾 智晴 横浜国立大学 

30 2020 10 AI と創造性 

情報処理学会連続
セミナー 人工知能
技術と人間の思
考・感性 

松原仁 東京大学 

31 2020 10 
AI 革命の最前線と手塚治虫への
挑戦・「TEZUKA2020」の裏側 

福岡 IT フォーラ
ム 

栗原 聡 慶應義塾大学 

32 2020 10 人と AI との共生のあるべき関係 
NVIDIA 
GTC2020 

栗原 聡 慶應義塾大学 

33 2020 10 AI と創造性 

情報処理学会連続
セミナー人工知能
技術と人間の思
考・感性 

松原 仁 東京大学 

34 2020 10 
家庭用サービスロボットの説明
性-人間のパートナーとなるロ
ボットの実現に向けて- 

第 38 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

長井 隆行 大阪大学 

35 2020 11 
Testbed of Quality Managemen
t for Machine-
learning based Products 

Korea-
Japan (Japan-
Korea) Database 
Workshop 2020 

Kyoung-Sook Kim 
産業技術総合研究
所 
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36 2020 11 
ニューラルネットワーク・ソフ
トウェアの頑健性検査 

情報処理学会・ソ
フトウェア工学研
究会 

中島震 国立情報学研究所 

37 2020 11 

Which Is More Helpful in Findin
g Scientific Papers to Be Top-
cited in the Future: Content or 
Citations? Case Analysis in the 
Field of Solar Cells 2009. 

The 17th Internati
onal Conference 
on Web Informati
on Systems and T
echnologies (WE
BIST 2021) 

Masanao Ochi 1, 
Masanori Shiro 2, 
Junichiro Mori 1, 
Ichiro Sakata 1 

1 東京大学 2 産
総研 

38 2020 11 

Spatial Temporal Attention Gra
ph Convolutional Networks wit
h Mechanics-
Stream for Skeleton-
based Action Recognition 

Asian Conference
 on Computer Visi
on 

Katsutoshi Shirak
i, Tsubasa Hiraka
wa, Takayoshi Ya
mashita, Hironob
u Fujiyoshi 

Chubu University 

39 2020 11 
これからの教育の在り方～ＧＩ
ＧＡスクール構想を見据えて～ 

大阪府高槻市教育
委員会研修会 

緒方広明 京都大学 

40 2020 11 
語彙知識マップを用いた多読用
絵本推薦システム 

第 32 回教育学習
支援情報システム
研究発表会
(CLE32) 

緒方広明 京都大学 

41 2020 11 

心的イメージを支える脳の働
き ―夢、想像、注意に関わる心
的イメージの脳情報デコーディ
ング―  

第 21 回日本イ
メージ心理学会大
会 

堀川 友慈 ATR 

42 2020 11 深層強化学習入門  

第 23 回情報論的
学習倫理ワーク
ショップ
(IBIS2020)チュー
トリアル  

内部 英治 ATR 

43 2020 11 

A Preliminary Consideration to
ward Evidence-
based Consensus Building thro
ugh Human-
Agent Collaboration on Semanti
c Authoring Platform 

15th International
 Conference on K
nowledge, Inform
ation and Creativi
ty Support Syste
m 

Shun Shiramatsu,
 Yasunobu Igaras
hi 

名古屋工業大学 

44 2020 11 
説明できる AI(XAI)から人と共に
進化する AI(CAI)へ 

トリケップスセミ
ナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

45 2020 11 
説明できる AI:XAI の実現方法と
業務への AI 導入方法 

情報機構セミナー 長尾 智晴 横浜国立大学 

46 2020 11 
AI 脅威論の正体と人と AI との共
生 

総務省・情報通信
法学研究会 

栗原 聡 慶應義塾大学 

47 2020 11 
Emergent Approach for Symbio
tic Framework in Creative Work 

The 2nd Internati
onal Symposium 
on Symbiotic Intel
ligent Systems 

栗原 聡 慶應義塾大学 
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48 2020 11 
世界初 AI×人間のコラボレー
ション『TEZUKA2020』 

FM-
YOKOHAMA 文化
百貨店 

栗原 聡 慶應義塾大学 

49 2020 11 
世界初 AI×人間のコラボレー
ション『TEZUKA2020』 

FM-
YOKOHAMA 文化
百貨店 

栗原 聡 慶應義塾大学 

50 2020 11 
Progress and Future of Medical
 AI - With Topics from Recent 
National Research Projects - 

3th Meeting of Ja
pan Association o
f Breast Cancer S
creening 

Kenji Suzuki 東京工業大学 

51 2020 11 
ディープ・ラーニングによるス
マート医用画像処理・診断支援 

SAMI2020(第 5 回
Advanced Medica
l Imaging 研究会) 

鈴木 賢治 東京工業大学 

52 2020 11 

Prediction system of CFD simul
ation in solution growth constru
cted by machine learning - Appl
ication for SiC top-
seeded solution growth – 

17th China Intern
ational Forum on 
Solid State Lighti
ng & 2020 Interna
tional Forum on 
Wide Bandgap Se
miconductors (SS
LCHINA&IFWS 20
20)  

Toru Ujihara, Yos
uke Tsunooka, To
moki Endo, Can Z
hu, Shunta Harad
a, Miho Tagawa, 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

53 2020 11 
SiC ウェハ研削におけるデータ
解析と人間 の知見を反映した制
約つきベイズ最適化 

第 49 回結晶成長
国内会議 

中野高志, 土肥龍
錫, 沓掛健太朗, 宇
治原徹 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

54 2020 11 
SiC 昇華法におけるベイズ最適
化を用いた 高品質・高速成長条
件の探索 

第 49 回結晶成長
国内会議 

井上凱喜, 沓掛健
太郎, 原田俊太, 田
川美穂, 宇治原徹  

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

55 2020 11 
SiC 溶液成長における機械学習
を用いた固-液界面形状の時間変
化の推定 

第 49 回結晶成長
国内会議（JCCG-
49） 

高石 将輝 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

56 2020 11 
SiC 溶液成長の最適化における
プロセスイ ンフォマティクスの
活用 

第 49 回結晶成長
国内会議 

宇治原徹 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

57 2020 11 
SiC 結晶成長における機械学習
を用いた 炉内温度分布の予測 

第 49 回結晶成長
国内会議 

吉村太一, 岡野泰
則, 宇治原
徹, Sadik Dost  

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

58 2020 11 
機械学習を用いた SiC 溶液法の
温度・流速分布の次元削減とロ
バスト性評価 

第 49 回結晶成長
国内会議（JCCG-
49） 

磯野 優 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

59 2020 11 
機械学習支援による溶液成長法
を用い た 6 インチ SiC 作製手法
の確立 

第 49 回結晶成長
国内会議 

郁万成, 朱燦, 角岡
洋介, 黄威, 党 一
帆, 原田俊太, 田川
美穂, 宇治原 徹 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

60 2020 11 
説明可能機械学習を用いた
TSSG-SiC 結晶作製時の移動現
象解析 

第 49 回結晶成長
国内会議, 

竹原悠人, 岡野泰
則, 宇治原
徹, Sadik Dost 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 
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61 2020 11 
長時間安定 SiC 溶液成長におけ
る経時変化のシミュレーション
と最適化 

第 49 回結晶成長
国内会議 

党一帆, 朱燦, 幾見
基希, 郁万成, 黄
威, 原田俊太, 田川
美穂, 宇治原 徹, 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

62 2020 11 
テレ保育ロボット ChiCaRo によ
る未来の子育て支援 

白梅学園大学 子ど
も学部子ども学
科 現代子ども学特
別演習 

阿部 香澄 電気通信大学 

63 2020 11 
テレ保育ロボット ChiCaRo によ
る遠隔共同子育てと発達支援シ
ステム 

日本発達神経科学
会 第 9 回学術集
会、シンポジウム
１ ウィズコロナ時
代の子どもの発達
と AI・IoT 技術の
役割 

阿部 香澄 電気通信大学 

64 2020 12 
Market Comment Generation fr
om Data with Noisy Alignments 

The 13th Internati
onal Conference 
on 

濵園 侑美 1,2, 
上原 由衣 2, 能
地 宏 2, 宮尾 祐
介 3,2, 高村 大
也 4.2, 小林 一
郎 1,2 

1 お茶の水女子大
学 2 産業技術総
合研究所 3 東京
大学 4 東京工業
大学 

65 2020 12 
自然の形成原理に基づく 3D 姿
勢ラベル付き多視点画像自動生
成 

ビジョン技術の実
利用ワークショッ
プ（ViEW 2020） 

山田亮佑 1,2, 鈴
木亮太 1, 中村明
生 2, 片岡裕雄 1 

1 産総研 人工知
能研究センター 2 
東京電機大学 

66 2020 12 

Commonsense Knowledge Awa
re Concept Selection fo Diverse
 and Informative Visual Storytel
ling 

AAAI2021 

Hong Chen 1,2, 
Yifei Huang 2, 
Hiroya Takamura 
1, 3, 
Hideki Nakayama
 1,2 

1 産総研 2 東京
大学 3 東京工業
大学 

67 2020 12 
工業部品の機能的対応関係を用
いたロボット動作パラメータ転
移手法 

ビジョン技術の実
利用ワークショッ
プ（ViEW2020） 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

68 2020 12 
ロボットティーチング簡略化の
ための"機能"認識に基づく動作
転移手法 

第 21 回計測自動
制御学会システム
インテグレーショ
ン部門講演会
（SI2020） 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

69 2020 12 
在宅階段手すり型センサを用い
た複数人の高齢者の昇降特性理
解 

第 21 回計測自動
制御学会システム
インテグレーショ
ン部門講演会  

濱田萌 1, 北村光
司 2, 正田孝平 1, 
宮﨑祐介 1, 西田
佳史 1 

1 東京工業大学 2 
産総研 

70 2020 12 

Topology-
based Grasp Detection Avoidin
g Entanglement for Robotic Bin
-picking 

第 21 回システム
インテグレーショ
ン部門講演会 

Xinyi Zhang 1, 
Keisuke Koyama 
1, 
Yukiyasu Domae 
2, Weiwei Wan 1, 

1 大阪大学 2 産
総研 
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Kensuke 
Harada 1,2 

71 2020 12 
Learning Robotic Peg-In-
Hole with Uncertainty Goalsl 

第 21 回システム
インテグレーショ
ン部門講演会 

Cristian Camilo B
eltran-
Hernandez 1, 
Damien Petit 1, 
Ixchel Ramirez 2, 
Kensuke Harada 
1,2 

1 大阪大学 2 産
総研 

72 2020 12 

Building and Evaluation of Clou
d Storage and Datasets Service
s on AI and HPC Converged Infr
astructure 

IEEE Catalog Nu
mber: CFP20BGD
-ART 

Yusuke Tanimura, 
Shinichiro Takiza
wa, 
Hirotaka Ogawa, 
Takahiro Hamani
shi 

産業技術総合研究
所 

73 2020 12 

Learning Co-
Occurrence of Laughter and To
pics in Conversational Interacti
ons 

Proceedings of In
ternational Confe
rence on Systems
, Man, and Cyber
netics (SMC) 

Jokinen Kristiina 
1, Junpei Zhong 2 

1 産総研 2 
Nottingham Trent 
University 

74 2020 12 
内視鏡画像における病変領域の
あいまいな境界の学習手法 

雑誌名： 電子情報
通信学会技術研究
報告 

河内裕太 1,2, 野
里博和 2, 池田篤
史 1, 坂無英徳 
2 

1 筑波大学 2 産
総研 

75 2020 12 
潜在的なトピック構造を捉えた
生成型教師なし意見要約 

情報処理学会 自然
言語処理研究会 

磯沼大 1, 森純一
郎 1,2, ボレガ
ラ ダヌシカ 3, 坂
田一郎 1 

1 東京大学 2 理
研 AIP 3 リヴァ
プール大学 

76 2020 12 
Classifying Sleeping Beauties a
nd Princes Using Citation Rarit
y 

The 9th Internatio
nal Conference o
n Complex Netwo
rks and Their appl
ications (COMPL
EX NETWORKS 2
020) 

T. Miura, 
K. Asatani, 
I. Sakata 

東京大学 

77 2020 12 
『MIMA サーチ』による学術会
議の可視化 

学術会議公開シン
ポジウム「科学的
知見の創出に資す
る可視化 (5)：
ICT ／ビッグデー
タ時代の文理融合
研究を支援する可
視化」 

美馬秀樹 東京大学 

78 2020 12 
ｅ教育サロンを活用したｅラー
ニング改善：ｅ教員での ICT 活
用教材の最適化 

金沢大学先端科
学・社会共創推進
機構開催 

佐藤伸平 
金沢電子出版株式
会社 

79 2020 12 
今だから聞ける AI のことと現場
導入のコツ 

柏崎市 IoT 推進ラ
ボ活動交流会 

長尾 智晴 横浜国立大学 
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80 2020 12 
深層学習と説明できる AI(XAI)の
原理と導入のキーポイント 

日刊工業新聞社セ
ミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

81 2020 12 
AI 時代のイノベーションに求め
られる人材とは 

ワクワクする未来
の実現に向けたオ
ムロンの AI 活用
シンポジウム 

栗原 聡 慶應義塾大学 

82 2020 12 
クエスト構造に注目したロール
プレイングゲームの物語構造分
析手法の提案 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タシンポジウム 

中村 祥吾, 村井 源 はこだて未来大学 

83 2020 12 
創造的作業における人と AI との
共生関係について 

KEIO TECHNO-
MALL 

栗原 聡 慶應義塾大学 

84 2020 12 

物語展開の基本パターンの組み
合わせに基づく構造分析―医療
マンガ『ブラック・ジャック』
を例として― 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タシンポジウム 

村井源 はこだて未来大学 

85 2020 12 
物語自動生成に向けて物語要素
間の関係に着目した神話物語の
構造分析 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タシンポジウム 

吉田 拓海, 村井 源 はこだて未来大学 

86 2020 12 
物語自動生成のための文脈依存
性を考慮した文章表現抽象化 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タシンポジウム 

豊澤 修平, 村井 源 はこだて未来大学 

87 2020 12 自律と創発 
ネオ／サイバネ
ティクス研究会 

栗原 聡 慶應義塾大学 

88 2020 12 
クエスト構造に注目したロール
プレイングゲームの物語構造分
析手法の提案 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2020 論文
集 

中村 祥吾 はこだて未来大学 

89 2020 12 

物語展開の基本パターンの組み
合わせに基づく構造分析―医療
マンガ『ブラック・ジャック』
を例として― 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2020 論文
集 

村井 源 はこだて未来大学 

90 2020 12 
物語自動生成に向けて物語要素
間の関係に着目した神話物語の
構造分析 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2020 論文
集 

吉田 拓海 はこだて未来大学 

91 2020 12 
物語自動生成のための文脈依存
性を考慮した文章表現抽象化 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2020 論文
集 

豊澤 修平 はこだて未来大学 

92 2020 12 
Deep Learning for Medical Ima
ge Processing, Patten Recognit
ion, and Diagnosis 

3rd Artificial Intell
igence and Cloud 
Computing Confe

Kenji Suzuki 東京工業大学 
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rence (AICCC 202
0) 

93 2021 1 
機械学習システムの品質評価テ
ストベッドの開発 

ソフトウェアサイ
エンス研究会 

成田顕一郎、秋田
修孝、岩瀬優太、
仲強、渡中友一、
金京淑、妹尾義
樹、大岩寛 

産業技術総合研究
所 

94 2021 1 
Dialogue Processing and Syste
m Involvement in Multimodal T
ask Dialogues 

Proceedings of th
e 1st Robot-
Dial Workshop at 
IJCAI-2020 

Ivana Kruijff-
Korbayova 1,, 
Jokinen Kristiina 
2 

1 DFKI 2 産総研 

95 2021 1 
Cascaded Dialogue Modelling f
or Situated Human-
Robot Interactions 

Proceedings of th
e 1st Robot-
Dial Workshop at 
IJCAI-2020 

Jokinen Kristiina 産総研 

96 2021 1 

Explainable Feature Embedding
 Using Convolutional Neural Ne
tworks for Pathological Image 
Analysis 

雑誌
名： 2020 25th Int
ernational Confer
ence on Pattern R
ecognition (ICPR) 

上原和樹, 村川正
宏, 野里博和, 坂
無英徳 

産業技術総合研究
所 人工知能研究
センター 

97 2021 1 

ALOS-
PALSAR Quad Pol Data and Im
age Archive for Monitoring the 
Earth Environment 

International Sym
posium on Anten
nas and Propagat
ion 2020 

中村良介, 杉本隆, 
堤千明, 山口芳雄 

産総研 

98 2021 1 
Analysis of multimodal features
 for speaking proficiency scorin
g in an interview dialogue 

The 8th IEEE Spo
ken Language Te
chnology Worksh
op (SLT 2021) 

Mao Saeki 
Waseda 
University 

99 2021 1 深層学習を説明する AI とは？ 
応用脳科学アカデ
ミー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

100 2021 1 
材料プロセス」および計測への
AI/ML 応用について 

日本学術振興会研
究開発専門委員会
「自律型・複合型
AI 先端計測の新し
い価値創造」第
11 回委員会 

沓掛健太朗 理化学研究所 

101 2021 2 

Collaborative Workflow Betwee
n Pathologists and Deep Learni
ng Model to Improve Tumor Cel
lularity Counts 

USCAP 110th Ann
ual meeting 2021 

坂元 太朗 1, 古
川 智偉 1, 吉
田 聡 2, 加島 志
郎 3, 関 来未 2, 
Andrey Bychkov 2
, 福岡 順也 1 

1 長崎大学 大学
院医歯薬学総合研
究科 病理学第二
教室 2 亀田総合
病院 病理診断科 
3 淡路医療セン
ター 病理診断科 

102 2021 2 

Extracting Morphological Featu
res to Differentiate Histological
 Subtypes of Lung Adenocarcin
oma: An Attempt to Improve Di

USCAP 110th Ann
ual meeting 2021 

Kris Lami, 
Richard Attanoos 
, Junya Fukuoka, 
ほか 17 名 

長崎大学、カー
ディフ大学（イギ
リス）等 
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agnostic Accuracy by Using a D
eep Learning Algorithm 

103 2021 2 
人と共に進化する次世代人工知
能に関する技術開発事
業 （NEDO） 

情報処理学会 音声
言語処理研究会 

緒方淳 1, 松山洋
一 2 

1 産総研 2 早稲
田大学 

104 2021 2 
Embedding Human Knowledge 
into Deep Neural Network via A
ttention Map 

16th International
 Joint Conference 
on Computer Visi
on, Imaging and C
omputer Graphics
 Theory and Appli
cations 

Mitsuhara M., Fu
kui H., Sakashita 
Y., Ogata T., Hira
kawa T., Yamashi
ta T. and Fujiyosh
i H. 

Chubu University 

105 2021 2 
Tutorial English AI：人と共に進
化する会話 AI の実現に向かって 

NTT メディアイン
テリジェンス研究
所 招待講演 

松山洋一 早稲田大学 

106 2021 2 
人と共に進化する次世代人工知
能に関する技術開発事業 

情報処理学会 第
135 回音声言語情
報処理研究
会 SIG-SLP 

松山洋一 早稲田大学 

107 2021 2 

【基調講演】企業での可視化の
取り組みを踏まえた、人工知能
と心理学研究のブルーオーシャ
ン 

可視化情報学会ビ
ジュアリゼーショ
ンワークショップ 

韮原祐介 
コグニティブリ
サーチラボ株式会
社 

108 2021 2 
BERT-
based Tagging Method for Soci
al Issues in Web Articles 

6th International 
Congress on Infor
mation and Com
munication Techn
ology 

Tokutaka Hasega
wa, Shun Shirama
tsu 

名古屋工業大学 

109 2021 2 

Method for Extracting Cases Re
levant to Social Issues from We
b Articles to Facilitate Public D
ebates 

6th International 
Congress on Infor
mation and Com
munication Techn
ology 

Akira Kamiya, Sh
un Shiramatsu 

名古屋工業大学 

110 2021 3 
Software Testing with Statistic
al Partial Oracles 

10th SOFL+MSV
L 

中島震 国立情報学研究所 

111 2021 3 

競技社交ダンスにおける
Statistical Parametric Mapping
を用いたライズ＆フォールの
パートナー効果 

第 11 回日本ダン
ス医科学研究会学
術集会 

吉田 康行 1, 
Arunas Bizokas, 
Katusha Demidov
a, 中井 信一 2, 中
井 理恵 2, 西村 拓
一 3 

1 産総研 人工知
能研究センター 2 
ダンス ジャルダ
ン 3 産総研 人間
拡張研究センター 

112 2021 3 
ビデオデータへの日常生活行動
アノテーションのためのオント
ロジー構築 

第 53 回 SWO 研
究会 

西村 悟史, 江上 周
作, 
Julio Cesar Vizcar
raRomero, 福
田 賢一郎 

産総研 人工知能
研究センター 
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113 2021 3 

An empirical analysis of existin
g systems and datasets toward 
general simple question answer
ing 

Proceedings of th
e 28th Internation
al Conference on 
Computational Li
nguistics 

Han Namgi 1,2,3, 
Goran Topić 1, 
Hiroshi Noji 1, 
Hiroya Takamura 
1,4, 
Yusuke Miyao 1,5 

1 産総研人工知能
研究センター 2 
総合研究大学院大
学 3 国立情報学
研究所 4 東京工
業大学 5 東京大
学 

114 2021 3 

科学研究のインパクト予測に向
けた学術文献情報から抽出した
分散表現による特定可能性分
析 (Accepted) 

人工知能学会全国
大会 

大知正直 1, 城真
範 2, 森純一郎 1, 
坂田一郎 1 

1 東京大学 2 産
総研 

115 2021 3 
ABCI 2.0: Renewal of Large-
scale Open AI Computing Infras
tructure 

SupercomputingA
sia (SCA) 2021，
オンライン 

小川 宏高 産総研 

116 2021 3 
3 次元仮想空間を用いた日常生
活行動のナレッジグラフ構築 

第 53 回人工知能
学会セマンティッ
クウェブとオント
ロジー研究会 

江上 周作, 西村 悟
史, 福田 賢一郎 

産総研 

117 2021 3 
トピック文生成による教師なし
意見要約 

言語処理学会年次
大会 

磯沼大 東京大学 

118 2021 3 
国内外のアダプティブドリルシ
ステムの動向調査と一考察 

情報処理学会研究
会報告 

伊藤志帆・中尾教
子・白倉聖也・平
野智紀・緒方広明 

  

119 2021 3 
教育データとラーニングアナリ
ティクス：エビデンスに基づく
教育の実現に向けて 

α×SC2021Q 教
育とスーパーコン
ピュータシンポジ
ウム 

緒方広明 京都大学 

120 2021 3 
国内外のアダプティブドリルシ
ステムの動向調査と一考察 

第３３回教育学習
支援情報システム
研究発表会（ＣＬ
Ｅ３３） 

伊藤志帆・中尾教
子・白倉聖也・平
野智紀・緒方広明 

株式会社内田洋行 

121 2021 3 
「いつでも、どこでも、だれで
も」学習が可能なプラット
フォームの構築 

ポストコロナの未
来構想最終成果発
表会 

美馬秀樹 東京大学 

122 2021 3 
論述への説明性の高いフィード
バック提示に向けたコーパスの
試作 

 言語処理学会第
27 回年次大会 

内藤昭一，澤田慎
太郎，中川智皓，
井之上直也，乾健
太郎 

株式会社リコー，
理化学研究所，大
阪府立大学，
Stony Brook 
University，東北
大学 

123 2021 3 
他者の内部状態を反映したイン
タラクティブなエージェント行
動選択手法の提案 

社会システムと情
報技術研究ウィー
ク（RST2021）・
人工知能学会
DICMAS 研究会枠 

田嶋沙和子，小山
宗三，栗原 聡 

慶應義塾大学 
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124 2021 3 
動的環境下でのエー ジェント行
動選択パラメー タ自動学習方の
提案 

社会システムと情
報技術研究ウィー
ク（RST2021）・
人工知能学会
DICMAS 研究会枠 

下川大樹，吉田直
人，栗原 聡 

慶應義塾大学 

125 2021 3 
物語展開を考慮した自動プロッ
ト生成手法の提案 

社会システムと情
報技術研究ウィー
ク（RST2021）・
情報処理学会・行
動変容と社会シス
テム研究会枠 

日笠敬大，川野陽
慈，栗原 聡 

慶應義塾大学 

126 2021 3 
AFM DNA Image Super Resolut
ion with Deep Learning and 3D 
Simulation Model 

VR 共創環境キッ
クオフシンポジウ
ム 

Hu Xiaoran 
東京工業大学・
（同）分子ロボッ
ト総合研究所 

127 2021 3 
AI 予測同期制御技術を用いて対
象を自然に操作できる VR 共創
環境を目指して 

情報処理学会第
65 回バイオ研究
会 

小長谷 明彦 
（同）分子ロボッ
ト総合研究所 

128 2021 3 
Compressive Auto-
Encoder of Point Clouds with Ir
regular Convolutions 

VR 共創環境キッ
クオフシンポジウ
ム 

Zhang Yuhui 
東京工業大学・
（同）分子ロボッ
ト総合研究所 

129 2021 3 
Perspectives, Knowledge Creati
on and Guiding Experimentatio
n for Molecular Research 

VR 共創環境キッ
クオフシンポジウ
ム 

Gregory Gutmann 
東京工業大学・
（同）分子ロボッ
ト総合研究所 

130 2021 3 
Tensegrity Representation Mod
el for Viscoelastic  

VR 共創環境キッ
クオフシンポジウ
ム 

Arif Pramudwiato
moko 

東京工業大学・
（同）分子ロボッ
ト総合研究所 

131 2021 3 
Tracking Microtubule Groups o
n Gliding Assay Videos 

VR 共創環境キッ
クオフシンポジウ
ム 

Ma Chen 
東京工業大学・
（同）分子ロボッ
ト総合研究所 

132 2021 3 

A Manipulator as an Emulator o
f AFM and its Prototype Operat
ing System in a VR Environmen
t 

分子ロボット VR
共創環境キックオ
フシンポジウム 

近藤 洋隆 関西大学 

133 2021 3 
Nanomechanical DNA Origami 
Devices Suitable for High-
Speed AFM 

分子ロボット VR
共創環境キックオ
フシンポジウム 

葛谷 明紀 関西大学 

134 2021 3 
Molecular Swarm Robot in Real
 Life 

分子ロボット VR
共創環境キックオ
フシンポジウム 

北海道大学   

135 2021 4 
病理診断におけるデジタル化と
人工知能の導入 

第 61 回日本呼吸
器学会学術講演会 

福岡 順也, 上紙 
航 

長崎大学 

136 2021 4 
ディープラーニングが革新する
ロボットの知能化と産業 

AI・人工知能
EXPO 

尾形哲也 
早稲田大学／産総
研 

137 2021 5 
Corner Case Data Description a
nd Detection 

2021 IEEE/ACM 1
st Workshop on A
I Engineering - So

Tinghui Ouyang, 
Vicent Sanz Marc
o, Yoshinao Isobe
, Hideki Asoh, Yut

産業技術総合研究
所 
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ftware Engineerin
g for AI (WAIN) 

aka Oiwa, Yoshiki
 Seo 

138 2021 5 

Perspectives on the Challenges
 of Building, Using, and Comme
rcializing Social Conversational 
Agents for the Silver Economy: 
The Research and Technology 
Perspective 

The Research an
d Technology Per
spective EU Horiz
on2020 

Kristiina Jokinen 

Artificial 
Intelligence 
Research Center 
Data-knowledge 
Integration 
Research Team 

139 2021 5 
Robotic Imitation of Human Ass
embly Skills Using Hybrid Traje
ctory and Force Learning 

Proceedings of IE
EE International C
onference on Rob
otics and Automa
tion 

Yan Wang 1, 
Cristian Camilo B
eltran-
Hernandez 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 
1,2 

1 大阪大学 2 産
総研 

140 2021 5 

Deep Predictive Learning: Real
-
Time Motion Adaptation for Pre
diction Error Minimization 

Workshop on Rob
ot Learning in Re
al-
world Application
s: Beyond Proof o
f Concept, ICRA2
021 

Tetsuya Ogata 
Waseda 
University / AIST 

141 2021 5 

大学全体でラーニングアナリ
ティクスを始めるには？：教育
データ利活用ポリシーの策定に
ついて 

大学教育 ICT 協議
会 CIO 部会 

緒方広明 京都大学 

142 2021 5 
教育データの活用とラーニング
アナリティクス 

帝京大学 TLAC セ
ミナー 

緒方広明 京都大学 

143 2021 5 AI 基礎講座 (株)IHI 社内講義 長尾 智晴 横浜国立大学 

144 2021 5 XAI と業務への AI 導入方法 
TH 企画セミナー
センター 

長尾 智晴 横浜国立大学 

145 2021 5 
小規模データに対する機械学習
の効果的適用法 

トリケップスセミ
ナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

146 2021 5 
With コロナ社会を生き抜くため
には？・～データからの妄想力
とシミュレーション活用～ 

テクノロジーと
マーケティングセ
ミナー ～現場支援
を目的とした技術
情報発信企画～ 

栗原 聡 慶應義塾大学 

147 2021 5 
クエスト構造に注目したロール
プレイングゲームの物語構造と
物語内容分析手法の提案 

情報知識学会第
29 回年次大会 

中村祥吾 はこだて未来大学 

148 2021 5 
因子分析を用いた恋愛小説にお
ける文体的特徴の抽出 

情報知識学会第
29 回年次大会 

白鳥孝幸 はこだて未来大学 

149 2021 5 
神話物語と神話を原型にした現
代物語の構造比較 

情報知識学会第
29 回年次大会 

吉田 拓海 はこだて未来大学 

150 2021 5 
Massive-
Training Artificial Neural Netwo

2021 IEEE 18th In
ternational Symp

Xiang M., Jin Z., a
nd Suzuki K. 

東京工業大学 
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rk (MTANN) with Special Kerne
l for Artifact Reduction In Fast-
Acquisition MRI of the Knee 

osium on Biomedi
cal Imaging (ISBI) 

151 2021 5 

Semantic Segmentation of Live
r Tumor in Contrast-
enhanced Hepatic CT by Using 
Deep Learning with Hessian-
based Enhancer with Small Trai
ning Dataset Size 

2021 IEEE 18th In
ternational Symp
osium on Biomedi
cal Imaging (ISBI) 

Sato M., Jin Z., an
d Suzuki K. 

東京工業大学 

152 2021 5 
機械学習を用いた SiC バルク結
晶成長の高度化 

一般社団法人ワイ
ドギャップ半導体
学会第一回研究会 

宇治原徹 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

153 2021 6 
ラベルなし運用データに対する
コンセプトドリフト適応技術に
関するサーベイ 

人工知能学会全国
大会論文集
（JSAI2021） 

大川佳寛, 小林健
一 

産業技術総合研究
所 

154 2021 6 
生活エピソードオントロジー構
築に向けて ICF の「活動と参
加」からのアプローチ 

2021 年度人工知
能学会全国大会
（第 35 回） 

西村 悟史, 福田 賢
一郎 

産総研 人工知能
研究センター 

155 2021 6 
Rethinking Training Data for Mi
tigating Representation Biases 
in Action Recognition 

SECOND INTERN
ATIONAL WORKS
HOP ON LARGE 
SCALE HOLISTIC 
VIDEO UNDERST
ANDING 

原 健翔, 石川 裕
地, 片岡 裕雄 

産総研 

156 2021 6 
スタジアムにおける大規模群集
の音響イベント分析 

音学シンポジウム
2021 

坂東 宜昭, 大西 正
輝, 内藤 航, 保
高 徹生 

産総研 

157 2021 6 
Target-
Driven Navigation Based on Tra
nsformer 

ロボティクス・メ
カトロニクス 講演
会 2021 

福島 瑠唯, 吉安 祐
介 

法政大学、産総研 
産総研 

158 2021 6 
テクノロジー・インフォマ
ティックスによる科学技術の未
来予測 

日本化学会 産業
交流委員会 R&D
懇話会 

坂田一郎 東京大学 

159 2021 6 

Scopus における
Sleeping Beauty と Prince の大
規模抽出と分野形成に関する研
究 

人工知能学会全国
大会 

三浦 崇寛, 浅谷 公
威, 坂田 一郎 

東京大学 

160 2021 6 
分野横断性を考慮した論文の革
新性評価指標の提案 

人工知能学会全国
大会 

三戸 大輝, 浅谷 公
威, 坂田 一郎 

東京大学 

161 2021 6 
UD を活用して文法把握能力の
高い言語モデルを多言語へ拡張
する 

第 3 回 
Universal Depend
encies 公開研究会 

神藤 駿介 産総研 

162 2021 6 
教育データの利活用による教育
変革～実践知を踏まえた今後の
展望～ 

New Education E
xpo（NEE）2021 
大阪 

緒方広明, 宮部
剛, 内田洋行教育
総合研究所 

京都大学ほか 
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163 2021 6 
教育データの利活用による教育
変革～実践知を踏まえた今後の
展望～ 

New Education E
xpo（NEE）2021 
東京 

緒方広明, 宮部
剛, 芳賀康大, 内田
洋行教育総合研究
所 

京都大学ほか 

164 2021 6 
教育データ活用の仕組みづくり
～各種システムの構築、運用を
通じ～ 

New Education E
xpo（NEE）2021 
東京 

緒方広明, 島田敬
士, 殷成久, 山田政
寛 

京都大学ほか 

165 2021 6 
モデルフリーとモデルベース強
化学習のための非同期並列学習  

第 35 回人工知能
学会全国大会
(JSAI2021)  

内部 英治 ATR 

166 2021 6 
少ない学習でもうまくいく機械
学習の適用方法 

サイエンス＆テク
ノロジーセミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

167 2021 6 
深層学習と説明できる AI(XAI)原
理と導入のキーポイント 

日刊工業新聞社セ
ミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

168 2021 6 

With コロナ社会を生き抜くため
の「データからの妄想力」と
「シミュレーションの活用」の
すすめ 

コムシス情報シス
テム・セミナー 

栗原 聡 慶應義塾大学 

169 2021 6 
他者の内部状態を考慮した行動
選択ネットワーク 

第 35 回人工知能
学会全国大会 

田嶋沙和子，小山
宗三，栗原聡 

慶應義塾大学 

170 2021 6 
動的で複雑な環境におけるエー
ジェントの行動生成 

第 35 回人工知能
学会全国大会 

下川大樹，吉田直
人，栗原聡 

慶應義塾大学 

171 2021 6 
登場人物を考慮したプロット生
成システムの提案 

第 35 回人工知能
学会全国大会 

日笠敬大，川野陽
慈，栗原聡 

慶應義塾大学 

172 2021 6 
経験情報に基づいた行動可否
ネットワークの生成 

第 35 回人工知能
学会全国大会 

加藤慶彦，吉田直
人，小山宗三，栗
原聡 

慶應義塾大学 

173 2021 6 
少年漫画の登場人物の人数と役
割の計量的分析 

人工知能学会年次
大会 

斉藤 勇璃 はこだて未来大学 

174 2021 6 
星新一のショートショートにお
けるオチを含むプロットの自動
生成 

人工知能学会年次
大会 

豊澤 修平 はこだて未来大学 

175 2021 6 
物語展開の基本パターンへの分
解と再構成に基づく物語構造の
自動生成手法の提案 

人工知能学会年次
大会 

村井 源 はこだて未来大学 

176 2021 6 
Artificial intelligence for medica
l image diagnosis 

KES International
 Conference on In
novation in Medic
ine and Healthcar
e (KES-InMed-
21) 

Kenji Suzuki 東京工業大学 

177 2021 6 
ロボット学習のその先にあるも
のとは？ ～自律ロボットの説
明性という視点～ 

NVIDIA AI DAYS 長井 隆行 大阪大学 

178 2021 6 
重要状態抽出による自律エー
ジェントの説明性：連続状態空
間への拡張 

2021 年度人工知
能学会全国大会
（第 35 回） 

境 辰也,波田 侑
大, 宮澤 和貴, 堀
井 隆斗, 長井 隆行 

大阪大学 
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179 2021 7 
COVID-
19 and biased information diss
emination on Twitter 

第 12 回ソーシャ
ルコンピューティ
ングシンポジウム 

Gefei Li, Yijun Du
an, Taehoon Kim,
 Kyoungsook Kim 

産業技術総合研究
所 

180 2021 7 
ニューラルネットワーク学習に
おける特徴の組み合わせを利用
した新しい Mixup 手法の提案 

第 24 回画像の認
識・理解シンポジ
ウム（MIRU） 

高瀬朝海 
産業技術総合研究
所 

181 2021 7 
作業者情報に注目した機械学習
モデル比較可視化手法 

第 24 回画像の認
識・理解シンポジ
ウム（MIRU） 

宮城優里, 大西正
輝 

産業技術総合研究
所 

182 2021 7 

Is Real-
Time Detection based on Proba
bility Map of Bladder Tumor Po
ssible in Clinic Cystoscopy Usin
g Deep Learning? 

学会
名： 36th Annual 
EAU Congress (E
AU21) 

Ikeda Atsusi 1, 
Kochi Yuta 2, 
Hirokazu Nosato 
2, 
Hiromitsu Negoro
 1, 
Hidenori Sakanas
hi 2, 
Masahiro Muraka
wa 2, 
Hiroyuki Nishiya
ma 1 

1 University of 
Tsukuba, 
Department of 
Urology 2 AIRC, 
AIST 

183 2021 7 
Towards representation of daily
 living activities by reusing ICF 
categories 

23RD INTERNATI
ONAL 

西村 悟史, 福田 賢
一郎,  

産総研 人工知能
研究センター 

184 2021 7 
Comparison of Consolidation M
ethods for Predictive Learning 
of Time Series 

IEA/AIE-
2021, Advances a
nd Trends in Artifi
cial Intelligence, L
ecture Notes in C
omputer Science 
(LNCS) 

Ryoichi Nakajo, a
nd Tetsuya Ogata 

Waseda 
University 

185 2021 7 
深層学習によるロボット知能の
革新 

市村賞受賞記念
フォーラム 2021 

尾形哲也 
早稲田大学／産総
研 

186 2021 7 

A cloud-
based VR platform enabling HR
I experiments in coronavirus pa
ndemic 

IEEE International
 Conference on A
dvanced Robotics
 and Its Social Im
pacts (ARSO) 

Tetsunari Inamur
a, Yoshiaki Mizuc
hi, Hiroki Yamada 

国立情報学研究所 
玉川大学 

187 2021 7 DX による教育変革 
ICT コンソーシア
ム京都総会 

緒方広明 京都大学 

188 2021 7 
ラーニングアナリティクスと高
等教育 DX 

日本工学教育協会 緒方広明 京都大学 

189 2021 7 
ラーニング・アナリティクス研
究の最新動向 

東北大学大学院情
報学研究科ラーニ
ングアナリティク
ス研究センター・
キックオフシンポ
ジウム 

緒方広明 京都大学 
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190 2021 7 教育データの利活用 群馬県教育委員会 緒方広明 京都大学 

191 2021 7 
教育データに関して － オンライ
ン教育と人工知能技術の活用 － 

Ed-AI 研究会第一
回 Ed-AI 教育デー
タ WG（WG3） 

美馬秀樹 京都大学 

192 2021 7 
IHI プロジェクト Change 特別講
座：IoT・AI 

(株)IHI 社内講座 長尾 智晴 横浜国立大学 

193 2021 7 MOL AI 応用講座 
(株)商船三井社内
講座 

長尾 智晴 横浜国立大学 

194 2021 7 
材料作製・評価への機械学習を
用いた最適化の適用と課題 

解析・設計の代替
モデリング研究会
第 3 回研究会 

沓掛健太朗 理化学研究所 

195 2021 8 
AI robustness analysis with con
sideration of corner cases 

AITest 2021 : The
 IEEE Third Intern
ational Conferenc
e On Artificial Inte
lligence Testing 

Tinghui Ouyang, 
Yoshinao Isobe, V
icent Sanz Marco,
 Jun Ogata, Yoshi
ki Seo, Yutaka Oi
wa 

産業技術総合研究
所 

196 2021 8 
Ethical Issues in Long-
term Social Robot Interactions 

30th IEEE Interna
tional Conference
 on I organizer IE
EE 

Kristiina Jokinen 
1, 
Graham Wilcock 
2 

1 産総研 2 CDM 
Interact 

197 2021 8 
Activity recognition の精度向上
を目指した primitive action set
の検討 

パターン認識・メ
ディア理解研究会
（PRMU） 

西村 悟史, 江上 周
作, 福田 賢一郎 

産総研 

198 2021 8 
実世界に埋め込まれる人間中心
の人工知能技術と医療診断支援 

日本デジタルパソ
ロジー研究
会 2021 総会 

坂無 英徳 産総研 

199 2021 8 
判断根拠図鑑に基づく解釈可能
AI による病理画像診断支援 

第 19 回日本デジ
タルパソロジー・
AI 研究会総会 

上原 和樹 1, 上
紙 航 2, 野里 博
和 1, 福岡 順也 2, 
坂無 英徳 1 

1 産総研 2 長崎
大学 

200 2021 8 
病理医と人工知能の協調による
間質性肺炎の病理組織解析の試
み 

第 19 回日本デジ
タルパソロジー・
AI 研究会総会 

上紙 航, 福岡 順也 長崎大学 

201 2021 8 
Patch TCGA for the Large Clas
sification Benchmark of Pathol
ogical Images 

第 19 回日本デジ
タルパソロジー・
AI 研究会総会 

川井将敬 山梨大学 

202 2021 8 
Anomalous sound detection usi
ng a binary classification model
 and class centroids 

Proc. EUSIPCO20
21 

I. Kuroyanagi, T. 
Hayashi, K. Taked
a, T. Toda 

名古屋大学 

203 2021 8 
BPF: An Effective Cluster Boun
dary Points Detection Techniqu
e 

DEXA2022 
Vijdan Khalique 1
, 北川博之 1,2 

1 筑波大学 2 産
総研 

204 2021 8 
イベント中心ナレッジグラフに
おけるリンク予測の予測モデル
による違い 

第 57 回人工知能
学会セマンティッ
クウェブとオント
ロジー研究会 

鵜飼 孝典 1, 江
上 周作 2, 福田 賢
一郎 2 

1 富士通研究所 2 
産総研 
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205 2021 8 
イベント中心ナレッジグラフ埋
め込みにおけるメタデータ表現
モデルの分析 

第 57 回人工知能
学会セマンティッ
クウェブとオント
ロジー研究会 

江上 周作 1, 鵜
飼 孝典 1,2, 太
田 雅輝 1, 松下 京
群 2, 川村 隆
浩 1,3, 古崎 晃
司 1,4, 福田 賢一
郎 1 

1 産総研 2 富士
通株式会社 3 農
業・食品産業技術
総合研究機構 4 
大阪電気通信大学 

206 2021 8 
教育データの利活用による教育
DX 

山口県教育庁教員
対象セミナー 

緒方広明 京都大学 

207 2021 8 
教育データの利活用による教育
革新 

キャンパス・コン
ソーシアム函館 

緒方広明 京都大学 

208 2021 8 
セマンティックオーサリングに
基づく議論の構造化とファシリ
テーション手法の検討 

人工知能学会 第
54 回セマン
ティックウェブと
オントロジー研究
会 

白松俊, 小野地光
弘, 末永彩羽 

名古屋工業大学 

209 2021 8 Humanity X.0 における共生創発 

AIX セミナー日経
星新一賞に挑
戦！・AI を使って
小説をかいてみよ
う！ 

栗原 聡 慶應義塾大学 

210 2021 8 
実際の材料プロセス実験への機
械学習応用とその課題 

第 139 回フロン
ティア材料研究所
学術講演会 

沓掛健太朗 理化学研究所 

211 2021 8 
これからのロボットに必要なも
のとは？ ～自律ロボットの説明
性という視点～ 

関西ロボットワー
ルド 2021 

長井隆行 大阪大学 

212 2021 9 
機械学習モデルの品質保証・評
価のための作業者情報比較可視
化手法 

第 49 回可視化情
報シンポジウム 

宮城優里, 大西正
輝 

産業技術総合研究
所 

213 2021 9 
機械学習品質マネジメントガイ
ドライン 策定と標準化の取り組
み 

JEITA 認識形入力
方式標準化専門委
員会 

大岩寛 
産業技術総合研究
所 

214 2021 9 
Augmented Lineage: Traceabili
ty of Data Analysis Including C
omplex UDFs 

The 32nd Internat
ional Conference 
on Database and 
Expert Systems A
pplications (DEXA
2021) 

山田真也 1, 2, 
北川博之 1，2, 
天笠俊之 2, 的野
晃整 1 

1 産総研 2 筑波
大学 

215 2021 9 

Mixup gamblers: Learning to ab
stain with auto-
calibrated reward for mixed sa
mples 

The 30th Internati
onal Conference 
on Artificial Neura
l 

山口 拓海, 村川 正
宏 

産総研 

216 2021 9 
物体配置を用いた作業動作の早
期予測 

精密工学会 IAIP
サマーセミナー
2021 

清水 南奈子, 秋
月 秀一, 橋本 
学 

中京大学 
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217 2021 9 
Generating Racing Game Com
mentary from Vision, Language,
 andStructured Data 

Proceedings of T
he 14th Internatio
nal Conference o
n Natural Langua
ge Generation (IN
LG 2021) 

石垣 達也 1, 
Topic Goran 1, 濵
園 侑美  1, 能
地 宏 1, 小林 一
郎 1,2, 宮尾 祐
介 1,3, 高村 大
也 1 

1 産総研 2 お茶
の水女子大学 3 
東京大学 

218 2021 9 
MV-FractalDB: Formula-
driven Supervised Learning for 
Multi-view Image Recognition 

2021 IEEE/RSJ Int
ernational Confer
ence on Intelligen
t Robots and Syst
ems (IROS 2021) 

山田 亮佑 1,2, 高
橋 遼 1, 鈴木 亮
太 1,3, 中村 明
生 2, 吉安 祐介 1, 
佐川 立昌 1, 片
岡 裕雄 1 

1 産総研 2 東京
電機大学 3 慶應
義塾大学 

219 2021 9 レーシングゲーム実況生成 
第 250 回自然言語
処理研究会予稿集 

石垣 達也 1 , 
Topic Goran 1, 濵
園 侑美 1,2, 能
地 宏 1,3, 小林 一
郎 1,2, 宮尾 祐
介 1,4, 高村 大
也 1 

1 産総研 2 お茶
の水女子大学 3 
LeapMind 4 東京
大学 

220 2021 9 
深層フルランク空間相関分析に
基づくブラインド音源分離 

日本音響学
会 2021 秋季研究
発表会 

坂東 宜昭 1,2, 関
口 航平 2, 
Aditya Arie Nugra
ha 2, 
Mathieu Fontaine
 2, 吉井 和佳 3,2 

1 産総研 2 理化
学研究所 3 京都
大学 

221 2021 9 

Assembly Action Understandin
g from Fine-
Grained Hand Motions, a Multi-
camera and Deep Learning App
roach 

IEEE/RSJ Internat
ional Conference 
on Intelligent Rob
ots and Systems 
2021 (IROS) 

Enrique Coronado
 1, 
Kosuke Fukuda 2, 
Ixchel G. Ramirez
-Alpizar 3, 
Natsuki Yamanob
e 3, 
Gentiane Venture
 1, 
Kensuke Harada 
2 

1 東京農工大学 2 
大阪大学 3 産総
研 

222 2021 9 
TUR-BT の治療成績向上に向け
た AI 開発 

第 86 回日本泌尿
器科学会東部総会 

池田篤史 1, 野里
博和 2 

1 筑波大学附属病
院 2 産総研 

223 2021 9 

Simultaneous estimation of pro
jector and camera poses for mu
ltiple oneshot scan using pixel-
wise correspondences estimate
d by U-Nets and GCN 

Joint Workshop o
n Augmented Env
ironments for Co
mputer-
Assisted Intervent
ions (AE-
CAI), Computer A
ssisted and Robot
ic Endoscopy (CA

Ryo Furukawa 1, 
Michihiro Mikamo
 1, 
Hiroshi Kawasaki 
2, 
Ryusuke Sagawa 
3, Shiro Oka 4, 
Takahiro Kotachi 
4, 

1 Hiroshima city 
university 2 
Kyushu 
Univeristy 3 AIST 
4 Hiroshima 
university 
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RE), and OR 2.0 C
ontext Aware Ope
rating Theaters (
OR2.0) 

Yuki Okamoto 4, 
Shinji Tanaka 4 

224 2021 9 
Balanced Softmax Cross-
Entropy for Incremental Learni
ng 

The 30th Internati
onal Conference 
on Artificial Neura
l Networks 

Quentin Jodelet 1, 
Xin Liu 2, 
Tsuyoshi Murata 
1 

1 Tokyo Institute 
of Technology 2 
AIST 

225 2021 9 
Assembly Planning by Recogniz
ing a Graphical Instruction Man
ual 

Proceedings of IE
EE/RSJ Internatio
nal Conference o
n Intelligent Robo
ts and Systems 

Issei Sera 1, 
Natsuki Yamanob
e 2, 
Ixchel Georgina R
amirez-Alpizar 2, 
Zhenting Wang 1, 
Weiwei Wan 1, 
Kensuke Harada 
1,2 

1 大阪大学 2 産
総研 

226 2021 9 
Using affordances for assembly
: Towards a complete Craft Ass
embly System 

Proceedings of T
he 21th Internatio
nal Conference o
n Control, Automa
tion and Systems 

Vitor H. Isume 1, 
Kensuke Harada 
1,2, 
Weiwei Wan 1, 
Yukiyasu Domae 
2 

1 大阪大学 2 産
総研 

227 2021 9 
深層学習を用いたロボット動作
生成におけるアクションラベル
の活用 

日本ロボット学会
第 39 回学術講演
会 

内海力郎, 加瀬敬
唯, 尾形哲也 

早稲田大学 

228 2021 9 

疑似リハーサルを利用したモー
ターバブリングとタスクの逐次
学習手法によるロボット動作学
習 

日本ロボット学会
第 39 回学術講演
会 

舘石藍, 加瀬敬
唯, 尾形哲也 

早稲田大学 

229 2021 9 
Toward Embodied Intelligence 
with Predictive Learning – Fro
m Data to Experiences 

Workshop on Se
mantic Policy and
 Action Represent
ations for Autono
mous Robots, IRO
S2021 

Tetsuya Ogata 
Waseda 
University / AIST 

230 2021 9 
距離学習を導入した二値分類モ
デルによる異常音検知 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

畔栁 伊吹, 林 知
樹, 武田 一哉, 戸
田 智基 

名古屋大学 

231 2021 9 
言語表現の制御を可能とする
TTS 実現に向けた VAE によるテ
キスト発話スタイル変換 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

吉岡 大貴, 戸田 智
基 

名古屋大学 

232 2021 9 
VocalTurk: Exploring feasibility 
of crowdsourced speaker identi
fication 

INTERSPEECH20
21 

Susumu Saito, 
Yuta Ide, 
Teppei Nakano, 
Tetsuji Ogawa 

早稲田大学 
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233 2021 9 
VocalTurk：クラウドソーシン
グを用いた話者照合の性能調査 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

斎藤奨，井手悠
太，中野鐵兵，小
川哲司 

早稲田大学 

234 2021 9 

在宅手すり型二軸力センサと
RGBD カメラを用いた高齢者の
階段昇降時の身体保持特性と姿
勢の運動学的分析 

第 39 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

濱田萌 1, 北村光
司 2, 西田佳史 1,2 

1 東工大 2 産総
研 

235 2021 9 
保育所適合型見守り支援を可能
にする疫学と現場観察双方から
の事故状況分析 

第 39 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

田島怜奈 1, 尾崎
正明 1, 内山瑛美
子 1, 西田佳史 1,2 

1 東工大 2 産総
研 

236 2021 9 
It is Time to Laugh: Discovering
 Specific Contexts for Laughter 
with Attention Mechanism 

2021 IEEE 4th Int
ernational Confer
ence on Informati
on Systems and C
omputer Aided Ed
ucation (ICISCAE) 

Kaibin Xu 1, Jokin
en Kristiina 2, Jun
pei Zhong 3 

Lanzhou 
University of 
Technology 
Gansu 1, 産総研 
2, The Hong Kong 
Polytechnic 
University 3 

237 2021 9 
GPU-
Accelerated Vertex Orbit Counti
ng for 5-Vertex Subgraphs 

The 32nd Internat
ional Conference 
on Database and 
Expert Systems A
pplications (DEXA
2021) 

菅波柊也, 天笠俊
之 

筑波大学 

238 2021 9 
Online Optimized Product Quan
tization for Dynamic Database 
Using SVD-Updating 

The 32nd Internat
ional Conference 
on Database and 
Expert Systems A
pplications (DEXA
2021) 

湯川皓太, 天笠俊
之 

筑波大学 

239 2021 9 
学生の学習ログを可視化するア
クティブリーディングダッシュ
ボードの設計と評価 

第 46 回教育シス
テム情報学会全国
大会 

近藤大翔, 緒方広
明, Rwitajit MAJU
MDAR 

京都大学 

240 2021 9 
教育ビッグデータを用いた知識
マップの作成とアダプティブ英
語学習環境の構築 

第 46 回教育シス
テム情報学会全国
大会 

滝井健
介, Brendan Flana
gan, 緒方広明 

京都大学 

241 2021 9 
Computationally affordable hier
archical framework for humanoi
d robot control  

IEEE/RSJ Internat
ional Conference 
on Intelligent Rob
ots and Systems(I
ROS2021)  

Koji Ishihara/Jun 
Morimoto 

ATR 

242 2021 9 
ロボット学習における身体・環
境モデルの活用  

第 15
回 Motor Control 
研究会 

森本 淳 ATR 

243 2021 9 
方策と環境モデルを生成モデル
として学習する敵対的生成模倣
学習  

第 39 回日本ロ
ボット学会学術講
演会  

内部 英治 ATR 
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244 2021 9 
MIMA サーチによるプロパティ
の可視化とマッチング支援 

第 49 回 可視化情
報シンポジウム 

鈴木羽留香, 美馬
秀樹 

東京工業大学, 京
都大学 

245 2021 9 
人工知能によるオンライン教育
の高度化 -学習履歴の可視化と
アダプテーション 

可視化情報学会 韮原祐介 
コグニティブリ
サーチラボ株式会
社 

246 2021 9 
Web 議論における根拠の多さと
合意案の止揚らしさに関する仮
説の検証 

令和 3 年度電気・
電子・情報関係学
会東海支部連合大
会 

石塚光，白松俊，
小野恵子 

名古屋工業大学 

247 2021 9 
AI の概要と企業での利用につい
て 

神奈川県 R&D 推
進協議会 

長尾 智晴 横浜国立大学 

248 2021 9 XAI と企業への AI 導入方法 情報機構セミナー 長尾 智晴 横浜国立大学 

249 2021 9 
コンテンツ創作支援に向けたプ
ロットに基づくセリフ生成モデ
ル 

第 92 回 言語・音
声理解と対話処理
研究会 

稲葉通将 電気通信大学 

250 2021 9 
Basic Plot Structure in the Adv
enture and Battle Genres 

JADH Annual Con
ference 

Yuuri Saito はこだて未来大学 

251 2021 9 
Cross-
genre Plot Analysis of Detectiv
e and Horror Genres 

JADH Annual Con
ference 

Junya Iwasaki はこだて未来大学 

252 2021 9 
Dataset Construction for Cross
-
genre Plot Structure Extraction 

JADH Annual Con
ference 

Hajime Murai はこだて未来大学 

253 2021 9 

暗黙知抽出を支援するインタ
ビューモデル構築のための相互
発話行為に対するニューラル自
然言語解析 

ヒューマンインタ
フェースシンポジ
ウム 2021 

西村浩人, 椹木哲
夫, 中西弘明 

京都大学大学院 
工学研究科 

254 2021 9 
視線運動の複雑性分析を用いた
製造業における熟練者の注意配
分に関する特徴抽出 

ヒューマンインタ
フェースシンポジ
ウム 2021 

安江成輝, 椹木哲
夫, 中西弘明 

京都大学大学院 
工学研究科 

255 2021 9 
類推表現による指導が身体動作
の協応構造の獲得にもたらす技
能伝承効果の検証 

ヒューマンインタ
フェースシンポジ
ウム 2021 

歌門林蔵, 椹木哲
夫, 中西弘明 

京都大学大学院 
工学研究科 

256 2021 9 
SiC 昇華法における機械学習を
用いた炉内温度分布最適化 

第 82 回応用物理
学会秋季学術講演
会 

井上 凱喜, 古庄 智
明, 沓掛 健太
朗, 原田 俊太, 田
川 美穂, 宇治
原 徹,  

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

257 2021 9 
トポロジーと機械学習を用いた
SiC 溶液成長における流れ分布
の最適化 

第 82 回応用物理
学会秋季学術講演
会 

磯野 優, 横山 知
郎, 沓掛 健太
朗, 原田 俊太, 田
川 美穂, 宇治原 徹 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

258 2021 9 

溶液成長法による 6 インチ SiC
結晶の育成において活用したプ
ロセス・インフォマティクス技
術開発 

公益社団法人日本
金属学会 2021 年
秋期第 169 回講演
大会 

宇治原 徹、
朱 燦、角岡 洋
介、鈴木 皓己、
郁 万成、劉 欣
博、黨 一帆、古

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 
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庄 智明、磯
野 優、沓掛 健太
朗、原田 俊太、田
川 美穂 

259 2021 9 
Graph2vec を用いた世界モデル
の分散表現獲得と他者世界モデ
ルの推定 

第 39 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

境 辰也,堀井 隆
斗, 長井 隆行 

大阪大学 

260 2021 10 
機械学習品質マネジメントガイ
ドライン 策定と標準化の取り組
み 

【ESIP】プライ
ベートセミナー 

大岩寛 
産業技術総合研究
所 

261 2021 10 
機械学習品質マネジメントガイ
ドライン 策定と標準化の取り組
み 

標準化と品質管理
全国大会 2021,  標
準化と品質管理全
国大会事務局 

大岩寛 
産業技術総合研究
所 

262 2021 10 
Describing and Localizing Multi
ple Changes with Transformers 

International Conf
erence on Compu
ter Vision (ICCV 2
021) 

Qiu Yue 1, 山
本 晋太郎 1,2, 中
嶋 航大 1,3, 鈴
木 亮太 1, 岩田 健
司 1, 片岡 裕雄 1, 
佐藤 雄隆 1 

1 産総研 2 早稲
田大学 3 筑波大
学 

263 2021 10 
Formula-
driven Supervised Learning wit
h Recursive Tiling Patterns 

ICCV 2021 Works
hop 

片岡 裕雄 1, 松
本 晟人 1,2, 山
縣 英介 3, 山田 亮
佑 1,4, 井上 中
順 3, 佐藤 雄隆 1 

1 産総研 2 筑波
大学 3 東京工業
大学 4 東京電機
大学 

264 2021 10 自然法則に基づく深層学習 

NVIDIA 秋の
HPC Weeks Week
 2 - HPC + Machi
ne Learning 

片岡 裕雄 産総研 

265 2021 10 
実世界に埋め込まれる人間中心
の人工知能技術と診断支援への
応用 

電気通信大学 脳・
医工学研究セン
ターシンポジ 

坂無 英徳,  産総研 

266 2021 10 

VirtualHome2KG: Constructing 
and Augmenting Knowledge Gr
aphs of Daily Activities Using Vi
rtual Space 

The 20th Internati
onal Semantic We
b Conference 

江上 周作, 西村 悟
史, 福田 賢一郎 

産総研 

267 2021 10 
Developing an explainable AI m
odel for diagnosis and prognosi
s in interstitial lung disease 

Pathology Visions
 2021 

Wataru Uegami 1,
2, 
Kazuki Uehara 3, 
Andrey Bychkov 1
,2, 
Mutsumi Ozasa 1, 
Ethan N. Okoshi 1
, 
Takeshi Johkoh 4, 
Kensuke Kataoka
 5, 
Yasuhiro Kondoh 

1 Department of 
Pathology, 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences, 
Nagasaki, Japan 
2 Department of 
Pathology, 
Kameda Medical 
Center, 
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5, 
Hirokazu Nosato 
3, 
Hidenori Sakanas
hi 3, 
Junya Fukuoka 1,
2 

Kamogawa, 
Japan 3 AIST 4 
Department of 
Radiology, Kansai 
Rosai Hospital, 
Amagasaki, 
Hyogo, Japan 5 
Department of 
Respiratory 
Medicine and 
Allergy, Tosei 
General Hospital, 
Seto, Japan 

268 2021 10 

Spatio-Temporal-
Categorical Graph Neural Netw
orks for Fine-Grained Multi-
Incident Co-Prediction 

CIKM2021: 30th 
ACM Internationa
l Conference on I
nformation and K
nowledge Manag
ement 

Zhaonan Wang 1, 
Renhe Jiang 1, 
Zekun Cai 1, 
Zipei Fan 1, 
Xin Liu 2, 
Kyoung-
Sook Kim 2, 
Xuan Song 1, 
Ryosuke Shibasa
ki 1 

1 University of 
Tokyo 2 AIST 

269 2021 10 
A Method for Transferring Robo
t Motion Parameters using Fun
ctional Attributes of Parts 

International Sym
posium on Visual 
Computing(ISVC2
021) 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

270 2021 10 
Approximations of Natural Grad
ient Descent in Distributed Trai
ning 

INFORMS Annual
 Meeting Session:
 Beyond first orde
r methods in mac
hine learning syst
ems I 

Rio Yokota 東工大 

271 2021 10 
二次最適化を用いた分散並列深
層学習  

Nvidia 秋の
HPC Weeks 

横田 理央 東工大 

272 2021 10 
Storyteller: The papers co-
citing Sleeping Beauty and Prin
ce before awakening 

ASIS&T SIG/MET
 Workshop 2021 

Takahiro Miura, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

273 2021 10 
パーソナルデータの分散管理に
よる個人のエンパワメント 

NTT-GLOCOM メ
ガトレンド・ワー
クショップ 

橋田 浩一 理化学研究所 

274 2021 10 
パーソナルデータの分散管理に
基づくスマートシティの運営 

EMoBIA セミナー, 橋田 浩一 理化学研究所 

275 2021 10 

Non-
strict Attentional Region Annot
ation to Improve Image Classifi
cation Accuracy 

SMC-2021 
荒井 敏，白川真
一，長尾智晴 

横浜国立大学 
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276 2021 10 深層学習を説明する AI とは？ 
応用脳科学アカデ
ミー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

277 2021 10 

A Multi-
task Mean Teacher for Semi-
supervised Facial Affective Beh
avior Analysis 

Proceedings of th
e IEEE/CVF Inter
national Conferen
ce on Computer V
ision 

Wang L., Wang S.,
 Qi J., and Suzuki 
K. 

東京工業大学 

278 2021 10 

6-
inch SiC crystal growth by solut
ion method assisted with AI tec
hnology 

ECSCRM2021 C. ZHU 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

279 2021 10 

Numerical Investigation and Op
timization of Long-
term Stability for SiC Solution 
Growth  

ECSCRM2021 DANG Yifan  
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

280 2021 10 
溶液法による 6 インチ SiC 結晶
成長 

第 50 回結晶成長
国内会議 

宇治原徹 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

281 2021 10 
結晶成長デジタルツインを用い
た大口径高品質 SiC 結晶の開発 

日本化学会秋季事
業 第 11 回 CSJ 化
学フェスタ 

宇治原徹 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

282 2021 10 
長時間 SiC 溶液成長における全
面ステップ,モーフォロジィシ
ミュレーション 

第 50 回結晶成長
国内会議 

党一帆,劉欣博,朱
燦,郁万成,鈴木,古
庄智明,原田俊太、
田川 美穂、宇治
原 徹 

国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

283 2021 10 
遠隔保育ロボットを用いた乳幼
児の日常的な見立てと支援のた
めの発達支援システムの構築 

日本発達障害学会
第 56 回研究大会 

阿部 香澄,三木 晴
子, 藤野 恭子, 堀
井 隆斗, 長井 隆行 

電気通信大学 

284 2021 10 
Construction of super-
resolution DNA AFM images wi
th VR DNA  

CBI 学会 2021 年
大会 

Hu Xiaoran 
東京工業大学・
（株）分子ロボッ
ト総合研究所 

285 2021 10 
Toward Hands-
on Molecular Design and Testi
ng Enabled by  

CBI 学会 2021 年
大会 

Gregory Gutmann 
東京工業大学・
（株）分子ロボッ
ト総合研究所 

286 2021 10 
Tracking microtubule groups wi
th deep learning and optical flo
w 

CBI 学会 2021 年
大会 

Ma Chen 
東京工業大学・
（株）分子ロボッ
ト総合研究所 

287 2021 10 

Development of a Prototype VR
 AFM Manipulation System Em
ulated by a Dispensing Machin
e 

CBI 学会 2021 年
大会 

近藤 洋隆 関西大学 

288 2021 11 

Time-
domain Mixup Source Data Aug
mentation of sEMGs for Motion
 Recognition towards Efficient 
Style Transfer Mapping 

43rd Annual Inter
national Conferen
ce of the IEEE En
gineering in Medi
cine and Biology 

Suguru Kanoga, T
omoumi Takase, 
Takayuki Hoshino
, Hideki Asoh 

産業技術総合研究
所 
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Society (EMBC20
21) 

289 2021 11 
Scalable FBP Decomposition fo
r Cone-
Beam CT Reconstruction 

The International 
Conference for Hi
gh Performance C
omputing, Networ
king, Storage and 
Analysis (SC ’21) 

陳 鵬 1, 
Attia Wahib Moha
med 1, 
Xiao Wang 2, 広
渕 崇宏 1 , 小
川 宏高 1, 
Ander Biguri 3, 
Richard Boardma
n 4, 
Thomas Blumens
ath 4, 松岡 聡 5 

1 産総研 2 Oak 
Ridge National 
Laboratory, US 3 
Institute of 
Nuclear 
Medicine, 
University 
College London, 
UK 4 μ-VIS X-
Ray Imaging 
Centre, University 
of Southampton, 
UK 5 理化学研究
所 計算科学研究
センター(RCCS) 

290 2021 11 
Scalable FBP Decomposition fo
r Cone-
Beam CT Reconstruction 

The International 
Conference for Hi
gh Performance C
omputing, Networ
king, Storage and 
Analysis (SC ’21) 

陳 鵬 1, 
Attia Wahib Moha
med 1, 
Xiao Wang 2, 広
渕 崇宏 1 , 小
川 宏高 1, 
Ander Biguri 3, 
Richard Boardma
n 4, 
Thomas Blumens
ath 4, 松岡 聡 5 

1 産総研 2 Oak 
Ridge National 
Laboratory, US 3 
Institute of 
Nuclear 
Medicine, 
University 
College London, 
UK 4 μ-VIS X-
Ray Imaging 
Centre, University 
of Southampton, 
UK 5 理化学研究
所 計算科学研究
センター(RCCS) 

291 2021 11 

Time-
domain Mixup Source Data Aug
mentation of sEMGs for Motion
 Recognition towards Efficient 
Style Transfer Mapping 

EMBC2021 
叶賀卓, 高瀬朝海, 
星野貴行, 麻生英
樹 

産総研 

292 2021 11 

Diachronic Linguistic Periodizat
ion of Temporal Document Coll
ections for Discovering Evolutio
nary Word Semantics 

The 23rd Internati
onal Conference 
on Asia-
Pacific Digital Lib
raries (ICADL 202
1) 

Yijun Duan 1, 
Adam Jatowt 2, 
Masatoshi Yoshik
awa 3, Xin Liu 1, 
Akiyoshi Matono 
1 

1 産総研 2 
University of 
Innsbruck 3 京都
大学 

293 2021 11 
生活の安心安全を支える データ
知識融合 AI 

第 41 回医療情報
学連合大会 

福田 賢一郎 産総研 

294 2021 11 
Unpredictable Attributes in Mar
ket Comment Generation 

The 35th Pacific 
Asia Conference 
on Language, Info

濵園 侑美 1,2, 石
垣 達也 1, 宮尾 祐
介 1,3, 高村 大

1 産総研 2 お茶
の水女子大学 3 
東京大学 
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rmation and Com
putation (PACLIC 
35) 

也 1, 小林 一
郎 1,2 

295 2021 11 

A Framework for Constructing 
and Augmenting Knowledge Gr
aph Using Virtual Space: Towar
d Analysis of Daily Activities 

The 33rd IEEE Int
ernational Confer
ence on Tools wit
h Artificial Intellig
ence 

江上 周作, 西村 悟
史, 福田 賢一郎 

産総研 

296 2021 11 
Dirichlet Multinomial Mixture 
モデルを用いた教師なし家庭内
音響シーン分析 

第 24 回情報論的
学習理論ワーク
ショップ  

佐土原 健 産総研 

297 2021 11 DX of Cystoscopy 
第 35 回日本泌尿
器内視鏡学会総会 

池田篤史 1, 野里
博和 2 

1 筑波大学附属病
院 2 産総研 

298 2021 11 
Development of cystoscopy sup
port system based on AI to imp
rove outcomes of TUR-BT 

The 7th East Asia
 Urological Oncol
ogy Symposium (
EAUOS) 

池田篤史 1, 野里
博和 2 

1 筑波大学附属病
院 2 産総研 

299 2021 11 
アノテーション環境への簡便な
介入がデータ品質に及ぼす影響 

第 11 回日本医療
情報学会「医用人
工知能研究会」・
人工知能学会「医
用人工知能研究
会」合同研究会 

香川璃奈 1, 池田
篤史 2, 讃岐勝 1, 
野里博和 3 

1 筑波大学 2 筑
波大学附属病院 3 
産総研 

300 2021 11 
競技社交ダンスの連続スピンに
おける世界チャンピオンの動作
特性 

第 42 回バイオメ
カニズム学術講演
会(SOBIM2021) 

吉田 康行 1, 
Arunas 
Bizokas 2, 
Katusha Demidov
a 2, 中井 信一 3, 
中井 理恵 3, 西
村 拓一 1 

1 産総研 2 所属
なし 3 ダンス
ジャルダン 

301 2021 11 

Cross-
lingual Transfer for Text Classif
ication with Dictionary-
based Heterogeneous Graph 

The 2021 Confere
nce on Empirical 
Methods in Natur
al Language Proc
essing 

Nuttapong Chaira
tanakul 1, 
Noppayut Sriwata
nasakdi 2, 
Nontawat Charoe
nphakdee 3, 
Xin Liu 4, 
Tsuyoshi Murata 
1 

1 Tokyo Institute 
of Technology 2 
Asurion Japan 
Holdings G.K. 3 
The University of 
Tokyo 4 AIST 

302 2021 11 
AI ロボットの社会実装とエッジ
活用 

ARC Processor “V
irtual” Summit 20
21 

尾形哲也 
早稲田大学／産総
研 

303 2021 11 
深層予測学習による身体知の実
現に向けて ― データから経験の
学習へ 

人工知能学会合同
研究会 

尾形哲也 
早稲田大学／産総
研 

304 2021 11 
Interferometric SAR Processing
 using Whole ALOS/PALSAR D

The 7th Asia-
Pacific Conferenc
e on Synthetic Ap

杉本隆 1, 島田政
信 2, 森下遊 3, 
夏秋嶺 4, 中村良

1 産総研 2 東京
電機大学 3 国土
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ata Archive for Measuring the 
Global Surface Deformation 

erture Radar (AP
SAR 2021) 

介 1, 堤千明 1, 
山口芳雄 5 

地理院 4 東京大
学 5 新潟大学 

305 2021 11 

Active Stereo Method for 3D En
doscopes using Deep-
layer GCN and Graph Represen
tation with Proximity Informatio
n 

2021 43rd Annual 
International Conf
erence of the IEE
E Engineering in 
Medicine & Biolo
gy Society (EMBC
) 

Michihiro Mikamo 
 1, 
Ryo Furukawa 1, 
Shiro Oka 2 , 
Takahiro Kotachi 
2, 
Yuki Okamoto 2, 
Shinji Tanaka 2 R
yusuke Sagawa 3 
Hiroshi Kawasaki 
4 

1 Hiroshima City 
University 2 
Hiroshima 
University 
Hospital 3 AIST 4 
Kyushu 
University 

306 2021 11 

Establishing lung adenocarcino
ma subtypes grand truth for do
wnstream deep learning applic
ation 

第 62 回日本肺癌
学会学術集会 

Kris Lami 1,Andre
y Bychkov 2, Juny
a Fukuoka 1,2 

1 長崎大学 2 亀
田総合病院 

307 2021 11 

An ensemble approach to anom
alous sound detection based o
n conformer-
based autoencoder and binary 
classifier incorporated with met
ric learning 

Proc. DCASE 202
1 Workshop 

I. Kuroyanagi, T. 
Hayashi, Y. Adach
i, T. Yoshimura, K
. Takeda, T. Toda 

名古屋大学 

308 2021 11 
d-vector を用いた話者モデルの
選択に基づく咽喉マイクの特徴
マッピングに関する検討 

第 19 回情報学
ワークショッ
プ WiNF 

村手 涼雅, 西田 昌
史, 綱川 司, 西
村 雅史 

静岡大学 

309 2021 11 
On The Use of Gestures in Dial
ogue Breakdown Detection 

Oriental COCOSD
A 

森 大
河 1, Jokinen Krist
iina 1, Yasuharu 
Den 2 

1 産総研 2 Chiba 
University 

310 2021 11 

日常生活におけるリスク状況把
握のための多機関分散データの
統合的利活用による高齢者行動
ライブラリの構築 

第 41 回医療情報
学連合大会 

北村 光司 1, 西田
佳史 2 

1 産総研 2 東工
大 

311 2021 11 
with コロナ時代の日本語教育を
目指して:日本語教育のための情
報工学の応用 

台湾日語教育学会
2021 年国際シン
ポジウム 

緒方広明 京都大学 

312 2021 11 ラーニングアナリティクスの今 
「EdTech を活用
した新しい学び」
研究会 

緒方広明 京都大学 

313 2021 11 

A WoZ Study for an Incrementa
l Proficiency Scoring Interview 
Agent Eliciting Ratable Sample
s 

12th International
 Workshop on Sp
oken Dialog Syste
m Technology 

Mao Saeki, Wero
nika Demkow, Tet
sunori Kobayashi,
 and Yoichi Matsu
yama 

Waseda 
University 

314 2021 11 
InteLLA：適応的な質問戦略を有
するスピーキング能力判定会話
エージェント 

人工知能学会 言
語・音声理解と対
話処理研究会

佐伯真於，鈴木駿
吾，松浦瑠希，宮
城琴佳，藤江真

早稲田大学 
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（SLUD）第 12 回
対話システムシン
ポジウム 

也，小林哲則，松
山洋一 

315 2021 11 
L2 oral fluency: Towards bridgi
ng a gap between SLA research
 and language testing 

the Japan Associa
tion for Language
 Education and T
echnology, Metho
dology Special Int
erest Group 

Shungo Suzuki 
Waseda 
University 

316 2021 11 
Tutorial English AI：人と共に成
長するオンライン語学学習支援
AI システムの開発 

人工知能学会 言
語・音声理解と対
話処理研究会
（SLUD）第 12 回
対話システムシン
ポジウム「インダ
ストリーセッショ
ン」 

松山洋一 早稲田大学 

317 2021 11 

「サイバー攻撃への抗体 ～レジ
リエンスと DevSecOps による
ポストデジタル時代のサバイバ
ルガイド(超概要編)」 

サイバーセキュリ
ティ・オンライ
ン・サミット
2021 年秋 

韮原祐介 
コグニティブリ
サーチラボ株式会
社 

318 2021 11 
ヘルスデータの適切な活用のた
めに 

三菱 UFJ リサーチ
&コンサルティン
グセミナー「ヘル
スケア×デジタル
で実現できる未来
とは－スマートシ
ティ、スーパーシ
ティの取組を起爆
剤に」 

橋田 浩一 理化学研究所 

319 2021 11 
教育・学習データの本人管理に
よる価値創造 

e ラーニングア
ワード 2021
フォーラム 

橋田 浩一 理化学研究所 

320 2021 11 
市民活動に関する議論のための
ボランティア募集データの分析 

人工知能学会 第 8
回市民共創知研究
会「みらいらぼ
2020 オンライ
ン」 

開發大樹, 小野地
光弘, 白松俊 

名古屋工業大学 

321 2021 11 
食に関する Web 議論における参
考情報の構造化手法と可視化手
法の検討 

人工知能学会 第 8
回市民共創知研究
会「みらいらぼ
2020 オンライ
ン」 

河村郁江, 白松俊 名古屋工業大学 

322 2021 11 
XAI の基礎技術とがんリスク判
定への応用 

東京女子医科大学
セミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

323 2021 11 
がんの早期診断に AI はどう貢献
するか 

東京女子医科大学
セミナー 

落谷 孝広 東京医科大学 
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324 2021 11 
がんの早期診断に AI はどう貢献
するか 

東京女子医科大学
セミナー 

落谷 孝広 東京医科大学 

325 2021 11 
小規模データセットでも学習可
能な条件付き敵対的生成ネット
ワーク 

第 24 回情報論的
学習理論ワーク
ショップ
(IBIS2021) 

齋藤隆丞，蛭田興
明，橋本敦史，栗
原聡 

慶應義塾大学 

326 2021 11 
発想支援における物語構造を利
用したプロット生成システムの
提案 

第 6 回コミック工
学研究会発表会 

日笠敬大，川野陽
慈，須賀聖，栗原
聡 

慶應義塾大学 

327 2021 11 
AI Doctor and Smart Medical I
maging with Deep Learning 

6th International 
Conference on Co
mputational Intell
igence in Data Mi
ning (ICCIDM-
2021) 

Kenji Suzuki 東京工業大学 

328 2021 11 
Modeling and Analyzing Expert 
Skills in Manufacturing Industry
 using FRAM 

第 3 回 AI/IoT シ
ステム安全性シン
ポジウム 

安江成輝, 椹木哲
夫 

京都大学大学院 
工学研究科 

329 2021 11 
Modeling and Analyzing Expert 
Skills in Manufacturing Industry
 using FRAM 

第 3 回 AI/IoT シ
ステム安全性シン
ポジ
ム FRAM worksho
p 2021 

安江 成輝, 椹木 哲
夫 

京都大学大学院 
工学研究科 

330 2021 12 
AI Extension of SQuaRE Data Q
uality Model 

IEEE International
 Workshop on Fa
ult Prediction, Pre
vention, Detectio
n, and Reliability 
Enhancement 

Shin Nakajima, T
akako Nakatani 

国立情報学研究所 

331 2021 12 
機械学習品質マネジメントガイ
ドライン 策定と標準化の取り組
み 

MCPC セキュリ
ティ委員会セミ
ナー 

大岩寛 
産業技術総合研究
所 

332 2021 12 
シンプルな指示文からのロボッ
ト動作生成のための機能情報付
き動作テンプレートの提案 

第 22 回 計測自
動制御学会 シス
テムインテグレー
ション部門講演会 

鈴木貴大, 安藤優
汰, 寺沢拓真, 城
亮輔, 秋月秀一, 
橋本学 

中京大学 

333 2021 12 
Automatic Naturalness Recogni
tion from Acted Speech Using 
Neural Networks 

Asia Pacific Signa
l and Information 
Processing Assoc
iation Annual Su
mmit and Confere
nce (APSIPA ASC
) 

Bagus Tris ATMA
JA 1, 
Akira SASOU 1, 
Masato AKAGI 2 

1 AIST 2 JAIST 

334 2021 12 

人・ロボット協調作業における
タイムプレッシャー管理と作業
負荷および作業効率の関係の検
証 

第 22 回 計測自
動制御学会 システ
ムインテグレー
ション部門講演会 

白倉 尚貴, 高瀬 竜
一, 山野辺 夏樹, 
堂前 幸康 

産総研 
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335 2021 12 
 Effect of different splitting crit
eria on the performance of spe
ech emotion recognition 

IEEE region 10 co
nference (TENCO
N2021) 

Bagus Tris ATMA
JA, Akira SASOU 

AIST 

336 2021 12 

Knowledge Graph Reasoning T
echniques through Studies on 
Mystery Stories - Report on the
 Knowledge Graph Reasoning C
hallenge 2018 to 2020 

The 1st Internatio
nal Workshop on 
Knowledge Graph
 Reasoning for Ex
plainable Artificial
 Intelligence (KG
R4 

古崎 晃司 1, 江
上 周作 1, 松下京
群 2, 鵜飼 孝典 1, 
川村 隆浩 1 

1 産総研 2 富士
通研究所 

337 2021 12 

A Criminal Detection of Myster
y Novel Using the Principal Co
mponents Regression Analysis 
Considering 

The 1st Internatio
nal Workshop on 
Knowledge Graph
 Reasoning for Ex
plainable Artificial
 Intelligence (KG
R4 

勝島 修平 1, 穴
田 一 2, 江上 周
作 1, 福田 賢一
郎 1 

1 産総研 2 東京
都市大学 

338 2021 12 
記号知識を用いたロボット動作
計画のための深層強化学習 

第 22 回計測自動
制御学会システム
インテグレーショ
ン部門講演
会 (SI2021) 

鶴峯義久, 松原崇
充 

奈良先端大学 

339 2021 12 実況における発話ラベル予測 
情報処理学会 第
251 回自然言語処
理研究会 

上田 佳祐 1 2, 石
垣 達也 1, 小林 一
郎 1 3, 宮尾 祐
介 1 2, 高村 大
也 1 

1 産総研 2 東京
大学 3 お茶の水
女子大学 

340 2021 12 
図書館のための書籍返却ロボッ
ト 

第 22 回 計測自
動制御学会 システ
ムインテグレー
ション部門講演会 

小林 流我, 野田 哲
男 

大阪工業大学 

341 2021 12 
人間の作業戦略を真似たロボッ
トによるペグインホール手法の
提案 

第 22 回 計測自
動制御学会 システ
ムインテグレー
ション部門講演会 

中西 菜緒, 野田 哲
男 

大阪工業大学 

342 2021 12 
製品組立作業工程の撮影による
産業用ロボットの教示システム
の開発 

第 22 回 計測自
動制御学会 システ
ムインテグレー
ション部門講演会 

宮堺 洋江, 野田 哲
男 

大阪工業大学 

343 2021 12 
産業用ロボットのニアライン教
示法の提案とその一実装 

第 22 回 計測自
動制御学会 システ
ムインテグレー
ション部門講演会 

山田 航輝, 野田 哲
男 

大阪工業大学 

344 2021 12 
タブレット端末と三次元カメラ
を用いたロボットの局所作業の
教示システム 

第 22 回 計測自
動制御学会 システ
ムインテグレー
ション部門講演会 

木村 勇介, 野田 哲
男 

大阪工業大学 
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345 2021 12 
AI Robotics の現在から未来への
展望 

未来の医療を創
る”医療人 2030″
育成プロジェクト 

尾形哲也 
早稲田大学／産総
研 

346 2021 12 
VR 体験と実体験を統合し経験を
拡張させるデジタルツイン環境
の開発  

第 22 回 計測自動
制御学会 システム
インテグレーショ
ン部門講演会 

稲邑哲也，岩見幸
一 

国立情報学研究所 

347 2021 12 
クラウドソーシングを用いた結
果の検証による話者照合性能の
改善 

情報処理学会研究
報告 (SLP) 

井手悠太，斎藤
奨，中野鐵兵，小
川哲司 

早稲田大学 

348 2021 12 
Query Processing over Multiple
 Knowledge Bases and Text Do
cuments 

The 23rd Internati
onal Conference 
on Information Int
egration and Web
 Intelligence Nove
mber 2021  (iiWA
S 2021) 

中野茉里香, 天笠
俊之 

筑波大学 

349 2021 12 
A Method for Searching Docum
ents using Knowledge Bases 

The 23rd Internati
onal Conference 
on Information Int
egration and Web
 Intelligence Nove
mber 2021  (iiWA
S 2021) 

阿曽太郎, 天笠俊
之 

筑波大学 

350 2021 12 
A Dynamic Load-
balancing Method for Distribut
ed RDF Stream 

The 23rd Internati
onal Conference 
on Information Int
egration and Web
 Intelligence Nove
mber 2021  (iiWA
S 2021) 

平方俊行, 天笠俊
之 

筑波大学 

351 2021 12 
知識グラフにおける更新可能性
が高いエンティティの検出  

 研究報告データ
ベースシステム
（DBS）  

大倉真一希, 天笠
俊之 

筑波大学 

352 2021 12 

Extending Boundaries for Hum
an-
Robot Cooperation - Natural Int
eractions with Context-
aware Social Robots 

AIE Seminar : The
 5th Lecture of th
e Year 2021 

Jokinen Kristiina 産総研 

353 2021 12 

Pushing Forward to Data and E
vidence Informed Education an
d Learning for a Post Covid-
19 Era. 

TAECT 2021
（Taiwan Associa
tion for Education
al Communication
 and Technology
） 

緒方広明 京都大学 

354 2021 12 
Inter-
individual deep image reconstr
uction 

neuromatch4.0 
HO Jun Kai/Tomo
yasu Horikawa/K

ATR/Kyoto Univ. 
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ei Majima/Yukiya
su Kamitani 

355 2021 12 
Model-based and model-
free imitation learning 

Neural Computati
on Workshop 202
1 

Eiji Uchibe ATR 

356 2021 12 
標準リカレントネットワークモ
デルでつなぐ皮質回路の構造・
機能・作動原理. 

令和 3 年度生理学
研究所研究会「大
脳皮質を中心とし
た神経回路: 構造
と機能、その作動
原理」 

島崎秀昭 北海道大学 

357 2021 12 
「デジタル化の課題とデジタル
化資料の活用について―情報学
の観点から―」 

国立国会図書館デ
ジタルライブラ
リーカフェ 2021 

美馬秀樹 京都大学 

358 2021 12 DevSecOps & Japan 
DevSecOps Days 
Tokyo 2021 

韮原祐介 
コグニティブリ
サーチラボ株式会
社 

359 2021 12 
原型からの物語生成を目的とし
た神話物語と神話元型の現代物
語との構造比較 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2021 論文
集 

吉田 拓海 はこだて未来大学 

360 2021 12 
星新一のショートショートにお
ける状況描写を含むオチプロッ
トの自動生成 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2021 論文
集 

豊澤 修平 はこだて未来大学 

361 2021 12 
物語ジャンルにおける展開の構
造を特徴づける因子の抽出 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2021 論文
集 

村井 源 はこだて未来大学 

362 2021 12 
現代日本恋愛小説における結末
の類型化と特徴の歴史的変遷 

情報処理学会人文
科学とコンピュー
タ研究会、じんも
んこん 2021 論文
集 

白鳥 孝幸 はこだて未来大学 

363 2021 12 

Segmentation of Liver Tumor in
 Hepatic CT by Using MTANN 
Deep Learning with Small Train
ing Dataset Size 

The 6th Internatio
nal Symposium o
n Biomedical Engi
neering (ISBE202
1) 

Sato M., Yang Y., 
Jin Z., and Suzuki 
K. 

東京工業大学 

364 2021 12 

Toward a co-
creation environment for molec
ular robotics with VR and AI tec
hnologies 

Pacifichem2021 小長谷 明彦 
（株）分子ロボッ
ト総合研究所 
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365 2022 1 
機械学習品質マネジメントガイ
ドライン 策定と標準化の取り組
み 

第 37 年度(2021
年度)ソフトウェ
ア品質管理研究会 

大岩寛 
産業技術総合研究
所 

366 2022 1 
機械学習品質マネジメントガイ
ドライン 策定と標準化の取り組
み 

計装制御技術会議 大岩寛 
産業技術総合研究
所 

367 2022 1 
Spatiotemporal Initialization for
 3D CNNs with Generated Moti
on Patterns 

Winter Conferenc
e on Applications 
of Computer Visio
n (WACV 2022) 

片岡裕雄 1, 山縣
英介 2, 原健翔 2, 
林隆介 1,3, 井上
中順 2, 佐藤雄
隆 1 

1 産総研 2 東京
工業大学 3 東京
電機大学 

368 2022 1 
深層予測学習を用いたロボット
の操作スキル学習 

第 10 回日本婦人
科ロボット手術学
会 

尾形哲也 
早稲田大学／産総
研 

369 2022 1 
テクノロジー・インフォマ
ティックスによる科学技術の未
来予測 

AIRC 第 53 回 AI
セミナー「科学技
術を発展させる AI
技術のフロンティ
ア」 

坂田一郎 東京大学 

370 2022 1 
言語モデルの統語構造把握能力
を測定するより妥当な多言語評
価セットの構築 

言語処理学会 第
28 回年次大会 発
表論文集 

神藤 駿介, 能
地 宏, 宮尾 祐介 

産総研 

371 2022 1 

VR and GUI based Human-
Robot Interaction Behavior Coll
ection for Modeling the Subject
ive Evaluation of the Interactio
n Quality 

IEEE/SICE Intern
ational Symposiu
m on System Inte
gration 

Yoshiaki Mizuchi, 
Kouichi Iwami, Te
tsunari Inamura 

国立情報学研究所 
玉川大学 

372 2022 1 

Single-
shot dense active stereo with p
ixel-
wise phase estimation based o
n grid-
structure using CNN and corres
pondence estimation using GC
N 

IEEE/CVF Winter 
Conference on Ap
plications of Com
puter Vision 

Ryo Furukawa 1, 
Michihiro Mikamo
 1, 
Ryusuke Sagawa 
2, 
Hiroshi Kawasaki 
3 

1 Hiroshima City 
University 2 AIST 
3 Kyushu 
University 

373 2022 1 
教育データの利活用による教育
の未来 

教育環境分科
会 2021 年度会合 

緒方広明 京都大学 

374 2022 1 
脳への計算論的アプローチ概
説: 視覚野の理論を中心に． 

日本視覚学会
2021 年冬季大
会 企画セッション
「視覚・脳科学へ
の計算論的アプ
ローチの最前線」 

島崎秀昭 北海道大学 

375 2022 1 
AI 研究の最新動向とビジネス・
業務への導入方法 

東京都立産業技術
センター 

長尾 智晴 横浜国立大学 

376 2022 1 
少ない学習データを用いた高効
率な機械学習と業務への導入 

TH 企画セミナー
センター 

長尾 智晴 横浜国立大学 
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377 2022 1 

Proposal for automatic paramet
er learning method of agent act
ivation spreading network by ev
olutionary computation 

27th International
 Symposium on Ar
tificial Life and R
obotics(AROB202
2) 

Daiki Shimokawa,
 Naoto Yoshida, S
huzo Koyama, Sat
oshi Kurihara 

  

378 2022 2 

Leaping Through Time with Gra
dient-
based Adaptation for Recomme
ndation 

The 36th AAAI Co
nference on Artifi
cial Intelligence (
AAAI 2022) 

Nuttapong Chaira
tanakul 1, 
Nguyen Thai Hoa
ng 1, Xin Liu 2, 
Tsuyoshi Murata 
1 

1 Tokyo Institute 
of Technology 2 
AIST 

379 2022 2 
Can Vision Transformers Learn 
without Natural Images? 

AAAI Conference 
on Artificial Intelli
gence 2022 

中嶋航大 1, 片岡
裕雄 1, 松本晟
人 1, 岩田健司 1, 
井上中順 2, 佐藤
雄隆 1 

1 産総研 2 東京
工業大学 

380 2022 2 
シミュレーションと AI・ロボ
ティクスを活用した人・機械協
調の取り組み 

 AI 時代のモノづ
くりセミナー 

堂前幸康 産総研 

381 2022 2 
Co-
evolution of Human Intelligence
 and Artificial Intelligence 

The International 
Workshop on Fro
ntiers of Compute
r Vision (IW-
FCV 2022) 

麻生英樹 産総研 

382 2022 2 

S3PRL-VC: open-
source voice conversion frame
work with self-
supervised speech representati
ons 

AAAI-
22 Workshop 

W.-C. Huang, S.-
W. Yang, T. Haya
shi, H.-
Y. Lee, S. Watana
be, T. Toda 

名古屋大学 

383 2022 2 
ムードルを用いたラーニングア
ナリティクスの研究と実践 

MoodleMoot Japa
n 2022 

緒方広明 京都大学 

384 2022 2 
L2 oral fluency: From the const
ruct definition to automated sc
oring 

Applied Linguistic
s Research Circle 
Weekly Talk, Dep
artment of Englis
h Language and A
pplied Linguistics,
 University of Rea
ding 

Shungo Suzuki an
d Ryuki Matsuura 

Waseda 
University 

385 2022 2 
人と共に進化する AI オンライン
教育プラットフォームの開発 

京都大学 第 16 回
ICT イノベーショ
ン 

美馬秀樹 京都大学 

386 2022 2 
Multilingual Complementation 
of Causality Property on Wikida
ta Based on GPT-3 

7th International 
Congress on Infor
mation and Com
munication Techn
ology 

Yuxi Jin, Shun Shi
ramatsu 

名古屋工業大学 
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387 2022 2 

 Auxiliary Data Selection in Per
colative Learning Method for I
mproving Neural Network Perfo
rmance 

ICAART 2022 
小林雅幸，白川真
一，長尾智晴 

横浜国立大学 

388 2022 2 
小規模データに対する機械学習
の効果的適用法 

トリケップスセミ
ナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

389 2022 2 
深層学習と説明できる AI(XAI)の
原理と導入のキーポイント 

日刊工業新聞社セ
ミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

390 2022 3 
機能情報を手掛かりとしたシン
プルな指示文からのロボット動
作手順生成手法  

動的画像処理実利
用化ワークショッ
プ 2022
（DIA2022） 

鈴木 貴大, 安藤 優
汰, 寺沢 拓真, 
城 亮輔, 秋月 秀
一, 橋本 学 

中京大学 

391 2022 3 
連続するスピンにおける競技社
交ダンス世界チャンピオンの動
作特性 

第 12 回日本ダン
ス医科学研究会学
術集会 

吉田 康行 1, 
Arunas Bizokas 2, 
Katusha Demidov
a 2, 中井 信一 3, 
中井 理恵 3, 西
村 拓一 1 

1 産総研 2 所属
なし 3 ダンス
ジャルダン 

392 2022 3 

畳み込みニューラルネットワー
クによる複数倍率画像間の対応
を考慮した特徴抽出と病理組織
分類 

情報処理学会第
84 回全国大会 

吉田 岳, 上原 和
樹, 坂無 英徳, 野
里 博和, 村川 正宏 

産総研 

393 2022 3 
深層フルランク空間相関分析に
基づく遠隔音声認識のフロント
エンド 

情報処理学会第
84 回全国大会 

合澤 隆拓 1, 2, 坂
東 宜昭 2, 糸山 克
寿 1, 西田 健次 1, 
中臺 一博 1, 3 

1 東工大 2 産総
研 3 HRI-JP 

394 2022 3 

Explainable Deep Feature Emb
edding using Multiple Instance 
Learning for Pathological Imag
e Analysis 

AAAI Spring Symp
osium on Machin
e Learning and K
nowledge Engine
ering for Hybrid In
telligence (AAAI-
MAKE) 

Kazuki Uehara 1,, 
Wataru Uegami 2,
, 
Hirokazu Nosato 
1,, 
Masahiro Muraka
wa 1,, 
Junya Fukuoka 2,, 
Hidenori Sakanas
hi 1 

1. National 
Institute of 
Advanced 
Industrial Science 
and Technology 
(AIST) 2. 
Nagasaki 
University 
Graduate School 
of Biomedical 
Sciences 

395 2022 3 

畳み込みニューラルネットワー
クによる複数解像度病理画像間
の対応を考慮した特徴量抽出と
組織分類 

情報処理学会第
84 回全国大会 

吉田岳 1,2, 上原
和樹 2, 坂無英
徳 2, 野里博和 2, 
村川正宏 2 

1 筑波大学 2 産
総研 

396 2022 3 
選択的分類による新奇の異常サ
ンプル検知システムの構築 

第 137 回 数理モ
デル化と問題解決
研究発表会 

山口拓海 , 村川正
宏 

産総研 

397 2022 3 
書記素と音素を用いた事前学習
モデルの日本語テキスト音声合
成への適用 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

安田 裕介, 戸田 智
基 

名古屋大学 
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398 2022 3 
注意機構付き VAE を用いた日本
語テキストの発話スタイル変換 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

吉岡 大貴, 安田 裕
介, 松永 悟行, 大
谷 大和, 戸田 智基 

名古屋大学 

399 2022 3 
環境音波形の教師なしモデリン
グ及び環境音識別のためのデー
タ拡張への応用 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

犬塚 雅也, 林 知
樹, 戸田 智基 

名古屋大学 

400 2022 3 
Disfluency Removal with Speec
h Inpainting on Spontaneous L
ecture Speech 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

H. Geng, Y. Yasud
a, T. Toda 

名古屋大学 

401 2022 3 
クラウドソーシングを用いた話
者照合結果の検証における誤り
削減傾向に関する調査 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

井手悠太，斎藤
奨，中野鐵兵，小
川哲司 

早稲田大学 

402 2022 3 
クラウドソーシングを用いた合
成音声評価におけるワーカから
の回答の分析 

日本音響学会研究
発表会講演論文集 

八重樫萌絵，斎藤
奨，中野鐵兵，小
川哲司 

早稲田大学 

403 2022 3 
d-vector を用いた話者モデルの
選択に基づく咽喉マイクの特徴
マッピングに関する検討 

情報処理学会第
84 回全国大会 

村手 涼雅, 西田 昌
史, 綱川 司, 西
村 雅史 

静岡大学 

404 2022 3 
Feature Mapping of Throat Mic
rophone Considering Speaker I
nformation 

RISP Internationa
l Workshop on No
nlinear Circuits 

Ryoga Murate, M
asafumi Nishida, 
Takashi Tsunaka
wa, Masafumi Nis
himura 

静岡大学 

405 2022 3 
wav2vec2.0 の事前学習モデルを
用いた咽喉マイク音声認識 

情報処理学会第
84 回全国大会 

増田 光汰, 緒
方 淳, 西田 昌史, 
綱川 隆司, 西村 雅
史 

静岡大学 産総研 

406 2022 3 
家庭内の事故予防に向けた合成
ナレッジグラフの構築と推論 

第 56 回人工知能
学会セマンティッ
クウェブとオント
ロジー研究会 

江上周作 1, 鵜飼
孝典 2, 窪田文
也 3, 大野美喜
子 1, 北村光司 1, 
福田賢一郎 1 

1 産総研 2 富士
通株式会社 3 株
式会社グルコース 

407 2022 3 
高齢者の家庭内事故予防に役立
つ AI システムの開発 

第 56 回人工知能
学会セマンティッ
クウェブとオント
ロジー研究会 

鵜飼孝典 1, 江上
周作 2, 大野美喜
子 2, 窪田文也 2, 
福田賢一郎 2, 川
村隆浩 3, 古崎晃
司 4, 松下京群 1 

1 富士通株式会社 
2 産総研 3 農
業・食品産業技術
総合研究機構 4 
大阪電気通信大学 

408 2022 3 
グラフ畳み込みネットワークを
用いた推理小説の犯人推定とそ
の根拠の解釈 

第 56 回人工知能
学会セマンティッ
クウェブとオント
ロジー研究会 

勝島修平 1, 穴田
一 1, 江上周
作 2, 福田賢一
郎 2,  

1 東京都市大学 2 
産総研 

409 2022 3 
Open Source System Integratio
n Towards Natural Interaction 
with Robots 

ACM/IEEE Intern
ational Conferenc
e on Human-
Robot Interaction 
(HRI) 

藤井 綺香 , 
Jokinen Kristiina 

産総研 
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410 2022 3 
Conversational AI and Knowled
ge Graphs for Social Robot Inte
raction 

HRI'22 Proceedin
gs of the 17th AC
M/IEEE Internatio
nal Conference o
n Human-
Robot Interaction 
(HRI) 

Graham Wilcock 
1, Jokinen Kristiin
a 2, 

CDM Interact 1 
産総研 2 

411 2022 3 
複合的データ分析処理に対する
拡張来歴導出手法と性能評価 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

山田真也 1, 北川
博之 1, 天笠俊
之 1, 的野晃整 2 

1 産総研 2 筑波
大学 

412 2022 3 
フォグコンピューティングにお
ける RDF 推論処理の動的な負荷
分散 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

小久保柚真, 天笠
俊之 

筑波大学 

413 2022 3 
知識グラフにおける更新エン
ティティの予測 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

大倉真一希, 天笠
俊之 

筑波大学 

414 2022 3 
GPU を用いた高次元データに対
する逆 k 最近傍検索の高速化手
法の改善 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

対比地恭平, 天笠
俊之 

筑波大学 

415 2022 3 
複数の知識ベースに対するキー
ワード検索 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

中野茉里香, 天笠
俊之 

筑波大学 

416 2022 3 
ユーザ定義関数を利用した知識
ベースと外部情報源の統合利用
手法 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

大森雄基, 北川博
之, 天笠俊之 

筑波大学 

417 2022 3 
BLOCK-OPTICS：密度ベースク
ラスタリング手法 OPTICS の高
速化 

第 14 回データ工
学と情報マネジメ
ントに関する
フォーラム
（DEIM2022） 

湯川皓太, 天笠俊
之 

筑波大学 

418 2022 3 
FPGA を利用したグラフ幅優先
探索の高速化 

情報処理学会 第
84 回全国大会 

溝谷祐大, 天笠俊
之 

筑波大学 

419 2022 3 
知識ベースと外部情報源の統合
利用環境 

情報処理学会 第
84 回全国大会 

大森雄基, 北川博
之, 天笠俊之 

筑波大学 

420 2022 3 
知識ベースを対象とした異種
データ統合 

情報処理学会 第
84 回全国大会 

佐藤祥吾, 天笠俊
之 

筑波大学 
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421 2022 3 

AI から学ぶ：エキスパートの知
見を導入した DNN モデルを教
師とする学習者のためのインタ
ラクティブ学習法の提案 

電子情報通学会
PRMU 研究会 

服部幸平, 藤吉弘
亘, 山下隆義, 平川
翼 

中部大学 

422 2022 3 
教育データで教え方や学び方を
変える！ 

第 17 回京都大学
附置研究所・セン
ターシンポジウム
/京都大学松山講
演会/京都からの
挑戦~地球社会の
調和ある共存に向
けて~ 

緒方広明 京都大学 

423 2022 3 

Defining TLU task characteristi
cs distinguishing the different 
CEFR levels through a textbook
 analysis: The case of a univers
ity speaking placement test 

Language Testing
 Research Colloq
uium (LTRC 2022
) 

Kotaro Takizawa, 
Xiaofei Liu, Shun
go Suzuki, Yanpin
g Deng, Kana Mat
sumura, Keita Na
kamura, Yoko Oi, 
Tatsuro Tahara, A
kiko Watanabe, T
an Zhou 

Waseda 
University 

424 2022 3 

Revisiting the assessment pote
ntial of read-
aloud speech performance: Cog
nitive validity and predictive val
idity 

Language Testing
 Research Colloq
uium (LTRC 2022
) 

Shungo Suzuki, R
yuki Matsuura, M
ao Saeki, and Yoi
chi Matsuyama 

Waseda 
University 

425 2022 3 
人と共に成長する英会話能力判
定エージェントの開発 

日本音響学会
2022 年春季研究
発表会スペシャル
セッション「教育
支援のための音声
処理技術」 

松山洋一 早稲田大学 

426 2022 3 
英語学習の未来 ～メタバース時
代の会話 AI 技術の可能性を語る
～ 

日本英語コーチン
グ協会 JELCA シ
ンポジウム「テク
ノロジーが拓く英
語コーチングの未
来」 

松山洋一 早稲田大学 

427 2022 3 
言い淀みとポーズ位置検出に基
づく第二言語発話の流暢性自動
採点 

日本音響学会
2022 年春季研究
発表会スペシャル
セッション「教育
支援のための音声
処理技術」 

松浦瑠希，鈴木駿
吾，佐伯真於，小
川哲司，松山洋一 

早稲田大学 

428 2022 3 
DQI コーパスを用いた発言の自
動分類と特徴表現の抽出 

情報処理学会第
84 回全国大会 

開發 大樹, 相馬 ゆ
め, 大沼 進, 白
松 俊 

名古屋工業大学 



 

190 

429 2022 3 
Web 議論への関連情報推薦のた
めの検索語予測手法の精緻化と
情報推薦エージェントの試作 

情報処理学会第
84 回全国大会 

木下良輔, 白松俊 名古屋工業大学 

430 2022 3 
AI の見える化＆説明できる
AI(XAI)の作り方と導入・運用方
法 

サイエンス＆テク
ノロジーセミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

431 2022 3 
マルチエージェントプランニン
グネットワークの自動生成 

第 21 回データ指
向構成マイニング
とシミュレーショ
ン研究会(SIG-
DOCMAS) 

近藤雄也，吉田直
人，小山宗三，下
川大樹，加藤慶
彦，高屋英知，栗
原聡 

慶應義塾大学 

432 2022 3 

ユーザとのインタラクションを
可能とするリアクティブマルチ
エージェントプランニングの提
案 

第 21 回データ指
向構成マイニング
とシミュレーショ
ン研究会(SIG-
DOCMAS) 

吉田直人，小林伶
央，田嶋沙和子，
覚井悠生，加藤慶
彦，栗原聡 

慶應義塾大学 

433 2022 3 

条件付き敵対的生成ネットワー
クに対する GAN Inversion の適
用による実写顔画像から漫画顔
画像への変換手法の提案 

第 125 回知識ベー
スシステム研究会
(SIG-KBS) 

畠山太郎，齋藤隆
丞， 蛭田興
明， 橋本敦
史， 栗原聡 

慶應義塾大学 

434 2022 3 
模倣学習の方策を利用したマル
チエージェント協調学習手法の
提案と評価 

第 21 回データ指
向構成マイニング
とシミュレーショ
ン研究会(SIG-
DOCMAS) 

小山宗三，吉田直
人，加藤慶彦，高
屋英知，栗原聡 

慶應義塾大学 

435 2022 3 
物語構造を活用したプロット生
成システムによる発想支援 

第 206 回知能シス
テム研究会(SIG-
ICS) 

川野陽慈，日笠敬
大，須賀聖，栗原
聡 

慶應義塾大学 

436 2022 3 
非言語的な印象情報に基づいた
キャラクター生成の制御 

第 125 回知識ベー
スシステム研究会
(SIG-KBS) 

齋藤隆丞，蛭田興
明，畠山太郎，橋
本敦史，栗原聡 

慶應義塾大学 

437 2022 3 
ウェブ会議システムを利用した
料理インタビュー対話コーパス 

言語処理学会第
28 回年次大
会 (NLP 2022), 浜
松 

岡久 太郎, 田中リ
ベカ, 児玉 貴
志, Yin Jou Huang
, 黒橋 禎夫 

京都大学大学院 
情報学研究科 

438 2022 3 
暗黙知によるプロセス最適化手
法の開発（SiC 結晶成長プロセ
スを例に） 

第 69 回応用物理
学会春季学術講演
会 

宇治原徹 
国立大学法人 東
海国立大学機構 
名古屋大学 

439 2022 3 
遠隔育児支援システムの操作者
に提示する説明情報の主観と脳
活動 

日本認知心理学会
第 19 回大会 

粕谷 美里,阿部香
澄,長井 隆行 

電気通信大学 

440 2022 4 

PatchTCGA for supervised and 
self-
supervised learning benchmark
ing: pretrained models for effici
ent transfer learning on patholo
gical tasks. 

第 111 回病理学会
総会 

川井 将敬, 近藤 
哲夫 

山梨大学人体病理
学講座 
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441 2022 4 

Analyzing the Role of Expert Op
erators in Industry Using Functi
onal Resonance Analysis Meth
od 

SFI2022: Swedish
 French Worksho
p on Industry 4.0 
- University of Sk
övde 

Naruki Yasue and
 Tetsuo Sawaragi 

京都大学大学院 
工学研究科 

442 2022 5 

A style transfer mapping and fi
ne-
tuning subject transfer framew
ork using convolutional neural 
networks for surface electromy
ogram pattern recognition 

2022 IEEE Interna
tional Conference
 on Acoustics, Sp
eech and Signal P
rocessing 

叶賀 卓, 星野 貴
行, 多田 充徳 

産総研 

443 2022 5 
Object Memory Transformer for
 Object Goal Navigation 

IEEE Conference 
on Robotics and 
Automation 

福島 瑠唯, 太田圭, 
金崎朝子, 佐々木
洋子, 吉安祐介 

産総研、OIST 東
工大 東工大 産総
研 産総研 

444 2022 5 

Real-
time Bladder Tumor Detection 
at Clinics with Flexible Cystosc
opy with White Light and Narro
w Band Imaging using Deep Le
arning 

AUA annual meeti
ng 2022 

Ikeda Atsusi 1, 
Shogo Takaoka 2,
3, 
Hirokazu Nosato 
2, 
Hiromitsu Negoro
 1, 
Hidenori Sakanas
hi 2, 
Masahiro Muraka
wa 2, 
Hiroyuki Nishiya
ma 1 

1 University of 
Tsukuba, 
Department of 
Urology 2 AIRC, 
AIST 3 University 
of Tsukuba 

445 2022 5 
大変革時代におけるイノベー
ション創出に向けた R&D マネジ
メント 

第 43 期 新しい技
術経営を考える会
第１回例会 

坂田一郎 東京大学 

446 2022 5 
メディア向けセミナー「VR や
AI を活用した最先端の英語学習
法」 

ワールド・ファミ
リー・バイリンガ
ルサイエンス研究
所 

松山洋一，鈴木駿
吾 

早稲田大学 

447 2022 5 
業務で AI を活用するための AI
基礎講座 

(株)IHI 社内講座 長尾 智晴 横浜国立大学 

448 2022 5 
鋼板加工工程における熟練者の
注意配分特徴が生産性に及ぼす
影響の機能共鳴解析 

第 66 回システム
制御情報学会研究
発表講演
会 (SCI'22) 

安江 成輝, 椹木 哲
夫, 中西 弘明 

京都大学大学院 
工学研究科 

449 2022 6 
機械学習モデル調整過程の比較
可視化手法 

2022 年度 人工知
能学会全国大会
（第 36 回） 

宮城優里，大西正
輝 

産業技術総合研究
所 

450 2022 6 
Point Cloud Pre-
training with Natural 3D Struct
ures 

IEEE/CVF Interna
tional Conference
 on Computer Visi
on and Pattern R

山田亮佑 1, 片岡
裕雄 1, 千葉直
也 2, 堂前幸康 1, 
尾形哲也 1,2 

1 産総研 2 早稲
田大学 
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ecognition (CVPR
 2022) 

451 2022 6 
Replacing Labeled Real-
image Datasets with Auto-
generated Contours 

IEEE/CVF Interna
tional Conference
 on Computer Visi
on and Pattern R
ecognition (CVPR
 2022) 

片岡裕雄 1, 速水
亮 1, 山田亮佑 1, 
中嶋航大 1, 高島
空良 1,2, 
Xinyu Zhang 1,2, 
Edgar Josafat Ma
rtinez-Noriega 1, 
井上中順 1,2, 横
田理央 1,2 

1 産総研 2 東京
工業大学 

452 2022 6 

1 秒待つことによるアノテー
ション品質の向上：作業能力向
上と心的負担のトレードオフを
考慮した作業環境への介入 

2022 年度人工知
能学会全国大会
（第 36 回） 

香川璃奈 1, 白砂
大 3, 池田篤史 2, 
讃岐勝 1, 本田秀
仁 3, 野里博和 4 

1 筑波大学医学医
療系 2 筑波大学
附属病院 3 追手
門学院大学心理学
部 4 産総研 

453 2022 6 
DCNN を用いた少量データ学習
による NBI 膀胱内視鏡画像診断
支援に関する研究 

2022 年度人工知
能学会全国大会
（第 36 回） 

髙岡昇吾 1,3, 池
田篤史 2, 野里博
和 3, 坂無英
徳 3,1, 村川正
宏 3,1 

1 筑波大学 2 筑
波大学附属病院 3 
産総研 

454 2022 6 
膀胱内視鏡画像分類モデル学習
における自動生成画像データ
ベースの適用 

2022 年度人工知
能学会全国大会
（第 36 回） 

鴻巣竜之介 1, 野
里博和 2, 中島
悠 1 

1 東邦大学 2 産
総研 

455 2022 6 
テクノロジーインフォマティッ
クスによる科学技術の未来予測 

公益財団法人全日
本科学技術協会 

坂田一郎,  東京大学 

456 2022 6 
コンペティションによる協創：
安心安全を守る AI の開発に向け
て 

第 191 回ヒューマ
ンインタフェース
学会研究会： 社会
のデザイン・市民
のデザイン(SIG-
UXSD-15） 

鵜飼 孝典 1, 江
上 周作 1, 大野 美
喜子 1, 北村 光
司 1, 福田 賢一
郎 1, 川村 隆浩 1, 
古崎 晃司 1, 松下
京群 2 

1 産総研 2 富士
通研究所 

457 2022 6 
説明生成のための知識グラフ構
築ガイドラインの考察―ナレッ
ジグラフ推論チャレンジを例 

第 36 回人工知能
学会全国大会論文
集 

古崎 晃司 1, 江
上 周作 1, 松下京
群 2, 鵜飼 孝典 1, 
川村 隆浩 1 

1 産総研 2 富士
通研究所 

458 2022 6 
Cognitive States and Types of 
Nods 

P-
VLAM - LREC Wo
rkshop on People 
in Vision, Langua
ge And the Mind 

森 大河 1, 
Jokinen Kristiina 
1, 伝 康晴 2 

1 産総研 2 千葉
大学大学院 人文
科学研究院 

459 2022 6 
イベント中心知識グラフによる
人間生活を含む環境のサイバー
空間への転写に向けて 

2022 年度 人工知
能学会全国大会
（第 36 回） 

福田 賢一郎, 江
上 周作, 鵜飼 孝
典, 森田 武史, 大
野 美喜子, 北村 光
司, QIU YUE, 

産総研 
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原 健翔, 古崎 晃
司, 川村 隆浩 

460 2022 6 
Flare Transformer: 磁場画像と
物理特徴量を用いた太陽フレア
予測 

2022 年度 人工知
能学会全国大会
（第 36 回）
JSAI2022 

兼田 寛大、飯
田 紡、西塚 直
人、久保 勇樹、杉
浦 孔明 

慶應義塾大学、国
立研究開発法人情
報通信研究機構 

461 2022 6 
Lambda Attention Branch Netw
orks による視覚的説明生成 

2022 年度 人工知
能学会全国大会
（第 36 回）
JSAI2022 

飯田 紡、兼田 寛
大、平川 翼、山
下 隆義、藤吉 弘
亘、杉浦 孔明 

慶應義塾大学、中
部大学 

462 2022 6 

Asynchronous competition and 
cooperation between model-
based and model-
free reinforcement learning sys
tems 

第 45 回日本神経
科学大会
(Neuro2022)  

内部英治 ATR 

463 2022 6 
ScanQA: 3D question answerin
g for spatial scene understandi
ng 

IEEE/CVF Interna
tional Conference
 on Computer Visi
on and Pattern R
ecognition (CVPR
2022) 

Daichi Azuma/Tai
ki Miyanishi/Shu
hei Kurita/Motoa
ki Kawanabe 

ATR 

464 2022 6 
モデルベース・モデルフリー強
化学習の調停について 

第 36 回人工知能
学会全国大会
(JSAI2022)  

内部英治 ATR 

465 2022 6 
決定論的方策を学習するための
モデルベース強化学習  

ロボティクス・メ
カトロニクス講演
会
2022(RoboMech2
022) 

内部英治 ATR 

466 2022 6 
XAI の作り方と AI の業務への導
入方法 

トリケップスセミ
ナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

467 2022 6 
少ない学習データでもうまくい
く機械学習の適用方法と進め方
とそのコツ 

サイエンス＆テク
ノロジーセミナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

468 2022 6 
Constructing a Culinary Intervie
w Dialogue Corpus with Video 
Conferencing Tool 

Proceedings of th
e 13th Internation
al Conference on 
Language Resour
ces and Evaluatio
n (LREC 2022), M
arseille, France 

Taro Okahisa, Rib
eka Tanaka, Taka
shi Kodama, Yin J
ou Huang and Sa
dao Kurohashi 

京都大学大学院 
情報学研究科 

469 2022 7 
An Efficient Discrimination Disc
overy Method for Fairness Test
ing 

The 34th Internati
onal Conference 
on Software Engi
neering & Knowle
dge Engineering (
SEKE 2022) 

Shinya Sano, Tak
ashi Kitamura, Sh
ingo Takada 

産業技術総合研究
所 
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470 2022 7 
Autonomous driving quality ass
urance with data uncertainty a
nalysis 

The 2022 Internat
ional Joint Confer
ence on Neural N
etworks (IJCNN) 

Tinghui Ouyang, 
Yoshinao Isobe, S
aima Sultana, Yos
hiki Seo, Yutaka 
Oiwa 

産業技術総合研究
所 

471 2022 7 

One-
second Boosting: A Simple and 
Cost-
effective Intervention that Pro
motes the Optimal Allocation of
 Cognitive Resources 

Proceedings of th
e Annual Meeting
 of the Cognitive 
Science Society (
SogSci2022) 

香川璃奈 1, 白砂
大 3, 池田篤史 2, 
讃岐勝 1, 本田秀
仁 3, 野里博和 4 

1 筑波大学医学医
療系 2 筑波大学
附属病院 3 追手
門学院大学心理学
部 4 産総研 

472 2022 7 
Dual Cost-
sensitive Graph Convolutional 
Network Learning 

The 2022 Internat
ional Joint Confer
ence on Neural N
etworks (IJCNN 2
022) 

YIJUN DUAN 1, 
Xin Liu 1, 
Adam Jatowt 2, 
Hai-Tao Yu 3, 
Steven Lynden 1, 
Kyoung-
Sook Kim 1, 
Akiyoshi Matono 
1 

1 AIST 2 
University of 
Innsbruck 3 筑波
大学 

473 2022 7 
部品に内在する機能情報に基づ
くばら積みシーンからのロボッ
ト動作生成 

第 25 回 画像の認
識・理解シンポジ
ウム
（MIRU2022） 

鈴木 貴大, 橋本 
学 

中京大学 

474 2022 7 

複数倍率の病理画像（WSI）か
ら特徴量を自動集約する Multi-
scale Attention Assembler を用
いた診断支援 

第 25 回 画像の認
識・理解シンポジ
ウム (MIRU2022) 

吉田 岳, 上原 和
樹, 坂無 英徳, 野
里 博和, 村川 正宏 

産総研 

475 2022 7 
Pathological diagnosis support 
by AI system cooperating with 
humans 

Global Advances i
n AI: Innovations i
n 

坂無 英徳,  産総研 

476 2022 7 
Measuring and Stimulating the 
Brain at the Extremes of Perfor
mance 

2022 Neuroergon
omics Conference 

Daniel CALLAN  ATR 

477 2022 7 
小規模データに対する機械学習
の効果的適用法 

トリケップスセミ
ナー 

長尾 智晴 横浜国立大学 

478 2022 7 説明可能 AI(XAI)とは？ 
情報処理学会誌
「情報処理」 

長尾 智晴 横浜国立大学 

479 2022 8 

Time Pressure Based Human 
Workload and Productivity Com
patible System for Human-
Robot Collaboration  

2022 IEEE 18th In
ternational Confe
rence on Automat
ion Science and E
ngineering (CASE
) 

白倉 尚貴, 高瀬 竜
一, 山野辺 夏樹, 
堂前 幸康, 尾形 哲
也 

AIST 

480 2022 8 
Reconstruction of line illusion f
rom human brain activity 

Conference on Co
gnitive Computati
onal Neuroscienc
e(CCN2022) 

Fan Cheng/Tomo
yasu Horikawa/K
ei Majima/Yukiya
su Kamitani 

ATR 
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481 2022 8 
Dendric DNA Origami for Effici
ent DDS Carrier 

The 28th Internati
onal Conference 
on DNA Computin
g and Molecular 
Programming (DN
A28) 

葛谷 明紀 関西大学 

482 2022 9 

Anonymity Can Help Minority: 
A Novel Synthetic Data Over-
sampling Strategy on Multi-
label Graphs 

The 2022 Europe
an Conference on
 Machine Learnin
g and Principles a
nd Practice of Kn
owledge Discover
y in Databases (E
CML PKDD 2022) 

YIJUN DUAN 1, 
Xin Liu 1, 
Adam Jatowt 2, 
Hai-Tao Yu 3, 
Steven Lynden 1, 
Kyoung-
Sook Kim 1, 
Akiyoshi Matono 
1 

1 産総研 2 
University of 
Innsbruck 3 筑波
大学 

483 2022 9 
部品の機能的整合性に基づくば
ら積みシーンからのロボット組
み立て動作生成手法 

第 27 回知能メカ
トロニクスワーク
ショップ 

鈴木 貴大, 橋本 学 中京大学 

484 2022 9 
標準軌跡モデルと道具の機能情
報に基づくロボット動作生成 

第 27 回知能メカ
トロニクスワーク
ショップ 

安藤 優汰, 鈴木 貴
大, 秋月 秀一, 橋
本 学 

中京大学 

485 2022 9 
多目的強化学習のための経験再
生バッファの分離 

第 40 回日本ロ
ボット学会学術講
演会 

内部英治 ATR 

486 2022 9 

Functional Resonance Analysis 
of Expert’
s Monitoring Features in Steel 
Plate Processing 

Proceedings of th
e 15th IFAC/IFIP/
IFORS/IEA Symp
osium on Analysis
 Design and Evalu
ation of Human-
Machine Systems 

Naruki Yasue and
 Tetsuo Sawaragi 

京都大学大学院 
工学研究科 

487 2022 10 

Designing B-spline-
based Highly Efficient Neural N
etworks for IoT Applications on 
Edge Platforms 

SMC-2022 
葛谷直規，長尾智
晴 

横浜国立大学 

 

 ※ 論文 No.206 (P.150)と外部発表 No.471 (P.194)は同一の国際会議における論文発表と口頭発表である。 

  当該研究グループにおいては、海外での論文発表と口頭発表を別カウントとする方針をとっているため、 

  各 1 件としてカウントしている。 
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(b)受賞実績 

  年 月 タイトル 
雑誌名・学会名・ 
イベント名等 

発表者 発表者の所属 

1 2020 9 東工大発ベンチャー称号 
国立大学法人 東京
工業大学 

合同会社分子ロ
ボット総合研究所 

  

2 2020 11 
MTab4Wikidata at SemTab 
2020: Tabular Data Annotati
on with Wikidata 

ISWC 国際コンペ
ティション 

Phuc Nguyen 1, 
Ikuya Yamada 3, 
Natthawut Kertkei
dkachorn 2, 
Ryutaro Ichise1,2, 
Hideaki Takeda1 

1 National Institute 
of Informatics, 
Japan 2 National 
Institute of 
Advanced Industrial 
Science and 
Technology, Japan 
3 Studio Ousia, 
Japan 

3 2020 11 
PMap: Ensemble Pre-
training Models for Product 
Matching 

ISWC 国際コンペ
ティション 

Natthawut Kertkei
dkachorn 1, 
Ryutaro Ichise 1,2  

1 National Institute 
of Advanced 
Industrial Science 
and Technology, 
Japan 2 National 
Institute of 
Informatics, Japan 

4 2020 12 
自然の形成原理に基づく 3D
姿勢ラベル付き多視点画像自
動生成 

小田原賞 
山田亮佑 1,2, 鈴木
亮太 1, 中村明生 2, 
片岡裕雄 1 

1 産総研 人工知能
研究センター 2 東
京電機大学 

5 2020 12 
潜在的なトピック構造を捉え
た生成型教師なし意見要約 

優秀研究賞 

磯沼大 1, 森純一
郎 1,2, ボレガラ ダ
ヌシカ 3, 坂田一
郎 1 

1 東京大学 2 理研
AIP 3 リヴァプール
大学 

6 2021 3 
Recurrent neural network gr
ammar の並列化 

最優秀賞 
能地 宏 1, 大関洋
平 2 

1 産総研人工知能研
究センター 2 東京
大学大学院 総合文
化研究科 

7 2021 3 
トピック文生成による教師な
し意見要約 

若手奨励賞 磯沼大,  東京大学 

8 2021 3 
Fellow of International Asso
ciation of Advanced Materia
ls  

International Assoc
iation of Advanced 
Materials  

Kenji Suzuki 東京工業大学 

9 2021 7 
スモールデータ深層学習と
AI イメージングによる AI 支
援画像診断 

IIR ウィーク(東京工
業大学 科学技術創
成研究院) 

鈴木 賢治 東京工業大学 

10 2021 9 人工知能学会賞 

World Robot Summ
it, Indstrial Robotic
s Category, Assemb
ly challenge 

Team O2AS, （植
芝俊夫 1, 堂前幸
康 1, 原田研介 2, 
橋本学 3 他） 

1 産総研 2 大阪大
学 3 中京大学 ＊順
不同 

11 2021 9 
WRS Executive Committee 
Chairperson’
s Award 3rd place 

World Robot Summ
it, Indstrial Robotic

Team O2AS, （原
田研介 1, 2, 植芝俊

1 産総研 2 大阪大
学 3 中京大学 ＊順
不同 
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s Category, Assemb
ly challenge 

夫 1, 堂前幸康 1, 
橋本学 3 他） 

12 2021 9 
距離学習を導入した二値分類
モデルによる異常音検知 

第 23 回日本音響学
会 学生優秀発表賞 

畔栁 伊吹 名古屋大学 

13 2021 9 
口腔の生体情報検出と AI に
よるヘルスモニタリング 

バイオテックグラン
プリ 2021  

HPM
（Health Promotio
n from Mouth）  

東京工業大学 

14 2021 9 

暗黙知抽出を支援するインタ
ビューモデル構築のための相
互発話行為に対するニューラ
ル自然言語解析 

ヒューマンインタ
フェースシンポジウ
ム 2021 学術奨励賞 

西村浩人 
京都大学大学院 工
学研究科 

15 2021 9 
視線運動の複雑性分析を用い
た製造業における熟練者の注
意配分に関する特徴抽出 

ヒューマンインタ
フェースシンポジウ
ム 2021 学術奨励賞 

安江成輝 
京都大学大学院 工
学研究科 

16 2021 10 
Storyteller: The papers co-
citing Sleeping Beauty and 
Prince before awakening 

The best student p
aper 受賞 

Takahiro Miura, 
Ichiro Sakata 

東京大学 

17 2021 11 
モデルフリーとモデルベース
強化学習のための非同期並列
学習 

人工知能学会 2021
年度全国大会優秀賞 

内部 英治 ATR 

18 2021 11 
InteLLA：適応的な質問戦略
を有するスピーキング能力判
定会話エージェント 

人工知能学会 2021
年度若手優秀賞 

佐伯真於，鈴木駿
吾，松浦瑠希，宮
城琴佳，藤江真
也，小林哲則，松
山洋一 

早稲田大学 

19 2021 11 研究・レポート部門 優秀賞 
BabyTech® Award J
apan 2021 

株式会社 ChiCaRo   

20 2021 12 レーシングゲーム実況生成 
第 250 回自然言語
処理研究会優秀研究
賞 

石垣 達也 1 , 
Topic Goran 1, 濵
園 侑美 1,2, 能
地 宏 1,3, 小林 一
郎 1,2, 宮尾 祐
介 1,4, 高村 大也 1 

1 産総研 2 お茶の
水女子大学 3 
LeapMind 4 東京大
学 

21 2021 12 
VR 体験と実体験を統合し経
験を拡張させるデジタルツイ
ン環境の開発 

優秀講演賞 
稲邑哲也，岩見幸
一,  

国立情報学研究所 

22 2021 12 InteLLA 

Leaning Assessme
nt Category BRONZ
E, Reimagine Educ
ation Award 

Yoichi Matsuya, M
ao Saeki, Shungo S
uzuki 

Waseda University 

23 2022 1 

2021 年
Highlighted Paper, Operatio
nal solar flare prediction mo
del using Deep Flare Net 

Earth, Planets and 
Space 

Naoto Nishizuka 1,
 Yûki Kubo 1 

1 Applied 
Electromagnetic 
Research Institute, 
National Institute of 
Information and 
Communications 
Technology, 2 
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Department of 
Information and 
Computer Science, 
Keio University 

24 2022 3 
深層フルランク空間相関分析
に基づく遠隔音声認識のフロ
ントエンド 

情報処理学会第 84
回全国大会 

合澤 隆拓 1, 2, 坂
東 宜昭 2, 糸山 克
寿 1, 西田 健次 1, 
中臺 一博 1, 3 

1 東工大 2 産総研 
3 HRI-JP 

25 2022 3 
潜在的なトピック構造を捉え
た生成型教師なし意見要約 

山下記念研究賞 磯沼大,  東京大学 

26 2022 3 
工程の安全性向上のための熟
練者の注意配分特徴に基づく
機能共鳴解析 

日本機械学会三浦賞 安江成輝 
京都大学大学院 工
学研究科 

27 2022 3 オーディエンス賞 

知財アクセラレー
ションプログラム
IPAS2021 Demo Da
y 

株式会社 ChiCaRo   

28 2022 5 
InteLLA：適応的な質問戦略
を有するスピーキング能力判
定会話エージェント 

人工知能学会 2021
年度研究会優秀賞 

佐伯真於，鈴木駿
吾，松浦瑠希，宮
城琴佳，藤江真
也，小林哲則，松
山洋一 

早稲田大学 

29 2022 6 
Target-
Driven Navigation Based on
 Transformer 

日本機械学会 若手
優秀講演フェロー賞 

福島 瑠唯,  法政大学、産総研 

 

 

(c)プレス発表等 

  年 月 タイトル 
雑誌名・学会名・ 
イベント名等 

発表者 発表者の所属 

1 2020 6 
機械学習品質マネジメントガ
イドラインを公開 

プレスリリース 産業技術総合研究所 産業技術総合研究所 

2 2020 6 
機械学習品質マネジメントガ
イドライン第 1 版 

CPSEC テクニカル
レポート CPSEC-
TR-2020001 

産業技術総合研究
所 サイバーフィジ
カルセキュリティ研
究センター・人工知
能研究センター 

産業技術総合研究所 

3 2020 6 

「人と共に成長するオンライ
ン語学学習支援 AI システム
の開発」NEDO 事業に採択
決定 

早稲田大学 グリー
ン・コンピューティ
ング・システム研究
機構プレスリリース 

松山洋一 早稲田大学 

4 2020 9 

文章の構造を可視化し AI と
協調するオンライン共同エ
ディタの開発開始～「人と
AI の協調を進化させるセマ
ンティックオーサリング基盤

OKI プレスリリース 沖電気工業株式会社 沖電気工業株式会社 
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の開発」が、NEDO の委託
事業に採択～ 

5 2020 9 
キユーピーが、がん発症リス
ク判定サービス事業化を目指
すワケ 

Beyond Health キユーピー株式会社   

6 2020 9 
AI・ブロックチェーン技術を
活用した臨床開発基盤とデジ
タル医療 

DIA JAPAN2020 
第 8 回 DIA クリニ
カルオペレーショ
ン・モニタリング
ワークショップ 

上野 太郎 サスメド株式会社 

7 2020 11 
AI システムの品質評価支援
ツール Qunomon 

ソフトウェア公開 
産業技術総合研究
所 人工知能研究セ
ンター 

産業技術総合研究所 

8 2020 11 
「機械学習システムの品質評
価テストベッドα版（機能限
定）」を公開 

プレスリリース 産業技術総合研究所 産業技術総合研究所 

9 2020 11 
「説明できる AI」に着手 
京大と内田洋行が実証研究を
開始 

電経新聞 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

10 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI の開発・実証研究を本格
化 

ReseEd 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

11 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI の開発・実証研究を本格
化 

ReseMom 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

12 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI エンジンの開発と実証研
究 

NewsPicks! 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

13 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI エンジンの開発と実証研
究 

goo ニュース 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

14 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI エンジンの開発と実証研
究 

yahoo 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

15 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI エンジンの開発と実証研
究 

ドコモニュース 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

16 2020 11 
京都大学と内田洋行、教育
AI エンジンの開発と実証研
究 

週刊 BCN 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

17 2020 11 
京都大学・京都市と内田洋
行、教育 AI の開発・実証研
究を開始 

ICT 教育ニュース 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

18 2020 11 
京都大学・京都市と内田洋
行、教育 AI の開発・実証研
究を開始 

TECHABLE 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 
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19 2020 11 
京都大学・京都市と内田洋
行、教育 AI の開発・実証研
究を開始 

excite ニュース 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

20 2020 11 
京都大学・京都市と内田洋
行、教育 AI の開発・実証研
究を開始 

mixi ニュース 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

21 2020 11 
京都大学・京都市と内田洋
行、教育 AI の開発・実証研
究を開始 

京都大学学術情報メ
ディアセンターweb
サイト 

京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

22 2020 11 
京都大学・京都市と内田洋
行、教育 AI の開発・実証研
究を開始 

株式会社内田洋行
web サイト 

京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

23 2020 11 

内田洋行・京都市・京大、
「人と共に進化する次世代人
工知能に関する技術開発事
業」に採択され実証研究を開
始 

日本経済新聞電子版 
京都大学・京都市教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

24 2020 11 医療事故とリスク予測 日経産業新聞 
明智 龍男／市川 
太祐 

名古屋市立大学／サ
スメド株式会社 

25 2020 11 
極小スケールの“ものづくり
大革命”DNA オリガミ 

NHK E テレ「サイ
エンス ZERO」アン
コール放送 

葛谷 明紀 関西大学 

26 2021 2 
Machine Learning Quality M
anagement Guideline – 1st 
English Edition 

CPSEC テクニカル
レポート CPSEC-
TR-2020001 

産業技術総合研究
所 サイバーフィジ
カルセキュリティ研
究センター・人工知
能研究センター 

産業技術総合研究所 

27 2021 2 
「説明できる AI 実証研究(高
等学校)」で滋賀県教委、京
都大、内田洋行が協定 

教育家庭新聞 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

28 2021 2 
内田洋行、京大ら、高等学校
を対象に「説明できる AI」
の実証研究で連携協定 

Line ニュース 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

29 2021 2 
内田洋行、京大ら、高等学校
を対象に「説明できる AI」
の実証研究で連携協定 

ニコニコニュース 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

30 2021 2 
内田洋行、京大ら、高等学校
を対象に「説明できる AI」
の実証研究で連携協定 

マイナビニュース 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

31 2021 2 
内田洋行、京大ら、高等学校
を対象に「説明できる AI」
の実証研究で連携協定 

マピオンニュース 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

32 2021 2 
内田洋行、京大ら、高等学校
を対象に「説明できる AI」
の実証研究で連携協定 

ライブドアニュース 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 
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33 2021 2 

内田洋行・京大・滋賀県教
委、高等学校を対象に「説明
できる AI」実証研究で三者
連携協定を締結 

日本経済新聞電子版 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

34 2021 2 
滋賀県教委、京都大学・内田
洋行と「説明できる AI」の
実証実験で協定締結 

教育 ICT ニュース 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

35 2021 2 

滋賀県教育委員会、京都大
学、内田洋行、高等学校を対
象に「『説明できる AI』実
証研究」で三者連携協定を締
結 

株式会社内田洋行
web サイト 

京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

36 2021 2 
高校生の学習指導にＡＩ活用
研究 県教委と京大、内田洋
行の三者が協定 

中日新聞 
京都大学・滋賀県教
育委員会・株式会社
内田洋行 

  

37 2021 2 銀河系ゼミナール∞ TV 出演 
東京 MX テレビ 報
道番組「バラいろダ
ンディ」 

苫米地英人 
コグニティブリサー
チラボ株式会社 

38 2021 2 
論文『がんにおける食とマイ
クロ RNA の関係性とその可
能性』が 

キユーピーアヲハタ
ニュース 

キユーピー株式会社   

39 2021 2 
オンコロジー領域におけるデ
ジタルテクノロジー活用 

日本臨床腫瘍学会 上野 太郎 サスメド株式会社 

40 2021 2 
デジタル技術を活用した治療
と臨床開発 

日本製薬工業協会医
薬品評価委員会シン
ポジウム 

上野 太郎 サスメド株式会社 

41 2021 3 
世界を変える、東工大イチオ
シベンチャーに選抜 

東京工業大学ベン
チャーフェスティバ
ル 

合同会社分子ロボッ
ト総合研究所 

  

42 2021 5 
デジタル教科書で積み上げら
れる「データ」のゆくえ 

教職研修・2021 年
6 月号 pp.2-3 

緒方広明 京都大学 

43 2021 6 
生徒の「分からない」を可視
化するラーニングアナリティ
クス 

教育と ICT Online 緒方広明 京都大学 

44 2021 7 
Preliminary reference report
 for Application examples, R
evision FY2020 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/publicat
ion/aiqm/guideline
-rev2.html 

Yoshiki Seo 産業技術総合研究所 

45 2021 7 
機械学習品質マネジメントガ
イドライン 第 2 版 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/publicat
ion/aiqm/guideline
-rev2.html 

大岩寛 産業技術総合研究所 

46 2021 7 
機械学習品質評価・向上技術
に関する報告書 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/publicat
ion/aiqm/guideline
-rev2.html 

磯部祥尚 産業技術総合研究所 
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47 2021 7 
データとエビデンスに裏打ち
された教育へ 

教育と ICT 緒方広明 京都大学 

48 2021 7 
Preventing disease before it
 starts 

nature キユーピー株式会社   

49 2021 7 
Nanoscale Manufacturing w
ith DNA Origami 

NHK 国際放
送 "Science View" 

葛谷 明紀 関西大学 

50 2021 8 
人から学ぶ組み立てロボット
動作の自動生成  

イノベーション・
ジャパン２０２１ 
大学見本市 

橋本 学 中京大学 

51 2021 8 
熟練度評価を加味した皮膚病
勢スコアリング AI アプリ 

イノベーション・
ジャパン 2021～大
学見本市 Online 

川井 将敬 
山梨大学医学部人体
病理学講座 

52 2021 8 
エビデンスに基づく教育実践
とは？——EDE 協議会が旗
揚げのシンポジウム開催 

教育と ICT Online 緒方広明 京都大学 

53 2021 8 疾病を発症前に予防する 
キユーピー株式会社
ホームページ 

キユーピー株式会社   

54 2021 8 
「FNN Live News α」内
「αism」コーナーにて特集 

フジテレビ 株式会社 ChiCaRo   

55 2021 9 
教育データでエビデンス駆動
型教育へ  BookRoll 等で学
びのデータ活用 

教育家庭新聞 緒方広明 京都大学 

56 2021 9 

株式会社ＣｈｉＣａＲｏ、乳
幼児の保育・発達支援のため
の AI 開発に向け、ロボット
を活用した国プロ実証実験を
開始 

PR TIMES 株式会社 ChiCaRo   

57 2021 10 
知見がない 1 人 1 台端末の
授業こそデータとエビデンス
が役に立つ 

教育と ICT 緒方広明 京都大学 

58 2021 10 
名大、欠陥の少ない高品質な
6 インチ SiC 単結晶基板の作
製に成功 

BIGLOBE ニュース C. ZHU,宇治原徹 
国立大学法人 東海
国立大学機構 名古
屋大学 

59 2021 10 
名大、欠陥の少ない高品質な
6 インチ SiC 単結晶基板の作
製に成功 

Rakuten Infoseek C. ZHU,宇治原徹 
国立大学法人 東海
国立大学機構 名古
屋大学 

60 2021 10 
名大、欠陥の少ない高品質な
6 インチ SiC 単結晶基板の作
製に成功 

マイナビニュース C. ZHU,宇治原徹 
国立大学法人 東海
国立大学機構 名古
屋大学 

61 2021 10 

脱炭素社会に向けて新技
術！ ～AI 利用で高品質
な 6 インチの SiC 結晶成
長 の開発を短期間で実現～ 

プレスリリース C. ZHU,宇治原徹 
国立大学法人 東海
国立大学機構 名古
屋大学 

62 2021 11 
内田洋行、文科省 CBT シス
テム「MEXCBT」に使われ
てきた学習 e ポータル「L-

株式会社内田洋行プ
レスリリース 

緒方広明, 内田洋行
教育総合研究所 

京都大学 
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Gate」の製品版を本格的に
提供開始 

63 2021 11 
教育 DX 研修会 教育データ
の利活用の実践～BookRoll
を使ってみよう！ 

IT コンソーシアム
京都,エビデンス駆
動型教育研究協議会 

緒方広明 京都大学 

64 2021 11 

「サイバー攻撃への抗体獲得
法～レジリエンスと
DevSecOps による DX 時代
のサバイバルガイド」 

書籍出版（サイゾー
社刊） 

韮原祐介 
コグニティブリサー
チラボ株式会社 

65 2021 11 銀河系ゼミナール∞ TV 出演 
東京 MX テレビ 報
道番組「バラいろダ
ンディ」 

苫米地英人 
コグニティブリサー
チラボ株式会社 

66 2021 11 
次世代半導体、AI で欠陥
100 分の 1 に 名大が手法開
発 

日本経済新聞 宇治原徹 
国立大学法人 東海
国立大学機構 名古
屋大学 

67 2021 11 

優れた育児 IT 商品コンテス
トの大賞・優秀賞・特別賞が
決定！
「BabyTech® Award Japan 
2021」  

PR TIMES 株式会社 ChiCaRo   

68 2021 11 
出川哲朗、社員になる。【Ｔ
ＯＫＹＯ ＳＴＡＲＴＵＰ Ｄ
ＥＧＡＷＡ】 

テレビ東京 株式会社 ChiCaRo   

69 2021 12 
深層学習を利用した能動ステ
レオ法による３次元内視鏡シ
ステム 

日本興業出版 画像
ラボ 

古川 亮 広島市立大学 

70 2021 12 
熟練度評価を加味した皮膚病
勢スコアリング AI アプリ 

山梨大学 新技術説
明会【オンライン開
催】 

川井 将敬 
山梨大学医学部人体
病理学講座 

71 2021 12 
英会話能力判定 system を開
発 

早稲田大学プレスリ
リース 

松山洋一，佐伯真
於，鈴木駿吾 

早稲田大学 

72 2021 12 

渋谷区で遠隔協同子育て支援
ロボット「チカロ」を使った
未就学児向け発達巡回の実証
実験をスタート 

PR TIMES 株式会社 ChiCaRo   

73 2022 1 実世界の時間は遅すぎる 
youtube 予備校のノ
リで学ぶ「大学の数
学・物理」 

宇治原徹 
国立大学法人 東海
国立大学機構 名古
屋大学 

74 2022 2 
Machine Learning Quality M
anagement Guideline – 2nd 
English Edition 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/en/publ
ication/aiqm/guidel
ine-rev2.html 

Yutaka Oiwa 産業技術総合研究所 

75 2022 2 
Report on quality evaluation
/improvement technology, 1
st Edition 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/en/publ
ication/aiqm/guidel
ine-rev2.html 

Yoshinao Isobe 産業技術総合研究所 
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76 2022 2 

診断難易度が高い通常型間質
性肺炎を高精度に診断する人
工知能モデルの開発に世界で
初めて成功 

プレス発表（投げ込
み、長崎大学） 

福岡 順也 1, 上紙 
航 1,2, 坂無 英徳 3, 
上原 和樹 3 

1 長崎大学 2 亀田
総合病院 3 産総研 

77 2022 3 
Reference Guide to Machin
e Learning Quality Manage
ment 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/publicat
ion/aiqm/reference
guide.html 

Yoshiki Seo 産業技術総合研究所 

78 2022 3 

エキスパートの知識を組み込
んだ“AI から学ぶ”教育—医学
生や新入社員など多方面での
教育に期待— 

https://www.chubu
.ac.jp/news/1975/ 

藤吉弘亘, 山下隆
義, 平川翼 

中部大学 

79 2022 3 

学生の理解度 見える
化 （第 17 回京都大学附置研
究所・センターシンポジウ
ム） 

読売新聞（27 面） 緒方広明 京都大学 

80 2022 3 枠組み超え 学問創造 読売新聞（34 面） 緒方広明 京都大学 

81 2022 4 
（展示会出展）マタニティ＆
ベビーフェスタ 2022 

マタニティ＆ベビー
フェスタ 2022 

株式会社 ChiCaRo   

82 2022 4 

群れをなし、働き始めた分子
ロボット～実働するマイクロ
サイズの分子ロボットを世界
に先駆けて開発することに成
功～ 

プレスリリース 
北海道大学、九州大
学、関西大学、名古
屋大学 

  

83 2022 6 
大量の実画像データの収集が
不要な AI を開発 

産総研プレス発表 
産総研, 東京工業大
学, 早稲田大学 

  

84 2022 7 
機械学習品質マネジメントリ
ファレンスガイド 

https://www.digiar
c.aist.go.jp/publicat
ion/aiqm/reference
guide.html 

妹尾義樹 産業技術総合研究所 

85 2022 7 
人と協調する AI 開発／医師
の経験学び病理診断 

日刊工業新聞 坂無 英徳 産総研 

86 2022   
AI を用いた膀胱内視鏡診断
支援システムの開発 

月刊「泌尿器科」 
池田篤史 1, 野里博
和 2,  

1 筑波大学 2 産総
研 
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(d)その他の情報公開 

  年 月 タイトル 
雑誌名・学会名・ 
イベント名等 

発表者 発表者の所属 

1 2021 2 
ラーニングアナリティクス：
教育ビッグデータの分析によ
る教育変革 

Nextcom 緒方広明 京都大学 

2 2021 3 
アフターコロナ時代における
教育データの利活用とその可
能性 

チャイルドサイエン
ス 

緒方広明 京都大学 

3 2021 7 ABCI 2.0 Benchmarks 
https://github.com
/aistairc/abci2.0be
nchmark 

滝澤 真一朗、谷
村 勇輔、中田 秀
基、高野 了成、小
川 宏高 

産総研 

4 2021 8 

KDD Cup 2021 (Multi-
dataset Time Series Anomal
y Detection) X-
th place solution 

KDD2021 吉村 玄太 産総研 

5 2021 9 
全身のダイナミクスを考慮し
た最適制御  

日本ロボット学会
誌  

石原 弘二/森本 
淳 

ATR 

6 2021 9 
順・逆強化学習を用いた生成
的模倣学習  

日本ロボット学会
誌  

内部 英治 ATR 

7 2022 1 

MetaVD: 動作認識データ
セットの間で動作ラベルの概
念の関係付けを行ったメタ
データセット 

https://github.com
/STAIR-Lab-
CIT/metavd 

吉川友也, 重藤優太
郎, 竹内彰一 

千葉工業大学 人工
知能・ソフトウェア
技術研究センター 

8 2022 3 深層音源分離ソフトウェア 
GitHub https://gith
ub.com/yoshipon/s
pl2021_neural-fca 

坂東 宜昭 産総研 

9 2022 6 
Replacing Labeled Real-
Image Datasets 

https://hirokatsuka
taoka16.github.io/R
eplacing-Labeled-
Real-Image-
Datasets/ 

Hirokatsu Kataoka 
1, Ryo Hayamizu 1, 
Ryosuke Yamada 1, 
Kodai Nakashima 1
, 
Sora Takashima 1,2
  , 
Xinyu Zhang 1,2, 
Edgar Josafat Marti
nez-Noriega 1,2, 
Nakamasa Inoue 1,
2, Rio Yokota 1,2 

1 AIST 2 TITech 

10 2022 7 

Jointly Predicting Emotion, 
Age, and Country Using Pre
-
Trained Acoustic Embeddin
g 

arXiv [submitted to 
ACII conference] 

Bagus Tris ATMAJA
 1, Akira SASOU 1, 
Zanjabila 2 

1 AIST 2 ITS 
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● 各テーマの実施体制表 

 

研究開発項目①「人と共に進化する AI システムの基盤技術開発」 

 ①－１ 人と共に進化する AI システムのフレームワーク開発 

研究テーマ①－１－１：サイボーグ AI に関する研究開発 
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研究テーマ①－１－２：実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

(当該テーマは全体提案であり各研究開発項目も抱合した研究テーマである。研究開発項

目ごとにそれぞれの実施体制を記載している。) 
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①－２ 説明できる AI の基盤技術開発 

 研究テーマ①－２－１：学習者の自己説明と AI の説明生成の共進化による教育学習支

援環境 EXAIT の研究開発 

 
 

研究テーマ①－２－２：実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

 

 

 研究テーマ①－２－３：進化的機械知能に基づく XAI の基盤技術と産業応用基盤の開発 
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 研究テーマ①－２－４：説明できる自律化インタラクション AI の研究開発と育児・発

達支援への応用（当該研究テーマは①－３の内容も抱合。） 

 
 

 研究テーマ①－２－５：人と共に成長するオンライン語学学習支援 AI システムの開発 

 

 

 研究テーマ①－２－６：モジュール型モデルによる深層学習のホワイトボックス化 
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①－３ 人の意図や知識を理解して学習する AI の基盤技術開発 

研究テーマ①－３－１：インタラクティブなストーリー型コンテンツ創作支援基盤の開

発 
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研究テーマ①－３－２：実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

 
 

 

 

 研究テーマ①－３－３：熟練者暗黙知の顕在化・伝承を支援する人協調 AI 基盤技術開

発 
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 研究テーマ①－３－５：人と共に進化する AI オンライン教育プラットフォームの開発 
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 研究テーマ①－３－６：人と AI の協調を進化させるセマンティックオーサリング基盤

の開発 
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 研究テーマ①－３－７：AI とオペレータの『意味』を介したコミュニケーションによ

る結晶成長技術開発 

 

 

 

 

 

 研究テーマ①－３－８：AI と VR を活用した分子ロボット共創環境の研究開発 
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  研究テーマ①－３－９：Patient Journey を理解し臨床開発での意思決定を支援する

人工知能基盤の開発 
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①－４ 商品情報データベース構築のための研究開発 

研究テーマ①－４－１：商品情報データベース構築のための研究開発 
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研究開発項目②「実世界で信頼できる AI の評価・管理手法の確立」 

 研究テーマ②－１：機械学習システムの品質評価指標・測定テストベッドの研究開発 
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研究開発項目③「容易に構築・導入できる AI の開発」 

研究テーマ③－１：実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の研究開発 

 


